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（ 第 １ 号 ）  



平成２７年第１回大多喜町議会定例会３月会議会議録 

 

                              平成２７年３月５日（木） 

                              午前１０時００分 開議 

 

出席議員（１１名） 

     １番  根 本 年 生 君      ３番  吉 野 一 男 君 

     ４番  麻 生   勇 君      ５番  野 村 賢 一 君 

     ６番  江 澤 勝 美 君      ７番  小 髙 芳 一 君 

     ８番  渡 邉 泰 宣 君      ９番  吉 野 僖 一 君 

    １０番  山 田 久 子 君     １１番  野 中 眞 弓 君 

    １２番  志 関 武良夫 君 

 

欠席議員（なし） 

 

地方自治法第１２１条の規定による出席説明者 

町 長 飯 島 勝 美 君 副 町 長 鈴 木 朋 美 君 

教 育 長 石 井 信 代 君 代表監査委員 滝 口 延 康 君 

総 務 課 長 加曽利 英 男 君 企画財政課長 西 郡 栄 一 君 

税務住民課長 市 原 和 男 君 健康福祉課長 永 嶋 耕 一 君 

子 育 て 支 援 
課 長 

三 上 清 作 君 建 設 課 長 末 吉 昭 男 君 

産業振興課長 野 村 一 夫 君 環境水道課長 川 嵜 照 恭 君 

特別養護老人 
ホ ー ム 所 長 齋 藤 健 二 君 会 計 室 長 高 橋 啓一郎 君 

教 育 課 長 野 口   彰 君 生涯学習課長 関   晴 夫 君 

 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 渡 辺 八寿雄 書 記 大 竹 義 弘 
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議事日程（第１号） 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 同意第２号 副町長の選任について 

 日程第 ３ 同意第３号 大多喜町教育委員会委員の任命について 

 日程第 ４ 同意第４号 大多喜町教育委員会委員の任命について 

 日程第 ５ 一般質問 

 日程第 ６ 議案第２号 指定管理者の指定について 

 日程第 ７ 議案第３号 大多喜町障がい者施策推進計画の策定について 

 日程第 ８ 議案第４号 大多喜町高齢者保健福祉計画及び第６期介護保険事業計画の策定 

             について 

 日程第 ９ 議案第５号 区域外道路の路線認定及び廃止の承諾について 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（志関武良夫君） おはようございます。 

  本日は、平成27年第１回議会定例会が開催されましたが、議員各位を初め町長及び執行部

職員の皆さんには、３月会議に出席をいただきましてまことにご苦労さまでございます。 

  開議宣告の前にご紹介申し上げます。 

  平成27年２月16日付で、滝口延康さんが町の代表監査委員に就任されました。滝口延康代

表監査委員を紹介いたします。 

  新年度予算の審議の議会でありますので、ご出席をお願いいたしました。ご挨拶お願いし

ます。 

○代表監査委員（滝口延康君） おはようございます。 

  ただいま議長さんに紹介いただきました滝口延康です。どうぞよろしくお願いします。 

  町の監査、初めてでございますけれども、厳正にですね、そして透明性を持って実施して

いきたいと考えているので、どうぞ皆さんのご協力をよろしくお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） ただいまの出席議員は11名全員です。定足数に達しておりますので、

会議は成立いたしました。 

  本日３月５日は休会となっておりますが、議事の都合により第１回議会定例会を開催いた

します。 

  これより３月会議を開きます。 

  なお、３月会議の審議期間でありますが、２月24日に開催しました議会運営委員会で協議

した結果、議事日程に示したとおり、本日３月５日と明日６日、そして19日の３日間で審議

することと決定しております。 

  議員各位及び執行部の皆さんには、議会運営、議事進行にご協力くださるようよろしくお

願い申し上げます。 

（午前１０時００分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎行政報告 

○議長（志関武良夫君） 日程に先立ち、町長から行政報告があります。 

  町長。 
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○町長（飯島勝美君） おはようございます。 

  厳しかった寒さも和らぎ、日の光にも力強さが感じられるようになりましたが、本日平成

27年第１回議会定例会３月会議を再開させていただきましたところ、議長を初め議員各位に

は大変お忙しい中ご出席をいただき、まことにありがとうございます。また、平素は町政運

営に多方面からのご支援、ご協力を賜り、改めて御礼を申し上げます。 

  行政報告につきましては、お手元に配付をさせていただきました報告書によりご承知をい

ただきたいと思います。 

  さて、本日から始まる議会には、平成27年度当初予算案を提案させていただきますので、

予算編成方針などについて若干ご説明させていただきます。 

  景気は緩やかな回復基調が続いているものの、昨年４月に実施された消費税率引き上げに

伴う駆け込み需要の反動減などの要因により、個人消費に弱さが見られるなど、地域ごとに

景気のばらつきがあり、国の経済政策の効果がなかなか行き渡らず、経済の好循環の実現が

十分には進んでいない状況です。 

  また、地方財政においては地域の経済環境が依然として厳しく、地方税収もリーマン・シ

ョック前の水準に回復していないことや、消費税率引き上げに伴う社会保障の充実に係る地

方負担の増など、社会保障制度に係る状況も不透明な部分があり、義務的経費の増加も予想

され、厳しい状況が続いています。 

  本町の平成27年度の財政見通しは、歳入では実体経済が依然厳しく、予断を許さない状況

であり、大幅な町税収入の増は見込めず、自主財源の確保が困難な状況です。一方、歳出で

は少子化対策、医療、介護などの福祉関連経費が大きく、人件費は公債費の総額に占める割

合も高い水準で推移するため、経常的な経費が多くなっており、依然として厳しい財政状況

が続くものと思われます。 

  このような中で平成27年度の予算編成に当たりましては、全ての事務事業の必要性、効率

性、財源及び効果について徹底的な見直しを行い、総合計画との整合性を図りながら予算編

成したところでございまして、歳入歳出の総額は前年度と比べ3.3パーセント減の42億9,200

万円となりました。 

  まず、歳入における主なものとしましては、自主財源では町税が前年度と比べ3.5パーセ

ント減の10億3,943万7,000円、寄附金が大幅増の5,000万円、依存財源である地方交付税が

2.1パーセント減の14億2,000万円をそれぞれ見込みました。 

  一方、歳出では総務費はふるさと納税に係る報償費の新設などにより、前年度と比べ14パ
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ーセント増の７億8,086万6,000円、土木が道路ストック総点検の完了などにより20.7パーセ

ント減の３億1,909万6,000円、教育費は大多喜小学校の校舎増改築工事の完了などにより、

23.7パーセント減の３億5,775万3,000円を計上しました。 

  なお、一般会計と特別会計の合計では、前年度と比べ0.8パーセント増の70億9,155万円と

なりました。 

  また、水道事業及び特別養護老人ホーム事業会計においても、それぞれの目的に合わせ、

将来の事業運営を見通した予算編成としたところでございます。 

  以上、平成27年度当初予算編成方針等を申し上げまして、各議案ともご審議の上、全議案

可決、ご同意くださいますようお願い申し上げ、行政報告といたします。 

○議長（志関武良夫君） これで行政報告を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（志関武良夫君） 次に諸般の報告でありますが、第１回議会定例会１月会議以降の議

会関係の主な事項は、お配りいたしました印刷物によりご了承いただきたいと思います。 

  なお、このうち組合議会において関係議員からご報告をお願いいたします。 

  初めに、千葉県後期高齢者医療広域連合議会の関係について、11番野中眞弓君から報告願

います。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 平成27年第１回千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会の報告を

させていただきます。 

  本議会は２月９日、千葉市のホテルオークラにて開かれました。お手元に資料が配られて

いると思います。補正予算関係が一般会計と特別会計、それから27年度の予算が一般会計予

算と特別会計予算、そしてそのほかに議案集が配られていると思います。 

  議案の１ページ目を、表紙を開いていただきますと目次がありまして、今議会では10本の

議案が出されました。全部可決されました。 

  主な議案はマイナンバー制導入にかかわる個人情報保護条例の一部改正とか、個人情報審

査会条例の改正とかです。そのほかに、26年度の一般会計、特別会計の補正予算、27年度の

両会計の予算の承認でした。 

  27年度の予算ですけれども、事務方経費の一般会計予算は歳入歳出47億8,250万で、前年

度より２億6,200万ふえています。 
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  皆さんから保険料をいただいて運営している療養給付等の特別会計予算は5,262億2,440万

で、前年度より歳入歳出とも322億5,210万円増です。これは自然増による、だんだん高齢化

で、後期高齢者の加入者がふえているので自然増による増という感じです。 

  27年度の保険料は前年度と変わりません。ただ、軽減措置の所得判定基準の見直しが行わ

れる予定でして、３人世帯の場合、均等割５割軽減の上限が、今まで147万円でしたけれど

も、184万円に広がります。２割軽減の場合、今までの上限223万円から274万円になり、軽

減の受益者の幅が来年度については広がるということです。 

  以上、ご報告いたします。 

○議長（志関武良夫君） ご苦労さまでした。 

  次に、夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会の関係について、４番麻生勇君からお願いしま

す。 

  ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） 夷隅郡市広域市町村圏事務組合の議会が２月17日に開催されました。

その折に、志関議長、それから広域事務組合議会議長の野村さん、それと私が出席いたしま

した。 

  ７本の議案が審議され、採決されました。お手元に配付してございますけれども、一般会

計予算では歳入歳出それぞれ23億3,325万1,000円で承認されました。また、外房線複線化事

業特別会計予算では歳入歳出総額それぞれ１億986万5,000円で可決されました。 

  また、定例会の前に全員協議会がありまして、平成11年より審議されていましたごみ処理

処分場が活発な議論のうちに採決されましたことを報告いたします。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ご苦労さまでした。 

  次に、夷隅環境衛生組合議会の関係について、８番渡邉泰宣君からお願いいたします。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） それでは、夷隅環境衛生組合の報告をさせていただきます。 

  去る２月20日午前10時より、第１回夷隅環境衛生組合議会定例会が招集され、本町から志

関議長と私の２名が出席いたしました。 

  執行部から付議された事件は５件であります。夷隅環境衛生組合副議長の選挙について、

夷隅環境衛生組合監査委員の選任について、夷隅環境衛生組合一般の職員の給与等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、平成26年度夷隅環境衛生組合会計補正予算（第
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３号）、平成27年度夷隅環境衛生組合予算についてでございます。 

  夷隅環境衛生組合副議長の選挙については、いすみ市の議会議員の改選に伴いまして空席

になっておりましたので、選挙となりました。それから、夷隅環境衛生組合監査委員の選任

についても、大多喜町の議長の交代につきましての空席ということでありました。両方につ

いては、慣例により指名推薦により、夷隅環境衛生組合副議長にいすみ市の麻生実議員、夷

隅環境衛生組合監査委員に本町の志関議長がともに推薦され、承認されました。それから、

夷隅環境衛生組合一般職の職員給与等に関する条例の一部改正する条例の制定についてと、

平成26年度環境衛生組合補正予算、平成27年度環境衛生組合会計予算については、いずれも

承認されました。 

  平成26年度夷隅環境衛生組合会計補正予算については、補正前の額が８億6,399万2,000円、

補正額８億1,253万2,000円、合計16億7,652万4,000円です。内容につきましては、今行われ

ている工事につきまして、国の予算が前倒しでついたということで補正を組んだようです。

それで、この件については平成26年の工事には間に合わないので、翌年度の繰越明許費とし

て計上されます。 

  あと、平成27年度環境衛生組合会計予算については、歳入合計５億5,271万7,000円、歳出

合計５億5,271万7,000円です。 

  以上のような内容でございます。以上で夷隅環境衛生組合議会定例会の報告を終わります。 

○議長（志関武良夫君） ご苦労さまでした。 

  次に、２月25日に実施された例月出納検査の結果について、監査委員から報告がされてお

ります。お手元に配付の報告書の写しによりご了承願います。 

  これで諸般の報告を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（志関武良夫君） これから日程に入ります。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、 

   11番 野 中 眞 弓 君 

   １番 根 本 年 生 君 

  を指名します。 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎同意第２号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第２、同意第２号 副町長の選任についてを議題とします。 

  副町長、鈴木朋美君の退場を求めます。 

（副町長 鈴木朋美君退場） 

○議長（志関武良夫君） 本件について提出者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（飯島勝美君） それでは、１ページをお開きいただきたいと思います。 

  副町長の選任について。 

  議案の説明に入る前に提案理由の説明をさせていただきます。 

  現在、副町長を務めていただいている鈴木朋美氏の任期が本年３月31日をもって満了しま

すので、引き続き同氏を副町長に選任するため、地方自治法の規定に基づき、議会の同意を

求めようとするものでございます。 

  なお、同氏の略歴はお配りした資料のとおりでございますが、非常に能力が高く、性格も

温厚篤実で、副町長として適任と考えておりますので、全会一致で同意くださるようお願い

申し上げます。 

  それでは、議案の説明に入らせていただきます。 

  次の者を大多喜町副町長に選任したいので、地方自治法第162条の規定により議会の同意

を求める。 

  住所、大多喜町小田代1101番地。 

  氏名、鈴木朋美。 

  生年月日、昭和27年５月２日。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 根本です。 

  すみません、助役から副町長に名前が変わりまして、副町長の重要性がますます増してい

ると思います。私の認識するところですね、町長の仕事は重要事項の決定、あと外交交渉、

あと町のＰＲ、広報にあり、町長が決定した事項を企画制作して実際にまとめ上げているの

は副町長だと思っています。その点からいうと、町長と副町長の意思統一が図られ、十分図
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られているとは思いますけれども、今後もそういった意思統一が図られるべきだと思ってお

ります。 

  町長が知らないで副町長が知っている、逆に副町長が知らないで町長が知っているとか、

そういったことはあってはならないと思っております。今後、再任に向けて町長と副町長の

意思統一をどのように今後ますます統一していくのか、その辺の見解を伺えればと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） ただいま根本議員のおっしゃるとおりでございまして、やはり副町長

と私のほうは一体となって動くことは重要で、特に情報の共有ということが非常に重要であ

ります。そういうことで、特に副町長につきましてはやはり内部の部分についてはしっかり

とやっていただきたいということで、私のほうはどちらかといいますと、やはりトップセー

ルスといいますか、そういう意味で非常にまず外交的なものも含めてしっかりとやっていか

なければいけないと思いますんで、中と外ということで分かれた中でしっかりとやっていき

たいと思います。 

  そういうことで、特に私どももいろんな出席する場所も重なることが多々ありますんで、

そういう意味でも非常にそのときに副町長にお願いしなければいけないことがありまして、

なかなか１人で全てやるということは難しいもんでございますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしという意見が出ましたので、質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本件について討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから同意第２号を採決します。 

  本件はこれに同意することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、同意第２号はこれを同意することに決定しました。 
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  副町長、鈴木朋美君の入場を認めます。 

（副町長 鈴木朋美君入場） 

○議長（志関武良夫君） ただいま副町長の選任について審議しましたが、再任されました。 

  ここで再任された鈴木副町長からご挨拶をお願いします。 

  副町長。 

○副町長（鈴木朋美君） それでは、一言ご挨拶をさせていただきます。 

  ただいま２期目の副町長の選任議案ということで、皆さん方にご同意いただいたというこ

とでございます。その職責を痛感しているところでございます。 

  まず、ことしは地方創生ということで、大多喜町にとって創生元年という年になります。

そしてまた、新しい第３次５カ年総合計画の策定年でもございます。本当に大多喜町にとっ

て大変な年でございますので、大多喜町の今後の活性化につきまして、特に人口増対策また

地方交通対策等々に本当に住民がですね、あと住民のですね、安心・安全な町ということで、

そういうまちづくりに飯島町長とともに、また補佐役として努めてまいりたいと思いますの

で、議員の皆様方のご協力を切にお願い申し上げまして、簡単ですが、私の挨拶とさせてい

ただきます。 

  よろしくお願いします。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎同意第３号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第３、同意第３号 大多喜町教育委員会委員の任命についてを

議題とします。 

  本件について提出者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（飯島勝美君） それでは、３ページをお願いしたいと思います。 

  提案理由のご説明を申し上げます。 

  教育委員のうち本吉七太郎委員の任期が本年３月31日をもちまして満了となりますので、

引き続き同氏を委員に任命するため、法律の規定により、議会の同意を得ようとするもので

ございます。 

  教育委員に任命しようとする方は、 

  住所、大多喜町上原117番地２。 

  氏名、本吉七太郎氏。 
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  生年月日、昭和18年２月28日でございます。 

  本吉七太郎氏は、昭和40年４月に教職につかれ、平成15年３月定年退職されるまで夷隅郡

市内の学校、千葉県教育庁地方出張所長や校長の要職を歴任されました。退任後は教育関係

団体の役員を務め、平成23年４月からは大多喜町の教育委員として、また平成25年４月から

は教育委員長として、本町教育の振興発展にご尽力をいただいているところであります。 

  人格は高潔で、教育に豊富な経験と識見を有しており、教育委員として適任と考えますの

で、教育委員に任命したく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定

により議会の同意を求めるものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本件について討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから同意第３号を採決します。 

  本件はこれに同意することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、同意第３号はこれを同意することに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎同意第４号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第４、同意第４号 大多喜町教育委員会委員の任命についてを

議題とします。 

  本件について提出者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（飯島勝美君） それでは、５ページをお開き願いたいと思います。 
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  教育委員の任命についての提案理由の説明を申し上げます。 

  教育委員のうち只野和正委員の任期が本年３月31日をもちまして満了することから、この

後任の委員を任命するため、法律の規定により議会の同意を得ようとするものでございます。 

  教育委員に任命しようとする方は、 

  住所、大多喜町小土呂1566番地。 

  氏名は宮本清氏。 

  生年月日、昭和26年６月25日でございます。 

  宮本清氏は、昭和50年に大学を卒業し、同年４月から岬町立岬中学校に勤務され、その後

市原市内、夷隅郡内の学校や千葉県教育庁夷隅地方出張所指導主事、大多喜町立西中学校長、

千葉県教育庁東上総教育事務所主任指導主事、勝浦市立勝浦中学校長を歴任され、平成24年

３月定年退職されました。 

  人権擁護委員を務めるなど、人格は高潔で、教育に豊富な経験と識見を有しており、教育

委員として適任と考えますので、教育委員に任命したく、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条、第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

○議長（志関武良夫君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本件について討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから同意第４号を採決します。 

  本件はこれに同意することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、同意第４号はこれを同意することに決定しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 
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○議長（志関武良夫君） 日程第５、一般質問を行います。 

  ５名の議員の通告がありました。通告順に発言を許します。 

───────────────────────────────────────────────── 

◇ 山 田 久 子 君 

○議長（志関武良夫君） 初めに、10番山田久子君の一般質問を行います。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 10番山田久子でございます。議長のお許しをいただきましたので、

通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

  現在、国では通常国会が開かれており、平成26年度補正予算の可決に続き、平成27年度当

初予算が審議されているところであります。一部では、企業業績の回復や経済の活性化など

がささやかれているものの、地方にはその恩恵はまだまだ薄いように感じております。 

  千葉県では、2015年度当初予算案で県債残高は過去最高を更新し、県民１人当たりの借金

は初めて50万円を突破したとのことであります。知事はしっかりと基金を積み上げなければ

大変なことになる。引き締めてやっていくと話されたそうであります。 

  本町においても行財改革に取り組んでおりますことから、何点か質問をさせていただきま

す。 

  大綱１としまして、初めに、財政運営健全化の取り組みの中からお伺いします。 

  本町では、財政運営の健全化を目指す中で、新公会計制度の整備をうたっておりますが、

こちらの進捗状況をお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） ただいまの山田議員の一般質問にお答えをさせていただきま

す。 

  行財政効率化推進計画では、財政運営の健全化を推進項目の一つとしております。推進内

容につきましては、健全な財政運営の実施・継続のため新公会計制度を整備して財務情報を

公表し、健全な財政運営と効率的な行政サービスの推進を図るとしており、本年度上半期で

平成25年度決算にあわせて総務省方式改定モデルの財務諸表の公表準備等を行い、10月に作

成し、町政資料コーナー、ホームページで公表している状況でございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ありがとうございます。 

  次に、統一的な基準による地方公会計の整備に対する町の見解について伺います。 
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  地方公会計については、これまで各地方公共団体において財務書類の作成、公表に取り組

まれてきたところですが、人口減少・少子高齢化が進展している中、財政のマネジメント強

化のため、地方公会計を予算編成等に積極的に活用し、地方公共団体の限られた財源を賢く

使う取り組みを行うことは極めて重要であると国の見解が示されております。 

  本町はこれを受け、統一的な基準による地方公会計の整備促進についてどのような見解を

持っているのかお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 統一的な基準による地方公会計の整備促進につきましては、

総務省等から通知が出されるとともに、今後の新地方公会計の推進に関する実務研修会にお

いて、財務書類作成要領や資産評価及び固定資産台帳整備の手引きなどの統一的な基準によ

る地方公会計マニュアルが本年１月23日に取りまとめられました。これにより県からも同マ

ニュアルを参照の上、一部事務組合を含めた全ての団体において、原則として平成27年度か

ら平成29年度までの３年間で統一的な基準による財務書類を作成するよう通知されていると

ころでございます。 

  町としましても、これまで総務省方式改定モデルの財務諸表で財務書類の作成、公表等に

取り組んだところでございますが、人口減少、少子高齢化が進展している中、財政のマネジ

メント強化のため、地方公会計を予算編成等に活用し、地方公共団体の限られた財源を賢く

使う取り組みを行うことは重要なことだと考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） よろしくお願いいたします。 

  また、この財務書類を作成するにはノウハウを習得した職員の育成が不可欠になると伺っ

ております。人材の育成はどのように取り組んでいく予定なのかをお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 統一的な基準による財務書類等を作成するためには、ノウハ

ウを習得した職員の育成やＩＣＴ、情報通信技術を活用したシステムの整備が不可欠でござ

います。国・県からも研修の充実・強化や標準的なソフトウエアの無償提供も行う予定など

の助言、情報提供等も受けておりますので、これらを勘案し、統一的な基準による財務書類

を作成するようにしたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 参考になるようなそういった資料も国のほうからいただけるとは伺
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っておりますが、やはりそれを使いこなすのは職員の皆様ではないかと思います。基本的な

知識がないと使うことも難しい、また間違った入力というか、そういったことも考えられま

すので、人材育成のほうをお願いをしたいと思います。 

  続きまして、固定資産台帳の整備に対する町の取り組みについてお伺いいたします。 

  固定資産台帳は、資産管理でなく公共施設等の老朽化対策にも活用していくことができる

と言われております。現在、町では固定資産台帳の整備がされているのかどうかお伺いさせ

ていただきます。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 固定資産台帳の整備につきましては、今回の統一的な基準に

よる地方公会計制度を実施するに当たって、財務諸表と同様に整備するよう国からも要請さ

れているところでございます。 

  これについても資産評価及び固定資産台帳整備の手引きにより、統一的な基準による資産

の評価方法や固定資産台帳の整備手順等の実務的な取り扱いが示されており、整備する目的

としては住民等に対する説明責任、民間事業者の参入促進といった観点から固定資産台帳は

公表することが前提とされております。また、固定資産台帳は財務書類作成のための基礎資

料ですが、将来の施設更新必要額の推計や施設別のコスト分析といった公共施設等のマネジ

メントにも活用可能となりますので、非常に重要なものだと考えております。 

  この固定資産台帳を作成するに当たっては、国からの標準的なソフトウエアの無償提供が

ある予定でございます。また、固定資産台帳の整備等に要する一定の経費については、特別

交付税措置を講じられることとなっておりますので、これらを利用して統一的な基準による

財務書類の作成とあわせて早期に整備を進めたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ありがとうございます。 

  大変手間のかかる事業になるのではないかと思いますが、町の財産が限られている中で、

計画的なこれからは予算編成というものも大変重要になってくるかと思います。ぜひ固定資

産台帳の整備に取り組んでいただきまして、ご活用いただきたいと思います。 

  次に、職員提案制度の積極的活用についてお伺いさせていただきます。 

  町では職員の発意意欲を促進するために、強調月間を設け、職員提案制度の周知を図り、

提案状況についてはパソコンの掲示板などを利用し職員へ公表しますとのことで、毎年度実

施がされているようでありますが、強調月間は何月に持たれているのか、また職員の提案状
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況、主な提案内容、活用状況はどのようになっているのかお伺いさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは、総務課のほうからお答えさせていただきます。 

  まず、職員の意識改革と人材育成を図っていくためには提案制度というのが非常に有効で

はないかということで、行財政改革の中に推進項目に位置づけさせていただいております。 

  まず、強調月間ですが、今年度は特に強調月間は設けませんでした。その理由といたしま

して、この制度は平成21年度から運用しているわけですけれども、これまでこの制度に基づ

いて提案された、そういうものはございません。こういうことから、特に設けなかったわけ

でございますけれども、ただ、その制度にはのっとってはおりませんけれども、例えば地方

創生の、これからまた補正予算で計上させていただきますけれども、そういう内容につきま

しては、これは全て職員から提案されたものでございます。ですから、この制度そのものを

活用しての提案はございませんけれども、そのほかに、いろいろな提案はされております。 

  なお、職員に周知はですね、これは当然職員にホームページ等でグループウエアを使いま

してお知らせをしております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 地方創生の今後の総合計画の中で取り組んでいただいたということ

なんですけれども、なぜ通常のときに職員の皆様からの提案が余り出されていないのか、こ

れをお考えになられたことはございますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） これはですね、例規上定められていて、少し職員にとっては堅

苦しいのかなと、そういう感じがいたします。それで特に、メリットもあるんですけれども、

そういうものも前面に押し出していないというようなことも考えられますので、今後は簡単

なものから提案するように再度周知させていきたい。また、具体的に提案されたもの、そし

ていいものにつきましては人事評価の対象になりますので、そういうもので評価を上げる。

また、いい提案については、これは職員に公表していくと、そういうようなことで改善をし

ていきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ぜひ、お願いしたいと思います。 

  そしてですね、職員の皆様の中で、いいものは職員の中に公表するということでございま
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したけれども、もしかするとその政策はぜひやってもらいたいという、こういう町の町民の

皆様のご意見というものもあるかもしれませんので、町民等への公表という形、広く公表す

るというような考えはございませんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 確認させていただきますけれども、そういう提案があった場合、

それを町民に公表するということでよろしいでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） そうですね、例えば職員の皆さんから役場の上司の皆さんに出され

ます。上司の皆さんは、これはだめだよと言うかもしれませんけれども、町民の皆さんから

見たら、いや、それはぜひやってもらいたい、こういうこともあるかもわかりませんので、

公表していただくというような形、そういうことはいかがなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず、この制度で提案されますと、町長、副町長、企画財政課、

総務課、教育長、そういうもので構成する委員会に諮りまして、その有効性、そういうもの

を検討いたします。それが本当にそういう実施可能で有効であればそれを実施する。それが

また提案した職員にも励みになりますので、ぜひそういうことはしたいと思います。また、

今おっしゃられました、それが例えばそういうものにかなわないものであっても、そういう

提案があれば、それをホームページで公表すること、また、広報でも可能だと思いますので、

状況に応じて対応させていただきたいというふうに思います。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ぜひお願いいたします。 

  そして、先ほどこの職員提案制度につきましてはメリットもあるということなんですが、

それを余り周知されていないということでございましたが、そのメリットというのはどうい

ったことをお考えなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） これは規定上に書かれておりますので、職員が知らないという

ことはないかと思いますが、その提案を人事台帳に記録して人事評価の際に考慮するという

ような規定になっておりますので、そういうものを、そういう提案があればですね、そのよ

うにしたいというふうに思っております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 
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○１０番（山田久子君） ぜひよろしくお願いします。職員の皆様の仕事の励みにもなればと

思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

  行政改革は無駄を省くとともに、さまざまな点からの検証や必要な施策には積極的に取り

組んでいくことも大切かと思います。これからもＰＤＣＡサイクルにより、よりよいご意見

や施策を行っていければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、大綱２、地方創生に移ります。 

  初めに、地方人口ビジョンと地方版総合戦略についてお伺いいたします。 

  人口の急速な落ち込みは、経済の停滞や生活水準の低下を招くと言われております。人口

減少に歯どめをかけるには長い時間を要しますが、早く手を打つほど効果は高まるとも言わ

れております。大多喜町人口推計報告書には、大多喜町の人口は平成37年には8,005人に減

少することが見込まれると報告がされております。そこで、本町における地方人口ビジョン

と地方版総合戦略の策定推進の取り組み状況についてお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 国においては、平成26年12月26日にまち・ひと・しごと創生

法に基づき、国の人口ビジョンと総合戦略が閣議決定されました。 

  町においては、１月末に大多喜町まち・ひと・しごと創生推進本部設置要綱を定め、本部

長を町長に、副本部長を副町長とする職員の内部組織を設置しております。これから町の人

口ビジョンと総合戦略を策定するために、各団体等から意見を伺い、最終的には各団体等の

代表者による大多喜町総合戦略推進会議を設置し、策定していく予定でございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。よろしくお願いいたします。 

  次に、地方創生人材制度の活用についてお伺いをさせていただきます。 

  政府は、人口５万人以下の小規模な市町村に対し、首長の補佐役として国家公務員や大学

研究者などを派遣する地方創生人材支援制度をことし４月から開始します。近隣では勝浦市、

いすみ市が応募されたようです。本町のこの制度に対する見解をお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 国から地方への人的支援といたしましては、地方創生人材支

援制度と地方創生コンシェルジュ制度がございます。 

  ご質問の地方創生人材支援制度につきましては、原則人口５万人以下の市町村を対象とし

た国家公務員、または大学、あるいはシンクタンクにおいて地方創生に関する分野を専門と
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する者を派遣する制度で、受け入れる町の職としては副町長、または地方創生を担当する幹

部職員等ということになります。派遣される人物は首長の補佐役となりますので、どのよう

な人材なのか、町をどの程度知っているのか不明な点も多く、この制度については活用を見

送らせていただきました。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 町の考えはわかりました。 

  地方創生はあくまでも地元の自主性が第一です。一方、地方創生を成功させ、よりよいも

のとしていくためには国との連携や国からの支援も不可欠であると思われます。的確な情報

支援や人的支援、さらに財政的支援が受けられるよい機会ではないかと思います。その上で、

今課長のほうからお話がございました地方創生コンシェルジュ制度の活用について伺わせて

いただきます。 

  この制度は、市町村等の要望に応じ、国の事業などに関する自治体の相談に応じ、総合戦

略づくりのほか、雇用創出や子育て支援、まちづくりといった個別施策についても電話やメ

ールで相談を受け、国の制度や支援策などを紹介してくれる取り組みのようです。コンシェ

ルジュは課長級や課長補佐級の職員が中心に担当となってくださるようですが、この制度の

活用について町の見解をお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 地方創生コンシェルジュ制度につきましては、町が地方版総

合戦略の策定を含め、地域の地方創生の取り組みを行うに当たり、国が相談窓口を設け支援

する体制として構築されたものでございます。 

  町では３点について要望しております。１点目はいすみ鉄道を含めた町の交通政策に関す

る相談窓口として、２点目は土地政策に関することで農業振興地域の規制緩和について、３

点目は観光地の交流人口政策に関することで、面白峡遊歩道の整備について要望させていた

だいたところでございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。それぞれが本当に大変、今町の中でも力を入れて考

えているところだとは思うんですけれども、この中でどのような成果を期待されております

でしょうか。まだ難しいとは思うんですけれども、どういったことを望んだ上でこの３点を

選ばれたんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 
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○企画財政課長（西郡栄一君） それぞれ町の重要な課題の一つだというふうに考えておりま

す。この中でやはり町だけでなくてですね、国の職員に相談できるような体制づくりを構築

したいんだということで、この制度について要望させていただいたところでございます。活

用についてはこれから始まることとなりますけれども、既に県のほうからもある程度通知が

来ております。 

  交通政策につきましては、関東運輸局千葉運輸支局、これは主席運輸企画専門官、今回大

多喜町のほうで地域公共交通網の形成計画をつくろうとするときに委員さんになられる予定

の方でございます。 

  それと、面白峡遊歩道の関係につきましては環境省自然環境局の課長補佐の方が、これは

特別に千葉県大多喜町ということで明記された上でですね、こちらの窓口になっていただけ

るということで通知が来ております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ありがとうございます。今町でも積極的に取り組んでいただいてお

りますけれども、こういった制度を活用されてまた進めていただけるということで、早い、

そして結果の出る施策をやっていただけるものと期待をさせていただきます。よろしくお願

いいたします。 

  大綱３に移ります。平成26年度補正予算関連の質問に移ります。 

  国の平成26年度補正予算では、地域の消費の刺激と地方活性化に向けて、自治体が地域の

実情に応じて柔軟に使える新たな交付金が創設されるなど、消費喚起や地方創生などに重点

を置いた予算となっているようです。補正予算は申請の期間も短く、申請の時期的な絡みも

あるかと思いますが、今後の取り組みもございますので質問をさせていただきます。 

  初めに、地域住民生活等緊急支援の交付金、地方創生先行型による財政支援の中にありま

す地域の福祉ニーズに対応した多世代型・多機能型拠点（小さな拠点）の整備、支援事業

（民家や既存公共施設等の改修等）を活用し、次の３点の実施について町の見解をお伺いい

たします。 

  １点目、町内各地域の高齢者サロンの立ち上げやその後の運営支援への活用、２点目、避

難場所としても指定されている旧田代分校のトイレの雨漏りの修理への活用、３点目、町の

公共施設の洋式トイレへの整備や和式トイレの立ち上がり用補助手すりの設置、その他公共

施設の手すりやスロープの設置など、バリアフリー化への活用について町の見解をお伺いい

たします。 
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○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、１点目の高齢者の地域ふれあいサロンの設置につ

いて、私のほうからご回答させていただきます。 

  地域の福祉ニーズに対応した多世代型・多機能型拠点（小さな拠点）の整備、支援事業

（民家や既存公共施設等の改修等）を活用した高齢者の地域ふれあいサロンの設置について

のご質問ですが、現在、本町で考えているふれあいサロンは、閉じこもり防止や健康増進に

関する活動として、地区集会場、公民館など歩いていける近所で気軽に参加していただき、

おしゃべりをしたりレクリエーション、歌、踊り、健康体操、会食など、それぞれに内容を

工夫をしてボランティア等によって運営されるサロンを考えております。 

  町としましては、このようなサロンの開設を希望する地域の方やボランティアの方々に対

しまして、立ち上げに対する相談、事業に対する協力等を進めていきたいと考えております。

本事業につきましては、介護保険制度の中で対応していきたいと考えておりますが、事業を

進めていく中でこの地方創生の事業が利用できるものがありましたら、今後対応していきた

いと考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） それでは、田代分校の雨漏りの改修につきましてお答えさせ

ていただきます。 

  現在の旧田代分校の状況は、雨漏りはもちろんのこと、天井に穴があいていたり、廊下も

歩くときしむ状況にございます。修理につきましては、単に雨漏りの修理だけでなく、天井

裏の補修、また天井の補修も行う必要がございます。また、廊下の修理などもかなり大がか

りな修理になることが予想されます。しかしながら、現在のところ修理後どのように利用し

ていくのか、利用方法が決まっておりませんので、今年度の補正予算には計上してございま

せん。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） それでは、公共施設等のトイレの改修や手すり・スロープの

設置の取り組みということでお答えさせていただきます。 

  地方創生先行型交付金につきましては、いわゆる公共事業や備品購入は対象としないとい

うこととなっております。ただし、ソフト事業とあわせて実施することにより、ソフト事業
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のみによる場合に比して設定する重要業績評価指標等の十分な向上が見込まれる施設整備事

業は対象となります。ご質問の公共施設等のトイレの改修や手すり・スロープの設置につき

ましては、ソフト事業の実施計画がありませんので、今回の補正予算には計上しておりませ

ん。しかし、今後この交付金事業に該当するソフト事業がある場合には関係課と協議してい

きたいと思っております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。トイレ、手すり等につきましてはまた今後もよろし

くお願いいたします。 

  また、今の旧田代分校の関係につきましては、今回の補正予算では考えていないというこ

とでございましたが、来年度以降の予算では考えていただく可能性があるんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） 今後、どのように活用していくか関係課と協議しながら決め

ていきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 前回というか、以前にも申し上げましたけれども、旧田代分校には

人生の諸先輩が集めてくださいました古民具なども残っております。大変な貴重なものとも

伺っておりますので、こういったものとも含めながら活用等の検討をお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

  次に、政府は２月13日に交通政策基本計画を閣議決定いたしました。その一つとして、小

自治体が主体となって乗り合い、予約型で小型バスやタクシーを運行する、いわゆるデマン

ド交通を2020年度をめどに導入自治体を今の倍以上の700市町村へ拡大を目指すとのことの

ようです。この地域住民生活等緊急支援のための交付金、地方創生先行型は、デマンド交通

の構築の活用にも使えるとのことのようですが、この事業に対する町の見解をお伺いいたし

ます。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 国の平成26年度補正予算につきましては、コミュニティバス

やデマンド交通にも活用することが可能となっております。この有償交通政策を町が実施す

る場合には、町内の交通事業者等を交えた交通会議か法定協議会を設置する必要があります

が、町においては設置されておりませんので、平成26年度の補正予算を活用することは困難

な状況でございます。 

－22－ 



  町の地方公共交通網形成計画の作成及び実施に関し必要な協議を行うための協議会、これ

を設立する準備を現在進めておりますので、この設立する協議会の中でまちづくりと一体と

なった面的な公共交通ネットワークを再構築したいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） この補正予算が使えないということで、ちょっと残念かなというふ

うには思っておりますけれども、現在、車がなくて困っている方、またこれから免許を返納

される方はたくさんふえてくると思います。できるだけ早い取り組みをお願いしたいと思い

ます。 

  次に、この交付金は別途国で300億円が補正予算として組まれており、申請内容次第では

町の交付限度額にプラスアルファで交付金がいただけるとのことのようです。この部分の申

請に対する町の取り組みはどのような形になっておりますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 国の追加分の交付ということでございますが、これにつきま

しては、これからいろいろな自治体でこの計画を出していくに当たって、その結果を見て国

が交付するということになっております。したがいまして、一つの要件としてこの９月中に

出すようにというような条件がございます。したがいまして、それに基づいて町でも出せる

ような体制をとっていきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ぜひ、いただけるかどうかわからないかもしれませんけれども、や

はり財政の少ない本町におきましては、いただける可能性のあるものはぜひ手を挙げていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次に、地域消費喚起・生活支援型の活用について伺います。 

  初めに、プレミアム付き商品券（域内消費）の発行推進についてお伺いいたします。さき

の補正予算2,700万円を活用し、家計の支援と地域の商店街の活性化につなげることのでき

るプレミアム付き商品券の発行推進が考えられておりますが、本町の取り組みの中から何点

かお伺いいたします。プレミアム付き商品券の販売対象者はどのように考えているのかお伺

いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） プレミアム付き商品券の発行についてのご質問ですが、国の

平成26年度補正予算、地域住民生活等緊急支援交付金で、３月補正予算で計上いたしました。
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実施につきましては商工会と協議中の段階ですが、運営主体が大多喜町商工会で、１万円の

商品券を約9,000冊ほど、発行総額が１億800万円となる予定です。プレミアム率は20パーセ

ントで、１万円の商品券で１万2,000円の買い物ができるようになります。販売時期はこと

しの７月ごろ開始できるように進め、12月末が使用期限となるように設定し、町民を優先し

て１世帯当たり上限額を設定して発行する予定です。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 今、私は販売対象者についてお伺いしたんですけれども、この辺は

まだ決まっていないという形でしょうか。町内の人なのか、町外の人もいいのか、例えば町

外でも町に勤めている人は買ってもいいのかとか、そういうところなんですが、まだこの辺

は決まっていないということなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） これから商工会と詰めますけれども、まず町内優先をして、

それから町外・町内問わず、9,000冊ほどですから、余ればそういうふうに町外・町内問わ

ず発行する予定でいます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） まだ決まっていないということではございますが、逆に言いますと

検討の条項に入れていただきたいと思いますので、何点かこの商品券、プレミアム付き商品

券についてお伺いさせていただきます。 

  １人当たり、あるいは家族単位の購入額についてはどのようにお考えになっておりますで

しょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 家族単位では考えておりませんけれども、１世帯当たりの上

限額を設定して発行する予定でおります。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） よろしくお願いいたします。お金のある方だけが買えるという形で

はなく、できるだけ広く多くの方に買っていただけますように、上限も設けていただければ

と思います。 

  また、低所得者の方にはプレミアム付き商品券を購入すること自体が難しい状況にある方

も考えられると思います。この点についてどのような検討をされましたでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 
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○産業振興課長（野村一夫君） 低所得者向けということで5,000円券ということも検討した

んですが、5,000円券が売れるのかということもありますけれども、要望があればそういう

券も可能ではないかと思います。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） できれば、私は5,000券もお願いをしたいと思います。5,000円券を

２枚買えば１万円券です。ちょっとプレミアム率違うかもしれませんけれども、やはり１万

円という金額は年金世帯にとっては非常に厳しい金額でございます。たった何百円かもしれ

ませんけれども、それを楽しみにまた買い物ができるということはとても大事なことではな

いかと思いますので、ぜひ5,000円券の検討も再度お願いをしたいと思います。 

  また、このプレミアム付き商品券の販売場所が商工会と伺っておりますが、購入の利便性

を考え、オリブのサービスカウンターでも取り扱っていただくことができるとよいと思いま

すが、町の見解をお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） オリブの発行場所ですけれども、商工会と協議したいと思い

ます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ぜひよろしくお願いいたします。 

  また、このプレミアム付き商品券を活用することのできる店舗、これはどのような店舗に

なるのでしょうか。このプレミアム付き商品券のプレミアムは国の補助でなっていると思い

ます。商工会加入者の方でなくても対象としては考えられるかと思います。また、移動販売

車にも使用は可能なのかどうか、この点についてお伺いさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 店舗については商工会のほうで募集をかける予定でおります。

また、移動販売車の関係ですけれども、プレミアム付き商品券は例えば1,500円のものを買

い物するとおつりが来ないということがありますので、移動販売車のほうとしては買い物を

する人にプレミアムを使う人に不利だということで、移動販売車のほうでやらないほうがい

いんじゃないかということを伺いました。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。移動販売車の方がそうやっておっしゃるんであれば、

無理に私どもも言うことはできないんですが、今移動販売車で購入していただいている方も
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非常に今車が来てくれてありがたいというお話も伺っております。こういった中でプレミア

ムを使えるといいかなと思ったものでちょっと伺ったんですけれども、業者さんがそういう

お考えであればわかりました。 

  次に、低所得者対策についてお伺いいたします。 

  この交付金では、低所得者対策として灯油の購入費の助成支援などの活用も可能のようで

すけれども、町の見解をお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 灯油等購入助成支援等に対する町の取り組み等についてのご

質問でございますが、本年度、消費税率引き上げに際し、所得の低い方への負担の影響に鑑

み、暫定的、臨時的な措置といたしまして、臨時福祉給付金が支給されました。国は平成27

年度においても低所得者に対する臨時福祉給付金を支給すると聞いております。このような

ことから、町としましては、低所得者対策については地域消費喚起・生活支援型の活用につ

いては要望を見送り、臨時福祉給付金で対応していきたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。政府の臨時福祉給付金の予定額は、もしわかってお

りましたら教えていただけますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 今のところですね、１人6,000円ということで聞いておりま

す。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ありがとうございます。本年度やはり同じ形で実施をしていただき

ましたところ、大変高齢者の皆様、また子育て世帯の皆様から喜んでいただくことができま

して、またないんかねという、こういったお声がありました。ぜひ予算のほうが取れました

ら早い実施をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  次に、大綱４、平成27年度予算関連の質問に移ります。 

○議長（志関武良夫君） 会議中でございますが、ここで10分間の休憩をとります。25分まで

休憩といたします。 

（午前１１時１４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に続き会議を開きます。 
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（午前１１時２４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 大綱４、平成27年度予算関連の質問に移ります。 

  初めに、平成27年度の予算編成の歳入の面から平成27年度の地方交付税の見通しについて

お伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 平成27年度の国の予算につきましては、本年１月の閣議決定

を受け、地方財政計画も先月中旬に公表され、地方財政の見通しなどが示されました。これ

により平成27年度の地方交付税の総額は16兆7,548億円となっており、前年度比0.8パーセン

トの減額となっております。 

  本町の平成27年度当初予算の地方交付税につきましては、昨年の国の予算編成時点での概

算要求、前年比５パーセント減の見込みや平成26年度の決定額、景気対策枠として設けられ

ている別枠加算の縮小も勘案し、前年度と比較し3,000万円減額の14億2,000万円を計上させ

ていただきました。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。そういったことを勘案されてだとは思いますが、来

年度予算におきましては財政調整基金の取り崩しが予定されております。町の財政調整基金

の保有額はどのくらいが適切とお考えでしょうか、金額とその考え方をお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 町の財政力指数、これにつきましては0.42と、県内54市町村

中51番目と非常に低くなっております。それと、歳入におきましても、ゴルフ場利用税の動

向等がいまだはっきりしないということもございます。さらに、生産年齢人口の減少、こう

いうものを加味しますと、普通交付税相当、約15億円の財政調整基金が必要ではないかなと

いうふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 大変厳しい状況にあるのかなと、そういう印象を受けます。財政調

整基金は将来への備えという考え方の一方、現在の住民へのサービスの提供という部分で、

大変考え方として難しい部分があるかと思います。町の考えもまた参考にさせていただきた

いと思います。 

－27－ 



  次に、過疎債・辺地債等の起債の活用についてお伺いいたします。 

  過疎債・辺地債は、本町において大変ありがたいものではないかと考えております。こち

らの来年度予算における活用についてお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 来年度の予算におきましても、やはり有利な過疎債、そして

辺地債というものを重点的に活用していくという方針で今回の新年度予算の編成に当たらせ

ていただいております。これについて、やはり町の一番有利な起債ということでですね、こ

れからも積極的に活用していきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ぜひ、こちらのほうを積極的に、積極的にというか、本当は借りな

いほうがいいわけですけれども、借りる場合にはこういったものを積極的に使っていただけ

ればと思います。かなりの範囲でいろいろな形でこちらのものを使うことができるかと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  本年度固定資産評価替えが行われたことに伴う来年度の町税収入の影響についてお伺いい

たします。土地・家屋評価などを含めましてお伺いしたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 固定資産税の評価替えによる影響額というふうなことでござ

いますけれども、固定資産税による税収への影響額につきましては1,872万1,000円、3.6パ

ーセントの減収を見込んでおります。内訳といたしまして、土地の減収額が280万2,000円、

家屋の減収額が1,591万9,000円でございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 町の収入ということで、こういったものが固定資産税として減って

しまうということで、またここにも財政の厳しさを感じるわけでございますが、また、この

固定資産税は国保税収入にも影響があるかと思います。こちらについてはどのような予想が

されておりますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 評価替えによる固定資産税への影響額、それが国保税にどの

ように影響するかというふうなことでございますけれども、国保税の税収見込みで28万円ほ

どを予定しております。現在、平成26年度におきまして国民健康保険税の資産割額837万
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9,000円でございます。その減収率、固定資産税評価替えによる減収率3.6パーセント減資、

あと収納率93パーセントを見込みました。その金額が28万円ということでございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。ありがとうございます。 

  次に、消費税10パーセントの先送りにおける町事業の影響についてお伺いをいたします。 

  社会保障の充実を期すために予定していた消費税アップであったと思いますが、先送りと

なったことから、町の事業計画予定の影響についてお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 本町の平成27年度の当初予算編成方針では、消費税が10パー

セントに引き上げられることを想定し見積もり、要求をしておりましたが、各課の協議にお

いて８パーセントに修正見直しを実施したところでございます。歳入では、消費税率８パー

セントへの引き上げによる地方消費税交付金の増額は見込んだものの、本年度の決算見込み

からも大きな増減は見込んでおらず、前年度と比較し1,000万円増額の１億4,000万円を見積

もりしております。歳出におきましては、社会保障制度改革に伴い、子育て・医療・介護の

分野で新規事業の実施や補助制度の縮小、一般財源化が想定されます。 

  国の税と社会保障の一体改革は、町の歳入面から子育て・医療・介護に係る施策、事業な

どの歳出面にまで、多方面へ影響を及ぼしますが、不確定要素が多過ぎますので、従来どお

りの扶助費の予算を要求したことに加え、中学生に対する医療費の全額公費負担など、過疎

対策事業債、福祉基金の繰り入れなどにより対応する予算要求としておりますので、平成27

年度においては前年比扶助費で5.6パーセント増の４億1,636万6,000円となりましたが、消

費税率10パーセントの先送りに対する大きな影響は受けずに予算編成ができたものと考えて

おります。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） ありがとうございます。計画の予定も立てにくいと思われる中、限

られた財源の中で社会保障等充実にご尽力いただければありがたいかと思っております。よ

ろしくお願いいたします。 

  次に、2015年度介護報酬改定の特別養護老人ホームへの影響について伺います。 

  厚生労働省は2015年度から３年間の介護保険の各サービス料金を決めました。事業者に支

払う介護報酬の改定率を平均で2.27パーセント引き下げる中、認知症や介護の必要性が高い

高齢者でも地域で暮らし続けられるよう訪問介護など在宅支援に手厚く配分。一方、特別養
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護老人ホームでは在宅に比べると施設サービスの下げ幅が大きく、特別養護老人ホームでは

多くの事業所が収入減となると言われております。 

  そこで、本町の老人ホームにおける運営上の影響についてお伺いをいたします。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） それでは、回答させていただきます。 

  特別養護老人ホームの影響についてですが、介護保険法の改定により４月より基本報酬が

要介護度に応じて利用者１人当たり１日400円から510円下げられる、その一方、日常生活継

続支援加算が１日230円から360円へ130円引き上げられます。合わせますと、利用者１人当

たり１日270円から380円引き下がることになります。また、８月からはさらに要介護度に関

係なく420円引き下がります。 

  当施設の新年度当初予算案においては、営業収益が前年度と比べますと、およそ1,500万

円ほどの減額となります。したがいまして、当施設においては４月から新たに栄養ケアマネ

ジメント加算を算定できる栄養管理システムを導入し、また一日でも早く利用者の定数不足

の解消に努め、さらに一層の経費の見直しを図り、介護報酬の減額を補いたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 山田久子君に申し上げます。申し合わせ時間が残り５分となりまし

た。お願いします。 

○１０番（山田久子君） うわさによりますと、今のお話にもありましたように、今年度の決

算では特別養護老人ホームが赤字になるのではないかとお伺いいたしました。今までにない

ことではないかと思いますけれども、こちらの要因としては何が考えられるのか。また、ど

ういった対策をしていくお考えでいらっしゃるのかお伺いをさせていただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 議員さんがおっしゃったように、うちの老人ホー

ムの定員数は80名でございます。実際ですね、今現在は67人ぐらいしか利用しておりません。

その原因は、高齢によるですね、入院する方が多くなりまして、大分その分の補充ができな

いということでございます。また、補充といいますか、してもですね、なかなか家族により

ましては、長く待たされたせいなのかはちょっとわかりませんけれども、病院に入院したり、

介護保険施設に入所したりですね、最近やっと落ちついてきたということで、うちのほうの

老人ホームに移動することを、ちょっとできないと、もう少し、申し込みはそのままにして
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おいてもらいたいんですけれども、今すぐには移動できないと、そういった方が多くなって

おります。したがって、なかなか欠員補充が、こちらが考えているようにはできないと、そ

ういう理由が主でございます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 今の所長のご答弁をお伺いしていますと、これからの特老の運営は

非常に厳しいものがあるのかなと、そういうふうに感じております。介護度の高い方を入所

させるという国の施策もある中で、本当に人員の確保というものが、ちまたのうわさとは違

いましてですね、特老がいっぱいで人員待ちだというようなうわさがあるんですけれども、

実際は違うのかなと、こういうふうに考えさせていただいたところでございます。 

  続きまして、介護報酬の処遇改善加算についてお伺いいたします。 

  国では人手不足の解消に向け、職員賃金が１人当たり平均１万2,000円上がるよう処遇改

善加算の拡充がされるようですが、町で運営する特養のこの制度の活用に対する見解をお伺

いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 処遇改善加算の特老での取り組みに対する町の見

解についてということでございますが、介護職員の処遇改善加算につきましては、介護職員

の処遇を改善し、介護人材を確保するために24年度より新しく介護報酬に加えられた加算で

あり、加算額の１割が利用者様の負担となるものでございます。 

  当施設に勤務している職員は大多喜町の職員でございます。職員の給与などは町の条例及

び規則等により支給額が決められており、それ以外の支給はできないことになっております。

また、介護職員処遇改善加算を申請するにおいては、介護職員のみの支給分しか認められま

せん。当施設にはほかに看護師、栄養士、調理員、事務職もおり、介護職員だけに給与等の

上乗せをした場合にはバランスを欠けたものとなります。したがいまして、介護職員処遇改

善加算につきましては今のところ取り組む予定はございません。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 町の職員ということで大変難しい部分があるのかとも思いますが、

一般に介護報酬の処遇改善加算や保育士の賃金引き上げなどの処遇改善などが課題としてあ

るようでございます。こういった問題が特に地方には大きく影響しておりまして、賃金の安
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さから都会へと人材が流れ出ているという、そういった状況も伺っております。関連する職

員も含め、町として今後の対応の検討が残るのではないかと考えるところでございます。ま

た、本年、介護報酬改定による特養利用者の負担はどうなるのか、変更点と影響についてお

伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 山田久子君に申し上げます。申し合わせ持ち時間が参りました。速

やかに質問を終了してください。 

○１０番（山田久子君） わかりました。 

  以上をもちまして、私の一般質問とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（志関武良夫君） 以上で山田久子君の一般質問を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◇ 小 髙 芳 一 君 

○議長（志関武良夫君） 次に、７番小髙芳一君の一般質問を行います。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） それでは、通告に従いまして一般質問のほうをさせていただきたいと

思います。 

  私のほうからは、平成27年度予算案についてと、小水力発電の事業の検証について、この

２点につきまして質問をさせていただきたいと思います。 

  まず最初に、平成27年度予算案についてでありますけれども、町の財政、そしてこれから

の財源をどのように確保するか、こんなような観点から質問をさせていただきたいと思いま

す。 

  その前にお断りをしておきたいんでありますけれども、質問の通告が予算案の出る前であ

りましたんで、具体的に数字のほう事前に通告しておりません。なるべくそういう面は避け

たと思いますけれども、途中で出てきましたらご理解をいただきたいというふうに思います。 

  それでは、１番目に予算案についてでありますけれども、先ほど、けさの冒頭に町長のほ

うから大変厳しい財政運営であったということのご挨拶がありました。平成27年度の予算で

ありますけれども、一般会計が42億9,200万、そして特別会計を含めると70億9,155万という

ことで予算編成をされたわけでありますけれども、予算編成に当たっての町長の所見、そし

て町には大変多くの課題があると思いますけれども、重点施策についてありましたら答弁を

いただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 
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○町長（飯島勝美君） ただいまの小髙議員のご質問でございますが、予算案について、また

重点施策、また所見ということでございます。私どもの町の予算編成方針といいますか、基

本的なまず考え方は、これはどの事業体も同じなのかなとは思いますけれども、まず「入る

をはかって出ずるを制す」という、この考え方が町の予算方針の基本にあります。そういう

ことで、まず２つございます。 

  １つは、やはり予算の収入に対しまして基本的には歳出は少なくもそれを超えない範囲で

予算を組むという、その方針ですね。まさに入りと出というもののバランスのとれたものを

まず基本とすることが１点ございます。 

  また、もう１点は、やはり借金をふやさないということ。これはどういうことかといいま

すと、私どももかなりの公債を出しておりますんで、その公債を毎年毎年返済しております。

ですから、その返済額を上回るような借金をしないという、この２つの方針がまず予算編成

の基本にあります。そういうことで予算編成をしてきているところでございます。 

  そして、まず歳入につきましては、今ご質問にもありましたように、大変厳しいわけでご

ざいますが、予算の中のまず歳入についての基本的な考え方は、確実に収入として見込める

ものをまず一つ押さえます。そして、そのほかに収入としてはあるであろうと想定される、

不確定要素の多い収入と２つあるんですね。ですから、まず基本的には確実に収入を見込め

るものを押さえながら、不確定要素の収入をどこまで見込むかということが歳入の一つのポ

イントになります。そういうことで押さえてきているところでございます。 

  また一方で、歳出につきましては、何よりも経常経費、これがまず最初にきます。経常経

費をまず挙げなければ町が動きませんので、経常経費というのがまず基本にきています。そ

して、その経常経費にあわせて今度は各課の要望事項がございます。その要望事項を加えて、

これで歳出を図っていくわけでございますが、その中で予算編成に当たりましてですね、折

衝をすることになるわけです。 

  この27年度におきましては、収入の見込みに対しまして歳出が大体５億2,000万ほどオー

バーしたということでございます。そういうことで何度か各課とも調整の中で詰めて詰めて、

全てだめにするということではなくて、やはり緊急性・必要性のあるものをまず優先の中で

調整をしまして、最終的には１億3,500万ほどどうしても歳入に見合わず歳出がオーバーし

たということになります。そこを、先ほどご質問にもありましたけれども、まず財調で予算

を組むと、繰り入れということで、合わせた金額ということになるわけでございます。しか

しながら、今お話もしましたけれども、収入の面においてはやはり何よりも不確定要素の収
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入がございますんで、これはまたこれから事業を進めていく中で、また確定した場合にふえ

る要素もございますので、そういうことで考えております。また、もう一方は、事業執行に

当たりましての執行残というものを含めまして、要求のありました事業というもの、この予

算の中に反映できなかったものにつきましては、補正の中で予定が組めればいいかなという

ふうに、そういう手法の中で進めているところでございます。 

  やはり何といいましても、基本は「入るをはかって出ずるを制す」ということでございま

す。そういう方針で予算編成をしたところでございます。 

  重点施策ということになりますと、今お話しいたしましたように、なかなか財政的に予算

の中で全てその中に入れ込むことは難しいんですが、特に今大多喜町は28年度からスタート

いたします総合計画、この総合計画をまず27年度はその一つの重点の施策の中にあります。

そしてあわせて、今後の地方版の総合戦略、これがこれから、28年から動き出しますんで、

それを27年度までの計画策定ということで、これが27年度の大きな仕事になります。これが

５カ年にかけての大多喜町のこれからの施策の中に反映するものでございます。 

  そういうことで、むしろソフト面で相当な充実を図っていくということでございます。一

方で、じゃ、27年度の事業は何かといいますと、予算の中にはなかなか反映しづらいんです

が、ただ、26年度で繰り越しをしました地方創生、これをですね、まず、先ほど出ましたよ

うに、喚起型のものと、また先行型のものがございますが、特にそういったものを、27年度

の中で事業執行になりますんで、それでしっかりと進めてまいりたいと思っております。 

  なかなか財政厳しい中でございますが、できるだけやはり優先度の高いものからしっかり

と進めてまいりたいと、そのように思っています。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ありがとうございます。健全な予算を組んだということのお話であり

ました。 

  そこでですね、今お話ありましたけれども、よく町長は、財政基盤を強化するんだとか、

あるいは財政の健全化、これが最優先だよというようなことをよくおっしゃいますけれども、

町長が思っている財政の基盤の強化だとか、財政の健全化、こういうものは具体的にどうい

うことを指しておられるのか。そして、今の町債の残高、起債の残高、この辺のことについ

ての見解をお伺いをしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） それでは、企画財政課からお答えさせていただきます。 
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  財政基盤の強化という点につきましては、まず町税収入の確保に努める必要がございます。

そのためには人口増対策の実施、特に若い人に定住していただくことや子育て環境の充実を

展開しながら地域交通の充実を推進し、流出人口に歯止めをかけ、地域経済の活性化、新た

な雇用の創出等々の施策をあわせて進める必要があると考えております。これらにより住民

税、固定資産税の税収増を促し、財源の安定確保を図ることが必要だと考えております。 

  また、ふるさと納税事業を昨年12月から実施し、納税していただいた方へ地元の商品を返

礼品として発送することにより、地場産業の活性化を推進し、町の財源の確保を図っており

ます。 

  このような歳入増の施策に対して、歳出面では行政改革の一層の推進や事業の見直しによ

る歳出の抑制を図り、新たな行政需要については事業の自立性、財源の効率的な配分により

対応するなど、健全な財政運営に努めることは必要不可欠であると考えております。 

  次に、町債に関する基本的な方針といたしまして、元金の償還金以上の借り入れを実施し

ないこととしており、確実な町債の減額に努めております。平成27年度末残高は総額47億強

という多額な残金となっており、財政悪化が懸念されるところでございますが、実質的な町

の借金である事業債は年々残高が減ってきており、また地方交付税参入率の高い辺地対策事

業債、あるいは過疎対策事業債などの地方交付税に算入される有利な起債を計画的に借り入

れ、財源不足に対応しております。 

  なお、平成25年度決算における後年度の普通交付税の算入見込額は39億2,093万9,000円で、

交付税算入分を除く町債額は、平成25年度決算で比較しますと８億9,505万8,000円となりま

すので、起債残高の81パーセントは普通交付税へ参入される見込みでございます。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ありがとうございます。財源の確保というのは、今課長のほうから答

弁ありましたけれども、その割になかなか効果が上がらないというのが実態だろうというふ

うに思います。 

  そこで、まず大多喜町の起債残高、借金ですね、と貯金、基金についてもう少し詳しく伺

いたいと思います。現時点では、町債の残高47億2,000万ということであります。これは１

人頭にすると48万1,000円ということでありまして、いただいた資料ですけれども、ありま

す。一方、16年度にはやっぱり47億の借金がありました。47億2,000万、ほぼ同じですね、

今と。１人頭41万ということで、当然人口が減っているわけですから、同じ借金であれば１

人当たりはどんどん負荷がかかってくる、こういう状況にあるわけです。これから10年先は
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8,000人になるというような推計が出ています。そうしますと、相当なペースでこれを減ら

していかないと、今の財政状況といいますか、借金の部分は維持をできない。今の感覚の返

済金だけではとても同じようにならないです。まして、負担が将来的には大きくなる。こう

いうことはただの数字だけじゃなくて、人数によって変わってくるわけですから、相当厳し

いんじゃないかなというふうに思うんですけれども。 

  一方、貯金と言われるほうも、平成16年には24億あって、現在では13億ということで、今

現在１人当たりだと13万9,000円ということで数字が出ていますね。貯金は相当減らしてき

ました。庁舎をつくったり、あるいはいすみ鉄道もこれ入っているのかな、の部分もあった

りということで、貯金のほうはどんどん減ってきているわけですね。 

  10年後を考えると、今のペースではとても追いつかない。将来に負担はどんどん残すんで

はないかと思いますけれども、起債をなるべく抑制しようというのは行政改革であると思い

ますけれども、今回も幾つか起債を起こしていますけれども、前から申し上げているんです

けれども、なるべく起債は減らせるものは減らしなさいよということで言っていると思いま

すけれども、その辺の見解はどうなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 今、小髙議員のおっしゃるとおりだと思います。やはり人口減少とい

うことは、想像以上に基礎自治体に相当な影響があることはもう間違いないわけでございま

す。私どもも、先ほどは私も所見の中で申し上げましたとおり、まずやはり単年度のプライ

マリーバランスというものをしっかりと築いていくということは、これは当然のことでござ

います。そして、公債につきましては、やはり借金はできるだけしないと。最低の、先ほど

は最低の話をしたんですね。要は少なくとも元金返金以上の借金をしないということが一つ

の歯どめなんです。ただ、それも、今小髙議員のおっしゃるとおり、そのペースではとても

これからは人口減少に対応できるかというのは非常に難しい。そういうことで、新たな財源

づくりというものを、またはそういったものをしっかりしていかなければいけないなと思っ

ています。そういうことで、今町も、一番の肝心なものは経済の本道は、やはり地域の産業

の活性化で、あるいは農業、あるいは商工業の皆さん方の活性化をして税収を上げること、

これが基本的な考え方であるはずなんですが、なかなかそこはそう簡単にいく話ではござい

ません。 

  そういうことで、もう一方でやはり自治体が今までやってこなかった、自治体みずからが

何か収入を上げるような方法も含めて、全体的なもので収入を上げていくと、そういうこと
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の中で今ご指摘のありましたように、借金の返済をやはりペースを上げていく、あるいは単

年度のプライマリーバランスをしっかりとやっていくということが必要であろうと思ってい

ます。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 先ほど課長のほうから、いい借金、後から戻ってくるというような話

がありました。臨時財政対策債ということだと思います。このウエートが非常にふえている

ということでありますけれども、借金は借金の部分があるし、返ってきても、もう交付税そ

のものは需用額として見込んでいるわけですから、とっくに、後からしっかりその分は戻っ

てくるというよりはもう使ってどんどんいるという状況なんで、そういう部分はあんまり戻

ってくるからいい借金だよというような認識は持たないほうがいいんではないかというふう

に思います。 

  そして、この間も国会で黒田日銀総裁がオフレコだということでありましたね、国の国債

はその自国の通貨で国債を発行しているのは世界的に規制をしようということで、黒田総裁

は今後国債が暴落する危険性が非常にふえた。これはあんまり外へ出さないようにというこ

とで国会でやっていましたけれども、交付税そのものが当てにはならない。こういうふうな

ことが見えてきている。国の借金も1,000兆ですけれども、まだまだ、プライマリーバラン

ス、国はもっとひどいですから、どんどんまだふえる話であります。 

  そうしますと、交付税そのものもほとんど当てにならない。ですから、できるだけ借金は

少なくしていく。そして、将来の、未来の子供たちはやっぱり今回の人口推計でもわかるよ

うに、高齢化率10年後には四十七、八ですか、生産人口はそのくらい、同じような形になっ

て、いわば１人で１人を支えていくと。もう10年先にはそんなような状況があります。 

  一般会計は関係ないよと、医療・年金・介護だと言うけれども、一般会計からも国保で１

億3,400万、介護で１億7,500万、後期高齢者で１億7,300万、こんなような金が一般会計か

ら出ているわけですよね。こういう負担も一般会計の中でも負担がふえていく。こういう状

況であると思いますんで、あんまり私たちのときにだけ使うということもどうかなという思

いがあります。 

  基金についても、取り崩しましたけれども、庁舎を建てるとき、次に新たに積んだらとい

うことで申し上げましたけれども、そんな無駄な金はいいよというような話でありました。

この庁舎を建てるとき、先輩たちは消防車にグリを積んで自分たちでみずからこれをお手伝

いした。そういう人たちが一生懸命ためてきてくれて、基金があったからこそ、借金をしな
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いでできた。こういう状況があると思います。 

  ですから、私がもう少し若い時代であったら、町は何だよ、借金をいっぱいして、貯金を

みんな使っちゃって、将来支える負担がふえちゃうじゃないか、こんな声が聞こえないでし

ょうか。聞こえませんか、町長。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） かなりご指摘のところがそのとおりかなと思います。一つ、今町の借

金がふえている一つの大きな要因はですね、国の借金が1,000兆を超えております。そうい

うことで、国民資産としては1,500兆を超えるということの中で、現実に国の今プライマリ

ーバランスというのは全くとれていないわけです。ですから、これからはさらに借金がふえ

ると。 

  そういう中で、今私どもが常に交付金をもらっております。それでいろいろ借金をする中

で、先ほど返済額以上に借金をしないということをお話ししたんですが、まさに本来ならば

国が町へくれる交付金というものは、そのまま現金で町へくれるのが従来の姿であったと。

ただ、先ほど言いましたように、国の借金が余りにもふえてきて、なかなか現金で渡すこと

ができない中で、基礎自治体のほうに借金をさせて半分は自分たちで、金をくれるけれども、

あと半分は基礎自治体で借りてくれと、それを長期で返済しますよという形の中でこれがふ

えてきているということであることは事実でございます。ですから、できるだけ借金をしな

いということが正しいわけでございます。 

  ただ、何せ、やはり予算を組む上でどうしても必要なものは出さなきゃいけませんので、

やはり厳しい財政の中でできるだけ町のほうもそのことには努めておりますが、やはり出る

金だけはとめることができませんので、そういうことで財政の硬直化も非常に、90パーセン

トに近づいているということの中で、なかなか事業にお金が投じられないという現状もござ

います。そういうことで、今のご質問については十分私どもも受けとめて、これから財政運

営に努めてまいりたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ありがとうございます。現時点の予算では、やっぱり必要なものはつ

くっていかないとならないし、借金はある程度やむを得ない部分あると思います。ですから、

そういうしっかりとした認識を常に持っていていただきたいということであります。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） そのとおりでございますので、私もしっかりと認識してまいります。 
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○議長（志関武良夫君） 一般質問の途中ですけれども、ここで昼食の時間にしたいと思いま

す。会議は１時から始めます。よろしくお願いします。 

（午後 零時０４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に続き会議を開きます。 

（午後 零時５９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 一般質問を行います。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） それでは、引き続きまして質問させていただきたいと思いますけれど

も、先ほどの起債の件と基金の件でありますけれども、もう１点ひとつお願いをしたいんで

すけれども、土地開発基金、この基金はほかの基金と違って住宅施策に使っていくと。町有

地の分譲住宅をこれからは進めていく中で、その基金の中でどんどん事業を進めていくとい

うものであるというふうに思っているんですけれども、今回については予算にものっていま

せんけれども、この住宅分譲の施策、これは今後どのようにやっていくのか。現在とまって

いるというわけではないでしょうけれども、方向性はどういうふうにお考えになっているの

か、わかりましたらお願いをしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 土地開発基金でございますが、現在現金で２億5,157万8,662

円、そして不動産として9,322万2,080円ございます。この目的につきましては、議員さんの

おっしゃるとおり住宅施策ということで活用させていただこうということになっております。

町におきましても、城見ケ丘の分譲地、あるいはほかにもございますが、だんだん分譲地が

減少してまいりました。したがいまして、今のところこの現計画ではございませんが、今後

住宅施策として有効に活用させていただきたいということで考えております。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 住宅分譲については、町の大変定住等を含めて重要な施策というふう

な位置づけであると思うんですけれども、現時点ですと大戸がまだ残って、大戸の分譲地が

残っている。そしてまだ城見ケ丘の団地も、今回の予算ですと２件分の予算しか見込んでい

ないということでありますけれども、この辺が完売しないと次には進まないということでし

ょうか。 
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  基金が２億あるんで、さらにその辺は積極的に進めても、一般財源を食っていくという話

ではありませんので、この辺は進められればどんどん進めるべきというふうに考えますけれ

ども、予算的には措置をされていないんで、考え方だけでもご答弁をいただきたいと思いま

す。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 先ほど課長が答えましたように、城見ケ丘につきましても、総元につ

きましても、だんだん減少してきました。こういう商品というのはやはり数が少なくなりま

すと、選択肢が少なくなりますと余計売れなくなるという傾向がありますんで、私どもも新

たな分譲というものを考えなければいけないと思っています。ただ、大多喜町の地形を考え

ますときに、山がですね、保安林で、大半が農地であって、その農地はいわゆる農振という

ことで、なかなか用地として探すのは難しいし、また開発するに当たって余り金かけては売

れないということで、やはりできるだけ費用のかけない中で安くといいますか、安価に販売

できるものを探すということで、実は産業振興のほうの担当のほうに、今全体の町の土地の

利用図という形のを今つくらせているんですが、地図の全体の中に保安林と農振地域を色分

けして、あといかに利用できる土地があるかというのを、まず現存の中で今拾い出させてお

りますので、そういった中である程度またこれから計画も立てていきたいと思っています。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） よろしくお願いします。議会のほうも城見ケ丘の団地についてはもっ

と安くということで、町長のほうに提言をさせてもらっております。若い人たちを受け入れ

る、その土壌をとにかくつくっていかないとふえないということでありますんで、よろしく

お願いしたいと思います。 

  それでは、３番目の、今までもご答弁いただいたような内容になるかと思いますけれども、

質問事項として挙げてありますので、簡単に答弁のほうをお願いできればというふうに思い

ます。 

  人口がどんどん減少している中で、高齢化に向かっていろんなサービスがどんどんふえて

いく、あるいは少子化の対応もしなくちゃいけないということで、非常に、行政サービスが

増大していきます。こんな中で、基本的には先ほどいろいろとご答弁いただきましたけれど

も、どういう方針なんだ、どういう方針でこれから財源を確保していくのか。答弁いただい

ても、それが、じゃ、そこで本当に財源が確保できるのかどうか、そういう部分も含めて長

期的な視野に立って基本方針という部分でお聞きをしたいと思いますんで、よろしく答弁お
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願いします。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） この財源確保につきましては、先ほども答弁いたしましたけれども、

基本的にはやはり町にある産業ですね、こういったものを活性化して、まず、また若い方々

の定住という中で、そういう税収を上げるというのが私は本筋ではなかろうかと思っていま

す。しかし、これは地道に少しずつやっていかなければいけないもんで、一瞬にしてそれが

ふえるということではございませんので、ただ、これ、これからも地道に、税収確保に向け

ては活動していく必要があると思います。 

  また一方で、これ以外にやはり税収の道を探るというのは、今まで自治体というのはみず

から稼ぐということについて余りやってきませんでした。そういうことで、町みずから何か

民業を圧迫しない形の中で収入を図るという中で、実は小水力発電もその一つでありました

し、有料駐車場も一つの、新たに加えましたふるさと納税、これは今までの中では一番税源

確保に非常に効果があるかなと思っています。これはやはり地域に非常に効果のあるもんで

ございますので、こういった形で町みずからがやはり税収、税源を稼ぐようなものを含めて

進めていく必要あると思っています。従来のものに加えてそれを進めてまいりたいと思って

います。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 基本的には、町長言いましたように、産業振興、そしてそこから税収

を上げるという方向が本来の姿だというふうに思っていますし、今町長のほうから、みずか

らという部分は、必要な部分であろうかと思いますけれども、本当に慎重にやる部分ってい

っぱいあって、当然民間の部分の圧迫ということもあるだろうし、行政がやるリスクもある

だろうし、そういう部分で本当に慎重にやっていただきたいというふうに思っています。 

  ４番目の、今回の予算の編成に当たりまして、各課から予算の概算要求が出てきました。

いろいろ今までの答弁の中で５億円ぐらいは削らざるを得なかったということでありますけ

れども、その削る場合の査定、その基準はどのような形でされたのかお伺いをしたいと思い

ます。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 平成27年度の予算の、まず初めに要求といたしまして、その

基準として事業ごとの積算方式は前年同様ということにしました。しかし、予算協議の中で

は実績によることなく見直しを行い、事業費の抑制に努めて、前年度当初予算に対して基本
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としては一般財源ペースで５パーセント以上の減額というものを目指しながら協議を進めて

まいりました。 

  その中ですが、本町の総合計画及び過疎地域の自立促進計画以外の新規の事業への予算配

分は非常に困難なため、課、係における既存の各経費の抜本的な見直しによる節減分で対応

するよう、厳しい内容で予算編成に臨ませていただきました。昨年12月の第１回目の各課協

議前においては、歳入歳出差し引きで５億2,751万7,000円の開きがございました。そこで、

もう一度ですね、第２回の協議ということで、それでも１億7,000万円程度の開きがあり、

さらに調整をしてきたところでございます。それで、財政調整基金を充当させていただきま

した。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） この査定の中で一番危惧をするのは、どうしても行政は単年度主義で

ありますんで、長期的な視野に欠ける予算じゃないかというふうに思っています。今から12

年前は１万2,000人の人口が現在１万人ですよね。10年度にまた2,000人削られて8,000人、

こういう時代が来ると思うんですけれども、それに対する、どういうふうな町をつくってい

くか、そのときの対応、適応する施策がどうしても欠けてきてしまう。１年単位の予算であ

ると。 

  昔、前の町長ですけれども、この大多喜町を３万人ぐらいの人口にしたいよと、そういう

まちづくりをするんだ、長期計画をつくっていくわけですよね。予算もそれに整合性を合わ

せていくということでありますけれども、やっぱり長期に対応する、これから10年後に本当

に高齢化50パーセントの社会が来るときの対応の予算というものがなさ過ぎるんではないか、

こういう思いがありますけれども、単年度主義、そして今必要なものだけという部分という

のは、予算編成は相当難しい部分あるんでしょうけれども、その辺の考慮というのをこれか

ら入れていかなければいけないというふうに思うんですけれども、その辺についての見解が

ありましたら、お伺いをしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 確かに長期的な視野に立った予算編成というのが求められる

ところでございます。ただ、予算編成というのはやはり単年度主義ということになっており

ますので、本来であれば計画づくりの段階で、しっかりしたビジョンを持って10年先に対応

できるようなものをつくっていくべきだなというふうに感じております。ですから、予算協

議の中では長期的なもの、それぞれを各担当課が出してくるんだという前提の中で予算協議
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に臨ませていただいております。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ありがとうございます。そういうことで、本当に今の時代だけではな

しに、将来的な部分、計画づくりも、今の計画は15年前あるいは５年前につくったはずです

けれども、このような１万人を切ることを果たして想定していたんでしょうか。要は、もう

空き家もどんどんふえてきて、西老地区は相当だんだん厳しいよ、なかなか産業も立ち行か

なくなってきているよ。学校も統合するよ、してきたよ、こんなような時代というのを本当

に総合計画の中で想定していたのか。 

  みんな総合計画では評価よかった、大体Ａとかという感覚ですけれども、じゃ、今の状態

をきちんと把握しての計画だったのか、それでよかったのかという話ですけれども、今は危

機感を持って、これじゃいけないということでやっていますんで、総合計画ももちろんそう

ですけれども、現実に予算を組むときにはやっぱりそういうことも考えていかないと、なか

なか長期に合わせてあるからそれでいいんだというふうには思いませんので、そういうこと

も考慮に入れてお願いをしたいと思います。 

  次に、人件費の関係についてお伺いをしたいと思います。 

  今回の予算の中で人件費の割合、人件費率というんですかね、これが26.5パーセントにな

っています。企業で言うと人件費の割合というのは非常に重要な問題でありますし、また多

くの町民から、大体大多喜町の人件費と税収が同じじゃないかとよく言われますけれども、

この比率そのものは適正なのかどうか、あるいは今後どういう方向にしていくのか、この辺

のところを見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは、総務課のほうからお答えしますけれども、まず人件

費の比率ですけれども、ご質問にありましたとおりでございます。これが適正かどうかとい

うことでございますけれども、例えば決算で比べてみますと、25年度の決算ですが、近隣の

市町ですと、いすみ市が18.8パーセント、御宿町が21.5パーセント、勝浦市は大型の事業が

あった関係だと思いますが、15.3パーセントということで、これに対しまして本町決算です

が、23.8パーセントということで、これは高い比率だと思います。これがまた適正であるか

どうかというのは、特に指標はございませんが、町税の範囲内というようなことでございま

す。 

  今後、これをどうしていくかということですが、ご質問の中にいろいろございましたが、
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人口、これから減っていくことが予測されます。このような中で、業務量との見合いという

ようなこともございますけれども、職員数はある程度計画に基づいて徐々に削減していきた

いと、そういうようなことで人件費の比率もできれば下げていきたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 下げていくということですけれども、計画はどのようになっておられ

るんですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 職員の数でございますが、これは平成26年度で定員の管理計画

というのが終了しますので、それを今検討中でございますが、この５年間に19名の職員、減

をしております。これは自動車学校もありましたのでそういう関係もありますが、減をして

おります。こういうことから直ちに職員は多い人数を減らしていくというようなことはちょ

っと不可能かと思いますが、毎年１名ないし２名程度の減を、業務量との見合いを図りなが

らやっていきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 計画はこれからつくるんですよね、一応終わってしまったということ

でね。 

（「26年度で」の声あり） 

○７番（小髙芳一君） はい。そういうことですよね。別に私は減らすのがいいというふうに

思っていません。新しい事業はどんどん出てきています。そこで職員を切れば、さらに事業

量は多くなってくる。そういう意味から事業量、職員の数と事業量、そういう関係があると

思うんですけれども、新しい、ことしもいろんな事業出てきましたけれども、じゃ、今まで

担当していた人がそれをやればまた負担になってくるんですけれども、どこかを切っていか

なくちゃいけない。職員のスキルを高めるだけで対応できるのかどうか。どこを切ってどこ

をやるか。やっぱり、でも切るということは住民サービスが低下するという部分につながる

と思うんですけれども、その辺の考え方というのはどういう部分でこれから対応していくん

でしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 人件費の削減といいますか、人員の定員管理ということで進めている
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ところでございます。ただ、パーセンテージ、26パーセントが高いか低いかというのは、実

は分子と分母の関係にあるということで、今小髙議員のおっしゃったとおりでございます。

ですから、必ずしもこのパーセンテージが正しいかどうかというのはわからないわけですね。

分子と分母の関係になります。そういうことで、一般の企業でいいますとね、一つの安定し

た事業でいいますと３・３・３というのが基本的なんですね。３割人件費と、それで３割材

料費と、３割が人件費と、３割が経費とかその利益ということになるんですけれども、役所

の場合は公共工事をぼんと発注しますと予算がぼんと膨れ上がりまして、分母が膨れ上がり

ますとやはりその比率が、人件費の比率下がるということで、やはり分子と分母の関係があ

りますんで、なかなか一概に多い少ないが言えないんですが、ただ、類似団体という考え方

の中で大多喜町は多いと言われております。 

  そういうことで、徐々にその辺を今進めているわけでございますが、ただ、今質問のあり

ましたように、じゃ、これで事業がやれるかというと、私は難しいと思っています。ですか

ら、じゃ、これをどういう形でやるかというのは、正職という考え方の中での定員でござい

ますので、それをやはり再任用も含めましてですね、ある程度やはり人員というのはなけれ

ば私は事業はできないと思いますし、逆にもう一方、事業量をふやすことによって下げると

いうことも可能なんですね。ですから、ただ、今は下げることだけの話で進んでいますけれ

ども、一方でふやすという考え方も片方ではあると思うんですね。ですから、そういったこ

とも含めて、ただただこのまま減らし続けるかというのは、ちょっとやはり検討しなければ

ならないと思っています。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 職員数を減らせということを言っているんじゃないですよ、目安を言

っているんですけれども、大多喜町は人口1,000人当たりの職員数は14人ということで県下

一番多い。類似団体と比べても、大体１万人当たり100人ということで、大多喜町も当然千

葉県下では一番多い職員を持っているという部分があります。ほかの市町村は相当少ないと

いう意味でそういう行政サービスを行っているということもあるわけであります。ですから、

その辺のこともですね、じゃ、多いんなら多いなりの行政サービスをきちんとやってもらわ

なくちゃいけない。それは住民には納得は、やっぱりそういう部分がないと納得してもらう

部分ってあると思うんですね。ちょっと突出して大多喜町は多いんですけれども、今町長か

ら話がありましたけれども、この辺、多いという感覚は、感覚といいますか、そういう部分

はどういうふうに捉えておられますか。 
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○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 職員数なんですけれども、一つの指標として類似団体別職員数

というのが公表されております。これを見ますと、千葉県下では大多喜町はやはり一番多い

人数になっております。これで超過人数が一般会計部門で42名多いということで、これは直

近が25年４月の数字ですけれども、そういうものが出ております。そういうようなことから

見ると多いというふうになるんですけれども、ただ、類似団体別職員数はその市町村の産業

構造と、あとそういうものをですね、主に比べているものですので、仕事の細かさといいま

すか、そういうものとかまでは踏み込んでいるものではない。ただ、産業構造と人口で出し

ているものですので、それが果たして多いかというのはちょっとひとつどうかなということ。

あと、だから、１点言えることはですね、例えば多い市町村を見ますと、勝浦ですとか、南

房総市ということで、どちらかというと地方部が多い。あと浦安が多いんですが、それはや

はり財政的なものがあるのかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） さっき言いましたけれども、そういうことだと思うんです。要は多け

れば、やっぱり周りの市町村は相当低いわけですよ、御宿にしろ、いすみ市にしろ、長生に

しろ、相当人数が違うんだけれども、大多喜が多ければ多いなりに住民サービスがどのよう

に提供されて、手厚いんだよということが見えなければ理解されないという部分があると思

うんで、そういう認識に立って仕事のほうをしていただきたいというふうに思っています。 

  それで、全部の職員が190名というふうに伺っていますけれども、臨時職員、これが60人

弱ですかね、おられると思うんですけれども、この辺で本当に町の行政サービス非常に助か

っている部分、一方であるわけでありますけれども、この待遇というのは今の時代ですから、

同一労働同一賃金ということはよく言われます。行政がやっぱり見本にならなければいけな

いようなこともあるわけですけれども、この辺を将来的にどうしていくのか、このまま続け

ていくのか、少しでも対応を考えていく気持ちがあるのかどうか、その辺の方向性をまず伺

いたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず、臨時職員ですけれども、これは常に動きがありますけれ

ども、現在社会保険に加入されている臨時職員68名ということで、これは臨時職員がいなけ

れば町の行政はなり行かないのは事実でございます。 
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  あと待遇でございますけれども、待遇といいますと賃金、休暇、そういうものになろうか

と思いますが、賃金につきましては規則で定めておりまして、近隣の市町村の状況、あるい

は最低賃金、そういうものを参考にして、毎年多くではございませんけれども、改定をして

おります。 

  今後の方向ということですけれども、できれば、臨時職員に頼らずにやっていければいい

わけですけれども、その臨時的な業務、どうしてもございますので、臨時職員にある程度頼

らざるを得ないものがありますので、そういう方については今後順次、賃金面、そういうも

のを計画的に見直しはしていきたいというふうに思っております。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） あくまでも臨時ですから、なかなか、半年契約じゃないですか、やっ

ぱりそこには将来の展望が働く人も見えないと大変だなという思いあるんですけれども、臨

時職員で長い人はどのくらいいらっしゃるんですか。そういう部分の長くいる人についての

対応というのも、ただ単に上げていきたいということだけではちょっと物足りない部分があ

るんですけれども、長い人はどのくらいいらっしゃるんですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 68名のうち一番長い方が15年を超えている方が２人いらっしゃ

います。あと、もちろん短い方は、１年から５年の範囲の方が36名いらっしゃいます。 

  なお、長い方につきましては、全ての職種ではございませんけれども、例えば保育士です

とか介護士、道路の補修員、そういう方については、その経験、また技術、そういうものに

よって若干賃金の差をつけさせていただいております。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 15年というと本当にベテランですよね。今、国もそうですけれども、

それぞれの人の働き方がどんどん変わってきているという部分あります。企業によってはワ

ークシェアリング、みんなで分け合おうよという部分もありますし、いろんな働き方がどん

どん出てきているし、そういう人たちもやっぱり社会を支えている一員でありますから、あ

る程度の所得を得て、税金を払って、支えていく側に回るという部分も必要かと思います。

そういう部分ではもう少し対応を考えてあげることが大切なんではないかと思います。 

  最後に町長何かあれば、ご意見あればお願いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これ私どももやはり上げたいのは本当にわかるんですけれども、なか
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なか公務員の一つの規則というのもありまして、それをじゃ、どうやって変えていくかとい

うこともあります。ですから、ただ、臨時の人を正職にというのはなかなか難しい話ですね。

ですから、この辺はこれからの課題になりますが、ただ、町も財政的なものもありまして、

なかなかそれを上げたときに、じゃ、本当に運営できるかという問題もあります。一つの課

題として受けとめておきます。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 前から、ほかの議員からも質問があって、課題だ、課題だってずっと

なっていますんで、本当に改善をしていかなければいけない部分で、行政がやっぱり社会の

見本というか、行政が率先してやってりゃ、民間もどんどんやりますよ。そういう部分で、

本当に理想的な町をつくるという部分ではやらざるを得ない部分があるんではないかという

ふうに思います。ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  そして、人件費という部分では、これから７番目まで質問をしますけれども、一番大切な

部分ってやっぱり人だろうというふうに思います。人が全てを、やっぱり産業も育成できる

だろうし、お金じゃなくて人をどう使うかという部分があると思うんで、町の、今回条例で

も出てきたと思うんですけれども、専門職をという話が条例改正をしたいという部分があり

ました。これから後で質問したいと思いますけれども、いろんな産業の中で振興しています

けれども、なかなか思うようにいっていない、昔から振興策をつくっていますけれども、ど

こかにやっぱり問題があるんだろう。振興策をどこかやっぱり変えていかなければいけない。

じゃ、どこを変えるか。人だと思うんですけれども、こういう部分で、産業振興の部分で専

門の職員という部分をどんどん入れていかないと振興できないんじゃないかという部分があ

るんですけれども、今回条例でもそういう部分ありましたけれども、条例のほうにちょっと

入っちゃって恐縮なんですけれども、専門職という部分を入れるというお考えはありますで

しょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 専門職といいますか、専門的な知識とか経験を有した人だと思

いますけれども、あすの条例で提案をさせていただいておりますけれども、その趣旨は、例

えば公務員としては得られないような知識、あるいはそういうものを蓄えるには長い期間を

要するもの、そういう方を例えば民間の方を任期つきで採用したいというようなことですの

で、例えば近隣ですと観光プロモーションに職員を採用しているところ、また、建物をつく

るときに建築士の方を採用しているということございますので、この制度があれば、例えば
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農業に非常に専門的な知識を有している方を任期つきで採用することは可能だと思います。

それが今後やるかどうかというのは、条例もまだ可決はされておりませんので、その後の話

になろうかと思います。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） それは、そういうことを前提に今回条例をつくるということでよろし

いんですか。そういう専門職をこれから入れていこうという方向だからつくったということ

でよろしいんですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） ご質問のとおり、これからそういう方を、多い人数ではありま

せんけれども、採用していこうということで、ただ、それが農業ということは今は、今年度

は考えておりません。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） それでは、次に移りたいと思います。 

  町の重要課題の定住化対策事業あるいは少子化対策事業、こういう事業が今年度も幾つか

ありますけれども…… 

○議長（志関武良夫君） 小髙芳一君に申し上げます。申し合わせ時間があと５分となりまし

たので、お願いします。 

○７番（小髙芳一君） はい、わかりました。 

  ということでありますんで、具体的にいろいろこういう政策をずっとやっていますけれど

も、目標、ただ単に毎年毎年同じような政策をつくっているわけで、成果がどんなふうにな

ったのか、そしてそれに対して目標をきちんと定めて、今年度こういう事業をやったからこ

ういう結果を出したいという部分が今までは余りないわけですね。ですから、この辺のとこ

ろは今後、創生事業はそういうもんだよと、そういうふうにしなければいけないということ

でありますけれども、今回のこの事業については成果目標をきちんと定められておるんでし

ょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） この成果目標につきましては、計画の段階で定め、事業を実

施して、その結果を評価して予算に反映できるということがやはり理想だと考えております。 

  町におきましては、行政評価を実施しておりまして、その行政評価を実施した事務事業に

つきましては、予算に反映しておりますが、ご質問のありました成果目標につきましては、
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すぐに成果が検証できないものもございますので、設定しない状況でございます。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 行政は常に評価も、どっちかというとみんな曖昧ですよ。きちんと数

字をもって、それをできなかったらなぜできないか、それを次につなげることが大事な部分

であって、別に批判をするわけでも、できなかったじゃないか、おかしいじゃないかという

話ではなくて、そこに数字を挙げることによって次に検証ができるじゃないですか。じゃ、

これまずかったのか、少しこうやって変えようよ、いつも同じことばっかりやって結果がど

うかわかんない、そういう中で毎年毎年同じものをつくり上げていってはいけないのではな

いか。少子化だって本当に大多喜町は1.1じゃないか、出生率がもう全国の最下位クラスじ

ゃないですか。そこはじゃどうしたら上がるのかということをきちんとやっぱり原因を突き

とめて、政策が終わって、結果を見て、じゃ、違ったのか合ったのか、じゃ、ここはもう少

し、もっと手厚くしていこうというような検証するためには、しっかりと数字でもって見て

いかないとできないんじゃないかということで、しっかりとしたそういう数字の目標を挙げ

るべきだというふうに思います。 

  ７番目の産業振興なんですけれども、この部分についてちょっと私の提案だけ申し上げさ

せていただきたいと思います。 

  今の産業振興の中の農業も観光も林業も商業も、ここに資料として、税務課の資料であり

ます。実際には本当に壊滅的な産業振興だと思うんですけれども、こういう感じでことしも

産業振興、予算を組んでいますけれども、こんな方法だったらまた来年も同じですよ。この

ずっと延長上。今回どうしたらいいか。先ほど専門職をということを申し上げましたけれど

も、農業関係でもいろんな交付金を出して、新規就農者、お金ばんと出します、ハウスをつ

くるのお金出します、振興していますと言うけれども、いろんな国からの交付事業だから皆

さんやりませんか、それで終わりなんです。 

  そこにしっかりとした人材をつぎ込んで、ここに座っているんじゃなくて、外に出て、本

当にいろんな情報を提供したりとかトップセールスをしたりとかほかの団体とつなぎ合わせ

るとか、そういう専門家をつくっていく。観光もいろんな部分ありますんで、根本議員から

いろんなことありましたね、みんなつなげなよ、行政やんなさいよ、それは無理な話で、そ

こに専門の観光専門職をつくって、いすみ鉄道をつなげたり、農業をつなげたり、そうやっ

て動く人、それは退職した人でも本当に知識のある人を使って全部をつなげていく、こうい

うことを仕掛けていくことが大切なんだと思う。 
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  今までみたいにここにお金出しますよ、やんなさいよ、これ振興策ですよ、これずっと続

けてきたんですね。今大事なことはそこに、やっている人に情報を流したり、セールスで全

国観光だったら全国に売り歩いてもらったり、そういう人を入れていく。こういうところに

お金を入れていくって、今までの振興策プラスそういう部分をやっていかないと全然動きま

せんよ。ですから、今回そういう専門職というのがありましたけれども、退職した人だった

らそんなにならない、本当に観光のプロだっていっぱいいますんで、大多喜町の観光を全国

にアピールする人をつくる。そっちこっちを、大多喜町の資源を全部つなげてもらう。そう

いう人をぜひ入れていただいて、今までと違ったような形でひとつ振興策のほうをお願いを

したいと思います。 

  答弁は結構でありますんで、時間のようでありますんで、以上で質問のほうを終わらせて

いただきたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（志関武良夫君） 以上で小髙芳一君の一般質問を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◇ 吉 野 僖 一 君 

○議長（志関武良夫君） 次に、９番吉野僖一君の一般質問を行います。 

○９番（吉野僖一君） 本日３番目の一般質問ということで、議長の許可を得ましたので、一

般質問をさせていただきます。通告どおりですね、進めてまいりたいと思います。 

  ３月議会ということで議案いっぱいあるということで、今回は一般質問を控えようと思い

ましたけれども、97歳の元役場の職員から手紙が来まして、平成25年12月の一般質問で町税

等の未納について一般質問したことに関しまして手紙が来まして、その後どうなっているか

ということで、97歳の、ちょっと一部手紙を読ませていただきます。 

  ふだんはですね、やはり町の町だよりとか議会だよりをすごく楽しみにしているというこ

とで、常に町の行政に対してやはり心配している大先輩でございます。その大先輩から、25

年12月の定例会議会で町税初め徴収金の滞納状況について質問されたということに対しての、

先輩が経験したことがるる手紙に書いてありまして、町村合併のときにやはり５地区の滞納

額は大変なものがあったそうでございます。そして、そのときにですね、尾本町長はこれを

一掃しようと言って、徴収班を数班つくり、一斉滞納整理に乗り出したそうでございます。

徴収するということは当然のことですが、滞納者に会うのは実に嫌でした。誰も我々を笑い

顔で迎えてくれる者はありません。まずは役場に対する苦情、税の不公平・不平等をまくし

立てますが、これに対して正論を言っては終わりです。その言葉をよく聞いて調査すること、
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よく調査して、またその家庭の実情や人となりをよく調べ、納得してもらうまで根気よく話

し合うことでしたが、中には納税できると思われるのに払わない者に対しては物件の差し押

さえもやりましたが、家人の前で差し押さえの札を張るのは実に嫌なものでありました。そ

ういう経験話ですね。この強硬手段によってほとんど払ってくれ、競売まではいかなかった

のだと思います。滞納にはいま一つ催告状を出すだけで片づくものではありません。そこで、

再度申し上げますが、この滞納に対しても手段と努力をどのように尽くしているかを一般町

民に対して知らせてほしいということで手紙が来ております。 

  以上、いろいろと申し上げましたが、何しろ97歳近くの老齢者の言うことですから、間違

っていることも多々あると思いますが、お許し願いたいと思いますということで、１月28日

付で手紙が来ております。それと人口問題もやはり心配で、その後また来ました。それは今

回はちょっとあれですけれども。 

  すごくやはり先輩の今までの町政に対しての関心、一般町民もやはり見ている人は見てい

るということでありますので、一昨年暮れの質問に続きまして町税等の未納についての現状

と今後の対応について伺ってきたところでありますが、これらの対策として機構改革を行い、

町税等の滞納を減らすため、徴収体制を強化・充実して取り組んできたと思いますが、その

後の状況について伺います。 

  初めに、町税・介護保険料・後期高齢者保険料等の年度別滞納状況と徴収実績についてお

伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） それでは、ただいまの町税等の未納についてのご質問ですが、

初めに税務住民課からは町税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の平成26年度の滞納

額の総額、また収納実績についてお答えさせていただきます。 

  初めに、町税でございますけれども、未納の調定額でございます、１億596万9,000円、収

納済額948万7,000円、収納率は8.95パーセント、未収額でございますけれども、9,648万

2,000円でございます。 

  続きまして、国民健康保険税でございますけれども、調定額１億705万8,000円、収納額

1,097万2,000円、収納率10.24パーセント、未収額で9,608万6,000円でございます。 

  最後に、後期高齢者医療保険料でございますけれども、調定額71万4,000円、収納額24万

8,000円、収納率34.77パーセント、未収額46万6,000円でございます。 

  以上です。 
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○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） ありがとうございます。これも25年の質問と、その前に23年、24年と

いろいろ質問してきましたけれども、余り実績が、収納率がよくないというか、横ばいとい

う感じで、前回も質問したときに、専従徴収班をつくって対応しているということを聞きま

したけれども、その辺は今現在は特別収納班というのはやっておるんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 税務住民課におきまして関係課の滞納と町税等が重複してい

る方につきましては、その債権の移管を受けまして、現在も収納対策係で町税とあわせて収

納業務を行っております。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 専従班というのは今何名で対応していますか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 現在、収納対策係につきましては４名体制でございます。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） できるだけですね、税の公平ということで、未納のないように徴収し

てもらいたいと思います。 

  続きまして、時間があれなんで、２番の給食費についてお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 学校給食費の滞納につきましては、過年度分は平成13年度から平

成23年度のもので28名が滞納しております。 

  平成27年１月末現在の状況ですが、調定額499万5,000円、収入済額48万8,000円、収入未

済額450万7,000円、収納率9.8パーセントとなっております。滞納者の内訳につきましては、

分割納付している者は11名で滞納額274万1,000円、全体の60.8パーセントを占めております。 

  また、既に町外に転出しており納付意識が希薄なことにより滞納整理に進展のない者は５

名で滞納額91万5,000円、割合で20.3パーセントを占めております。この５名につきまして

は税務住民課に債権を移管しております。 

  残りの12名、滞納額85万1,000円、割合で18.9パーセントにつきましては生活困窮、支払

い義務者死亡、所在不明により、今後収納の見込みが極めて低いため、十分な調査を行い、

不納欠損処理をしたいと考えております。 

  過年度分につきましては電話や文書による催告、臨戸徴収、納付相談の強化を図り、滞納
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額の削減に努めたいと考えております。現年度分につきましては、学校との連携を強化し、

早期での滞納整理に着手して、新規滞納者の芽を摘み、年度内に完納するよう努めたいと考

えております。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 何回も一般質問でやっておるんですが、給食費は今振り込みなんでし

ょうか。昔は集金袋で生徒が学校へ持ってきたんですけれども、今の現況は銀行振り込みで

対応しておるんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） そのとおりでございます。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 銀行振込ですと、現場の先生は恐らく子供、どの家庭が滞納している

とかわかんないんじゃないかと思うんですよね。これだけ生徒・児童数が少なくなってきま

したら、やはり見直しというか集金袋ですね、やはり子供も一緒にやればね、こんな滞納が

ふえるとは思わないんですよ。そこら辺の改善するあれはあるかどうか。集金袋、昔のよう

に子供が学校へ持っていく、先生と子供が一緒にそれを各クラスで受け持ってやるというか、

そういうことが昔に返るような政策ができるかできないかお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 滞納額につきましては、過年度分については13年度から23年度で

ございまして、それ以後についてはございません。滞納につながりそうな場合には学校を通

じてお願いしているところもございます。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 教育長さんいますんで、教育長さんは昔は集金袋でやった、当然知っ

ておると思うんですけれども、その辺がですね、生徒数が少ないし、子供もみずからやはり

親のそういうお金を持っていって、銀行振り込みじゃ、やっぱり親のありがたさというのわ

かんないし、昔に帰るようですけれども、その辺はどうなんでしょうかね、私間違っていま

すかね。 

○議長（志関武良夫君） 教育長。 

○教育長（石井信代君） 滞納額につきましては過年度がちょっとあるんですけれども、今現

在各学校で教員の雑務ということが非常に多くなりまして、そういうことも排除しましょう

ということで振り込みになったわけです。ということで、今年々教職員が一番大事な子供と
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向き合う時間というのは非常に削減されて、一人一人の子供の状況が担任にしっかり見えな

いという問題点があって、その上またそういう集金袋で一人一人の子供からお金を集めて、

それを担任が処理することになると、また膨大な時間がこれにかかります。 

  それともう一つは、学校で今集金をできるだけ集めないということは、子供同士でですね、

かばんの中に入れておいたお金がなくなったというようなことがありますと、今それを、じ

ゃ、なぜなくなったのかというのを追及していくというのが非常に今子供の人権とかいじめ

の問題とかそういうことにつながるために、できるだけ現金を学校の中で、教室の中で、あ

るいは担任が実際に集めるということは非常に難しいと思っています。 

  現段階では、給食費も滞納しそうなときがあるとすぐ学校の担任から本人にわからないよ

うに、給食センターからの封筒に入れて家庭に送りますので、担任はこの子供についてはち

ょっとおくれがちだなということは把握できる状況にありますので、今言ったような何点か

の、現金を学校の中で扱うということを考えますと、昔に戻るということは無理だと考えて

おります。 

  以上です。 

（「議長」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 一般質問、通告制なんで、質問の相手、通告どおりにお願いしたいと

思います。 

○議長（志関武良夫君） 吉野僖一君については、今江澤議員のほうから言われたように、通

告の質問に沿ってやっていただきたいと思います。 

○９番（吉野僖一君） はい。すみませんでした。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） なかなかやはりちょっと思いが通じなかったというか、それも教育か

なと思ったんですけれども。 

  続きまして、町営住宅の家賃についてお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） それでは、続きまして、町営住宅の家賃についてご説明申し上げ

たいと思います。 

  町営住宅使用料の26年度滞納状況と徴収状況についてでございますけれども、調定額307

万8,000円に対しまして、収納額155万2,000円で、徴収率が50.4パーセントでございます。
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なお、未収額でございますけれども、152万6,000円となっております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） ありがとうございました。この辺も大分改善されたような気がします

けれども、そうですね、前回よりは大分いいですね。 

  続きまして、水道料金についてお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） 環境水道課の水道料金の滞納状況及び徴収実績についてお答

えをさせていただきます。 

  平成26年度ですが、調定額、いわゆる未納額ですが、2,712万1,000円、収納額985万2,000

円、収納率ですが、36.33パーセント、未納額となりますと、1,730万2,000円でございます。

このうち徴収体制強化による税務住民課への依頼した件数、６件ございます。昨年の４月か

ら１月までに23万9,000円の入金がございました。 

  今後の対応、対策ですが、現年度分の水道料金を中心に徴収強化を図りまして、極力滞納

繰り越しがないように、現年度分を過年度に送らないように対応していきたいと考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） ありがとうございました。できるだけ頑張ってもらいたいと思います。 

  続きまして、その他町へ納付すべき負担（保育料等）についてお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 保育料の未納についてお答えさせていただきます。 

  保育料の平成26年度の滞納繰越額は、件数で31件で総額33万円でございます。27年１月末

での未納額は学童保育料の１件２万円でございます。この１件につきましては、既に転出を

しておりまして、今自宅訪問及び電話等で連絡をとり処理をしているところでございます。 

  保育料の収納対策といたしましては、年３回児童手当等の支給がございますので、保護者

の方と相談をした上で、そこから未納額を差し引くような形で未納がないように処理をして

おります。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 
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○９番（吉野僖一君） これは児童手当のほうから差っ引くということで、できるだけそうい

うことで対応しているということで、ありがとうございます。 

  今後の対応、対策について全般的なことでお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 税務住民課の今後の対応、対策ということでお答えさせえて

いただきます。 

  先ほど、電話催促、あるいは催告状のほかに県税事務所との共同徴収、これが年１回、２

日間でございますけれども、２班体制で行っております。また、そのほかに納付意欲の見ら

れない方、あるいは連絡がとれないような方ではですね、金融機関への預貯金の調査、また

職場への給与調査等を行っております。また、必要に応じては差し押さえ等を実施してまい

りたいというふうに考えております。今後も税の公平性の観点から滞納額の縮減に努めてま

いりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 一般質問の途中ですが、ここで10分間の休憩をとります。２時10分

まで休憩します。 

（午後 ２時０１分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に続き会議を開きます。 

（午後 ２時１２分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 一般質問を続けます。 

  ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 町税等の最後の、今後の対応ということで、前回も各年の対比一覧表

を議員には資料を配ってほしいということで町長さんにお願いしましたところ、議事録を見

ますと、各年度のそういう状況というものをある程度データ化して皆さんにお配りするとい

うことはできるということで、町長さんから回答をいただいておりますので、できましたら

各年度の対比を、一覧表を各議員にお配り願いたいということで要望をしまして、１番の町

税等の未納についての質問を終わらせていただきます。 

  続きまして、２の国の政策でマイナンバー制度の実施についてお伺いします。 

  平成28年１月からマイナンバーを利用します。平成28年１月から社会保障、税、災害対策

－57－ 



の行政手続にマイナンバーが必要になります。マイナンバーは社会保障、税、災害対策の中

でも法律や自治体の条例で定められた行政手続しか使用することはできませんとありますが、

当町の町民に対する案内説明を今後どのように対応していくのかお伺いします。町だよりの

３月号には一部掲載しておりますが、今後の対応についてお伺いします。 

  ①マイナンバーって、何が何のために導入されるのかお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） マイナンバーは、社会保障、税、災害対策で活用するわけです

けれども、総体的なことを総務課のほうでお答えさせていただきます。 

  マイナンバーと申しますのは、国民一人一人が持つことになる12桁の番号のことです。マ

イナンバー制度ですが、住民票を有する全ての方に１人１つの番号を付して、社会保障、税、

災害対策の分野で有効的に情報を活用し、複数の機関に存在する個人の情報が同じ人の情報

であることを確認するために活用され、公平な社会の実現、国民の利便性の向上、行政の効

率化を図るために導入される制度でございます。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） これは子供から年寄りまで全て該当するということでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 住民票を有する全ての方ということです。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） これ資料を見ますと、やはり写真の添付とかいろいろありますよね。

それでもし、町からほかへ行くのはあんまり好ましくないんだけれども、ほかから来た場合

には、やはりずっとそれは全国どこへ行ってもその番号というのはその人個人のあれで使用

するということになるのですね。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 特別な理由がある場合にはそれを変更することも可能だという

ことですけれども、実際としては、一般的には同じ番号を使うというようなことでございま

す。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 続きまして、自分のナンバーはいつわかるんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 自分の番号ですけれども、これはことしの10月から皆さんのマ
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イナンバーをお知らせする通知カードというものが郵送で送られますので、その際に自分の

番号というのはわかると、そういうようなことでございます。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） これ郵送ということで、それまで町が各組長さんとか区とか個々には

説明はなしで、広報に出た範囲の説明でこのまま推移するということでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 制度はですね、国の制度なんですが、特に地区で、町がという

説明というようなことは考えておりません。また、不明な点は内閣府のホームページですと

か問い合わせの電話番号、今回の広報にも記載させていただきましたが、そういうところに

問い合わせていただければというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 今総務課長さんがそういう説明なんですけれども、若い人はそれであ

る程度対応できると思うんですけれども、高齢者がこれを理解できるというのもなかなか難

しいかと思うんですが、その辺はどういうふうに対応しますか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 今の状況で、町のほうから各地区にというようなことは考えて

おりませんけれども、ただ、10月に通知カードというのが郵送されるということです。ただ、

それは、それがいわゆるカードということじゃなくて、それで必要な方はそれを申請して、

申請によって今度は個人番号カード、そういうものをつくるわけですね。それは一旦、です

から町に来ていただいて写真を撮って本人の確認をして、個人番号カードというものをつく

るというようなことですので、それぞれの方のその文書、そういうものが参りますので、そ

ういうような形になろうかなというふうに思います。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 今の説明ですと、初めは郵送でもって、それであと写真とかは役場で

来て手続をするというか、申請してというか、そういう今説明でしたよね。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず、10月に番号を通知しますけれども、それで不要な方もも

ちろんいるわけですね。番号はついているけれども、個人番号のカードは要らないという方

も、それはもちろん子供さんとかいらっしゃると思うので、必要な方は役場の窓口に来てい

ただくということになると思います。それで本人の確認をして、写真が添付されますので、
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写真を撮ってというようなことに今の状況ではなるというふうに考えております。ちょっと

まだ先のことですので、具体的なことはわかりませんけれども、そういう手続になります。

全員に番号はつけますが、希望者に個人番号カードはお渡しすると。その辺が有料にするか、

また無料にするか、検討する余地がありますが、そういうような手続になろうかと思います。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 今の説明で、私もちょっと何か、今思っていたのは全部にやるのかな

と思ったら、希望者だけという答弁なんですけれども、それがちょっと、でも、質問してよ

かったと思います。ありがとうございました。 

  続きまして、マイナンバーはいつから誰がどのような場面で使うのか、その辺についてお

伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） マイナンバーは、平成28年１月から、来年１月から社会保障、

税、災害対策分野の法律、あと町の条例で定められた行政手続において国民の皆さんとか行

政機関が使うということです。ただ、具体的には何かといいますと、例えば年金の支給申請

ですとか雇用保険の資格関係、また税の申告等に使用するというようなことでございます。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） ありがとうございました。 

  続きまして、マイナンバーは自由に使っていいのか、個人情報の管理は安全なのか、それ

についてお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず、マイナンバーを自由に使っていいかということですが、

マイナンバーは、先ほどの中にもございましたが、法律及び条例で定められた手続において

のみ使用することができるということで、これを例えばむやみに他人に提供すると、そうい

うようなことは法律上禁じられております。 

  また、個人情報の管理ということですが、システムの面においては安全なセキュリティ対

策を整備するというようなことを国のほうでは言っております。また、実際個人番号を使用

するに当たっては、職員が直接対応しますので、職員が本人確認を、例えば写真等で実施す

る、そういうようなことでそういう研修も実施して、本人確認を徹底するなどの対策をとる

というようなことになっております。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 
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○９番（吉野僖一君） カードは配布されるか、使い道は、今説明受けたんで、この辺はちょ

っとダブるのでオーケーとします。 

  次にいきます。詳しい情報はどこでわかるのか、その辺をちょっとお伺いします。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 詳しい情報ですが、先ほどちょっと申し上げたかと思いますが、

内閣府のホームページですとかマイナンバーコールセンター、そういうものがございます。

それがどこかといいますと、この２月24日に発行した町の広報の７ページの下のほうに出て

おります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 最後になります。このカードによるメリットは何ですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） メリットですけれども、国民にとっては社会保障や税の手続に

伴う添付書類が省略できる。例えば住民票ですとか所得証明とか、そういうものが不要にな

る事務がございます。そのほか、カード自体が本人確認のための身分証明書のかわりとなり

ます。あと、条例で定めれば、例えば図書館カードですとかそういうもののサービスに利用

できるということで、あと行政にとりましては事務の効率化、所得の適正な把握ですとか、

きめ細かな社会保障制度を実施するために役立つと、そういうふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 大変細かい説明ありがとうございました。 

  以上をもちまして、一般質問を終わりにします。 

○議長（志関武良夫君） 以上で吉野僖一君の一般質問を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◇ 野 中 眞 弓 君 

○議長（志関武良夫君） 次に、11番野中眞弓君の一般質問を行います。 

○１１番（野中眞弓君） 11番野中でございます。私は２点にわたって一般質問を行います。 

  まず１点目は、介護保険の負担軽減について質問したいと思います。 

  「税と社会保障の一体改革」というかけ声のもとに消費税を一気に３パーセントも上げて、

物価を引き上げ、そして総選挙では医療・介護の充実を図るとパンフレットなどでは公約し

ながら、自民党・公明党政権は際限のない社会保障の大改悪に突き進んでいます。 
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  年金は、自公政権が2004年に導入した労働人口の減少などに応じて支給額が減少するとい

うマクロスライド制を発動させます。今までなら物価、賃金の伸びに合わせて2.4パーセン

トふえるところ、マクロスライド制の発動では１パーセントしかふえません。アベノミクス

と消費税増税で物価を上昇させながら、年金の支給額は減らすという、高齢者にとっては本

当に暴挙そのものであります。また、生活保護も330億円のカット。弱い者いじめ、本当に

容赦ない仕打ちが続いております。 

  高齢化などによる自然増は、社会保障では当初8,300億円と見込んでいましたが、自民・

公明政権は4,200億円に半減させました。かつて小泉内閣が、毎年社会保障自然増2,200億円

を削減し、医療崩壊を招きましたが、安倍政権は自立・自助を掲げ、社会保障、弱者切り捨

てに拍車をかけています。 

  社会保障は国民生活の土台であり、充実なくしては国民の命も暮らしも守れません。医療

では、高齢者医療を狙い撃ちし、保険料の特別軽減を廃止して、保険料を２倍から10倍負担

増にしようとしています。入院時の食費も１日600円、月に１万8,000円を値上げする。入院

ベッドは減らす。病院からは患者を締め出そうとしています。 

  そして、先ほど申し上げた年金のマクロ経済スライド制ではこれを30年間も切り下げると

いうことを発表しております。 

  そして、４月からばたばたと介護保険が悪くなるんですけれども、特別養護老人ホーム入

所者を基本的には要介護３以上に限り、要介護１・２の待機者を締め出し、相部屋でも部屋

代を徴収する。さらに８月からは、一定の収入のある階層の利用料を２倍にしたり、食費・

居住費補助も削減させようとしています。介護保険から業者に支払われる介護報酬の引き下

げは、先ほど山田議員も触れておりましたけれども、こういうことをして介護費全体で

4,000億円も削減します。保険料では値上げをされ、サービスでは切り捨てられる。 

  国のこういう悪政から知恵を絞って住民を守るのが地方自治体の責務だと思います。この

ことに関連して伺いたいと思います。 

  町長にお伺いします。今、介護事業に携わる介護士などの賃金は低くて、職員獲得に苦労

している、あるいは人手不足のため事業規模を縮小している施設もあると聞いています。こ

のことについては先ほども出ました。全く同感です。こういう状況の中で、介護報酬が削減

されることはまず労働条件が悪くなるだろう。経営が悪くなれば働いている人の人件費を減

らすというのは普通に考えられることだと思われます。そして、労働条件が悪化すればなり

手がありません。今でも介護に携わる人の離職率が高く、人手不足が深刻化している中で、
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一層の介護サービスの低下を招くのではないかと危惧されますが、そのことについて、千葉

県でも大多喜町は町営の特養ホームを持っているという特殊な市町村だと思います。その最

高責任者として町長はいかが考えられますか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） ただいまのご質問でございますけれども、確かに介護報酬等、先ほど

前段の質問の中でもありました。町で経営しております特別養護老人ホームにつきましては、

大変経営が厳しくなるなというのは、先ほど申し上げたとおりでございます。しかしながら、

一方で収入を図るという中で何とかいろいろとこれから切り詰める、経費等ですね、切り詰

める等しながら、そこで働く人たちの報酬等に影響を及ぼさないように努力するということ

で、先ほど所長もお話はしたところでございます。ですから、これは全体的にはこれは国の

やる仕事でございますので、私どもがどうこう言える話ではございません。国から来るお金

なんで。ただ、我々がそれを、そういうふうに影響を及ぼさないように努力するというのが

私どもの役目でございますので、その辺はしっかりやっていきたいと思います。 

  ただ、人が今少なくなるといいますのは、これは介護の世界だけではないんですね。少子

高齢化というのは、実はここにあるということなんです。ですから、少子高齢化という言葉

はよく耳にしますし、また簡単にその話が出るんですが、これは全ての産業に今少子高齢化

というものが非常に大きな波となってやってきております。ですから、これは例えばですね、

商工業者の後継者問題、農業の後継者問題、漁業の後継者問題、または防災においての人が

集まらない、また医療・介護においても人が集まらない、また教育についても学校統合等を

行って、どんどん人が少なくなって統合してくると。これはもう全て少子高齢化のなせる技

なんですね。ですから、これはこの世界に限ったことではないわけでございます。ただ、と

はいえですね、やはり働く人の環境を悪くするということは、さらにまた悪化しますので、

私ども特別養護老人ホームとしてはしっかりとその辺は守ってまいりたいと思っています。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 先ほど、山田議員が所長にどのくらいの影響額があるのかと尋ねま

した。おおよそ1,500万くらい減収になるだろうと。1,500万というのは大金だと思うんです

けれども、所長、それは努力で何とか現場ではなるんですか。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 確かに1,500万、当施設にとりましては非常に厳

しい内容でございます。しかしながら、先ほども欠員補充の話をちょっとさせていただきま
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したけれども、今現在六十七、八名の利用者さんが入っています。それを何とかですね、最

低でも76名まで引き上げまして、そうすると何とか黒字に持っていけるんじゃないかと、そ

ういうふうに考えています。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） ありがとうございます。努力で何とかなる問題ではありませんよね、

相手のいることですから。一番の問題はね、国が削ってきているというところに大きな問題

があると思うんです。今でも安いから人が離れていく。いないわけではないと思うんです。 

  うちも母がデイサービスでお世話になっておりまして、週３回お迎えにきていただきます。

そうすると、何かしょっちゅう新しい顔の若者が迎えにきてくれるんです。つまりやっぱり

離職率が高くて、いないわけでないから補充はされるんだけれども、どんどん変わっていく。

どんどん変わるということは、仕事になれてベテランになるまでの間にどんどん変わってし

まうから、要するにサービスの質は上がらない、あるいは下がるということだと思うんです。

国が企業と同じレベルで、老人ホームはもうかっているのでもうけを、そんなに介護報酬や

る必要はないんだというふうに言って下げたことに対して、町長は国がやることだから仕方

がないんだと思うんですか、それとも怒りを感じたりはしないんですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これはですね、現実問題として私どもがどうこうできるというもので

はございませんのでね、これ怒ってみたって解決できる話ではなくて、我々が今できること

はこの今の与えられた条件の中でいかにやはり従業員の皆さん方、働いてもらう方々に影響

のないように営業努力をするかということでございます。先ほど所長も申し上げましたよう

に、確かに赤字ということが見込まれるというのは空床率という問題もあります。かつては、

それほど空床率はこんなに低くなかったんですね。そういうことでこれをいかに改善するか

ということになりますんで、この辺もしっかりしながら進めてまいりたいと思います。これ

を怒ってみたとして解決する問題ではございませんので、まず自分たちの経営をしっかりと

やるということだと思います。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） うちの老人ホームは今空床率の問題ですけれども、全国レベルで見

たときに本当に人手がなくて受け入れられないという現実もあるようで、私はやっぱりきち

んと介護として、介護の問題というのは社会保障なんだから、国は保障しろと私は町長にき
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ちんと国に抗議の声を上げていただきたい。それが実るか実らないかはわかんないけれども、

いろんなところでその声が上がることによってやっぱり国を動かしていく、それが民主主義

だと思うんです。国がやったからといって諦めるような人に町政を任せられないという怒り

の気持ちも今あることをお伝えしたいと思います。 

  どうでしょうか、これで終わりではなく、途中からでもどんどん施策は変わっていきます。

ですから、町長ぜひ国に介護報酬をきちんとやって安心して良質のサービスを住民に提供で

きるような体制を保障しろと声を上げていく考えはどうでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これいろいろ各自治体の首長さんの集まりもありますんで、そういっ

たところの中で、また各それぞれの地域のですね、実情もお伺いしながら、やはり必要とあ

ればその話にしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） そのときをご自分からつくっていただけるように要望して次に移っ

ていきたいと思います。 

  介護のことでの２つ目は、介護予防事業についてのことです。最後まで人に手をかけない

で死にたいと誰も願っています。介護されなくても元気に暮らせるよう、介護予防と思われ

る事業が最近耳に入ってくるんですけれども、介護予防として行われている各事業について

今までの成果と今後の取り組み、展望等について説明していただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 介護予防事業について、これまでの成果と今後の取り組みに

ついてというご質問でございますけれども、現在本町では介護予防事業として「からだいき

いき塾」「健康づくり教室」「認知症予防教室」及び「はつらつ支援☆ボランティア」「地

域介護予防教室」等の事業を実施しております。 

  これまでの成果ということでございますが、「からだいきいき塾」につきましては運動機

能、栄養改善、口腔機能、それぞれに効果が認められたところでございます。また「健康づ

くり教室」では参加者全体の体力年齢が９カ月後におおむね5.4歳若返りが確認でき、成果

があったと思われます。「認知症予防教室」では前年度と比較して延べで127人参加者がふ

え、参加者からは今の私の生きがい、参加中は体の不調を忘れられる、新しい友達をつくる

よい機会だった、来年は学習サポーターとして参加したいなどのご意見をいただいておりま

す。「はつらつ支援☆ボランティア」「地域介護予防教室」ですが、参加者は前年度とほぼ
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同数ですけれども、実施回数につきましては増加しております。 

  以上のことから、各事業について一定の効果があったものと推察しております。 

  次に、今後の取り組みということでございますが、平成29年度に新しい介護予防・日常生

活支援総合事業に移行を予定していることから、今までの事業の検証を行い、ボランティア

の育成、支援等を行うとともに、各事業の自主化に向け、それぞれの事業を推進していきた

いと考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 事業に進展があるということについて大変評価したいと思います。

最近手に入れた資料でして、これ東洋経済新報社というホームページから引き出したもので

すけれども、「介護が少ない街、和光市」ということで、介護予防、ユニークな介護予防を

しているという記事なんですけれども、課長にお伺いしますが、参加者の性別というのは均

等なんでしょうか、事業に参加している。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 参加者の年齢ということなんですが…… 

（「性別」の声あり） 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 申しわけありません。性別ですが、やはり女性の方のほうが

多い傾向でございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 男性はなかなかやっぱり引っ込みがちで、こういう事業に出てこな

い。和光市では優等生的な事業ではなくて、カジノ、パチンコ、マージャンまではいってい

ないんですけれども、そういう事業を民間の業者さんなんかに計画していただいて、介護か

らの卒業ということで男の人を引き出して、重症化を防いでいるみたいなことがあります。 

  行政のやっている事業というのは、どうも本当に優等生的な事業が多いんですけれども、

どうせやるのならというか、楽しくて遊びもあって、いろいろ年をとっても楽しめるまちづ

くりみたいなのも考えて、来年度から包括支援センターなど活発になっていくと思うんです

けれども、町は自分でもやるけれども、民間の業者にも、民間でなければならないような事

業を進めてもらって、先ほども小髙議員がコーディネーターのような仕事が必要ではないか、

こちらとあちらを結びつけてという、そういうふうに有機的な事業をもって介護度の浅い、

介護にお金のかからない、そして誰もが老後を生き生き暮らせるまちづくりに取り組んでい
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ただきたいと思うんですけれども、そういう計画というものは立てられないものでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問なんですが、まず、来年度本町では、先ほ

ど性別で女性が多いということでお答えしたんですが、来年度、男性だけの運動教室という

ものを一応考えております。また、今議員さんが言いました和光市の民間の事業所がこうい

うカジノとかですね、そういうものをやっているということを聞いておるんですが、27年度

から国は介護予防ということで民間の事業所とかＮＰＯとかいろんな団体の参入を予定して

おりますので、これは一つの有効な手だてとは考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 積極的に進めてください。 

  それと、もう一つは介護予防なんですけれども、自分の健康状態に関心を向けていただく

ということで、オリブとか、そういうような皆さん集まる場所に、まちかど健康相談室のよ

うなコーナーを設けて、お年寄りが日常的に血圧をチェックしたり、あるいは栄養相談をし

たり、健康相談ができるような、そういうコーナーを設けることはできないでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまの質問ですが、今のところそういうことはちょっと

考えていないんですが、ただ、福祉センターとかですね、そういう公共的なところには自動

血圧計とかそういうのを置いておりますので、その辺で少しは対応できるのかなというのは

考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 福祉センターとか役場とか、そういうところはあんまり、行こうと

思わなければ足向けないんですけれども、オリブは、例えばお昼前なんかも12時近くに行く

と、お年寄りの方々でいっぱいなんですね。午後の早い時間なんかも比較的お年寄りの方が

いっぱいで、そういうところでひょいと、あるいは血圧計一つだっていいと思うんです。は

かってみようかなという気になるかもしれない。あるいは何曜日かは保健師さんがそこに何

時から何時までいて、ちょっと相談に乗るとか、そういうのがあってもいいんじゃないでし

ょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問なんですが、そうですね、保健師が週に一

回とか行ってやるのは本当に有効だとは思うんですが、今現在の仕事量とか考えますと、ち
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ょっとそこまでの事業を展開するのが難しい状況であります。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） どうしたらできるか前向きに検討していただけませんか。保健師を

もう１人どうしても雇えと町長に要求するとか。今の体制ができなければ、これから先高齢

化がどんどん進む中で、ますます医療費・介護費にお金がかかります。いかがでしょうか。

課長の頑張りではないでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） そうですね、人事権は私が持っているものではありませんの

で、事業の不足分についての人員増につきましては総務課長ないし町長には伝えていきたい

と考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 町長、いかがですか。先ほど人件費の問題、職員の定数とかどうの

あったんですが。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 提案自体はですね、非常に興味があるなと思います。ただ、それが、

さっき言いましたように町の定員管理等も含めますとね、なかなか今課長の答弁したように

厳しいところがあります。ただ、今のご提案については大変興味を持ったところでございま

すが、じゃ、それを今やりますよというような答えはなかなか難しいかなと思っています。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 例えば週に一遍、水曜日なら水曜日にオリブのコーナーでやる、そ

れはそれこそそういうものだったら、私は臨時職員さんにお願いするということってあり得

ると思うんです。正規の、町で、健康福祉課で仕事をしている看護師さんと同じように働き

なさいということではありませんから、どうやって医療費・介護費を抑えるか、どうやって

健康意識を持ってもらうのかということで、健康度が増せば、これは臨時職員１人分の支出

なんて吹っ飛ぶわけですから、ぜひ前向きで検討していただきたいと思います。 

  それともう一つ、先ほどの答弁の中で、身近に歩いて行ける地域の集会所とか公民館とか

で介護予防を展開していると、それはいいことだと思うんです。集会所、うちのほうの集会

所も買おうとは思っているんですけれども、畳の上で仕事を、座ったり立ったりというのは

厳しかったりします。それから手すりなどもついていないところもあります。地方創生事業

でしたっけ、あの中で、公共の建物に手すりをつけたりしてくださいというのが先ほど出た
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ときに、ソフトと一緒でなければできません、ソフトと一緒ならできますという答弁があり

ました。 

  地域の集会所、公民館を健康福祉課のそういう事業に使わせてもらうということで、地域

のその建物に手すりをつける、あるいは椅子を用意する、大体どこの集会所も畳の上に座ら

れるんじゃないかと思うんです。だけれども、そういう事業をするときに、待っている間に

ちょいと腰かけるところが欲しいなんていうこともあるのではないかと思うんですね。そう

いう会場の条件整備というのは町のほうでやれないのでしょうか。先ほどの事業なんかも応

用できないですか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） まち・ひと・しごとの創生ということでご質問だと思います

けれども、一つは地方で安心して暮らせるようにということの地方都市、あるいは大多喜町

の各地域の特性に則して課題を解決するというものがございます。それと、今回のやつはた

だつくればいいというだけでなくて、いろいろなものがどこまで活性化できるんだという数

値目標というのが必要になってきますので、そのプログラムに応じて、やはりこれは対象に

なるかどうかというのは、国のほうと協議をしていって初めて決まるものになるかと思いま

すので、出された内容に応じて、その辺は国と協議を進めていきたいというふうに思います。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 可能性としてはあるわけですね。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 先ほど山田議員さんからご質問のありました関係のものであ

れば該当するような形になろうかと思うんですけれども、私、介護のほうの、今お話しされ

ているものと山田議員さんからご質問があったのが全く同じものなのかどうかという判断が

ちょっとつきませんので、その辺についてはまた後で、具体的な内容がわかりましたら、私

のほうで国のほうに協議を進めていきたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 有能な公務員はいろんなものを引っ張り出して結合して補助金を取

る能力があると思っているんです。健康福祉課とか、そういうところと本当に突き合わせて、

できるだけ取っていただいて、ふだん、公民館って地区の、ほかの集会とかでも使って、地

区に貢献するものですから、総合的に使えるようにご尽力いただきたいと思います。もし、

取れなかったら、町長、それなりに町の予算をつけていただける考えはありますよね。 
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○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 何度もお答えしているんですけれども、町の財政、そう簡単ではあり

ませんのでね、なるべく単費というのは難しいと思いますんで、先ほど企画財政課長が答え

たように、できりだけやはり国、あるいはそういう補助金事業が適用できるものを探すこと

が妥当かなと思っています。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 財政もありますけれども、人生限られておりますので、行政の仕事

は住民を幸せにすることですから、一回手すりをつくるなり椅子をつくるなりすれば、10年

20年は十分もつわけです。日割り計算すれば安いものに当たります。ですから、介護予防の

会場になる熱心な地区については、町もしゃかりきと、てこ入れをして、後押しをしてあげ

ていただきたいと思います。 

  ３点目にいきます。３点目は、保険料抑制のために一般会計から介護保険に繰り入れをす

る考えはあるのか伺いたいと思います。 

  町長に伺いますが、今本町には65歳以上の介護保険加入者の何パーセントが介護サービス

を受けているか、介護保険料を使っているかということですよね、ご存じですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） その辺は、特に担当課のほうでつかんでおりまして、私のほうでそこ

まで全部つかみ切るのはなかなか難しいもんですから、担当課のほうからお答えさせます。 

（「数字に強い町長ですから、ご存じかと思いました」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまの質問で、認定を受けている方の率ということで、

今現在ですね、１月末現在なんですが、被保険者が3,632人、そのうち認定を受けている方

がですね、604人、16.6パーセントでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 604人が全部介護保険のサービスを受けているんですか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） そのうちですね、サービスを利用している方はですね、461

人で76.3パーセントでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） サービスを受けていらっしゃる461人は、保険料を払っていらっし
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ゃる65歳以上の加入者3,632人の何パーセントですか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） すみません、もう一度お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） サービスを受けている人は461人、加入者は3,632人、3,632人から

集めた、すごいシビアな言い方をさせていただきます。3,632人から集めた保険料を使って

いらっしゃる方の割合。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 12.6パーセントでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） ですよね。介護保険は保険料を払っていらっしゃる方の12.7パーセ

ントしか介護保険を使っていない。残りの87.3パーセントは掛け捨て保険と同じだというふ

うに考えていいですね。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 介護保険の制度は、国民全体で介護を見ようということで始

まった制度ですので、これが掛け捨てだとは思っておりません。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） でも、介護保険が始まるときに、保険があって介護なしということ

が言われました。一生介護のお世話にならない、介護されないで一生終わる人って多いはず

だった。まさに87パーセントの方にとってはそういうことではないでしょうか。それに対し

て、税務課長に伺いますが、医療保険の利用率というのはどうでしょうか。後期高齢者医療

制度と国民健康保険制度がありますが、これの加入者の利用率、どうでしょうか、教えてく

ださい。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） ただいまのご質問の国民健康保険及び後期高齢者医療の受診

率というふうなご質問でございますけれども、それぞれ国民健康保険あるいは後期高齢者医

療制度につきましては、個人ごとに医者にかかった場合には医療費通知を発送しております。

被保険者に対しまして医療通知を発送した件数、その割合を受診率というふうなことでお答

えさせていただきたいと思います。 

  国民健康保険につきましては、受診率、見込みで80.3パーセントでございます。また、後
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期高齢者医療の受診率89.7パーセントでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 医療保険の場合は80パーセント、90パーセント、いつか何で医者に

かかるかわからないと思っているし、それが事実だと今の数字はあらわしていると思うんで

す。ところが、介護保険の場合は全くそれと反対なわけです。介護されるされないはほとん

ど本人の努力にもよると思います。例えば先ほどの質問のように、介護度を上げないための

介護予防に本当に心がけていて、介護を受けない。その数字は使っている人が12.7パーセン

トという数字にあらわれているではありませんか。 

  そうすると、介護保険にとって多くの高齢者は、自分は一生懸命努力して介護をしてもら

わなくても済むようにというのが、介護保険どんどん上げられてしまうと、何だかこう、や

っぱり釈然としないものって残ると思うんですね。介護保険と後期高齢者の医療保険は年金

天引きです。年金月額が１万5,000円以上であれば、年金からどんどん引かれるわけです。

一番低い人でも４月以降は、例えば年金額が天引きされる一番低い年金額というのは月１万

5,000円、２カ月ですから、３万円の年金額から4,400円引かれるわけですね。そうすると、

やっぱり不平不満というか、出てくるのは当たり前だと思うんです。 

  介護にかからないという気持ちを強くしていただくためにも、括弧つきですけれども、掛

け捨てである介護保険の保険料は安く抑える。それが高齢者の現実に合った私は施策だと思

います。町長、一般会計から繰り入れる考えありませんか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 町からの一般財源の繰り入れという話ですけれども、私も高齢者の一

員で、そういうことで差し引かれているところでございますが、確かにこれはみんなで支え

合うということの中で出ているものでございましてですね、やはり私も少なければ少ないほ

うがいいなとは思いますけれども、やはり介護をされる人の身になれば、やっぱりそれも大

変なんでね。やはり我々も一生懸命協力するということになろうかと思いますが、ただ、こ

ういう形でですね、町の財源を常にやはり法定外の形の中で繰り入れということは町の財源

にも限りがございますので、なかなか今のところは難しいなと思っています。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 今から12年前の国会の審議の中で、当時の坂口厚生労働大臣が答え

ているんですけれども、なけなしの財源の中から繰り入れを実施しているところに対して主

体性を尊重していると、尊重しているという表現をしているんですね。やっぱり住民を幸せ
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にする、終わりよければ全てよし、高齢期のやっぱり安心感というものを町は住民に保障し

ていただきたい、そういう気持ちがあります。これについてはしゃかりきに頑張っていただ

きたいと思います。 

  もう一つ、よその自治体の資料なんですけれども、東京の日の出町の資料がありまして、

ここは75歳以上の高齢者の医療費、窓口ゼロをやったと。それから、そのうち、今は70歳以

上までそれは実現している。子供の医療費はもう高校生までやっている。それでどうなった

か。町の負担がふえて困ったとは言っていません。それが報道されるや、年寄りにそんなに

いいまちづくりをしているのなら、ほかの年代の人たちも暮らしやすいだろうと言って、人

口がどんどんふえているんだそうです。定住化しているんだそうです。私たち住民が求めて

いる、本当に安心して暮らせるということで、町はそれに応援してほしいと思うんです。自

然と人が寄ってくるようなまちづくりをしてほしいんです。 

  仮に今回の保険料、４月以降からの保険料になりますけれども、１カ月につき200円値上

がりします。１年間で１人標準で2,400円値上がりします。2,400円の値上がりを回避するの

に必要なお金、大変なお金だと思いますか。先ほど計算したら870万前後でできるんです。

補正予算ありますけれども、補正予算の中で何だか費用対効果が非常に疑われるような、私

も個人的な見解ですけれども、そういうのには、ばんとお金が計上されておりますけれども、

それでもって住民が安心できる、うちのほうは上げないで頑張っているから、皆さん介護が

必要でないようにいつまでもお達者で頑張ってください、町ではこんな事業をしております

からどうぞ来てくださいって、それで宣伝すれば、あ、そうかって、きっと動機づけにもな

ると思うんですよね。 

  お金がない、お金がないと言っているんですけれども、呼び水的にお金を使って、もっと

たくさんの財源の支出を抑えるというのも行政の手腕だと思います。町長、前向きに検討す

る考えは本当にありませんか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 私は手腕がちょっと足りないのかなと今思っているところでございま

すけれども、町のやはり財政力というのは42パーセントで、非常に他の財源に頼っている町

ですね。ですから、財政力がやっぱり60、70とかある町とは違うわけでございます。町の財

政運営というのは、ほとんど町の自主財源よりもほかの財源に頼っている町がですね、福祉

ということに本当にどんどんお金をつぎ込むというのはなかなか難しいと思います。そして、

確かに単年度で820万とおっしゃいますけれども、これ10年続けたら8,000万を超えます。そ
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ういうことで、それはそんな簡単な話じゃないんですよね。ですから、やはりまず財政力が

上がっているところはできるでしょうけれども、私の町のように財政力の低い町というのは

他の財源に頼る町でございますので、なかなか私は厳しいと思っています。 

○議長（志関武良夫君） 野中眞弓君に申し上げます。申し合わせ時間が、あと持ち時間10分

ということでございます。 

○１１番（野中眞弓君） ありがとうございます。 

  財政力が厳しいということは、住民に担税力がないということですから、担税力のない人

たちに負担を余計にかぶせるというのは福祉に反します。担税力がないからこそ、住民への

福祉に力を入れて、それで健康度を増す、より健全なまちづくりをすべきだと思います。そ

のことを要望して１点目は終わりたいと思います。 

  ２点目は、住民への周知活動の充実についてです。 

  知は力ということはよく知られております。また、日常生活の中で知らなくて損した、失

敗したということもよく経験することだと思います。住民が行政にかかわる場合はほとんど

が申請ということになっています。もちろん申請ということでも、全員が対象の場合は担当

がおおよそやってくれて、あとはこう紙が配られて判こを押して出してくださいみたいなふ

うに行政がやってくれるということもありますけれども、個々で対応しなければならないも

のは知らないと損をこうむる場合が多くあります。公平を旨とする行政にあってはならない

ことです。 

  住民への周知はどうするのだと聞くと、最近は、ホームページに載せてあります。それだ

けじゃ、私のようにパソコン音痴の階層はなかなか伝わらない。町の広報にも載せますとい

うんですけれども、それが町の広報ぎりぎりいっぱい、もう満杯に詰めていてなかなかわか

りづらい。見逃すこともある。それから、もういっぱい詰めてあって読む気が起きないとい

うこともあります。住民に情報をきちんと届けるというのは、町政の基礎であります。周知

の方法の手段としての広報紙の充実ということについて改善を求めたいと思います。 

  時間があんまりありませんので、質問項目は大きく広報紙についてはありますけれども、

２つ目の町の広報の大きな柱として町の施策の周知ということに重点を置いていただきたい

という要望があるのですが、そのことについてはどんなふうに思われますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） その件に関しましては、野中議員のおっしゃるとおりだと思い

ます。町行政の効率的で効果的な運営を図るために行政評価、これを行っておりますけれど
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も、この行政評価の中で町の広報紙の発行に関する評価としまして意見が出されております

けれども、町の施策を特集し、広く町民にお知らせすることを検討してほしいとの評価意見

がつけられておりまして、全く野中議員の考えどおりだと思います。 

  また、昨年開催しました町民懇話会ございましたけれども、その中でいろいろ町の政策も

知られていないというような印象を受けましたので、来年度からになりますけれども、町の

重要施策を、月一遍になりますけれども、特集を組んで発行するようにしたいというふうに

内部でちょうど協議したところでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） よろしくお願いいたします。 

  それから、もう一つは、今課長おっしゃいましたけれども、評価とか住民懇談会の中で感

じられたということがありますけれども、具体的に町民がどの程度の読解力を持っているか

というかね、町民の意見を反映するシステムをつくってはどうかと思うんですけれども、ど

うでしょうか。 

  議員さんが、私以外の議員さんが研修で行った飯綱町の議会は議会報のモニター制度をつ

くっていて、発行したらアンケート用紙も一緒にモニターさんにお配りして、後で回収して

意見を集約して改善に努めていると。しばらくやったら、きっと住民がよくわかってくれる

広報紙ができるんじゃないかと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 飯綱町は議会報を委員さんが１人４名ぐらい受け持ってモニタ

ーでやっているというようなことを聞きましたけれども、県内をちょっと調べてみますと、

千葉県の調査で広報紙に関してですけれども、県内で８つの自治体でこの制度を導入して運

用しているということです。ただ、これはいずれもですね、都市部の自治体でありまして、

例えば近隣は、勝浦市がこの制度を取り入れていたようですけれども、どうもモニターにな

る方が余りいないというようなことで、それも行政評価でそちらは廃止したというようなこ

とを聞いております。そういうことを考えますと、例えば本町でそういうモニター制度を取

り入れたとして、そういうモニターを探すのも非常に困難であることが考えられますので、

それはどうかなということが１点。 

  それと、これにかわるものとしてホームページになりますけれども、そこに広報紙に関す

るアンケート調査を入れることができます。ですから、それを実施しますと、そこで例えば

広報はよく見ますかとか、例えば、どういう意見がありますか、そういうものを比較的早く
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統計的に取りまとめることができて、近隣でも実施している市町村ございますので、そうい

うものを取り入れてはどうかなというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） じゃ、とりあえずそれでやってみてください。でも、初めからモニ

ター頼むのは難しいと決めることが、私は残念だなと思うんです。モニター、友達に、おい、

ちょっとやってくれよと、個人的なつながりだっていいと思うんです。ここにいる行政マン

は行政用語をばっと使われますから、やっぱり文章のこういう表現が難しくてわかりづらい

よとかというのは読んだ人でなければね、わからないと思うんです。こういうときにこそ友

達の力をかりるといったこともあると思います。 

  もう１点、最後ですか、町の重要施策について、職員が自分の居住地域の住民に説明する

体制づくりをする考えありませんか。というのは私９月議会でごみのリサイクル率が市で一

番の志布志市、何で住民がこんなふうに動けるんだろう、どうやっているんだろうというこ

とで、この２月に実は自主研修で行ってきました。そしたら、町の大事な、住民に絶対にわ

かってもらいたい、理解してもらいたいということについては、職員が自分の住んでいる地

域を基本に、集会所に集まってもらって説明会するんだそうです。大体１人が１地域。職員

が400人くらいいて、集会所の数が400ぐらいあるんだそうです。それでもって、毎年やって

いるわけではないけれども、重要施策についてはそういうふうにやっています。２年ぐらい

前もやりました。ごみの減量化のときもやりました。 

  そうすると、職員も勉強しなきゃいけない。自分の担当ではないことをやるわけですから

やんなきゃいけない。でも、住民にしてみれば隣のあんちゃんが説明してくれるわけです。

そうすると聞きやすい。それから、時間がたってわかんないときになってからも、おーい、

あんちゃん、あんちゃんよということで聞きやすい。行政がぐーんと身近になっていくわけ

です。行政への信頼度も増すわけです。そういう制度を大多喜町でも取り入れたらいかがで

しょうか。職員はそのために２班ぐらいに分けて勤務時間内に研修会を開いていると言って

おりました。いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 野中議員のほうからお話ありましたんで、志布志市のほうへ問

い合わせをいたしましたが、２年前に実施したということで、それからはやっていないとい

うことで、そのときは特定健診の受診率向上のためにやりましたというお話をいただきまし

た。 
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  志布志市ですが、平成の大合併で３町が合併して１市になりまして、地区は390地区ある

そうです。面積は本町の倍以上ということで、それでなかなか話がよく伝わらないというよ

うなことでそういう手法をとったということですけれども、こういうことをとっている自治

体というのは、多分まれではないかなと思います。それで、町がどうかということですけれ

ども、翻って大多喜町を見てみますと、63地区ということで、例えばそういうお知らせする

場合には、これまで例えば旧町村単位でですね、お集まりいただいてやっているようなとこ

ろに、それを所管する職員が出ておりますので、そういう方法でもよいのではないかなと考

えております。 

  志布志市ですが、やはり職員に対して口述書という書類をつくって、こういうことを話す

ということをつくって、それで専門的な質問が出ると、どうしても職員がわからない、それ

をまた市のほうに持ち帰ってそれを所管する職員が連絡するということで、非常に手間もか

かるというようなことでですね、現状では、本町の場合はそこまでしなくても足りるのでは

ないかなというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 現状ではいろいろな施策が徹底しません。ごみの問題でも、例えば

特定健診の問題でも健診率も高いわけではありませんし、賢い住民をつくる、ためになる情

報をきちんと行政の責任で住民に流して、それをしっかり受けとめていただいて、賢い住民

をつくることというのがやっぱり幸せなまちづくりだと私は思うんです。その中心になるの

は役場だと思いますので、もう初めからできないとかじゃなくて、どうしたらできるのかと

いうことを考えていただきたいです。いかがでしょうか。 

  住民の前に行くというのは、何言われるかわからないのですごく怖いところってあるんで

すけれども、それを乗り越えなければ信頼関係も生まれないし、町民も幸せになれないと思

うんです。私たち役場に出入りして、皆さんがそれなりに頑張っている姿を見ていますけれ

ども、町の人たちはそうではないから、自分たちの願いがなかなかかなわないことについて

不満があって、それが職員を減らせだの、仕事をしないだのという不信感につながっている

と思うんです。だから、いろんな面で職員がやっぱり前面に立って、いいことの前面に立っ

ていただきたいというふうに願っております。 

○議長（志関武良夫君） 野中眞弓君に申し上げます。持ち時間が過ぎましたので簡潔にお願

いします。答弁がありましたら、これの後ですね、後で各課の課長さんに聞いてください。 

○１１番（野中眞弓君） ちょうどタイムリーな発言でした。そういうことをお願いいたしま
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して、そして期待をしまして、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございまし

た。 

○議長（志関武良夫君） 野中眞弓君の一般質問を終わります。 

  次に、１番根本年生君の一般質問を行います。 

  一般質問を始める前に休憩を10分間とります。40分からにします。 

（午後 ３時２７分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に続き会議を開きます。 

（午後 ３時３７分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◇ 根 本 年 生 君 

○議長（志関武良夫君） 一般質問を行います。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） すみません、通告に基づきまして質問させていただきます。 

  今年度最後の一般質問かなと、大トリをとって、終わりよければ全てよしということで、

私がうまくいけるかどうかで、27年度の一般質問がよかったかなと、悪かったかなという評

価になるかと思うと緊張いたしますんで、よろしくお願いします。 

  地方創生について質問させていただきます。 

  せんだって、勝浦の三日月で研修会がありまして、議員の皆さんと役場の方々も何人か行

ったと思うんですけれども、山崎審議官、地方創生の統括官ということで、その方の講習を

受けに行きました。その後、懇親会がありまして、そこで山崎さんとしゃべる機会がありま

して、その席上、今度内閣府のほうに来たらどうだという温かいお言葉をいただきまして、

私もばかなもんですから、すぐ調子に乗りまして、内閣府のほうにお電話しまして、じゃ、

来なさいよということで担当官の方が会ってくださいまして、毎日、私も会社のほうを終わ

ってからちょっと行くんですけれども、本当に皆さん毎日11時、12時ごろまで役場の明かり

がついていまして、皆さん一生懸命本当に勉強なさって大変だなと、私も少しは勉強しない

と、質問するに当たって勉強しないとならないと思ってですね、東京まで行かせてもらった

次第でございます。 

  それでは質問に入ります。 

  最初に、行ってですね、人口減少の問題について話をしました。その後、大多喜町のまず、
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向こうの方々よく大多喜町のことを知らないもんですから、大多喜町の紹介、東京と神奈川

県から１時間ぐらいで着くよと、それで大多喜城があって古い町並みがあって、いすみ鉄道

があり、養老渓谷があり、夏には蛍、大多喜庁舎が立派な賞をいただいたよと、あと県民の

森、薬草園、あと大塚山、あと特産品のタケノコ等を説明させていただきました。それで、

説明が終わって向こうの参事官がまず言ったのは、大多喜町には本当にいいものがたくさん

あるねと、宝の山だよと、ここには地方のいろんなところから相談に来るんだそうですけれ

ども、そのほとんどがうちのところには何にもないんだと、どうしたらいいんだということ

なんだけれども、大多喜町には本当にすばらしいものがあるよと、それを生かせないのはお

かしんじゃないのと。みんなで協力して行動を起こせばすばらしい町になるよというお言葉

をいただきました。その件について伺いたいと思います。 

  地方創生推進室の参事官、担当者の方々がすばらしい素材がたくさんあるという印象を述

べられたことについてどう思いますか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） ただいまの根本議員の一般質問にお答えさせていただきます。 

  大多喜町は城下町としての歴史環境やすぐれた自然環境など、本町ならではの地域資源が

ございます。この資源については自信を持って誇れるものだというふうに思っております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 本当に、私たちは身近にいてよく感じていないかわかんないけれども、

遠くから来ると、周りから見ていると確かにそういうふうに見えるんだろうなと。よく考え

てみると、いすみ市さん、勝浦市、あと茂原とか長生のほうを見ても、大多喜ほど自然環境

に恵まれていろんなものがあるというところは本当にないと思うんですね。本当にすばらし

い環境を生かされていない、そのように痛感します。 

  この世の中で一番悔しいことは何だといったときにですね、実力があるのに発揮できない、

実力がなくて発揮できないのはこれはしょうがないと思うんですけれども、いいものがたく

さんあるのにそれを生かしていないというのは本当に悔しい限りだなと。これほど、一般的

なことを言っているんだけれども、本当に生かされていないというのは悔しい気がしてなり

ませんでした。ですから、みんなで努力して、これを何とか本当に生かす方向でやっていけ

ばなと思っております。 

  続きまして、２番目にやっぱり住宅政策、大多喜町の住宅政策、非常に大事だということ

は私も認識していましたんで、そのことをいろいろ説明しました。町長が毎回言っているよ
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うに農振地区、これが弊害になっているよと、あと保安林の関係とかもあるよということを

言ってですね、こういったことを解決して住宅政策を何とかしたいということをお話ししま

したところ、ほとんどの、相談に来るところがですね、要は住宅政策をやりたいというのが

ほとんどなんだそうです。要は同じようなことをやっても何にもなんないんじゃないのと、

やはり住宅政策は余り表に出さないで、もっと大多喜町のすばらしさを実感できるような、

そういった施策、そのことによって人がふえてくるんじゃないかと。 

  だから、それがないと町の活性化につながらない。それには大多喜町を好きになってもら

わなくちゃいけない。外からの人もそうだけれども、地元の人が好きにならないと、大多喜

町に住んでくれと言えない。やはり大多喜町の人が大多喜町そのものを好きになってもらえ

るような施策を行うべきと思いますが、いかがですか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 今回の地方創生に関しましては、各地方公共団体で総花的に

住宅施策を前面に出すのではなくて、それぞれ独自の地域資源を活用した事業の推進が望ま

れていますので、この地方創生におきましては、国の財政支援もございますので、地域資源

を活用した人口増対策を推進したいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） よろしくお願いします。 

  続いて３番として、今回のまち・ひと・しごと創生法案の概要は希望の持てる環境を整備

することにあるということであると認識しています。町民一人一人が夢を語れる政策をお願

いしたいと。今多くの議員の方が質問して答弁を聞いていますと、本当に何か暗い話ばかり

で、何かやってほしいんだけれども、お金がないからできない、何かやろうと思っても難し

いということで、何か本当に町民もですね、これから先どうなっちゃっていくんだろうと大

いに不安に駆られています。皆さん心配しています。大多喜町が将来こうなるんだよという

夢を語れるような、そういった施策、昔よく言われましたですよね、貧しいけれども、楽し

い我が家、お父さん一生懸命働いてくるけれども安月給、だけれども、うちに帰ると楽しい、

それは、多分家族の人が温かく癒しの言葉で迎えてくれるんだと思うんですね。 

  大多喜町もたくさんの人が大多喜町のためにいろんなことで活躍しています。ボランティ

アを初め、役場の職員の方もそうですし、町民もみんな一生懸命頑張っています。そういっ

たところにですね、少しでも皆さんに応援しているんだよ、頑張っているねというお互い励

ます気持ちというのかな、何かみんなを応援するような気持ちが欠けているようにしてなら
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ないんです。何かボランティアで一生懸命やっていても、何回も、私前も言ったかもわかん

ないけれども、勝手にやっているんだとかね、好きにやっているんだとか、何やっているん

だとか、何かそういった気持ちで見ている人が多いんじゃないか、こんなこと言っては失礼

だけれども、何かもっとみんなを応援できるような体制ができないのかというふうに考えて

います。ですから、もう少し夢を語れるというんですかね、楽しい施策、将来頑張ればこう

なるんだという、夢を語れるような施策をやってもらいたいと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 長期ビジョンにつきましては2060年までという非常に長い期

間でございます。45年間、45年先のビジョンということになりますので、ただ、今回の総合

戦略については2019年度までの５カ年間ということで、国の周期と一緒ということになって

おります。したがって、まち・ひと・しごと創生法というのに基づいてつくるわけなんです

が、これは少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯どめをかけるとともに、東京

圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわた

って活力ある日本社会を維持していくということが目的で定めてございます。 

  地方版総合戦略は、計画の策定、先ほど言いましたように５年間という期間、さらに施策

ごとに重要業績評価指標を定め、毎年ＰＤＣＡに基づいた評価の実施が義務づけられており

ますので、町の実情に応じた環境の整備を図ることが必要ではないかなというふうに考えて

おります。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 本当に細かい説明でわかるんですけれども、夢を、この政策をやって

いて町民が夢を語れますかね、どうですかね、自信というか、誇りに思うとか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 町民いろいろな方がですね、やはり十人十色で夢というもの

をお持ちだと思います。したがって、全ての人の夢をかなえるというのは非常に行政として

難しさがあるんではないかなと思いますが、やはりいろいろなところで、これから先いろい

ろな人の意見を聞きながらつくっていかなければならないものだと思いますので、そういう

面ではできる限り、そういう意見を重視しながら計画づくりしていきたいというふうには考

えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 
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○１番（根本年生君） よろしくお願いします。 

  次に、４番目にですね、やはりまち・ひと・しごと創生法案の概要の中で、人というとこ

ろで地域社会を担う個性豊かで多様な人材を確保しなさいということが創生法案の概要のと

ころに大きく書かれています。大多喜町にはですね、大多喜町が大好きな個性豊かな人材が

たくさんいます。例えばＮＰＯ法人の理事長さんとかですね、いすみ鉄道の社長さん、あと

観光協会の会長さん、事務局長さんとか、あと具体的に名前挙げて申しわけないけれども、

手作り甲冑隊の方とかですね、某町議会の議長さん、副議長さんも本当に個性豊かで大多喜

町が大好きな人たちがたくさんいると思います。育てなくてもたくさんの人がいるんです。

それで個性が豊かですから、何となく、こんなこと言って申しわけないけれども、とっつき

にくいとか自分自身を持っているから、なかなかみんなと融合してというのが難しいのかも

わからない。 

  しかし、私が思うに、そういった人たちが仮に一つにまとまってですね、一つの事業をそ

の人たちが一つにまとまってやったら本当に何かすばらしいものができるんじゃないのかな

と。今個々にやっていてもそれなりの成果を上げているんで、その人が仮に一つの事業をみ

んながまとまってやれば、何かすばらしいことができるような気がするんです。ですから、

そういった人たちの連携を図るような、協力して、それには誰か仲立ちがいないといけない

ですよね。それは行政がやるべきではないかと思っています。そういった人たちを有効に生

かすような何か体制をつくることが必要だと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 議員さんのおっしゃるとおり町にはすばらしい人がたくさん

いらっしゃると思います。それで、行政が、いろいろな分野でこれから連携していかなくて

はならないということで考えております。それぞれ、この場合には連携する目的に合わせて、

その都度個々具体的に検討するのが必要ではないかなというふうに考えてはおります。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） では、今度はそういった体制をつくるように努力していただけるとい

うことでよろしいんですか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） これはですね、地方創生で本来そういうものを特定の人だけ

でつくるというのには余り私は積極的には賛成するところじゃないんですけれども、いろい

ろなやっぱり人の意見があるかと思いますので、やはりそういったものをまとめる政策とい
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うのも大事じゃないかなと。ですから、また、先ほどおっしゃられたすばらしい方々、いっ

ぱいいらっしゃいます。そういう方はそれぞれの目的に合わせて、そういう集まりをつくっ

たほうがどちらかといったらいいのではないかなというふうには考えておりますけれども。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ぜひお願いしたいと思います。私も協力できるところはぜひ協力した

いと思っていますので、よろしくお願いします。 

  それで、５番目に、参事官の方が特に強調していたのは、今回の地方創生の一番の目的は

就業の機会を創出することであると。地域の特色を生かした就業の機会が創出されるような

施策を応援すると。やはりその点、大多喜町には、すばらしいものがあるよということを話

されていました。いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 仕事をつくることは生活する上で必要なことで、仕事があれ

ば町から転出者を減らすことができますし、安定した収入を得ることができれば、若いうち

に結婚することができ、出生率も上昇することが考えられます。大多喜町の素材を生かす仕

事で若い人の就業の機会をふやすことは必要なことだと考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） それで、皆さんの答弁の中でも、やりたいんだけれども、人材がいな

いというのが大きな問題になっているかと思います。ですから、その人材を確保するために

ですね、役場のほうが幾ら何かやろうと思っても人材がいなければ、人がいなければ何もで

きないわけですので、民間の、当然やるとすれば今度行政のほうは先ほど言ったように人員

をもうふやすことはなかなか難しいということになれば、民間の方々に応援してもらうしか

ないんじゃなかろうかと思っています。そういった努力をですね、受け皿づくりを、ただ、

金がないから、人がいないからじゃなくて、受け皿をいかにつくってもらうか、そういった

ことを各民間のほうに働きかけて、それで受け皿をつくってもらって、それで事業をやると。

今後は受け皿をどうするのかということに少し方向を転換して、やってみたらどうかなと思

っています。 

  ちなみに、今度地籍も大きくやるんだけれども、やはりそれについては、民間の力が必要

だということで、多くの人材を確保するために民間のほうで今人集めを行っています。大多

喜町、このままいくと100年ぐらいかかるという地籍においてやはりどうしても受け皿がな

いとできないんで、受け皿づくりを、民間のほうで今一生懸命行政と一緒にかかわってやっ
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ています。そういったことを民間と協力して、一つの事業を役場だけではできないわけです

から、民間と一緒になって一つの事業を考えていく、一からつくり上げていく、そういった

形でないとなかなか施策はできないと思います。 

  そういった受け皿づくりをやるべきではなかろうかと、民間と一緒に、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） この計画をつくるに当たりましては、やはり民間の方の力と

いうのは非常に必要だと思います。特に仕事づくりという面におきましては、やはり行政よ

りも、例えば企業連絡協議会とかですね、いろいろなところで現実的にそういう事業を行っ

ている人、あるいは農業関係の方、そういう方にも十分なご意見をいただいてつくりたいと

思っていますし、また大多喜町に関係するそれぞれいろいろな仕事につかれている方もいら

っしゃいます。そういう方のお力もかりながら、何とかこれらの事業を推進していきたいと

いうふうには考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） それともう一つですね、ちょっと観光の面で言うと、この間の全員協

議会か何か、きのうの説明の中で、何かハードはちょっとこの町並みの整備難しいからでき

ないと。ハード、建物とかそういったものをつくっても、それをもてなす心がないと何もで

きないんじゃないかと。仮に100人、200人お客が来ても、その人がどれだけ楽しんで帰って

いってくれるのか、これは古い城下町だけじゃないですけれども、要はサービスの心、もて

なしの心というんですかね、そういったことを熟成していかないといけないんじゃないかと。

今町民一人一人もそういったおもてなしの心というんですか、そういったのがちょっと薄い

ような気がしています。 

  だから、地方創生の中で、ハードは無理だけれども、ソフトはできるということを聞いて

います。講師の方とかですね、そういった方を招いて研修会をやるとか、それで今後、こう

いったふうにおもてなしの心とか、大多喜町ではいいものがあるんだから、もっとこういう

ふうにやっていかなくちゃいけないよというソフトの面というんですかね、意識の高揚とい

うんですかね、そういったのを図るような施策をお願いしたいと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 意識の高揚を図るというようなことでございます。これは非

常に難しくて、その意識の高揚を図ってどのぐらいの効果があるというものをしっかり出し
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ていかないと、ここら辺が非常に難しいところでですね、あとハード的なものがだめだと言

っているんじゃなくて、ハードを含めて、この地方創生のソフトものを使って、どのぐらい

人口が例えばふえるとか、例えばあとお客がどのぐらい増加する、それによって仕事ができ

る、そういうところを主流にしてくださいということですので、その辺のところはいろいろ

な計画もこれから先定めていかなくてはなりませんので、皆さんからご意見をお伺いして、

その中で、いろいろなものを協議していきたいというふうに考えています。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 確かにそういったソフトの面は結果を求めるのはなかなか形で、ハー

ドの面は形で出てくるからあれですけれども、難しいんだろうけれども、よくこれも言われ

ますよね、まちづくりは人づくりということで、本当に、町長も何回も言うように人材、本

当に人づくり、これがなくても何もやってもだめだと思うんです。ぜひ人づくりに向けた施

策をお願いしたいと思います。 

  次にいきます。続きまして、学校統合に伴う通学、下校時の安全対策について。 

  学校統合に、この間老川と西畑小学校も統合したんですけれども、今回上瀑と総元も統合

するということです。通学時間も長くなります。下校時間も長くなります。また、今度児童

クラブ、学童保育ですか、大多喜小学校から今度上瀑小学校にも移ると、そうするとその間

の送迎、あと生徒たちが学校にいる間の安全対策、こういったものを確保することが重要で

はないかと。今までの形とは違う形の安全確保が求められているんではないかと。最近、ニ

ュースとかでも盛んに流れていますよね、不審者、危害を加える事件、こういったことはも

う起きてからでは遅いんで、やはりそれについては十分な注意、安全確保が必要だと思いま

す。その件について質問します。 

  学校や地域において子供の安全確保の取り組みが行われていると思うけれども、現在どの

ようになっていて、学校統合とか、さっき学童保育の関係で場所が移る、そういったことも

含めて安全確保の体制を見直しをしていると思いますけれども、どのような形で行っていま

すか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 児童・生徒の登下校時の安全対策につきましては、教職員、保護

者による学区内のパトロール、校外指導を実施しております。また、交通安全、不審者対応

につきましては警察による交通安全教室、講習会等を実施しております。さらに、学年に応

じて学級指導等の時間に交通安全の知識、不審者対応について事例を具体的に示しながら指
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導をしているところであります。 

  大多喜小学校では集団登校、学年ごとの下校を実施しており、１年生の下校には教職員が

付き添っております。ことし４月の統合後においても、子供たちの安全対策には十分配慮し

たいと考えております。大多喜小学校は４月以降スクールバスを運行いたしますが、当初ス

クールバスに教育委員会職員や教職員が乗車をし、乗降時や停留所周辺の安全確保を図って

まいりたいと考えております。期間につきましては、子供たちの状況を見ながら決めたいと

思っております。 

  また、子供たちが身の危険を感じたときに駆け込むことができる家や企業である子ども

110番の家が46軒ほどありますが、さらにふやしていきたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 最近不審者が多いということで事件が起きています。今の体制で十分

であると、大丈夫だということでよろしいですか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 現状でですね、できる限りの対応をとっております。さらに安全

の確保を図りたいとは考えておりますけれども、現状ではできる限りのことはやっておると

思っております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） わかりました。極力お願いします。 

  それともう一つ、児童クラブの関係なんですけれども、今度大多喜小学校から上瀑小学校

に移ると。それで、聞くところによりますと、大多喜小学校でやっている場合には学校の先

生も、誰かしら、大体男の先生が多いらしいんだけれども、大体７時とかぐらいには男の先

生のどなたかが残ってくれていると。今回上瀑小学校に移ると、今度そこには臨時の職員の

方、女性だけだと思います。昼間の日の高いうちはそれでも大丈夫かなとは思うけれども、

冬なんかになるともう４時半、５時真っ暗になります。多分６時、７時ごろまで学童保育や

っているんじゃなかろうかと思いますけれども、その辺の安全対策はどのように考えていま

すか。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 今行われている大多喜小学校から上瀑小学校のほうに児童

クラブが４月、基本的には１日から移動になるということで、その安全対策ということだと
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思いますけれども、今指導員の方が５名お願いしてありまして、実際向こうへ行きましても、

指導員は常時５名ということで、根本議員の言ったとおり全部女性の方です。 

  この安全対策といたしましては、それぞれ５名の指導員の方に災害対策の分担等を決めま

して、子育て支援課、または警察署などに何かあった場合には連絡体制を整えるということ

と、また勝浦警察署等の巡回パトロール、パトカーで回ってもらうのもお願いするし、地区

に防犯パトロールのボランティアの方々がいらっしゃいますので、そういう方にも声をおか

けしまして、定期的にパトロールの巡回のコースに入れていただくというようなことも考え

ております。また、地元区長さんにもお願いいたしましてですね、区民の方に４月からこう

いうふうになりますからということで、何かあったときにはちょっと目を向けてもらいたい

というようなことで今のところ考えております。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 今、大多喜町の定住化に向けていろんなたくさんの施策を行っていま

す。事故はないとは思うけれども、万一ですね、何かこういった児童の不幸な事故が起きて

ニュースにでもなるとですね、大多喜町は安心・安全な町ではないんじゃないかと、じゃ行

くのやめようかと、そういった風評被害というのかな、そういったことが起こりかねないと

思っています。ですから、本当の子供の安全・安心を守るために全力で取り組んでいただき

たいと思います。 

  続いてですね、地域社会の安全・安心のために、夢まるふぁんど委員会というのがあるの

をご存じだと思いますけれども、そこで防犯パトロールカーの贈呈の支援事業を行っており

ます。これは、主にやっているところは千葉日報社とか大体報道機関が多いんですけれども、

パチンコ玉がですね、フロアへ行くと、私なんかたまに、最近は行きませんけれども、床に

こう転がっていますよね。パチンコ玉は誰のものかわかんないんで、店でとっちゃうわけい

かないんで、それを何かためておいて、それで基金として積み立てて、それでこういった防

犯パトロールカー、軽の青パトと通常呼ばれているものだそうです。これを毎年寄贈してい

ます。年に四、五台ですかね。 

  近隣の市町村、夷隅郡市、勝浦、御宿、いすみ市は全部もう何年も前にもらっています。

長生のほうも大部分、たしかもらっていないところは２つぐらいかな、だと思います。それ

で私これどうなんですかということで、各自治体、近くのところは直接行って聞いてきまし

た。ちょっと遠いところは電話等で係に聞いてみました。そうしたら、皆さん大変重宝して
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いるよと。申請するときも、当然ただでもらうわけだから、それなりの計画書は出すんだけ

れども、正直言って大したもんじゃないと思っています。行政の方だったら十分対応はでき

るものであると。 

  報告義務、普通はそういったのをもらうと月に何回使ったとかパトロールしたとかという

報告義務があるんだけれども、そういったものもないと。それで私直接千葉日報社の夢まる

ふぁんど委員会のほうにお聞きしました。そうしたら、どういったときに使っていいんです

かと言ったら、仮に用があって、老川に行く用があったときにそれに乗っていってください

と、そうしたら普通の車で行くよりは防犯になるでしょうと、それでもしその近くで、ちょ

っと不審なところがあったら、そこをついでに回ってきたらどうですかと、どういった使い

方をしても構わないと、有効に使ってくださいということを言われています。 

  それと先ほど言った学童保育の件なんですけれども、仮にあの青パトを暗い時期になった

ら玄関のところに置いておくとか、駐車場のところに置いておくとか、そうするだけで、あ

あいったのがとまって、パトカーがあれば不審者も出てこないんじゃないのかと。普通出て

こないですよね。かなり確率が低くなると思います。 

  ですから、車は定期的に計画的に買っているということですけれども、これただですし、

恐らく軽ですから車検も２年に１回、そうすると大体10万円ぐらいですかね、軽。あと保険

代が数万円かかりますか、四、五万かかりますか。あとメンテナンスはどの車を使っても同

じですし、ガソリンもどの車で行っても同じですから、年間にすると多分10万円ぐらいの経

費でいけるんじゃないかと。そうすると費用対効果だけでも、恐らくこれ何十倍の効果があ

ると思われます。ぜひ、もらうべきと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは総務課のほうからお答えさせていただきます。 

  ご質問がありました防犯パトロールカー寄贈事業ですが、千葉日報社などの県内のマスメ

ディアと千葉県遊技場協同組合、そこで構成する団体が行っている事業で、平成18年から平

成25年までの８年間で40市町村に防犯パトロールカーを寄贈しているとのことでございます。

無償で車をいただけることは町にとってありがたいことだというふうに考えております。寄

贈される車は白と黒のツートンカラーの車体に青色のパトライトがつけられているため、使

い方によってはある程度用途が限定されるかと思いますけれども、その後また、寄贈を受け

た後の維持管理、それは町の負担になりますけれども、公用車も古いものもございますので、

関係課と協議しまして、５月末日が申し込みの期限だということですので、それに間に合う
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ように申請をしたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 前向きな答弁ありがとうございます。 

  それで、やはりちょっとこれも聞いたんですけれども、ここで何か講習を受けないと、一

応パトカーなんで、講習を受けないといけないと。それは勝浦警察署でいいそうです。勝浦

警察署にですね、大多喜町から何時に10人行くよとか15人行くよということであれば、向こ

うで講師の方がもう予定して待っててくれるそうです。大体30分ぐらいで終わるということ

ですので、ぜひお願いしたいと思います。 

  続いていきます。買い物弱者…… 

（「議長」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） はい。 

○６番（江澤勝美君） 一般質問の途中で大変恐縮なんですが、この質問の中に、３番の中に

固有名詞がたくさん出てきています。固有名詞を使うのは好ましくないと思いますんで、固

有名詞を削除してもらいたいと思います。 

（「わかりました。じゃ、固有名詞は言わないようにします。すみませ

ん」の声あり） 

○１番（根本年生君） 高齢化や人口減少を背景に地域商店の撤退などにより、徒歩圏内に生

活必要品を買うことができる店舗が不足しています。高齢者を中心に大変困っています。そ

れを少しでも解消するために、国の補助金、移動販売車代の一部と聞いています、を受け、

町内にある会社が移動販売事業を行っています。これまで雨の日も風の日も休むことなく、

天候の悪い日は利用者が大変少ない中でも、一人でも待っている方がいるというような思い

で移動販売を行い、買い物環境の改善を図ることを行っています。行きますとですね、皆さ

ん、お年寄りの方がそこに待っていて、多いところだと10人ぐらい待っていて、そこで皆さ

ん楽しく会話しながら、いろんな買い物をしているという形で行っています。その件につい

て伺いたいと思います。 

  現在、どのような人たちがどのような形で利用しているのか、また個人宅に直接行き、こ

れ停留所にですね、歩いて来られない人のところに直接個人宅にも伺っているということで

す。個人宅に直接行き、販売している人数はどのくらいいるのか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 買い物弱者対策について、どのような人がどのような形で利
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用しているか、また個人宅直接販売の人数はどれくらいかというご質問ですが、利用者につ

いては60歳代から80歳代の人が多く、１日平均約50人前後の人が利用しているようです。そ

のうち約90パーセントが女性の方です。主な買い物は野菜・果物・魚・揚げ物・煮物・弁

当・お菓子・パンなどです。個人宅へ直接行って販売する件数は40件ぐらいと聞いておりま

す。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ありがとうございます。 

  こうして見ると、本当に買い物に困っている人にとっては大変な手助けになっているのか

と思っております。 

  続いてですね、私これまで、なかなか時間とれないんですけれども、月曜日から金曜日の

間、各コース、一通り移動販売車の後を追っかけて、そこに行って、どんな買い物をしてい

るのか、それで、そこに行って買い物をしている人に、何か困ったことはありませんかとか、

もっとこういうふうにすれば買いやすくなるだけれども、何か意見ありませんかとか、そう

いったことを聞いているんですけれども、皆さん非常に助かっているということで、何かあ

ったら私もできるだけ協力するんでということで言っております。そうしますと、皆さん本

当に楽しく会話をしながら買い物をしている、それで運転手兼販売員の方も１人なんだけれ

ども、その方も本当に一生懸命ですね、和気あいあいとみんなと楽しそうに買い物をしてい

る様子が印象的で、本当にこれは続けていかなくちゃいけないなという思いを強くしている

ところでございます。 

  その件についてはいかがですか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 移動販売車と利用者との関係についてのご質問ですが、移動

販売によりコミュニケーションが生まれることについてですが、この移動販売については民

間事業者で実施していますが、この事業者は移動販売時に高齢者見守りネットワーク事業の

協力事業者でもあります。高齢者など買い物に困っている人のための買い物支援と同時に安

否が確認でき、さらに利用者と販売者との間でコミュニケーションが生まれることは高齢者

が安心して生活を送ることができる環境を確保できることにつながると思います。すばらし

いことであると思います。 

  以上です。 
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○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ありがとうございます。 

  先ほど、山田議員の中でプレミアム商品券、それなかなか難しいということでお話があり

ました。それで私ちょっと調べてもらったら、隣のいすみ市では、1,000円と書かずに１枚

の中に500円、500円と２つあって、そこを真ん中を、切り取り線が入っていて半分500円で

使うことができると、枚数は同じなんですけれども、500円、500円になっていると。そうす

ることによって、恐らく買い物、移動販売車で使う方も使いやすいだろうし、よそに行って

も、1,000円だと困るけれども、500円であれば皆さん使い勝手がいいんじゃなかろうかと。

恐らく枚数は同じですし、印刷するの1,000円と書くところを500、500と入れるだけだから、

印刷費とか経費もそんなに変わらないんじゃないかと思いますけれども、それについて検討

してみる余地はありますか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） これについては商工会と協議中ですので、協議してみます。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 商工会と協議中だということだけれども、役場のほうでこうやってほ

しいということであればできるんじゃないかと思いますけれども、どうですか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 今回、約１万部の発行で数も多いんで、その辺で協議が結構

難航していますんで、また話してみたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） よろしくお願いします。 

  それと、今回の質問じゃなくて、まだ、この移動販売が行われていないときにですね、私、

地域住民、事業者、商工会とかＮＰＯ法人と買い物弱者対策を立ち上げてはどうかと質問し

たところ、まだ事業が動き出していないので、事業が動き出してから検討するという答弁が

ありました。私はぜひこういったことをつくって、利用者が少しでも利用しやすい環境とい

うか体制をつくるべきだと。 

  やはり利用者にしてみるとですね、ぜひ来てもらいたいんで余り無理なことは言えない。

移動販売車側についてもお客さんですから無理なことは言えない。そうすると、ストレス等

がたまってきて、物が言えなくなくなってきたりすると、ぎくしゃくしてきちゃうんじゃな

いかと。こういった連絡協議会みたいなのをつくっておいて、お互いに言えないことを間に
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誰か入って、こうつなげるような役割、そういった体制づくり。それと、買い物弱者で一生

懸命やっている方は移動販売車だけではありません。地域の商店も皆さん頑張っております。

移動販売車は週に一回だけです。それ以外は地域の商店で買い物をしているわけです。 

  ですから、これが移動販売車だけに限ったことではなくて、これから地域の商店を地域で

どのように守っていくのか、そういった話し合いの場を設ける必要があるんじゃなかろうか

と。そうしないと、恐らく地域の商店もなかなかこの先難しくなっていくのかなと。地域で

みんなで考えて、できるだけ地域で買えるものは地域で買おうとか、何かそういった形でみ

んなが努力して、一商店が勝手に閉めるというんですかね、閉まらないようにみんなで努力

するような、そういった協議会をつくるべきだということでここに書いています。その件に

ついてはいかがですか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 買い物弱者対策協議会を立ち上げて、移動販売事業を皆で協

力して事業を推進すべきではないかというご質問だと思いますけれども、ご指摘のとおり移

動販売事業を始めて約１年が経過しました。開始前に区長会、民生委員、ケアマネジャーな

どを通じて利用案内などを行ってもらいました。今でも民生委員やケアマネジャーには広報

活動を行ってもらっています。また、いすみ市の話ですけれども、いすみ市での事業展開に

ついては、いすみ市としては地元の商工会や商店への所属など地固めをしてもらえば、国庫

補助事業申請など書類の作成や後方支援については検討できると伝えてあるそうです。 

  ご指摘のとおり、今後買い物が困難な人はふえることが予想されます。この移動販売の事

業者としては協議会のような組織の立ち上げは希望していないという意向であります。今の

ところ特に苦情などはないため、事業者と連絡を密にしながら必要であれば社会福祉協議会

や区長会などの会議の場で利用の広報などを支援していきたいと思います。 

  それから、先ほどの広く地元の商店とかこの移動販売も含めての協議会というのは、ちょ

っと考えていませんでした。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） これ答弁はいいんですけれども、地方創生の中で小さな拠点づくりと

か、いろいろな面でそれもできるような気がしますので、やっぱり地域は地域でまず守る、

それを外部がいろいろ応援すると。やっぱりそういった協議会というんですかね、何かそう

いったのは必要ではないかと。それと、いすみ市で仮に始まると、いすみ市の応援がすごけ

れば何かそっちへ行っちゃうんじゃないかということで危惧しているんです。現在、町から
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一切の補助金をもらっているわけでもありません。営利企業ですから、これは、もうからな

い仕事です。ですから、地域、行政、みんなが応援してやらないと、いつ撤退してしまうか

もわかりません。みんなで応援する体制を整えていくべきではなかろうかと思っています。 

  以上です。 

  続きまして、農林業の振興と観光行政の充実について、伺います。 

  私の考えているところ、これから大多喜町のことを考えると、農林業の振興と観光行政の

充実が大変大切ではないかと。二大成長分野ではないかと。これを伸ばしていくことが定住

化にもつながっていくんではなかろうかと。さっき地方創生の中での一番の目的は就業の機

会の創出だということですけれども、やはり農林業の振興と観光行政の充実、これに今のと

ころ行くしかないんじゃなかろうかというふうに思っています。 

  それについて、先日公表された新総合計画の施策の一環として過去の10年、過去というか

現在も続いていますけれども、今までの施策の評価はどうですかということをやっていただ

いて、その表をホームページで見させていただきました。そうしましたところですね、大変

難しい問題であってなかなか大変なんだろうけれども、農林業の振興というところは、星印

が１個、２個、３個とあって、３個は大変よくできた、２は何とかいいんじゃないのと、星

１個はちょっとなかなかうまくいかなかったなというところなんだけれども、ほとんどが星

１つなんです。農業生産基盤の整備とか担い手、農業後継者の確保、生産性の向上、地域特

産物の開発、あと有害獣、流通体制とか、ほとんど１つなんですね。大変難しい問題ですか

ら、これを星２つにする、３つにするといったら、大変なんだろうけれども、このままの体

制でいって果たしてこの農林業の振興ができるんだろうかというふうに危惧しています。 

  あと観光の面でも、大体観光のほうは星２つが多いんだけれども、ただ、課題の中にはで

すね、ほとんどもうやっぱり課題だらけで、このままではいけないということが羅列されて

います。 

  ですからね、本当に今非常に難問題を抱えているのが産業振興課ではなかろうかと。それ

で地方創生の中で、地方創生先行型で実施する予定の事業、この事業を見ても、このうち半

分以上は産業振興課が主体となってやる事業ではないかというふうに認識しております。 

  農林業と、あと商工観光は相反する部分もあると思うんです。農業を振興して農地を守ろ

うとすれば、要は商業、観光とかの面にも影響が出てくる。やっぱり両方並列してというの

は、相反する部分があるんでなかなか難しいのかと思っています。町の活性化を図るために

は商工観光課と農林課をできれば分けて、それとイベントとかも大変多いですよね。産業振
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興課のイベントは多い、いろんなところへ出かけていっている、やはりこれを何とか本当に

二大成長分野だと思っていますんで、このままでは両方だめになっちゃうんじゃなかろうか

と大変危惧しています。いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 根本君に申し上げます。持ち時間が10分ほどになりましたので、お

願いします。 

  総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは、商工観光課と農林課というふうに分けてはどうかと

いうご質問でございますけれども、商工観光に関する部門につきましては、平成７年度に１

つの課として独立をしまして、その後、平成20年度に企画課と統合して企画商工観光課とい

うふうになりました。その後、企画課を離れまして、農林課と統合しまして現在の体制にな

ったということで、非常にそういう複雑な経緯がございます。 

  商工観光も農業も町にとって非常に重要な部門でありますけれども、一方で先ほども小髙

議員の質問の中でお答えしましたけれども、人口が減少する中で職員の削減、これも進めて

いかなければならないというようなことで、こういうことでありますと、逆にある程度組織

を大きくしてお互いに仕事をカバーできるような、そういう体制をとることも必要ではない

かなと考えております。また、仮に課を分けるといたしましても、正規の職員をふやすとい

うことは困難だというふうに考えております。特に必要があればですね、例えば嘱託職員で

すとか臨時職員、そのようなことで一時的なものは対応していくほうがよろしいのではない

かなというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） このままの体制で農林業の振興と観光行政の充実は図れると考えてい

るということですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 課は、課といいますか、各課ですけれども、町長の補助職員で

ございますので、最終的には町長の判断ということになろうかと思いますけれども、ご質問

にありましたように、産業振興課が所管する事業というのは、今回の地方創生に係る事業は

非常に多くなっておりますけれども、今後これを効率的にやはりやっていくのは、現在分掌

している事務事業を、こういうのを精査して優先事業をつけてやる。あるいはそのスケール

メリットといいますかね、そういうものが図れるものは、例えば課題になりますけれども、

広域的にやっていく、そういうことも必要ではないかなというふうに考えておりますので、
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いずれにしましても、現状のまま課を２つに分けても職員をふやすことは非常に難しいんで

はないかなというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 私思うに、人間には都市型の人間と農村型の人間、私なんかは本当に

町なかの人間なもんですから、商業とか観光には仲間も多いし、昔から触れているから詳し

いし、いろんな情報も入ってくるんです。しかし、農業のことについては本当に田んぼもや

ったことないし、畑もやったことないような人間なんで、ほとんどわかんないんです。 

  だから、都市に詳しい人間と農村に詳しい人間と、両方詳しくて立派にやっている方もそ

れはたくさんいるでしょうけれども、多くは片方に精進した方が多いんじゃなかろうかと。

やっぱり適材適所でいけば、農林と観光を分けてそれぞれ、今の課長は両方優秀でやってく

ださるとは思うけれども、一般的には優秀な方を片方ずつやるのが理想ではないかと思いま

す。ぜひですね、本当にこれ両方とも非常に大事な分野なんで、何を行うにしてもその体制

がなってないことには何もできないと思っております。何をやるにしてもですね。だから、

ぜひこれ今後の検討課題としてお願いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 課を分けるとかという一つの手法もあるでしょうけれども、ただ、そ

この問題よりも、むしろ、じゃ、今その課で抱えている課題、今ありましたようになかなか

実績が出てこないというのは確かでございます。それは先ほど小髙議員の質問でもありまし

たようにね、なかなか現実は、産業振興課は今大変厳しいところにあります。その中で、ま

ず何よりも、やはり今根本議員の話にもありましたように、まずは専門分野のそういった

方々の協力をいただくということのほうが重要なのかなと思っています。それは横の連絡と

いうものを、なるべくふやしていくと。 

  昨年も、お城まつりにつきましても民間に移管しましたように、このような形で徐々に民

間の力をかりた形でふやしていく。いろいろ連携の中で、これやはり解決していくしかない

のかなと思っています。今の職員の体制の中で課を割って解決できるという考え方というの

はなかなか難しいと思いますんで、むしろ民間の力のある方、専門の方がたくさんいますん

で、そういった方をいかにうまく連携して、つないでいくかというところに方向性はあると

考えていかなければ難しいのかなと思っています。 

  全て町がいろんな事業をやるということは、なかなか今の体制では、むしろ難しいもんで

すから、それはできるだけそういう民間の団体に、徐々にやはり移していくという形で、
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我々町のほうとしては支援のできる部分では黒子になった形の中でやりたいと、そのような

考え方で今進めようと思います。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ぜひですね、今までの体制を、どんな形でもいいんで、体制を見直し

ていただいてですね、ぜひともこの二大成長分野を伸ばしていってもらいたいと思います。 

  次にいきます。それについて、観光の基本計画、あと農林業活性化基盤整備計画等などで

すね、計画がないことには、どのような形でどのようにやっていくのか目標がないのに何や

れといってもなかなか難しい、ぜひこの２つの計画はつくるべきだと思いますけれども、い

かがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 観光基本計画、農林業整備計画を策定すべきではないかとの

ご質問ですが、本町は観光も農林業も計画書はありません。農業においては中心経営体を定

めた人・農地プラン、また、認定農業者や新規就農、農地の集積などを定めた農業経営基盤

強化の促進に関する基本構想などあります。本来であれば具体的な目標を設定して、それに

向けて仕事を進めていくことが最良と考えます。現在、平成28年度からスタートする第３次

総合計画を策定中であり、今後は産業振興課職員で問題や課題、将来的な方向などを洗い出

し、平成27年度中に具体的な計画が立てられるようにしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ぜひつくっていただきたいと思います。 

  時間もないんで次に行きます。それで、もう時間もないんで、あとまだ３つ書いてあるん

ですけれども、１つだけ、６番の町おこし団体の連携について。 

  これ地域で頑張る町おこし団体同士の連携を図るためですね、協働のまちづくりを進める

ため、26年３月に会議が行われて、12か13団体ですかね、その人たちが集まって、自分たち

はこういった団体なんだよと、要は一生懸命やっているんだけれども、それがどのような団

体でどのような活動をしているのかというのが皆さんわかっていない。こういった地域おこ

し同士の団体でもわかっていない。なおかつ町民の方々についてはほとんどと言っていいほ

どわかっていない。そういった人たちのことをみんなで応援して育成する必要があるんじゃ

なかろうかという目的で開かれた団体ですけれども、その後、これが開かれていません。な

ぜでしょうか。 
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○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 町おこし団体の会議についてですが、この会議は団体間の情

報交換や連携を保つことで活動がより一層効果的になるのではないかということで、平成26

年２月20日に第１回会議が開催されました。町内12団体の代表者が出席し、意見交換が行わ

れ、この中の意見としましては、活動の問題や悩みを聞いてくれる場ができた、お互いに助

け合えるなどの意見がありました。この会議は特に定期的に開催するのではなく、構成団体

からの要請で産業振興課が会議を招集することとなっておりますが、適宜開催も必要であり、

またこの５番の質問である誘客会議と合同で開催することも考えたいと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 根本君に申し上げます。持ち時間がもう来ましたので、簡潔にお願

いします。 

○１番（根本年生君） これ目的はですね、皆さんボランティアでやっているんだけれども、

皆さん高齢化になってなかなか事業が思うようにできないという団体が結構多いんです。そ

ういったところは横の連携をとって、俺のところでこういったことをやるから手伝いに来て

よとか、お互いに連携し合える体制をつくっていかないと、一生懸命やっているこの町おこ

し団体が消滅してしまうんじゃないかという思いで集まったもんだと思っております。この

辺をぜひよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 以上で根本年生君の一般質問を終わります。 

  これをもちまして一般質問を終了します。 

  会議中ですが、ここで10分間の休憩をとります。50分まで休憩とします。 

（午後 ４時３９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に続き会議を開きます。 

（午後 ４時４９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（志関武良夫君） 間もなく５時になりますが、議事の都合により会議時間を延長いた

します。 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第６、議案第２号 指定管理者の指定についてを議題とします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 議案第２号 指定管理者の指定について、本文の説明の前に

提案理由の説明をさせていただきます。 

  もみの郷会所交流体験施設につきましては、平成13年３月に50年余り続きました分校が閉

校になり、この分校を活用して活力ある地域づくりを支援するための施設として、平成16年

度に整備したものでございます。 

  その後、平成17年10月以降、会所区を指定管理者といたしまして今日に至っております。

現在は恵まれた自然環境の中、そば打ち体験教室、もみの木庵の運営を初め会所高原もみじ

まつりの開催など、施設や自然を有効に活用した事業展開が図られているところでございま

す。 

  町といたしましても、区民の皆さんが主体的に管理運営にかかわり、積極的に事業に取り

組んでいること、安定した利用人員、収入が見込まれ、施設管理が効率的に運用されている

ことから、今後も引き続き会所区を指定管理者として指定したいので、議会の議決を求める

ものでございます。 

  それでは、本文の説明をさせていただきます。７ページをお開きください。 

  次の者を指定管理者として指定することについて、地方自治法第244条の２第６項の規定

により議会の議決を求める。 

  １、管理を行わせる施設 

  名称 大多喜町もみの郷会所交流体験施設 

  位置 大多喜町会所154番地 

  ２、指定管理者 

  名称 会所区 

  代表者 会所区長 石井文男 

  ３、指定期間 

  平成27年４月１日から平成32年３月31日まで 

  以上で説明を終わらせていただきます。よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） これから質疑を行います。 
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  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） もみの郷、私もずっと行かせてもらって、何回か行っているんですけ

れども、大変すばらしい施設で、恐らく今まで役場もいろんな面で支援、協力してきたと思

いますけれども、なお一層の支援、協力が必要だと思います。今後はどのような支援、協力

体制を築いてやっていくつもりなのか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 指定管理をお願いするに当たって、まず管理費用ということ

で町から委託料を支出しております。これにつきましては月２万5,000円ということでござ

います。あと、宣伝のほうに、いろいろなものにつきましては町のホームページとかですね、

そういうものであわせて連携するような形をとっておりますので、これからもそういう形で

一緒になって推進していきたいというふうに考えています。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第２号を採決します。 

  本件は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員であります。 

  したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第７、議案第３号 大多喜町障がい者施策推進計画の策定につ

いてを議題とします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 
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  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、議案第３号 大多喜町障がい者施策推進計画の策

定についてご説明いたします。 

  ９ページをお願いいたします。 

  大多喜町障がい者施策推進計画を別冊のとおり策定したく、大多喜町議会基本条例第11条

第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

  別冊の大多喜町障がい者施策推進計画をごらんください。よろしいでしょうか。 

  今回策定する障がい者施策推進計画は、第３次障がい者基本計画及び第４期障がい福祉計

画となります。障がい者基本計画は、障害者基本法に基づき、障がい者施策の町としての基

本方向を総合的に定めるものでございます。障がい者福祉計画は、障害者総合支援法に基づ

き障がい者福祉サービスについて事業量を推計し、その確保、方策を定めるものでございま

す。 

  計画の策定期間は、障がい者基本計画が平成27年度から32年度までの６年間、障がい福祉

計画が平成27年度から29年度までの３年間となります。 

  ８ページをお願いいたします。 

  計画の内容でございますが、初めに計画の基本方向として、一人一人を大切に、ともに生

きるまちづくりと定め、全ての住民がお互いに人権を尊重し、地域で支え合うまちづくり、

全ての障がい者が自分の望む生き方を主体的に選び、個性を発揮して、地域で活躍し、決め

細やかな支援を受けながら自立した生活を送るまちづくりを基本理念として定めております。 

  次に、基本目標でございますが、町の方策といたしまして６つの基本目標を15ページ以降

に掲げてございます。 

  15ページをお願いいたします。 

  初めに、地域生活への支援の充実でございますが、居住の場への支援や日常生活への支援

の充実を進めてまいります。 

  19ページをお願いいたします。 

  ここでは理解を広げ、権利を擁護する取り組みの推進ということでございますが、障がい

者について理解を広げることと、今後問題になってくるであろう親亡き後の財産管理などに

ついて障がい者の権利を擁護する仕組みづくりを進めてまいりたいと考えております。 

  23ページをお願いいたします。 

  次に、子どもへの支援体制の充実でございますが、子ども・子育て支援施設や療育施設、
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学校が連携して、疾病や障がいの早期発見に努め、子どもたちが一人一人の個性に合った養

育・教育の支援に努めていきます。 

  次に、26ページをお願いいたします。 

  就労支援の強化でございますが、障がいを持っている方であっても、地域で生き生きと働

き、活動していくことで経済的自立だけではなく、生きがいがある生活を送れるよう努めて

いきます。 

  次に、28ページをお願いいたします。 

  安全・安心な暮らしの確保では、障がいを持っている方々が安心して暮らしていけるよう

に建物や道路、公共交通機関のバリアフリー化を進めていきます。そして、地域で障がいを

持っている方がご家族を支えていけるように、地域ぐるみ福祉の充実を図っていきます。 

  32ページをお願いいたします。 

  健康で文化的な生活への支援につきましては、障がいの原因となる病気などを健診や健康

づくり活動を通じて予防していくとともに、生涯学習活動やスポーツ・レクリエーションへ

の参加を通じて生きがいづくりや運動機会の充実を図っていきます。 

  以上が障がい者基本計画の内容となります。 

  37ページをお願いいたします。 

  次に、障がい福祉計画でございますが、障がい者基本計画の基本理念や基本方針との調和

を配慮し、基本目標として３つの目標を掲げ、その実現を目指していきます。 

  初めに、自己選択・自己決定ができる環境づくりにつきましては、ノーマライゼーション

の理念のもと、障がいの種別や程度にかかわらず、障がい者がみずから居住場所や受けるサ

ービス・支援を選択・決定し、自立と社会参加の実現を図っていける環境づくりを進めます。 

  次に、身近な地域での障がい種別によらない一元的なサービスの提供につきましては、町

内または近隣市町村の多様な福祉資源を最大限に活用しながら、身近な地域で、障がい種別

によらない一元的な障がい福祉サービスの提供を進めます。 

  次に、地域生活移行と就労支援の強化では、身近な地域における日中活動の場や生活の場

を充実することにより、入院者・入所者の地域生活への移行を進めるとともに、自立支援の

観点から就労支援の強化を図ってまいります。 

  これからの基本目標に基づき、38ページ以降に町としての地域生活移行と就労支援の数値

目標、そして各サービス事業量の見込みと提供体制の確保策を設定いたしました。 

  簡単でありますが、以上で大多喜町障がい者施策推進計画の策定についての説明を終わり
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ます。よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 今回はこれ基本法に基づく第３次障がい者基本計画、それから支援

法に基づく第４期障がい福祉計画であるとすれば、その前の、今実施中のそれぞれ２つの計

画の達成率というのでしょうか、どうなんでしょうか、大まかな印象で構いません。 

  それから、この今提案されたものは来年度、この４月１日からの実施計画になりますよね。

この計画について当年度分、27年度分はきちんと予算化されているんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 前期の計画の状況ということですが、まだ最終年度が、26年

度が終わっておりませんので、その後状況を見て調査していきたいと考えております。 

  それとですね、27年度から、４月１日からこの計画を始めるわけでございますが、予算的

にはその辺は見込んでございます。 

○議長（志関武良夫君） ほかにはございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第３号を採決します。 

  本件は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

－102－ 



○議長（志関武良夫君） 日程第８、議案第４号 大多喜町高齢者保健福祉計画及び第６期介

護保険事業計画の策定についてを議題とします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、議案第４号 大多喜町高齢者保健福祉計画及び第

６期介護保険事業計画の策定についてご説明いたします。 

  11ページをお開きください。 

  大多喜町高齢者保健福祉計画及び第６期介護保険事業計画を別冊のとおり策定したく、大

多喜町議会基本条例第11条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

  別冊をごらんください。 

  今回策定する本計画は、介護保険法第117条により３年を１期として介護保険事業に係る

保険給付の円滑な実施に関する計画を定めるものでございます。 

  なお、同法において介護保険事業計画は老人福祉計画と一体のものとして作成されなけれ

ばならないとなっておりますので、本町におきましても高齢者保健福祉計画とあわせて計画

を策定いたしました。 

  計画の内容でございますが、別冊の計画書の目次をお開きください。 

  計画の構成でありますけれども、第１部が計画の策定にあたって、第２部が具体的な施策

の展開となっております。 

  第１章の計画の概要でございますが、４ページをお開きください。 

  第３節の計画期間でございますけれども、この計画は平成27年度から平成29年度の３年間

の計画となります。 

  ６ページをお開きください。 

  第２章、高齢者を取り巻く状況では、人口の状況、世帯の状況、要支援・要介護認定者の

状況、介護保険サービスの利用状況及び日常生活圏域の設定について記載してございます。 

  14ページをお開きください。 

  日常生活圏域の設定でございますが、大多喜町では諸条件を考慮した上で、第５期計画と

同様に町全体を一つの圏域と設定いたしました。 

  次に、第２部、具体的な施策の展開でございますが、第１章、重点取組み事項ですが、17

ページから39ページに医療・介護サービスの提供体制改革の趣旨、それと地域包括ケアシス

テム構築、新しい介護予防・日常生活支援総合事業、包括的支援事業及び高齢者の居住環境
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の新体制について記載しております。 

  19ページをお願いいたします。 

  第３節、新しい介護予防・日常生活支援総合事業ですが、今までの予防事業が、介護予

防・生活支援サービス事業及び一般介護予防事業にかわるものでございます。 

  次に、38ページをお願いいたします。 

  第５節、高齢者の居住環境の新体制ですが、今回の改正で特別養護老人ホームの新規入所

者条件の変更内容について記載されております。この内容ですが、要介護３以上の方が今度

は対象になりまして、要介護１・２の方についてはやむを得ない事情により特養以外での生

活が著しく困難であると認められた場合には、町の適正な関与のもと特例的に入所が認めら

れるというものでございます。 

  40ページをお願いいたします。 

  次に、第２章、高齢者保健福祉サービスの充実ですが、40ページから54ページに各種健診、

サービスの実績、そして今後の見込み及び新しいサービスの検討について記載してございま

す。 

  51ページをお願いいたします。 

  新しいサービスの検討ということで、高齢者宅のごみの問題に関する代行システム、移動

手段の確保、ボランティア等へのポイント制の導入等について今後検討していきます。 

  55ページをお願いいたします。 

  第３章、介護給付事業ですが、55ページから66ページにかけて各サービスの実績及び平成

27年度から平成29年度までのサービス見込み量を記載してございます。 

  67ページをお開きください。 

  第４章、介護保険事業の適正な運営でございますけれども、第１節、保険料負担の公平化

に向けて、所得水準に応じてきめ細やかな保険料設定を行うため、保険料の標準６段階を標

準９段階への見直しと、低所得者の第１号被保険者保険料の軽減強化を図るものでございま

す。 

  68ページをお願いいたします。 

  一定以上所得者の利用者負担の見直しですが、保険料の上昇を抑え、制度の持続可能性を

高めるため、一定以上の所得がある方の自己負担割合が１割負担から２割負担に変更となり

ます。 

  次の補足給付の見直しですが、資産等を勘案する見直しが行われます。つい最近、国から
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通知がありまして、預貯金等と配偶者の所得については平成27年８月から実施、非課税年金

収入につきましては年金情報のシステム等が間に合わないため、翌年の平成28年８月からの

実施となるというふうに連絡が来ております。 

  71ページをお開きください。 

  第３節、介護保険料の算定について記載してございます。保険料基準額は月額4,500円と

なります。 

  次のページの所得段階別保険料でございますが、１段階から９段階までの保険料を設定し

たものでございます。第５段階が基準額となります。 

  73ページですけれども、第５章として計画の推進体制について記載しております。 

  77ページ以降は資料編でございます。 

  簡単ではありますが、以上で大多喜町高齢者保健福祉計画及び第６期介護保険事業計画の

策定についての説明を終わります。よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 38ページの（１）の特別養護老人ホームの新規入所条件の変更の中で、

最後のところに、町の適正な関与のもとと書いてあります。これはどんな関与をするのか、

どの程度の関与か。 

  それと51ページ、③のボランティア等へのポイント制の導入、これはどういうことなんで

しょうか。千葉県でも、ほかの市町村でも導入しているところがあるみたいなんで、どのよ

うなポイントでやっているか、そこら辺がわかったら教えていただければと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） まず初めに、38ページの特別養護老人ホームの新規入所条件

の変更ということでのご質問でございますが、町の適正な関与のもとということなんですが、

今後ですね、この辺をどういうふうに持っていくのか、これからというか、検討していくと

ころでございまして、一つ考えられるのは、老人ホームで要介護１とかですね、２の方が出

た場合に、町のほうに相談が来ると思いますので、その辺で状況等を確認して、本当に必要

なのか、必要じゃないのかと、その辺の関与をさせていただきたいと考えております。 
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○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） その点につきまして、あしたの老人ホームの設置

と管理の条例の改正があります。それをあした皆様にご審議願うわけですけれども、その中

で、今までは要介護者が特別養護老人ホームに入所できたわけですけれども、先ほど健康福

祉課長から説明があったように、４月１日からは要介護３以上の者という形に変わります。

ただし、要介護１の者については、あしたまた説明しますけれども、４つぐらいの条件がご

ざいます。もし要介護１または２の方が、入所の申し込みがありました場合は老人ホームの

ほうから町のほうに、先ほど言うように相談をさせていただきます。実際、在宅で本当に介

護できないのかということが、多分それが問題になると思いますので、町の意見をもらいま

して、うちのほうとしては、それをもとに老人ホームに入所をできるかどうか判断したいと

思っています。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それともう１点、51ページのボランティア等へのポイント制

の導入ということでございますが、さきの12月の定例議会のときに山田議員さんから質問が

ありましたポイント制の導入ということで、来年度以降実施に向けて検討していくというこ

とでご回答しておるところですが、今のところ、まだどういうふうにやっていくかと、県内

で７市町村ぐらいですかね、やっているところがありますので、その辺の状況を確認すると

ともに、今後進めていきたいと思っております。ただ、いろんな自治体がありまして、現金

でお金を渡しているところとかですね、商品券、または介護保険の保険料を少し安くすると

か、そういういろんな方法が考えられますので、今後町としましてもどういうものがよいの

か検討していきたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 特老のほうの今所長さんから話があったんですけれども、介護度３以

上ということは、先ほど来、山田議員が一般質問でやりましたけれども、介護度の高い人が

結構いて、その分いろんな事情があって床があいたと、今は六十何床しか入っていないとい

うことで、将来的には大変経営的にもいろんな面で苦しくなると思いますが、介護度３以上

だと、そういうように今あいている、六十何床しか入っていない、そこで80床に、満床にな

る可能性もあるということですね。 
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  それと、ポイント制度は今まだ導入はしていないというような話ですけれども、これは27

年度から29年度の計画ですね。それでもううたってあるんだったら、いいことは早くやった

ほうがよろしいんじゃないですか、導入は。いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ボランティア等のポイント制度につきましては、一応27年か

ら３年間の計画の中に入っておりますので、なるべく早く進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 先ほど野村議員さんがおっしゃったように、介護

３になりますと、入所のほうがどうかということですけれども、今現在うちのほうも、何と

か今年度中にですね、３月、ちょっと時間がありませんけれども、それに向けて、１はちょ

っと今のところ考えていないんですけれども、２の方について、もう毎日のように電話をか

けまして、何とかこちらに来てもらいたいように営業活動をしているという状態でございま

す。 

  確かに国のほうではずっと介護度が重い方を優先的に入れなさいということになっており

まして、うちのほうもそれをやってきたんですけれども、今はそういうことを言っているよ

うな状況ではありませんので、介護２または３の方に、３はいいんですけれども、やっぱり

ある程度要介護度が低い方のほうが、逆に考えてみると入ってからですね、入院するリスク

が低いと、入ってもまた一月とか２週間とか、それでまた入院されても、それ以降につきま

してはちょっとうちのほうに収入も入ってきませんので、なるべく老人ホームにいてもらう

ために介護度の低い者でも今勧誘しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 24ページのはつらつ支援ボランティアについて、これ私、勉強不足で

よくわかんなくて、ちょっとインターネットで調べていたら、千葉県大多喜町というのが一

番トップの上で出てきているんですね。一番最初に大多喜町のはつらつ支援ボランティアと

いうのが出てきている。これは大多喜町独自のものなんですかね、それともいろんなところ

で使っているのに何で大多喜町が一番上、頑張っているなという強い感激を覚えたんですけ

れども。それと、これを見てみるとやっぱりかなりボランティアとか地域の人たちの協力を

得ないと、この計画が成り立っていかないんじゃないかと思っています。今の体制ではなか
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なか難しいと思っています。ボランティアの方々も高齢の人が結構多いんで、今の形でこの

計画ができるのかどうか。 

  それとですね、あともう一つ、30ページの見守り協力事業所が、声かけ等のさらに踏み込

んだ、見守り活動の実現に向け、活動の助成等を考えているよとあるんだけれども、具体的

にこれはどのようなことを考えているのか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） まず１点目のですね、はつらつ支援ボランティアでございま

すけれども、このネーミングは大多喜町独自のネーミングだと思っております。 

  それと、ボランティアの養成の関係でございますが、確かに根本議員の言うように、これ

から本当に強化していかなくちゃいけないと思っておりますが、今回介護保険の改正で介護

予防事業がですね、総合支援事業に変わりますので、その時点でやはりボランティアさんの

協力なしでは本当にやっていけない状況でございます。大多喜町の場合、あしたなんですけ

れども、一応条例の改正とかその辺で出させていただくんですが、総合支援等を実施する時

期をですね、２年間先送りして29年４月１日からということで今考えております。その間に

ボランティアさんとかいろんな協力を得る、講習会とかそういうものを開いて強化していき

たいと考えております。 

  それと、高齢者の見守りネットワーク事業のことでございますけれども、まだ具体的には

ちょっとその辺は考えていないんですが、一応そういうものもほかの市町村でもやっており

ますので、そういうことをちょっと考えて参考にして取り入れていきたいなとは考えており

ます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 46ページの歯科保健事業の推進というのことで、これが入ってきた

ことについては歓迎するものであります。ただ、47ページに行って、歯周疾患検診ですが、

40、50、60、70と10年スパンで検診になっていますけれども、歯科というのは案外と、口の

中ってばい菌の巣だから、悪くなり始めるとわーっと悪くなっちゃうスピードが速くなるよ

うな気がするんです。このスパンを例えばもう半分、40、45、50、55と５年刻みぐらいのス

パンでやってもいいのではないかというふうに思います。 

  それから、報告をちょっとしなかったんですけれども、75歳以上の後期高齢者については

今年度、それから来年度もやるということですけれども、歯科検診に対して助成金が出ると
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いうことになっておりますから、これは高齢者医療保険ということですので75歳以上の方も

入れてはどうなのかなと、それとも前期高齢者までなんでしょうかというのが１点と、それ

から、48ページの生活支援サービスの充実で外出支援サービス事業ですが、相変わらずここ

ではタクシーを使ってということになっております。今ここのところ、経費がね、確かに利

用者個人からすれば１人１台対応でドア・ツー・ドアで行くのでいいのですが、費用対効果

を考えたとき、もっと効率よくということで、相乗り、別名デマンド、そういうのに変えた

らという提案をずっとしていて、それで何か地域総合交通システムがどうのこうのというの

で先送りされているんだけれども、ここの、相変わらずこれで突っ走るんですか。こういう

ところで経費の削減というのはできるはずだと思うんですけれども、その２点伺います。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） １点目の歯周疾患検診でございますけれども、本町でも今実

際にやっているんですが、なかなか受ける方が、高齢者の場合少なくて、大体高齢者の場合、

ほとんどの方が歯の治療をやっているということで、なかなか歯周疾患の検診というのは人

数が少ないのが現状でございます。ただ、ここにでも目的としましては40歳、50歳、60歳、

70歳ということを対象に検診を実施するということをうたっておりますので、今後、その辺

の、５歳刻みにするか、その辺はまた今後の検討課題としていただきたいと思います。 

  それと、外出支援サービスの事業ということでございますが、先ほど言いましたように、

確かに交通体系の関係で総合的な協議をするということになっております。一応ですね、今

この外出支援が一番有効な事業ではないかと考えておりますので、今回こういう形で載せて

いただいております。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 今の外出支援事業サービスの件で、これも私も前からちょっと言って

いるんだけれども、大多喜、近くの人は料金によって不公平が、何か近くの人はその基準内

で行けるけれども、遠くの老川、西畑の人は遠いんでかなりの自己負担が出てきちゃうと、

それは不公平ではないかと。たしか大多喜町内に近くの人はほとんど補助内で収まるけれど

も、老川の人たちは行って帰ってくれば結構な金額になっちゃうんで、その見直しをやって

いただけるというような形で思っていたんだけれども、計画の中に入っていない。 

  それと、一般質問の中でも言ったんだけれども、買い物弱者対策、これと連携していけば、

もっとこれを、買い物弱者対策を、地域の商店とか移動販売車とか、それも絡めて、協議し
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ていけば、この外出支援サービスの費用は抑えられるんじゃなかろうかと思うんですけれど

も、その辺の連携は今後とっていくべきだと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 町内の交通政策ということでございます。これにつきまして

は、今月中に法定協議会を立ち上げて、町内の地域公共交通網の形成計画をつくるという予

定でございます。したがいまして、今の段階では現状のこの外出支援サービスということで

入れてございますけれども、これから１年間かけて、町内の交通政策のあり方というものを

皆さんからいろんな意見をいただきながら、どういうものが一番大多喜にマッチしているの

かというような計画をつくりますので、それに基づいてまたこの外出支援サービスもですね、

外出支援サービス、一番いいサービスかもしれませんけれども、若干低下する可能性もござ

いますけれども、そういう中で町内の公共交通というものを模索していきたいというふうに

考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 71ページです。介護保険料の算定が載っております。６期、５年刻

みで載っているんですけれども、だんだん値上げになっています。介護予防事業が成功すれ

ば、成功するという決意のもとにこれを全部値上げしないという形で抑えられませんか、そ

ういうつもりはありませんか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまの質問なんですが、介護予防事業を充実するという

ことで保険料を今までどおりとするということなんですが、実際に介護予防事業はこれから

どんどん進めていかなくちゃならないと思っております。なおかつ、高齢者が年々ふえてい

る状況でありますし、この介護保険のサービスも年々増加しております。そういうことで、

今回、この国の示されたワークシートでいきますと、過去３年間の利用状況を考えますと、

やはりこれだけの金額がかかるということになっております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

－110－ 



  本案については討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第４号を採決します。 

  本件は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第９、議案第５号 区域外道路の路線認定及び廃止の承諾につ

いてを議題とします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） それでは、議案第５号 区域外道路の路線認定及び廃止の承諾に

ついてご説明申し上げます。ページは13ページとなります。 

  まず、提案理由でございますけれども、本案につきましては、いすみ市の区域外道路とい

たしまして大多喜町区域内に既にいすみ市の市道として認定されている道路でありまして、

いすみ市で今回道路情報システムの再構築にあわせまして市道の見直しを行ったことにより

ます市道の一括認定及び廃止のためで、道路法第８条第４項及び第10条第３項の規定により

議会の議決を求めるものでございます。 

  区域につきましては、別紙図面を添付させていただいておりますけれども、場所につきま

しては、森宮地先の神保電器手前より正立寺方面へ向かう道路と、神保電器先から同じく正

立寺方面へ向かう２本の道路の認定及び廃止となります。 

  それでは、本文に入らせていただきます。道路法（昭和27年法律第180号）第８条第３項

及び同項を準用する同法第10条第３項の規定により、いすみ市長から下記のとおり区域外道

路の路線認定及び廃止に関する協議がなされたので、これを承諾する。 

  記。 

  １、いすみ市が認定する区域外道路の路線。 

－111－ 



  路線名、市道0111号線、起点、大多喜町森宮三角444番１地先、終点、いすみ市大野字苗

代台481番２地先、延長、266.00メートル、幅員、9.49メートル～9.64メートル。 

  路線名、市道2352号線、起点、いすみ市正立寺字久保22番１地先、終点、大多喜町森宮字

伏木403番16地先、延長、257.38メートル、幅員3.50メートル～20.00メートル。 

  ２、いすみ市が廃止する区域外道路の路線。 

  路線名、市道夷10号線、起点、いすみ市大野字苗代台481番２地先、終点、大多喜町森宮

字三角444番１地先、延長、266.00メートル、幅員、9.49メートル～9.64メートル。 

  路線名、市道夷311号線、起点、大多喜町森宮字伏木403番16地先、終点、いすみ市正立寺

字新田550番１地先、延長、257.43メートル、幅員3.50メートルから6.30メートル。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） これ路線の周辺の土地は多分大多喜町の地主さんが持っているのが多

いんじゃなかろうかと思っています。これ財産的には大多喜町のものだと思うんですけれど

も、この道路ですね。ただ、無償でいすみ市に市道として貸し付けているという考え方でい

いのか。 

  それと、あともう一つ、どうしてここのところがですね、普通であれば大多喜の地先であ

れば大多喜町の町道になるのが普通だと思いますけれども、なぜこれがいすみ市道なのか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） いすみ市の市道はですね、地面ですね、底地につきましては市で

認定していますので市の所有になると思います。町道につきましては町の道路ですね、町で

所有しております。 

  それで、なぜこれが大多喜町にあっていすみ市が認定しているかといいますと、その奥に

正立寺という集落がありまして、正立寺はいすみ市に存在するわけでございますので、正立

寺に行くためのものということで、旧夷隅町で当時整備された道路であるので、それを今回

いすみ市で一括認定、一括廃止するということで新たに路線名の変更を行うものでございま

す。 

  以上です。 
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○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 確認なんですけれども、今いすみ市道なんで、財産的にはいすみ市の

ものだという答弁があった、それでいすみ市のものなんですね、この道路は。ただ、私が思

っていたのは財産的には大多喜町の地籍なんで大多喜町で、市道として無償で貸与している

とか、そういったことではなくて、財産的にもいすみ市のものだという認識でいいわけです

か。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 私はいすみ市、もともとは個人の持っている土地をいすみ市で買

収していすみ市の市道に認定したものと認識しておりますので、正確にちょっとお時間いた

だいて、若干お時間いただければ確認させていただきます。 

（「いいです、後で」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 後で根本さん、それ建設課長のところに行って調べてください。 

（「はい」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） これで質疑を終わります。 

  本案については討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしと認めます。 

  これから議案第５号を採決します。 

  本件は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第５号は原案のとおり可決しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（志関武良夫君） 皆さんに申し上げます。 

  以上で本日の日程は全て終了しました。 

  長時間にわたりましてご苦労さまでした。 
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  なお、３月６日の会議は提案されている事件が多いことから、会議の開始時間を午前９時

に繰り上げて開くこととしたいと思いますので、ご承知いただきたいと思います。 

  説明ありがとうございました。 

  これにて本日の会議を閉じます。 

  ご協力いただきましてどうもありがとうございました。 

  散会といたします。 

  大変お疲れさまでございました。 

（午後 ５時５０分） 
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議事日程（第２号） 

 日程第 １ 議案第 ６号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例に制定について 

 日程第 ２ 議案第 ７号 大多喜町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関す

る条例の制定について 

 日程第 ３ 議案第 ８号 大多喜町教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例の制定に

ついて 

 日程第 ４ 議案第 ９号 大多喜町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第 ５ 議案第１０号 大多喜町情報公開条例及び大多喜町個人情報保護条例の一部を

改正する条例の制定について 

 日程第 ６ 議案第１１号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び大

多喜町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

 日程第 ７ 議案第１２号 大多喜町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 日程第 ８ 議案第１３号 大多喜町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定につ

いて 

 日程第 ９ 議案第１４号 大多喜町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 日程第１０ 議案第１５号 大多喜町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

 日程第１１ 議案第１６号 大多喜町薬草園設置管理条例を廃止する条例の制定について 

 日程第１２ 議案第１７号 大多喜町保育園の設置、管理及び保育の実施に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

 日程第１３ 議案第１８号 大多喜町放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

 日程第１４ 議案第１９号 大多喜町特別養護老人ホームの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

 日程第１５ 議案第２０号 大多喜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１６ 議案第２１号 大多喜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
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介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する条例の制定について 

 日程第１７ 議案第２２号 大多喜町地域包括支援センター設置条例の制定について 
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 日程第２０ 議案第２５号 平成２６年度大多喜町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号） 

 日程第２１ 議案第２６号 平成２６年度大多喜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

 日程第２２ 議案第２７号 平成２６年度大多喜町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第２３ 議案第２８号 平成２６年度大多喜町水道事業会計補正予算（第４号） 

 日程第２４ 議案第２９号 平成２６年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計補正予算

（第３号） 

 日程第２５ 議案第３０号 平成２７年度大多喜町一般会計予算（提案説明） 

 日程第２６ 議案第３１号 平成２７年度大多喜町鉄道経営対策事業基金特別会計予算（提

案説明） 

 日程第２７ 議案第３２号 平成２７年度大多喜町国民健康保険特別会計予算（提案説明） 

 日程第２８ 議案第３３号 平成２７年度大多喜町後期高齢者医療特別会計予算（提案説

明） 

 日程第２９ 議案第３４号 平成２７年度大多喜町介護保険特別会計予算（提案説明） 

 日程第３０ 議案第３５号 平成２７年度大多喜町水道事業会計予算（提案説明） 

 日程第３１ 議案第３６号 平成２７年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計予算（提案

説明） 

 日程第３２ 発議第 １号 大多喜町農業委員会の委員の推薦について 

 日程第３３ 発議第 ２号 大多喜町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（志関武良夫君） おはようございます。 

  議員各位を初め、町執行部の皆さんには昨日の本会議に続きましてご苦労さまでございま

す。 

  ただいまの出席議員は11名全員です。したがって、定足数に達しておりますので、会議は

成立しました。 

  これより本日の会議を開きます。 

（午前 ９時００分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程に入ります。 

  日程第１、議案第６号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） それでは、15ページをお開きいただきたいと思います。 

  議案第６号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例の制定についてご説明申し上げます。本文に入る前に、提案

理由のご説明をさせていただきます。 

  平成27年４月１日付で地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が

施行となることから、大多喜町行政組織条例、大多喜町特別職給料等審議会条例及び特別職

の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正と、大多喜町教育委員会

教育長の給与及び旅費等に関する条例の廃止が必要となります。 

  第１条の大多喜町行政組織条例の一部改正につきましては、本法律の改正により、総合教

育会議を設置することになり、町長が会議を招集することになります。町長部局において、

総合教育会議に関する事務が生じるため、総務課の分掌に総合教育会議に関することを加え

るものであります。なお、実際の事務につきましては、教育課の補助執行で行う予定でおり

ます。 

  第２条の大多喜町特別職給料等審議会条例の一部改正につきましては、教育長が一般職の
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職員から特別職で常勤の職員となり、審議の対象となることから、本条例の第２条に教育長

を加えるものであります。 

  第３条の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正につき

ましては、本法律の改正により、教育委員会委員長の職が廃止となり、教育長が教育委員会

の代表となることから、別表中の教育委員会委員長の項目を削除するものであります。 

  第４条の大多喜町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する条例の廃止につきましては、

本法律の改正により、教育長の職が一般職から特別職になることに伴い、給与及び旅費等に

ついて、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例が適用となることから、本

条例を廃止するものであります。 

  なお、第２条から第４条につきましては、経過措置が適用となり、本法律附則第２条第１

項の規定により、教育長が引き続き教育委員の任期満了まで在職する場合は、本条例は適用

せず、改正前の条例が適用となります。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整理に関する条例。 

  大多喜町行政組織条例の一部改正。 

  第１条、大多喜町行政組織条例（平成16年条例第７号）の一部を次のように改正する。 

  第２条総務課の項に次の１号を加える。 

  第９号、総合教育会議に関すること。 

  大多喜町特別職給料等審議会条例の一部改正。 

  第２条、大多喜町特別職給料等審議会条例（昭和39年条例第15号）の一部を次のように改

正する。 

  第２条中「及び副町長」を「、副町長及び教育長」に改める。 

  特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正。 

  第３条、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和31年条例第

95号）の一部を次のように改正する。 

  別表教育委員会委員長の項を削る。 

  大多喜町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する条例の廃止。 

  第４条、大多喜町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する条例（平成３年条例第１

号）は、廃止する。 
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  附則。 

  施行期日。第１項、この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  経過措置。第２項、この条例の施行の際現に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律（平成26年法律第76号）附則第２条第１項の規定により教育長がなお従

前の例により在職する場合においては、第２条の規定による改正前の大多喜町特別職給料等

審議会条例第２条の規定、第３条の規定による改正前の特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例別表の規定及び第４条の規定による廃止前の大多喜町教育委員会

教育長の給与及び旅費等に関する条例の規定は、なおその効力を有する。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 組織条例の関係なんですけれども、第２条の総務課の項に次の１号を

加えるということで、総合教育会議ということなんですけれども、この関係については、こ

れは随時開かれるものか、それとも特別、年に何回とか。それと同時に、今まで教育委員会

議というのが月に１度開かれているわけですけれども、その教育委員会議はそのまま継続し、

またなおさらに教育会議は別に設けていくのでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 総合教育会議の協議調整事項につきましては、教育行政の大綱の

策定、教育の条件整備の重点的に講ずべき施策、児童・生徒等の生命・身体の保護等、緊急

の場合に講ずべき措置ということでございます。ですから、いつやるかというのは、適宜開

催されるというようなことになると思います。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 緊急性ということで、特別に町長が会議を開くということであれば、

そういう形で開かれると思われるわけですけれども、その場合、教育委員会議は月に１回は、

これは必ず今までどおり開かれるわけでございますか。確認お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 教育委員会議につきましては、定例会議と臨時会議がございまし

て、定例会議につきましては年４回ということで決まっております。臨時会議につきまして
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は、適宜開催ということで行っております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） この会議によって、教育行政が具体的にどのように変わっていくのか。

それと、今後また何か総合教育会議でいろいろなことを決定していくようになるのかと思う

のですけれども、その辺は具体的にどのようなことを決定していくのか。 

  それと、これによって首長の権限が教育行政にかかわってくるようになるのではないかと

思っております。その辺はどのようになっていくのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 教育長。 

○教育長（石井信代君） 私のほうから今の根本議員の質問にお答えします。 

  この総合教育会議ができることによって、どのようにこれが変わっていくかということは、

今までは教育委員会というのは教育委員５名が集まって会議を開いていました。この総合教

育会議につきましては、今回首長、町長と教育長と教育委員、この人たちが会議を開くとい

うことが総合教育会議です。どこが変わっていくかといいますと、これは総合教育会議に町

長が出席されるという理由は、今まで教育委員会議の中で民意が反映されていないのではな

いかという、そういう反省点が、今回60年近くになって初めて改正されるわけですけれども、

選挙で選ばれた町長さん、いわゆる首長さんがこの会議に入ることによって、民意が反映さ

れていくということが一つ大きな理由です。 

  それで、どのように変わっていくか、町長さんが今まで入らなかったこの会議に入ること

によって、また、町政全体幅広いものが見えている町長さんがお入りになるわけですから、

そういう点が変わっていくかと思います。 

  それから、どういうことを決定するのですかという２つ目の質問ですけれども、これは大

きいことで、例えば学校の耐震化をどうするかとか、あるいは学校の統廃合、これは今まで

大多喜町も統廃合等につきましては、総合教育会議が始まっていなかったですけれども、こ

れはもう私のほうから町長に随分何回も言って、こういう方針でいきますということをやっ

ていたのですが、そういう大きいことについてこの総合教育会議で、今までは個々でやって

いたんですけれども、それがこういう大きい会議で決定していくということです。ただ、こ

の会議で、例えば教職員の人事ですとか、それから教科書をどう選んでいくとか、そういう

ことはこの総合教育会議ではやらないということになっています。 

  それから、首長の権限が強くなっていくのではないかということですけれども、首長さん
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の意見が反映されるということで、これは首長さんは大多喜町民から選挙で選ばれた方です

から、極力、関西のほうではかなり強い権限のある市長さんが出ていますけれども、いろい

ろ教育はこれでやるということがありますけれども、それは今現在、全国的にそういうふう

になるかというと、そういう懸念はなくて、より多くの方、首長さんが入っていただく会議

によって、より幅広い意見交換とか、協議とか、町の教育についての協議ができると考えて

おります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ご丁寧な説明ありがとうございました。 

  あともう一点、新教育長を設置するということになろうかと思うんですけれども、この時

期はいつごろになるのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 経過措置で、現の教育長の任期があるうちは、それが継続されま

す。任期中は現の教育長で、現教育長の任期が切れた時点で新教育長が任命されるというこ

とになります。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 確認なんですけれども、新教育長が設置されるまでは現在の教育長が

この役目を果たすということでよろしいですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これは経過措置がございまして、現在の教育長の任期のある限りは現

在の体制でいくということでございます。ですから、任期が切れたときに新しい教育長とい

うことになります。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 首長が入ることについて、教育長は民意が反映されるということで

した。それは実は違うのではないでしょうか。私どもにしてみると、今までの教育委員、今

最近はどうも校長上がりが教育委員になってきておりますけれども、一般の保護者の教育委

員がかなり多かったと思うんです。それこそ親の立場、民間の目での教育というか、そうい
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うものを見ていくということだったと思います。 

  伺いますけれども、何で今の教育委員会が、政治で選ばれた首長を外してきていたのか。

別の言い方をすると、政治から独立していたのか。その辺どういう見解を持っているのか、

教育長にお伺いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 教育長。 

○教育長（石井信代君） 今までこの改正される前の教育委員会の教育行政制度ができたのが

昭和23年で、ほぼ60年前なんです。そのときには、やっぱり第二次世界大戦が終わったすぐ

で、新しい憲法ができたときだったんですけれども、そのときに、戦前の教育が国一色、あ

らゆることが国そのもの、教育も国全体が同じような、全国どこへでもいくような形で、目

指すところが全部一緒だったわけで、そこで戦争に突き進んだという、そういう一番の大き

い目的はそこで、教育というのは非常に大事で、これから日本をしょって立つ子供たちの教

育に当たるわけですから、国が一つの方向に向かって全部が行くということについては、非

常にこれは危険であるということで、教育行政は国の政治からちょっと離して独立性を持た

せたというところが、今の野中議員がおっしゃったように、そこで教育については独立性を

持たせて、教育は教育でやはり考えていきましょうということであったんです。 

  それが60年余り続いてきたのですけれども、最近その戦後のときと比べると、時代が変わ

りましたといいますか、教育制度とか、それから保護者の形とか、あるいは機械器具、スマ

ートフォンとか、いろいろな条件が変わっているわけです。その中で、教育のあり方もやは

り変えなければいけないのではないかということでこれが入ってきた。その一番大きなきっ

かけは、教育委員会が透明化されていないのではないかということが大きかったんですよね。

教育委員会だけで。ほかから見ていると、第三者から見ると、教育委員会が何をやっている

か見えないと。 

  そういうことを一番大きく示唆したのが、最近の大津のいじめ事件ですとか、あるいは部

活動で体罰があって子供が自殺した。そういうときに対処してきたのが教育委員会なんです

が、どうもその教育委員会の対処の仕方というのが不十分であると。このままでは教育委員

会が不十分で、一般の市民、町民から見ていると見えないよというようなことがあって、や

はり一番責任者である首長さんを入れなければいけないのではないかということが発端だと

思います。そういうことで、今回、どこの市町村も、それから県もそうですけれども、民意

が反映できるような形で首長さんを入れると、それが一番大きい原因だと思います。 

  以上です。 

－123－ 



○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 総合教育会議についてお尋ねしたいと思いますけれども、この会議で

町の教育方針が、先ほど説明がありましたように、民意が反映されるというようなことであ

りました。町長がその会議に入るということは、住民の意思というものが反映されるという

意味であろうと思います。そういう意味では非常にいいことであるというふうに思うんです

けれども、こういう制度を変える中で懸念されていたのが、教育の独立性ということ。そし

てもう一つは、町長が変わることによって教育方針ががらりと変わってしまうのではないか。 

  そういう部分で、この総合教育会議のあり方が一つ大きな問題だと思うんですけれども、

この中で大綱を決めていくというようなお話が先ほどありましたけれども、こういう決定を

されるプロセスといいますか決定権、あるいはどういう形でそういうものが決定していくの

か。教育委員がおられて、町長がおられて、教育長が入るということでありますけれども、

合議制でやるのか、町長の権限がどうしても強くなって、そういう意思が全部反映されてし

まうのか。その辺のところが非常に大きな問題だと思うんですけれども、今どのような形で

考えておられるのか、お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 教育長。 

○教育長（石井信代君） 首長さんが入ることによって、首長さんの意見が非常に強くなるの

ではないかというお話でしたが、総合教育会議というのは首長さんと、あと今、教育委員で

すよね、教育長プラス教育委員が全部入ります。そういう中で地方自治体の教育について話

し合っていくわけで、これはどっちが上で、どっちが下でとか、そういうことではなくて、

対等な形でいろいろな問題について協議をしていくということですから、首長さんが非常に

強く持っていくということは、教育委員会の制度もありますので、そこは話し合いでいける

と思っています。 

  特に教育に関することですから、余り年中変わっていくということはないと思いますので、

首長さんが変わるごとに教育の方針とかが変わるということは、これはよくないことだと思

います。そこで、教育委員会の独立性ということはそのまま保ちつつ、総合教育会議では首

長さんを入れて会議をするということですから、独立性は維持されつついきますので、首長

さんが入ったからといって全部、例えば首長さんが全部これはこれ、全部上からの指令とか、

そういうことではないと思います。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 全国では、首長と、今までは教育長というか、教育委員会の対立とい
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うのは結構いろいろなところであったと思うんですね。今度はこれが一つになるわけですか

ら、さっき言いましたように、合議制でやるのか、最後には意見が割れることも当然あるわ

けですよ。そういうときにどうやって決定するか。常に話し合いでうまく、必ずまとまって

いくとは限らないわけですね。そのときにどういうふうに決定をされるのか、合議制で多数

決でやられるのか、そういう部分というのはどうなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは、総合教育会議、これは市町村長が設けるということ

で、分掌としては総務課のほうになりますので、先ほど教育課長が説明したとおり、町長の

権限になるのですけれども、それは教育のことですので、教育委員会のほうに事務委任とい

う地方自治法の制度がありますので、実際の事務は教育課のほうでやっていただきたいとい

うふうに考えておりますけれども、分掌としては総務課のほうですので、総務課で、私のほ

うでお答えさせていただきたいと思いますが、まず総合教育会議ですけれども、これは重要

事項について協議、事務の調整を行うためというふうになっておりますので、これはまだ法

律が施行されるところで、これから初めての会議なので、よくわからない部分もありますけ

れども、あくまでも調整する、また協議する場ということで、そこで決定する機関というこ

とではございません。 

  先ほど説明があったとおり、教育委員の会議というのはこれまでどおりあるわけですので、

ただ総合教育会議といいますのは、年多くても、何もなければ１回とか２回とか、特別なも

のがなければその程度の頻度で行われるもので、そのほかに決定する機関として教育委員会

議というのはこれまでどおりございます。 

  長と教育委員会で調整がつかなかったらどうするかということなんですが、それは最終的

に決定するものは、教育委員会の分掌に係るものは教育委員会で決定する、町長の分掌に係

るものは長が決定するというようなことで、先ほど教育長の説明にあったとおり、教育委員

会の執行機関としての独立性といいますか、それは維持されているというようなことですの

で、そこで調整がつかなければ、それはそのまま調整つかないまま。調整がついたものにつ

いては、お互いにそれを尊重するというような構成になっているということでございます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ちょっとよくわかりませんけれども、先ほど教育会議は大綱を決める

ようなお話をしました。教育行政の大綱を決めるということは、方針をということだと思う
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んですけれども、内容は違うよ、ただの事務的な話でお互いに調整するだけの会議だよ、そ

れぞれの最終的な決定は今までどおり教育行政のことは教育委員会がやって、町長の関係は

町長が決めるというような答弁だったと思うんですけれども、大綱を決めるというようなこ

とは、そこで話し合うということは、そういうことではなくて、町の教育の方針をしっかり

とそこで議論して決めていく部分ではないんですか。ちょっとその辺が、よく説明をいただ

ければと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 今回の法律の改正につきましては、確かに議論のあるところだと思い

ます。ただ、それは先ほどそちらでも質問のありましたように、首長によって、そういうも

のがある可能性はないとは言えないと思います。 

  しかし、まず一つ問題は、近年のいろいろ不祥事の問題からこの問題が出ているわけです。

ですから、町長という立場で入る場合には、町民のやはり代表でございますので、町民の総

意をそこの総合会議の中で出すということが、私は基本だと思います。ですから、町民の総

意を無視した形でのものはあり得ないと思いますので、それは一人一人の首長のものになる

んだと思います。 

  もう一方で、教育につきましては、教育委員会の会議が従来どおりありますので、そこは

これから新しい法律でございますので、しっかりとこれを正しい方向に運営できるように、

やっていくことだと思いますので、これはこれからの会議の運営の中にかかっていると思い

ます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 確認で質問させていただきたいと思います。 

  今度から選ばれます教育長は、教育委員会のメンバーの中から選ばれるという形になるの

でしょうか。それとも全くほかの部分からも含めての選考という形なのかということで、１

点お願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これは、今回の教育長の任期が終わりますと、町長が任命するという

ことになると思います。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） その任命の選考の範囲は、教育委員会の委員さんの中に限られるの
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か。それとももっとほかの方も含めてという部分ではいかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 新教育長は、教育委員ではございません。今は教育委員の中か

ら選ばれるわけですけれども、教育委員が教育委員の会議で選ぶわけですが、新教育長は教

育委員ではございませんので、また別の観点から選ばれるというようなことになるかと思い

ます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。 

  そうしますと、現在は今の教育長さんがそのまま務めていただけると思うんですけれども、

その後、選択をする形に町長はおなりになるかと思います。どういった点について、自分は、

新教育長は選んで行こうというか、そういうようなお考えがもしございましたら、お伺いし

たいと思うんですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これは従来も、やはり教育委員会の意向というものを私は受けて、ま

た選んでいるわけですね。ですから、そういう形で、広くやはり多くの皆さんの意見をいた

だくわけでございますが、これから教育委員会の方々のご意見と、また町民の皆さん方のご

意見、そういったものを総合的な判断の中で選んでいくという形になろうかと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） きのう一般質問でやりました給食費の問題なんですけれども、実際今

こういう総合教育会議とか、そういう専門の委員が…… 

○議長（志関武良夫君） ちょっと待って。 

（「今条例は給食費や何かは関係ないと思うな」の声あり） 

○９番（吉野僖一君） ちょっと待ってください。教育問題ですから、ちょっと待ってくださ

いよ。 

  97歳の人が心配して、教育現場でこういうことがあっていいのかということで手紙が来て

いるんですよ。 

（「それはわかるけれども」の声あり） 

○９番（吉野僖一君） それが改善されていればいいけれども、改善されていないような状態

じゃ、これじゃ教育、いろいろこういう委員つくっても、ちょっと問題があるよ。 
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○議長（志関武良夫君） ５番野村賢一君。 

（「心配してこういう手紙が来ているんだよ」の声あり） 

○５番（野村賢一君） 今上程されているのは、総務課にこの会議の所管を入れるか。それと

あとは、教育長が特別職になるので、その給与のことで今、条例改正の議案が出ているわけ

です。何か議論がすごく広くなっちゃって、ちょっとおかしいのではないかと思うんですけ

れども。その内容はよくみんな議論してよくわかってきたんですけれども、今やっているの

はこの条例の制定ですから、もう少し皆さん冷静になっていろいろ考えたほうがいいと思う

んですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 今、各議員の中からそういう意見が出ましたので、今は教育長の問

題になっておりますので、今、町長のほうからも答弁がありましたとおり、幅広く意見をい

ただきながら選任していくということでありますので、そういう点で問題ないのではないか

なという考えを持ちますけれども、よろしくお願いします。 

  ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしということでございますので、質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は、議案第６号に反対の立場から討論させていただきます。 

  事前に反対討論を考えてきたのですが、今の質疑の中で、つたなく多少反映させながら述

べたいと思います。文脈が乱れることもあるかもしれませんけれども、その辺はご容赦願い

ます。 

  私はかつて教員をしておりました。でも、どうも教育委員会とか、教育長とか、教育委員

長とか、関係がわからないまま働いていたわけです。多くの教員もそうかもしれません。で

すから、まず教育委員会とか教育委員長、それから行政とのかかわり合いとか、そういうも

のについてこの間私が学んだことを、ちょっと説明させていただきながら進めたいと思いま

す。 

  教育委員会制度は、先ほど教育長が述べられましたように、戦後、戦争への反省から教育
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を政治的支配から独立させ、教育の政治的中立を守るためにつくられました。住民自治の立

場でつくられてきました。教育委員会は、首長から指揮、監督を受けることなく、公立学校

の設置、管理を初めとする教育事務を行う機関です。その教育委員会は、委員の中から教育

長を選び、その教育長を指揮、監督し、委員会の決定事項を執行させます。 

  ほとんどの場合、最近は教育長が常勤であり、教育行政の経験者が多いため、教育長が教

育委員会のトップのように考えられがちですが、制度上は教育委員会が執行機関であり、教

育長はその補助機関という関係です。つまり教育委員長が最大の教育に関しては権限を持っ

ているわけです。この関係は、一般行政の場合の執行機関が首長、大多喜町では町長であり、

そして役場組織が首長の補助機関であるというのと関係が同じです。 

  教育委員会は、首長の指揮、監督を受けることは制度上ありませんから、首長がみずから

の考えを教育委員会に押しつけたり、教育委員会を差しおいて教育長に指示がましいことを

行ったりすることは、教育事務の管理、執行に対する支配介入として許されることでありま

せん。 

  今直前に問題になっていた政治的介入の面ですけれども、首長が入るという問題ですけれ

ども、首長は政治的選挙で選ばれます。そのこと自体、既に教育に政治が介入することにな

り、教育の自由と自治が侵害され、子供の学びと育ちがゆがめられるおそれが出てきます。 

  教育は子供の成長、発達のための文化的な営みであり、自由や自主性が不可欠です。戦前

の教育も踏まえ、日本国憲法のもとで政治権力による教育内容への介入、支配は厳しく戒め

られてきました。政治が教育に対して行うことは、教育条件の整備によって子供の学ぶ権利

を保障することであり、教育内容に踏み込むことでないことは皆さんご承知のとおりです。

政治が介入するという今、典型は、大阪の橋下市長の府知事時代、そして今の市長の教育に

関するやり方を見れば一目瞭然ではないでしょうか。 

  そういう可能性を大いに含んでいるわけです。しかも、今の段階だと教育長は教育委員の

中からの互選で選ばれておりました。だけれども、新しい制度では首長が、政治的な選挙で

選ばれた政治的な首長が、自分の意思で、自分と同じ多分、主義主張を持つ方を選ぶのでは

ないかと思います。そうすると、組織的にもまさしく政治そのものに支配されることになる

のではないでしょうか。 

  こういう理念のもとで、今まで教育行政が行われてきたわけですが、昨年の６月の国会で

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が、自民・公明党によって

提出され、自民・公明・生活の党の３党の賛成で成立しました。本日、提案されたこの条例
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改正の根拠になる法律です。 

  この法律の主な柱は、先ほども説明はあったのですが、余りよく聞き取れませんでした。

私が勉強した限りでは、まず教育委員長と教育長を一体化する。別の言い方をすると、教育

委員長をなくす。今まで教育のトップだった教育委員長をなくす。そして、翻訳して言えば、

町長の息のかかった教育長をトップにすると。それから、地方自治体の首長が直接任命する

新教育長を教育委員会のトップにします。これは教育委員会が今までどおりあるんですよと

いうことですけれども、教育長の任命権、指揮・監督権は教育委員会から奪い、今まで持っ

ていた政治的中立性を断固守り抜くという立場がなくなります。 

  また、新たに総合教育会議を設置します。これも今の質疑の中で活発に審議がされました

けれども、これは首長が招集権限を持ち、首長と教育委員会で組織されますが、ここでは首

長がその自治体の教育の振興に関する大綱を定めることになっていることです。みんなで決

めるというよりか、首長に決定権があり、教育委員会はただ協議機関にすぎないということ

です。 

  大綱は国の教育振興基本計画の基本的な方針を参酌して定めるとされ、国の方針に従わせ

ようとするものです。ここの説明はありませんでした。また、大綱は学校統廃合や愛国心教

育の推進など、教育の内容に踏み込んで首長が策定することも可能であり、教育委員会は協

議するだけで、大綱に従ってその具体化をさせられる仕組みになっています。つまり、教育

委員会議がありますという答弁がありましたけれども、形だけになり、首長が直接教育に介

入することを容認し、教育の政治的中立を脅かすことになります。 

  今の政治的な状況は、これが本当に戦前への逆行を、安倍首相を先頭にひた走りというか、

飛行機が上昇気流にすごいスピードでわーっと走り出す、戦前に向かってあのような動きを

しているように私には感じられるのですが、こういうおそれのある、飯島町長がということ

ではなくて、これから先誰が、どういう方が首長に座っていくかわかりませんけれども、教

育というのは本当に自由、教員と子供と親との信頼関係の中で、本当に健やかに人格を形成

していくというのが本来的だと思います。 

  それを、先ほど大綱のところではっきりと国の政策を反映させるものだということです。

戦前に戻さない。きょうの朝のテレビでも戦争で死ぬのは嫌だと若者が言っていましたけれ

ども、二度と戦争に戻さないために…… 

○議長（志関武良夫君） 野中議員に申し上げます。 

○１１番（野中眞弓君） 討論は時間制限ありません。すみません。 
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○議長（志関武良夫君） 議事進行に簡潔にしていただきたいと思います。皆さんがわかりや

すく、簡潔にお願いします。 

○１１番（野中眞弓君） これ以上簡潔にできません。本当に重大なことだからです。私たち

が戦争平和の、今転換期、本当にターニングポイントにこの条例はなるものですから。 

  戦争への可能性のあるものについては、私たちは厳しくチェックしていかなければならな

いと思います。そういうことで私は、この条例に反対いたします。 

○議長（志関武良夫君） 反対者の発言がありました。 

  次に、本案に賛成者の発言を許します。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 私は賛成の立場から討論させていただきます。 

  延々と反対討論を、教育思想からいろいろな思想の話まで、この議案の条例の改正に何ら

関係あるかなと、ちょっと疑問に思ったところもあります。 

  議案第６号は、先ほど私が発言したように、総合教育会議を総務課の所管に加えることと、

教育長が特別職職員の扱いとなるため、常勤特別職の給与等を定めた条例に移管するための、

今この議論でございます。よって、賛成するということで、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

○議長（志関武良夫君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第２、議案第７号 大多喜町教育委員会教育長の職務に専念す

る義務の特例に関する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 
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  教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） それでは、17ページをお開きいただきたいと思います。 

  議案第７号 大多喜町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定

について、ご説明申し上げます。 

  本文に入る前に提案理由のご説明をさせていただきます。 

  これまで、教育長は一般職の職員と同じく、地方公務員法の職務専念義務が適用されてお

りましたが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、

教育長の職が特別職となり、本法律第11条第５項の職務専念義務が適用となりますので、職

務専念義務の特例に関する条例を新規に制定する必要があるものでございます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  大多喜町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例。 

  趣旨。 

  第１条、この条例は地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）

第11条第５項の規定に基づき、大多喜町教育委員会教育長（以下「教育長」という。）の職

務に専念する義務の特例に関し必要な事項を定めるものとする。 

  職務に専念する義務の免除。 

  第２条、教育長は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、あらかじめ教育委員

会の承認を得て、その職務に専念する義務を免除されることができる。 

  第１号、研修を受ける場合。 

  第２号、厚生に関する計画の実施に参加する場合。 

  第３号、前２号に規定する場合を除くほか、教育委員会規則で定める場合。 

  附則。 

  施行期日。第１項、この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  経過措置。第２項、この条例の施行の際現に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律（平成26年法律第76号）附則第２条第１項の規定により教育長がなお従

前の例により在職する場合においては、この条例の規定は適用しない。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしということでございますので、質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第７号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第３、議案第８号 大多喜町教育委員会教育長の勤務時間等に

関する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 19ページをお開きいただきたいと思います。 

  それでは、議案第８号 大多喜町教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例の制定につ

いて、ご説明申し上げます。 

  本文に入る前に提案理由のご説明をさせていただきます。 

  議案第６号の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整理に関する条例の第４条により廃止する大多喜町教育委員会教育長の給与及

び旅費等に関する条例の第７条に教育長の勤務時間等について記載されておりましたが、本

条例が廃止されること、また、本法律第11条第４項の規定により常勤であること、第５項の

規定により職務専念義務が課せられていることから、新たに教育長の勤務時間等に関する条

例を新規制定するものであります。 

  なお、本条例には、議案第７号と同様に、教育長が引き続き教育委員の任期満了まで在職

する場合は、本条例は適用せず、改正前の条例が適用となります。 
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  それでは、本文に入らせていただきます。 

  大多喜町教育委員会教育長の勤務時間等に関する条例。 

  趣旨。 

  第１条、この条例は、大多喜町教育委員会教育長（以下「教育長」という。）の勤務時間

等に関し必要な事項を定めるものとする。 

  勤務時間等。 

  第２条、教育長の勤務時間その他の勤務条件については、職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例（平成７年条例第６号）の適用を受ける職員の例による。 

  附則。 

  施行期日。第１項、この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  経過措置。第２項、この条例の施行の際現に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部を改正する法律（平成26年法律第76号）附則第２条第１項の規定により教育長がなお従

前の例により在職する場合においては、この条例の規定は適用しない。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  議案第８号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎議案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第４、議案第９号 大多喜町行政手続条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは21ページでございます。 

  本文の説明に入る前に提案理由の説明を申し上げます。 

  行政手続法の一部を改正する法律が平成27年４月１日から施行されますが、主な改正の内

容は、法令に違反する事実を是正するための行政指導を求めることができる手続の新設、法

律の要件に適合しない行政指導の中止を求めることができる手続の新設などでございます。

これにより、行政運営における公正の確保と透明性の向上を図り、国民の権利・利益の保護

に資することを目的としております。この法律の改正の趣旨にのっとりまして、大多喜町行

政手続条例に関しましても、所要の改正をしようとするものでございます。 

  それでは、本文でございますが、大多喜町行政手続条例（平成11年条例第８号）の一部を

次のように改正する。 

  目次中「第４章 行政指導（第30条－第34条）」を「第４章 行政指導（第30条－第34条

の２）、第４章の２ 処分の求め（第34条の３）」に改める。 

  この改正は、条文の追加による目次の改正でございます。 

  次に、第１条第１項中「第３条第２項において法第２章から第５章」を「第３条第３項に

おいて法第２章から第６章」に改める。 

  この改正は、法律改正及び条例の項がふえることによる改正でございます。 

  次に、第３条中「第４章」を「第４章の２」に改め、同条第７号中「名あて人」を「名宛

人」に改め、同条第８号中「かかわる」を「関わる」に改める。 

  この改正は、法律の章がふえたことによる改正と、字句をより適切な表現に改めるもので

ございます。 

  次に、第33条第３項を同条第４項とし、同条第２項中「前項」を「前２項」に改め、同項

を同条第３項とし、同条第１項の次に次の１項を加える。 

  第２項、行政指導に携わる者は、当該行政指導をする際に、行政機関が許認可等をする権

限又は許認可等に基づく処分をする権限を行使し得る旨を示すときは、その相手方に対して、

次に掲げる事項を示さなければならない。 
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  第１号、当該権限を行使し得る根拠となる法令の条項。 

  第２号、前号の条項に規定する要件。 

  第３号、当該権限の行使が前号の要件に適合する理由。 

  この改正は、行政指導をしようとする際に、行政指導に携わる者は、相手方にその権限を

行使できる根拠となる法令の条項などを示す。これを定めたものでございます。 

  次に、第４章中第34条の次に次の１条を加える。 

  行政指導の中止等の求め。 

  第34条の２、法令に違反する行為の是正を求める行政指導（その根拠となる規定が条例に

置かれているものに限る。）の相手方は、当該行政指導が当該条例に規定する要件に適合し

ないと思料するときは、当該行政指導をした行政機関に対し、その旨を申し出て、当該行政

指導の中止その他必要な措置をとることを求めることができる。ただし、当該行政指導がそ

の相手方について弁明その他意見陳述のための手続を経てされたものであるときは、この限

りでない。 

  この改正は、行政指導がその条例に規定する要件に適合しないと思われるときは、行政指

導を受けた相手方は、その行政機関に申し出て、当該行政指導の中止などを求めることがで

きることを定めたものでございます。 

  次に、第２項、前項の申し出は、次に掲げる事項を記載した申出書を提出してしなければ

ならない。 

  第１号、申出をする者の氏名又は名称及び住所又は居所。  第２号、当該行政指導の内

容。 

  第３号、当該行政指導がその根拠とする条例の条項。 

  第４号、前号の条項に規定する要件。 

  第５号、当該行政指導が前号の要件に適合しないと思料する理由。 

  第６号、その他参考となる事項。 

  これは、第１項の申し出には、必要事項を記載した申出書を提出しなければならないこと。

また、申出書に記載する事項を定めたものでございます。 

  次に、第３項、当該行政機関は、第１項の規定による申出があったときは、必要な調査を

行い、当該行政指導が当該条例に規定する要件に適合しないと認められるときは、当該行政

指導の中止その他必要な措置をとらなければならない。 

  これは、行政指導の中止の申し出があった場合は、当該行政機関は必要な調査を行い、行
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政指導が条例に適合しないと認められるときは、行政指導を中止することなどを定めたもの

でございます。 

  次に、第４章の次に次の１章を加える。 

  第４章の２、処分等の求め。 

  第34条の３、何人も、法令に違反する事実がある場合において、その是正のためにされる

べき処分または行政指導（その根拠となる規定が条例に置かれているものに限る。）がされ

ていないと思料するときは、当該処分をする権限を有する行政庁または当該行政指導をする

権限を有する行政機関に対して、その旨を申し出て、当該処分または行政指導をすることを

求めることができる。 

  この改正は、法令に違反する事実がある場合、その是正のための処分や行政指導がされて

いないと思われる場合は、権限を有する行政機関に申し出て、処分や行政指導をすることを

求めることができること。また、その手続について定めたものでございます。 

  次に、第２項、前項の申し出は、次に掲げる事項を記載した申出書を提出してしなければ

ならない。 

  第１号、申出をする者の氏名又は名称及び住所又は居所。 

  第２号、法令に違反する事実の内容。 

  第３号、当該処分又は行政指導の内容。 

  第４号、当該処分又は行政指導の根拠となる法令の条項。 

  第５号、当該処分又は行政指導がされるべきであると思料する理由。 

  第６号、その他参考となる事項。 

  これは、第１項の申し出には、必要事項を記載した申出書を提出しなければならないこと。

また、申出書に記載する事項を定めたものでございます。 

  次に、第３項、当該行政庁又は行政機関は、第１項の規定による申出があったときは、必

要な調査を行い、その結果に基づき必要があると認めるときは、当該処分又は行政指導をし

なければならない。 

  これは、違反を是正するための処分または行政指導をすることを求める申し出があった場

合には、当該行政機関は必要な調査を行い、その結果に基づき必要があると認める場合は、

処分または行政指導をしなければならないことを定めたものでございます。 

  附則として、施行期日。第１項、この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  大多喜町税条例の一部改正。第２項、大多喜町税条例（昭和30年条例第61号）の一部を次
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のように改正する。 

  第６条の２第２項中「第33条第３項」を「第33条第４項」に、「第33条第２項」を「第33

条第３項」に改める。 

  これは、この改正条例の施行期日を平成27年４月１日とすることと、行政手続条例の改正

によりまして、大多喜町税条例の６条の２第２項で引用している行政手続条例の項がずれて

しまいますので、これを改めるものです。 

  この改正によりまして、法律に準じまして行政指導等に伴う公正の確保と透明性の向上が

一層図られるものでございます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） この第34条の２と34の３、今まで実務上はこのような形で行われてい

たような気がするんですけれども、それを明文化したということでよろしいのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） これは法改正がございましたので、その法改正にのっとりまし

て、それに準じて、より明確にしたということでございます。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） それでは、今までこういったことは口頭で行われることが多かったん

ですけれども、これは書類上はっきり残るということになると考えてよろしいのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 今後は、その行政指導がどういう根拠に基づいていると、そう

いうことを示すことが求められるというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ７番小高芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 行政指導して、住民とトラブルということは今までにあったのでしょ

うか。処分等を求めるということで、今まで行政指導してもなかなか従わないという場合に

は、権限のあるところに今度は申し出をするというようなことになっていますけれども、そ

ういうことも今までにはあったのでしょうか。 
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  過去の事例と、今回については、ちょっと大きくてわからないのですけれども、どのぐら

いの範囲までを、範囲というか、どういうことを想定しているのか。わかりましたらお願い

します。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） ある程度私の経験になってしまいますけれども、いわゆる行政

指導に関しましては、簡単にいいますと、お願いという部分が多かったと思いますけれども、

例えば残土関係の埋め立てですとか、産業廃棄物関係、そういうこともあろうかと思います。 

  それで、あと次の質問は、２点目は。 

○議長（志関武良夫君） ７番小高芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 過去のトラブルになった事例があれば、お話しいただきたいというこ

とです。なければ結構でありますけれども、トラブルはあったのかどうか。あったとすれば、

いろいろこれから、今までもそうだったと思うんですけれども、いろいろな法令違反があっ

たときに、行政指導ではなくて罰則だってあるわけではないですか。そうすると、処分でき

るような行政機関に、今度は申し出をすることもできるというようなお話ですけれども、そ

ういう事例があったのかどうかということ。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） すみません、それも私の経験ですと、産業廃棄物関係でそうい

うことがあって、あと農地転用関係でもそういう、県のほうから最終的に指導なり命令なり

が出た事例があるというふうに、記憶ですが、ございます。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（発言する者なし） 

○議長（志関武良夫君） なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第９号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 
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○議長（志関武良夫君） 全員です。 

  したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第５、議案第10号 大多喜町情報公開条例及び大多喜町個人情

報保護条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは、25ページでございます。 

  議案第10号について、本文の説明に入る前に提案理由のご説明を申し上げます。 

  行政法人の基本となる事項を定めました独立行政法人通則法の一部を改正する法律が、平

成27年４月１日から施行されることとなり、これにより特定独立行政法人というものが廃止

されまして、これにかわるものとして、新たに行政執行法人というものが定められることと

なりました。 

  この改正に伴いまして、町の例規の中で特定独立行政法人と規定している場合は、行政執

行法人というふうに改めることが必要になりましたので、関係する大多喜町情報公開条例と

大多喜町個人情報保護条例に関して必要な改正を行うものです。 

  なお、情報公開条例と個人情報保護条例の２つの条例を１つの条例でまとめて改正すると

いうような手法をとっております。 

  本文でございますが、大多喜町情報公開条例及び大多喜町個人情報保護条例の一部を改正

する条例を次のように制定する。 

  まず、大多喜町情報公開条例の一部改正ですが、大多喜町情報公開条例の一部改正。 

  第１条、大多喜町情報公開条例（平成14年条例第１号）の一部を次のように改正する。 

  第７条第２号エ中「第２条第２項」を「第２条第４項」に、「特定独立行政法人」を「行

政執行法人」に改める。 

  この改正は、大多喜町情報公開条例の中の請求に対する公開義務を定めました第７条第２

号中、法律の改正により引用している法律の項を改めるものと、特定独立行政法人を行政執

行法人に改めるものでございます。 

  次に、第２条は、大多喜町個人情報保護条例の一部改正でございますが、大多喜町個人情

報保護条例の一部改正。 
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  第２条、大多喜町個人情報保護条例（平成16年条例第17号）の一部を次のように改正する。 

  第15条第２号ウ中「第２条第２項」を「第２条第４項」に「特定独立行政法人」を「行政

執行法人」に改める。 

  この改正は、大多喜町個人情報保護条例の中の保有個人情報の開示を定めた第15条第３号

中、法律の改正によりまして、引用している法律の項を改めることと、特定独立行政法人を

行政執行法人に改めるものでございます。 

  附則として、この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第10号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 全員です。 

  したがって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第６、議案第11号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に関する条例及び大多喜町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  総務課長。 
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○総務課長（加曽利英男君） それでは27ページでございます。 

  本文の説明に入る前に提案理由のご説明をさせていただきます。 

  条例の改正理由は２つでございます。 

  まず、１つ目でございますが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴

い、教育長の身分が地方公共団体の長が議会の同意を得て任命することとなり、特別職とな

りますので、常勤の特別職の給与及び旅費を定めた条例に教育長を追加しようとするものが

１点目でございます。 

  次に、２点目でございますが、常勤の特別職であります町長と副町長、そして教育長の給

料に関しましては、平成17年度から減額を始めておりまして、平成23年度からは一律25パー

セントの削減を行っております。この削減措置の期間が本年３月31日をもって満了しますの

で、引き続き厳しい財政状況が続くことから、町長の意向によりまして、平成27年度におい

ても、これまでどおり町長、副町長及び教育長の給料に関して、25パーセントを削減しよう

とするものでございます。これが２点目でございます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。条例改正の手法としまして、先ほどと同様、２

つの条例を１つの条例で改正する手法をとっております。 

  特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例及び大多喜町教育委員会教育長の

給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定する。 

  まず、第１条でございますが、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部改正。 

  第１条、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和29年条例第８号）

の一部を次のように改正する。 

  第１条中「及び副町長」を「、副町長及び教育長」に改める。 

  この改正は、条例で定める特別職で常勤のものの中に、教育長を加えるためのものでござ

います。 

  次に、別表第１中「副町長61万5,000円」を「副町長61万5,000円、教育長53万6,000円」

に改める。 

  この改正は、特別職の給料を定めた別表第１に教育長の給料を加えるものでございます。

なお、これは本則で定めている額で、減額している額ではございません。なお、教育長の給

料額は、現行のとおりで増減はございません。 

  次に、別表第２中「副町長１万4,100円、2,900円」を「副町長１万4,100円、2,900円、教
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育長１万3,100円、2,600円」に改める。 

  この改正は、特別職の旅費を定めた別表第２に、教育長の旅費を加えるものです。なお、

旅費の額は現行どおりで増減はございません。ここに書いている金額で副町長の欄、１万

4,100円と申しますのは、これは一泊につきの宿泊料の旅費、右側の2,900円は一夜につき食

卓料です。それを定めたものでございます。 

  次に、附則第７項中「平成27年３月31日」を「平成28年３月31日」に改める。 

  この改正は、現在実施している町長及び副町長の給料の減額措置を平成28年３月31日まで

延長するものです。 

  次に、大多喜町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する条例の一部改正。 

  第２条、大多喜町教育委員会教育長の給与及び旅費等に関する条例（平成３年条例第１

号）の一部を次のように改正する。 

  附則第４項中「平成27年３月31日」を「平成28年３月31日」に改める。 

  この改正は、現在実施している教育長の給料の減額措置を平成28年３月31日まで延長する

ものでございます。 

  附則として、施行期日。この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  第２項でございますが、これはこれまで何回か出てまいりましたが、改正条例の施行の際

に、教育長の教育委員としての任期が残っており、現に教育長が在職する場合には、この改

正後の条例については適用せず、改正前の条例が効力を有することを定めた附則でございま

す。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案について、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 
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  これから議案第11号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

  会議の途中でありますが、10分間の休憩を行います。35分からの会議にします。 

（午前１０時２２分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時３３分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第７、議案第12号 大多喜町一般職の職員の給与等に関する条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは29ページでございます。 

  本文に入る前に提案理由のご説明をさせていただきたいと思います。 

  人事院勧告及び千葉県人事委員会勧告に基づき、職員給与の改正に関しまして、平成26年、

昨年の11月の議会に給与条例改正議案を提出させていただき、昨年の４月にさかのぼり、給

料表の引き上げをさせていただいたところですが、昨年の勧告には給与の総合的な見直しに

関する項目、こういうものが含まれておりまして、この項目の内容として、昨年一旦引き上

げました給料表を、本年４月から、27年４月からは平均２パーセント引き下げること。また、

50歳代後半層の職員が多く在職する級については、最大４パーセント引き下げることなどが

勧告をされております。 

  引き下げの理由ですが、地域間において民間企業に格差があり、民間賃金が高い政令市を

含まない地域の官民給与の格差と、全国の格差との率がおおむね２パーセントであると。ま

た、50歳代後半層については、国家公務員の職員給与が民間給与を上回っている状況などを

踏まえたものでございます。 

  このほか、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴う改正と、時間外勤
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務手当の１時間当たりの算定基準をあわせて改正しようとするものでございます。 

  それでは、本文の説明に入らせていただきます。 

  大多喜町一般職の職員の給与等に関する条例（昭和29年条例第６号）の一部を次のように

改正する。 

  第２条ただし書を削る。 

  この改正は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴い、教育長が特別

職となることから、不要となる字句を削るものでございます。 

  次に、第19条第２項中「乗じたもの」の次に「から規則で定める時間を減じたもの」を加

え、第19条の２第１項中「年末年始の休日等」の次に「（次項において「週休日等」とい

う。）」を加え、同条第２項を次のように改める。 

  第２項、前項に規定する場合のほか、前条第１項の規定による規則で定める職にある者が

災害への対処その他の臨時または緊急の必要により週休日等以外の日の午前零時から午前５

時までの間であって正規の勤務時間以外の時間に勤務した場合は、当該職員には、管理職員

特別勤務手当を支給する。 

  第19条の２第３項中「前２項」を「前３項」に改め、同項を同条第４項とし、同条第２項

の次に次の１項を加える。 

  第３項、管理職員特別勤務手当の額は、次の各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号に

定める額とする。 

  第１項に規定する場合、同項の勤務１回につき、8,000円を超えない範囲内において規則

で定める額。ただし、同項の勤務に従事する時間等を考慮して規則で定める勤務にあっては、

その額に100分の150を乗じて得た額。 

  この規則で定める勤務というのは、６時間を超える勤務ということで、この場合は、

8,000円を超えない範囲に割り増しをするというようなことでございます。 

  第２号、前項に規定する場合、同項の勤務１回につき、6,000円を超えない範囲内におい

て規則で定める額。 

  内容でございますけれども、まず19条の改正は、職員の時間外勤務手当の基礎となる勤務

１時間当たりの給与の算定に関するもので、これまで時間外勤務手当を算定する際に用いて

いた職員の勤務時間から、規則で定める時間を減じるもので、具体的には、労働基準法の趣

旨を踏まえまして、基礎となる勤務時間から祝日等を除くものでございます。これまでは除

いておりませんでした。この改正により、時間外勤務手当の１時間当たりの単価は、それぞ
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れの号給によって異なりますが、１時間当たり約95円から180円、時間外勤務単価の基礎的

な額が増額されます。 

  次に、第19条の２の改正は、人事院勧告に基づく改正でございまして、管理職員、本町の

場合は課長級でございますが、この職員が臨時または緊急の必要などにより、土曜日、日曜

日、祝日などに勤務した場合は、管理職員特別勤務手当を支給することが現在も定められて

おりますけれども、人事院勧告では、この勤務に加え、土曜、日曜、祝日等以外の日でも、

災害の対処やその他の臨時、緊急の必要により、午前零時から午前５時までの間に勤務した

場合は、管理職員特別勤務手当を支給することを加えたものです。 

  なお、ここに規定はさせていただいておりますけれども、管理職員特別勤務手当に関しま

しては、勤務した時間を休暇に割り振ることができますので、現在休暇に割り振っておりま

して、手当の支給はこれまでほとんどございません。休暇で処理をしております。 

  次に、別表第１から別表第３までを次のように改める。 

  この改正は、行政職給料表１、行政職給料表２及び介護職給料表を改めるものでございま

す。平均の改定率は、マイナスの2.06パーセントでございます。なお、給料表につきまして

は、説明は割愛をさせていただきたいと思います。 

  次に、飛びまして46ページでございます。 

  附則でございますが、第１項は、改正条例の施行期日を、平成27年４月１日とするもので

す。 

  第２項は、改正条例の施行日に地方教育行政の組織及び運営に関する法律、附則第２条第

１項の規定により、教育長が在籍する場合、本町はこの場合に当たりますが、この場合、改

正条例第２条の規定は適用しないことを定めたものです。 

  第３項は、給料表の引き下げにより、給与月額が引き下げられることとなる職員について

は、平成30年３月31日までの間、引き下げ前の給料月額との差額を給料として支給すること

を定めたものということで、いわゆる給料表の引き下げによりまして、現に支給されている

給料月額が下がる職員がおりますので、この職員については、定期昇給してもそれに追いつ

かない場合は、平成30年３月31日まで、いわゆる現給の保障をするという規定でございます。 

  第４項及び第５項は、給料表の切りかえに伴いまして、職員間のつり合いを図るために必

要な場合は、規則で定め、給料を支給することができることを定めたものでございます。 

  第６項は、条例の施行に関して必要な事項は、規則に委任することを定めたものです。 

  以上でございます。 
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○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 給料の改定で、職員全体、平均でどのくらいの変化が生まれるんで

すか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 一般会計で申し上げますけれども、それぞれの級によってもち

ろん差がありますけれども、１級から７級まで平均しまして、賞与を含めまして、全体で平

均で年間４万9,000円程度減少するのではないかなと。期末勤勉手当も含めた試算でござい

ます。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議がありますのでこれより討論を行います。 

  初めに本案に反対者の発言を許します。11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は、議案第12号に反対の立場で一言意見を言わせていただきます。 

  今、アベノミクスが成功しているかのような、景気は回復しているかのような宣伝が政府

側から行われています。でも現実は、地方ほど変わらないとか、かえって苦しくなったとい

う声が多く聞かれています。それは、新聞などでも報道されているとおりですが、公務員給

料というのは一番最後のとりでだと思うんです。ますますここのところで下げられたら、ま

ず地方経済にも影響が出てくるし、それから職員の、本当に住民のために頑張ってもらわな

きゃならない職員の労働意欲もそがれることになります。 

  １年間に平均４万9,000円というのは、決して小さいお金ではありません。そういうこと

で、私はこの給与改定に反対いたします。 

○議長（志関武良夫君） 反対者の討論が終わりました。 
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  次に、本件について賛成者の討論をお願いします。 

  ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 私は賛成の立場から発言させていただきます。 

  確かにこの議案については、職員の方は大変でございますけれども、これは県の人事委員

会勧告でございますので、これをやはり従わないと、いろいろなことも起きかねません。大

変でしょうけれども、この議案に賛成するものであります。 

○議長（志関武良夫君） ほかにはございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第12号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第８、議案第13号 大多喜町一般職の任期付職員の採用等に関

する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは47ページでございます。 

  まず、提案理由のご説明をさせていただきます。 

  行政需要の多様化や事務事業の複雑化に伴い、高度の専門的な知識や経験、またすぐれた

識見を有する者を一定期間雇用することなどにより、行政サービスの向上を図ることなどを

目的として、地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律が制定されております

が、実際に任期付職員を採用する場合には、具体的な任用形態などにつきまして、条例で定

めることが必要でございます。 

  本町では、任期付職員を任用しておりませんでしたので、これまで条例を定めておりませ

んでしたが、今後、さまざまな要望や高度化する業務に対応していくため、任期付職員を採

用することも必要ではないかと思われることから、新たに本条例を制定して、任期付職員の
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採用につきまして道を開くものでございます。なお、各条文や附則に関しましては、条例ま

た法律の条項を引用するなど、わかりづらい内容もございますので、それぞれの条の概要を

説明させていただきまして、個々の条文の朗読は割愛させていただきたいと思いますので、

ご了承いただきたいと思います。 

  大多喜町一般職の任期付職員の採用等に関する条例を次のように制定する。 

  まず、第１条でございますが、条例の制定趣旨を定めたもので、内容としては、法律に基

づき職員の任期を定めた任用と、この職員の給与の特例に関して定めることをうたってあり

ます。 

  次に、第２条でございますが、職員の任期を定めた任用を規定したもので、第１項は、高

度の専門的な知識、経験またはすぐれた識見がある者を、その専門的な知識、経験などを一

定期間活用することが必要とされる業務に従事させる場合には、任期を定めた任用ができる

ことを規定しております。 

  第２項は、専門的な知識、経験を有する職員の育成に相当の期間を要し、職員を確保する

ことが一定の期間困難な場合などは、任期を定めて専門的な知識、経験を有する者を職員と

して任用することができることを定めたもので、第１項は、高度な専門的な知識、経験であ

るのに対しまして、第２項は、専門的な知識、経験というようなことで使い分けております。 

  次に、第３条でございますが、第１項は、一定の期間内に終了する見込みの業務や、一定

の期間内に限り業務量の増加が見込まれる業務などに従事させる場合には、任期付職員を採

用できることを定めたものでございます。 

  第２項は、任期付職員以外の職員を一定の期間内に終了する見込みの業務や、一定の期間

に限り業務量の増加が見込まれる業務などに従事させる場合には、この職員のかわりとしま

して必要がある場合は、任期付職員を採用できるというようなことが載っています。 

  次に、第４条でございますが、これは短時間勤務職員の任用を定めたもので、第１項は、

一定の期間内に終了することや、一定の期間内に限り業務量の増加が見込まれる業務などに

従事する場合には、短時間勤務職員、これは一般の職員と比べて勤務時間が短い職員、例え

ば、１週間に４日勤務というような勤務形態ですけれども、こういう短時間勤務職員を任用

できることを定めたものです。 

  第２項は、住民に対して直接提供されるサービスの時間を延長したり、その業務が忙しい

時期などに関しては、短時間勤務職員を任用できることを定めたものです。 

  第３項は、職員が育児休業法に基づく育児のための部分休業を取得した場合などに、その
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職員の業務を処理するため、短時間勤務職員を任期を定めて任用することができることを定

めたものです。 

  次に、第５条ですが、これは任期の特例を定めたもので、任期付職員の任期は、高度な専

門的な知識、経験を有する場合などは、５年を超えない範囲。一定の期間内に終了する見込

みの業務や、一定の期間内に限り業務量の増加が見込まれる業務のために採用した任期付職

員の任期は、３年を超えない範囲と。これはもとの法律で定められていますが、任期が３年

の任期付職員にあっては、３年を超える任用の必要があるとして条例で定める場合は、５年

にすることができます。この法律の規定に基づき、任期が延長できる場合を定めるもので、

これは業務終了の時期が当初見込みを超えて延長された場合などとして、条例で定めるもの

です。 

  次に、第６条ですが、これは任期付職員の任期の更新をする場合は、その職員の同意をと

らなければならないことを定めたものです。 

  次に、第７条は特定任期付職員、これは高度な専門的知識を有する者として採用した任期

付職員のことですけれども、その給料を定めたもので、例えば、高度の専門的な知識を有す

るものとして想定される職としては、他市町村ですと、弁護士経験がある者や医療関係に知

識、経験を有する者などが他市町村では採用をされております。 

  次に、第１項は給料表です。 

  １枚めくっていただきまして、第２項は、号給の決定は規則で定める基準によることを定

めたものです。 

  第３項は、特別の事情により、給料表によりがたい場合は、一定の基準により調整できる

ことを定めたものでございます。 

  第４項及び第５項は、特に顕著な業績を上げた場合は、業績手当が支給できることを定め

たものです。これは高度の専門的知識、経験を有する者に関する規定でございます。 

  次に、第８条ですが、これは高度の専門的な知識、経験を有する者として採用された任期

付職員の給与条例の適用除外を定めたもので、第１項は、この職員は一般の給料表は適用し

ないこと。扶養手当と住居手当を支給しないこと。管理職手当、勤勉手当などを支給しない

ことなどを定めたものでございます。 

  第２項は、期末手当の割り増し支給を定めたものです。 

  第３項は、任期付職員には昇給に関する規定を適用しないことを定めたものです。 

  第４項は、短時間勤務職員には昇給に関する規定を適用しないこと、及び扶養手当、住居
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手当を支給しないことを定めたものです。 

  次に、第９条は、条例の施行に関して必要な事項は規則に委任することを定めたものです。 

  次に、附則ですが、第１項は、条例の施行は公布の日からとするものです。 

  第２項は、短時間勤務職員の勤務時間を定めるものです。 

  第３項は、一定の期間内に終了する見込みの業務や、一定の期間内に限り業務の増加が見

込まれる業務などに従事される場合に採用した任期付職員と短時間勤務職員の給料、期末勤

勉手当の特例を定めるため、給与条例の一部を改正するものです。 

  なお、最後の表は、一般職の給料表に追加するもので、一般職の給料表の一番下に追加し

たいと思いますが、左から１級から７級までというようなことで、任期付職員以外の職員の

給料表と級は同じでございます。 

  以上でございますけれども、この条例の制定によりまして、公務の中では得られにくい高

度の専門性を備えた人材の期限を定めた任用や、一定の期間に限り終了したり、一定の期間

業務量の増加が見込まれる業務に対応するため、任期を定めた職員の任用が可能となり、多

様化する行政ニーズにこれまで以上に対応できるのではないかと思われます。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） １点目は、あくまでも臨時であって、一般職を減らすためのツール

というか、それは心配する必要はないのでしょうかということと、採用の条件で年齢制限み

たいなものはあるのでしょうか。それと、これが成立した場合、雇用計画とかはもうおおよ

そできているのでしょうか。３点伺います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず１点目ですけれども、一般職を減らす手法になるのではな

いかというご質問だったかと思いますが、これはあくまでも任期付ですので、例えば３年、

長くても５年ですので、それを再度延長することは法律の趣旨からできませんので、それを

いろいろ更新更新というようなことで、臨時職員になるというような形になるというような

ことは、法律上できないことになっております。 

  年齢制限ですが、この職員は地方公務員法上、定年の規定は除外されておりますので、年
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齢は特に定年等の規定はございません。 

  任用計画ということですけれども、これを可決いただければということなんですが、教育

委員会に学芸員を採用したいというようなことで考えております。といいますのは、学校教

育におきましても、歴史教育、郷土に愛着を持ってもらって、できるだけ郷土に残ってもら

う。そういうような趣旨を踏まえて、昨年、歴史の副読本を作成いたしましたけれども、こ

れをまた子供たちに教えていく。また、本多忠勝、忠朝ということで、大河ドラマ誘致等進

めておりますが、どれだけ町民の人が詳しいかというと、残念ながら、私たちも含めてです

が、そういうことはちょっとわからない部分もあるので、社会教育の面でもそういう講演と

か、そういうものをしていただきたいなというようなことで、できますれば学芸員を採用し

たいというような計画をしております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 今、学芸員の採用を一応考えているというような答弁がありましたけ

れども、そのほかにも専門職が必要であるというところは幾つかあるような気がします。そ

ういった計画は今のところないということでよろしいのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） この条例が可決されれば、今回は学芸員ということで一つあるんです

が、これから産業振興も含めまして、あとはまた観光振興も含めまして、いろいろとこれか

ら高度な専門知識を持った方、また町発展のためには必要な方には、またぜひそういう形で

活用できればと思っております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにはございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第13号を採決します。 
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  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第９、議案第14号 大多喜町行政財産使用料条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 53ページをお開きいただきたいと思います。 

  それでは、議案第14号 大多喜町行政財産使用料条例の一部を改正する条例の制定につい

てご説明申し上げます。 

  本文に入る前に、提案理由のご説明をさせていただきます。 

  平成27年４月１日付で、総元小学校、大多喜小学校及び上瀑小学校の３校が統合すること

に伴い、総元小学校と上瀑小学校の校舎、屋内運動場及びグラウンドを教育財産から普通財

産に移管する必要がございます。これまでは、両学校施設の使用料は本条例を適用しており

ましたが、屋内運動場及び上瀑ふれあいセンターについては、生涯学習課の所管となること

から、大多喜町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例が適用となりますので、本条例の

一部を改正するものであります。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  大多喜町行政財産使用料条例の一部を改正する条例。 

  大多喜町行政財産使用料条例（平成27年条例第８号）の一部を次のように改正する。 

  別表総元小学校屋内運動場の項、上瀑小学校屋内運動場の項及び地域学校連携施設（上瀑

ふれあいセンター）の項を削る。 

  附則。この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 
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  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 確認なんですけれども、総元小学校運動場は生涯学習課の管理下に入

ると。あと校舎自体はまだ残りますよね。総元小学校はどこの管理になって、上瀑小学校そ

のもの自体はどこの管理下に置かれるんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） それでは、財産の関係ということで、私のほうから、企画財

政課のほうからお答えさせていただきたいと思いますが、今目的が決まっているものについ

ては、そのまま行政財産ということで条例で規定させていただきます。総元小学校の校舎に

つきましては、今のところすぐに使用するということは決まっておりませんので、普通財産

ということで、この後は企画財政課でしばらく管理するような形を考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 上瀑小学校のほうは。今、総元小学校のほうは企画財政課と言ってい

る。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 上瀑小学校の校舎につきましては、現在学童保育で使用するとい

う予定になっております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにはございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案について、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第14号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 
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  したがって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第10、議案第15号 大多喜町スポーツ施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） それでは、55ページをお願いいたします。 

  議案第15号 大多喜町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定について、本文に入ります前に、提案理由の説明を申し上げます。 

  本案は、総元小学校、上瀑小学校、大多喜小学校の統廃合に伴い、総元小学校体育館、上

瀑ふれあいセンターにつきましては、平成27年４月１日より生涯学習課の所管となります。

また、スポーツ施設の使用料につきまして取消しについて、天候等特別な事情のキャンセル

以外は、使用料納付額の一部を納付していただこうとするため、改正しようとするものでご

ざいます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  大多喜町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例（平成14年条例第11号）の一部を次の

ように改正する。 

  第２条の表に次のように加える。総元体育館、大多喜町大戸433番地、上瀑ふれあいセン

ター、大多喜町下大多喜100番地。 

  第８条第２項ただし書中「町長が特別な理由があると認めたとき」を「海洋センタープー

ル、トレーニングルーム及び会議室並びに上瀑ふれあいセンター会議室及び和室を除く施設

の使用料であって次の各号のいずれかに該当するとき」に改め、同項に次の各号を加える。 

  第１号、使用者が、使用期日の７日前までに使用の取消しを申し出たとき、半額。 

  第２号、使用者の責めに帰することができない事由により使用できないとき、全額。 

  第３号、前２号に掲げるもののほか町長が特別な事由があると認めたとき、全額。 

  次のページに移りますが、別表中「ミーティングルーム」を「会議室」に改め、同表を次

のように加える。 

  総元体育館、体育館、大多喜町住民、１時間当たり450円、大多喜町住民以外の者、１時

間当たり900円。上瀑ふれあいセンター、体育館、大多喜町住民、１時間当たり450円、大多
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喜町住民以外の者、１時間当たり900円。会議室、大多喜町住民、１時間当たり230円、大多

喜町住民以外の者、460円。和室、大多喜町住民、１時間当たり150円、大多喜町住民以外の

者、１時間当たり300円。 

  附則といたしまして、施行期日、第１項、この条例は、平成27年４月１日から施行する。

ただし、第８条第２項の改正規定は、平成27年３月25日から施行する。 

  第２項、改正後の大多喜町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例（次項において「新

条例」という。）の規定に基づく使用許可の申請その他の準備行為は、施行日前においても

行うことができる。 

  第３項、施行日前に施行日以後の使用について許可を受けた者からは、改正前の大多喜町

スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の規定にかかわらず、施行日前においても当該使

用に係る新条例に定める額の使用料を徴収する。 

  以上でございます。 

  よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） 使用料の問題なんですが、大多喜町住民と大多喜町住民以外の者とい

うふうに明記してありますが、両方、使用する人が町外と町内に含まれた場合の使用料とか、

そういうものはどういうふうに使用するのか。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） 現在ですと、申請者が町内の方であれば、町内料金としてい

ただいております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  本案について、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 
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  これから議案第15号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第11、議案第16号 大多喜町薬草園設置管理条例を廃止する条

例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 議案第16号 大多喜町薬草園設置管理条例を廃止する条例の

制定について。 

  本文の説明の前に、提案理由の説明をさせていただきます。 

  薬草園につきましては、平成17年４月に千葉県から譲与され、学校法人城西大学に10年間

にわたり指定管理者として管理をしていただき、地域住民に薬草植物に関する知識を習得す

る機会を提供し、健康福祉の増進を図ってまいりました。しかし、来園者数につきましては、

平成18年度の１万6,149人をピークに、年々減少を続け、平成25年度では１万425人と、約65

パーセントに減少しております。 

  また、昭和62年に建設された施設は老朽化が進み、屋根のふきかえや設備関係の補修など、

大規模な修繕を要する時期を迎えております。施設の利用状況、観光資源としての必要性、

町民にとって必要な施設かどうか協議をしてきましたが、現状のまま老朽化したから大規模

な修繕を実施するより、建物の譲渡を最優先として、県と契約の解除に関する協議、城西大

学の意向について協議を進めてまいりました。 

  薬草園は、譲与されたときの県有財産譲与契約書の中に、町が第三者に譲渡することが禁

止されていますので、その解除に向けて、県と平成22年度から協議を重ねてきましたが、県

からは、普通財産として貸与することは問題ないという回答をいただきましたが、譲渡の許

可はいまだに得られていない状況でございます。この県との協議と並行して、城西大学にも

建物の譲渡について協議を進めてきましたが、城西大学としては、進入路と土地、建物が一

体でなければ譲渡は受けないということで回答をいただいております。 
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  今後の町の方針としましては、この施設を自由に活用できる状況にしてから、この施設を

より一層有効な観光資源として生かしてくれる事業者を公募したいので、本条例を廃止しよ

うとするものでございます。 

  それでは、本文の説明をさせていただきます。 

  大多喜町薬草園設置管理条例を廃止する条例。 

  大多喜町薬草園設置管理条例（平成16年条例第32号）は、廃止する。 

  附則。この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） この条例が成立したとします。いずれかは貸したい、よそ様に管理

してもらいたい。じゃそこまでの間はどのようにして、町は薬草園についての取り組みをし

ていくのですか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 次の管理が決まるまでの間ということでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○企画財政課長（西郡栄一君） その間につきましては、この条例が廃止になった段階で、一

旦、薬草園としての機能を中止したいなというふうに思っています。その間に公募して、必

要な施設の修繕等があれば、その辺も検討しながら、広く公募しまして、その内容に基づい

て新たなものとして貸していくような方向を今考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 薬草園を中止するということは、具体的にどういうことでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） この目的につきましては、財産の区分を行政財産からまず普

通財産に移すということで、条例の規制を受けない自由な発想、活用というものを広く受け

入れたいということで考えております。 

  また、これは県との最終的には協議を要することとなりますけれども、将来的には建物を
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譲渡することも含めて、これから考えていきたいというふうには思っております。 

（「わからない」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 私もちょっとよく理解できないのですが、その間というのは、例え

ば薬草園さんですと、今の土地の部分にたくさんの薬草等も植わっていると思います。こう

いった管理はどこが担うような形になるのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） それにつきましては、町のほうで管理をしていきたいという

ふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 町ではどこの部署がどういう形で管理をするというふうに考えてい

らっしゃるのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 当面は企画財政課のほうで管理していくような形になろうか

と思います。その予算的なものにつきましては、今あるものを使用させていただいて、適切

な管理をなるべくしていきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） そうしますと、町のほうで管理をする間、どのくらいが町で管理す

るのかということが大変重要な部分になってくると思うんですけれども、県からの見通しと

いうのはどのような形で考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 県からの見通しということでございましょうか。 

（「はい」の声あり） 

○企画財政課長（西郡栄一君） 県からは、まだこれから協議を進めていかなくちゃいけない

というところで、普通財産として貸すのはいいですよということになっております。ですか

ら、それが終わった後、県との協議というのは、将来的には譲渡する場合に、県の許可がな

いと譲渡できないということになっておりますので、それについては次の公募によって来た

事業者の内容に応じて検討を進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 
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○３番（吉野一男君） その場合、薬草園の実際に今、薬草がありますよね。その管理は結局、

普通財産になると当然、企画財政課で担当すると思うんですけれども、結局その管理するの

に、企画財政課の職員が対応するということですか。決まるまでね。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 決まるまでの間ですけれども、その管理については職員が直

接管理するというのは非常に厳しい問題があろうかと思いますので、適切な管理というもの

をこれから町のほうでは、できる限りお願いするような形でやっていきたいというふうに考

えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 一応薬草園として４月１日以降クローズして、人は入れるのか、入

れないにするのか、あるいは相変わらずオープンにして自由に見られるようにしておくのか。 

  それから、今の話を聞きますと、薬草園としての機能は何らかの形で保つみたいに受け取

れるんですけれども、その保ち方についてはどういうふうに考えるのか。何からの形でとい

っても、もうすぐ目の前に迫っているのだから、例えばパートで人を雇って責任を持って雑

草の整理をしてもらうとか、その辺はめどがついていますとか。その間、あの建物を直した

り、貸せる状況、あるいは売却できる状況にもっていく。その建物を直すにはどのくらいの

お金が必要なのかというようなところももう出ているのでしょうか。何かその辺が全然見え

ないんです。よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） まず、なかなかわかりづらいかなと思います。 

  一つは、これは指定管理という形の中で薬草園、県のほうから薬草園というものは城西国

際大学、これ紹介の中でやってきたところでございます。この中で、まず指定管理する中で、

施設のいわゆる修繕とか、そういうものは町がやることになっているんですね。これはずっ

とこれからも、あの施設を町が金を出し続けて直すということはなかなか厳しいということ

で、城西国際大学さんとは22年からずっと交渉してきました。できればそのまま使っていた

だいて、そちらで直していただけないかということのお話をしたんですが、それはだめだと

いうことでございまして、そうなりますと、この契約をずっと続けていると、町があの施設

をずっと修繕するということになります。そういうことで、先ほども申しましたように、入

場者数も含めますと、なかなか見通しが厳しいという中でございます。 

  それで、私どもも県のほうとも協議しながら、県にこの施設をお返ししようという話で、
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今しているところなんですが、その辺も今協議中でございまして、城西国際大学さんのほう

から、もしいわゆる譲渡をするということであれば、建物じゃなくて、あの町の土地も含め

てくださいということなので、その条件は飲めませんので、そういうことで、これは廃止の

方向で、今県のほうに申し入れているところでございます。 

  ですから、その中で用途が、どこか事業者が見つかれば、修繕はしていくという話になる

のだと思います。そういうことで、既に天井のほうも雨漏りしていまして、大規模改修をや

らなきゃいけない状況にもあります。そういうことで、その辺が今現在、城西国際大学さん

とはその辺が調整ができないということで、そういう決定をして、今廃止するという方向で

進めたところでございます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 薬草園の使い方、前に城西大学が指定管理をするときに、全国に公募

してやったらと言ったことがあるんですけれども、もう間に合わないよという話だったんで

すけれども、健康ブームの中で、薬草園の活用の仕方って相当うまく使えれば本当に活性化

というか、町のための部分のすごいいいものになると思うんですよね。ですから、ぜひ公募

という形で、新しい使い方を全国から公募していただきたいという部分があります。 

  それと、先ほど町長言われましたけれども、県にお返ししたらと、なかなか県はくれない

ということであれば、県で直してよということはやっぱり強く交渉の中で言っていただきな

がら、施設のほうもなるべくお金のかからないような形で、県のほうに直してもらうと。も

のについては、そうやって公募するような形、こんなような形でやってもらえればというふ

うに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。答弁は結構です。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） もちろん、実はそういうお話も含めて県とは今協議しているところな

のですが、県もなかなかお金がないものですから、結局あの施設は、県としては、お金がか

かるから町に渡したというところがあるんですね。ですから、今さらまた県がお金をかけて

というのはなかなか厳しいのですが、そういったことも含めて、今折衝中でございます。た

だ、これから県がお金出すというのはなかなか難しいかなとは思いますが、基本的にはこれ

は県の施設でございますので、そういったことも含めてこれからやってまいりたいと思いま

す。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 
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  ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） 町長、予算の中で入るを量りて出ずるを制すという話をしていました

けれども、この施設は町で有料で入場料を取って見せるということはできないのでしょうか

ね。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 先ほど申しましたように、なかなかこれを維持するというのは、入場

料で見合うような話じゃありませんけれども、これからどういう事業者がそこに公募してく

るかということになるんだと思います。 

  基本的には、入場料でそういうものが維持できることは、それは好ましいことなんですね。

でも相手がありますので、そういったことも含めて、これから公募という形になろうかと思

います。できるだけいい形で、今ご質問にもありましたように、町が負担をしなくて済むよ

うな形をなるべくとりたいと思っています。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案について、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ご異議なしと認めます。 

  これから議案第16号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第12、議案第17号 大多喜町保育園の設置、管理及び保育の実

施に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 
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  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） それでは59ページをお開き願いたいと思います。 

  大多喜町保育園の設置、管理及び保育の実施に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、議案第17号でございます。 

  本文に入る前に、本条例の制定理由についてご説明申し上げます。 

  子ども・子育て関連３法が本年４月から施行されることから、関連例規の整備が必要とな

ったことによる一部改正でございます。改正概要といたしましては、改正後の児童福祉法に

基づく条例の一部改正ですが、題名の改正です。それと保育の実施基準の第４条ですが、そ

の削除ということになります。 

  それでは、本文のほうに入らせていただきます。 

  大多喜町保育園の設置、管理及び保育の実施に関する条例の一部を改正する条例。 

  題名を次のように改める。 

  大多喜町保育園の設置、管理及び保育の利用に関する条例。 

  第１条中「保育の実施」を「保育の利用」に改める。 

  この保育の実施を保育の利用に改めるということにつきましては、上位法の児童福祉法の

改正によりまして、児童福祉法のほうでは保育の実施という表現ではなく、保育の利用とい

うことに改正されておりますので、町の条例のほうもこの保育の利用に改めるということに

いたしました。 

  第４条を削り、第５条を第４条とし、第６条を第５条とし、同条の次に次の１条を加える。 

  第６条、保育園に入所する児童（児童福祉法第24条第５項または第６項の規定により町長

が入所させた児童を除く。）の保護者は、規則で改めるところにより、保育料を納付しなけ

ればならない。 

  第２項、前項の保育料の額は、子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）第27条第３

項第１号の内閣総理大臣が定める基準（子ども・子育て支援法第19条第１項第１号に掲げる

小学校就学前子どもに該当する児童であって、町長が地域における教育（同法第７条第２項

に規定する教育をいう。）の体制の整備の状況その他の事情を勘案して保育園において保育

する必要があると認めるものに係る前項の保育料の額にあっては、子ども・子育て支援法第

28条第２項第２号の内閣総理大臣が定める基準）により算定した費用の額（その額が現に保

育に要した費用の額を超えるときは、当該現に保育に要した費用の額）とする。 

  第７条を削り、第８条を第７条とし、第９条を第８条とし、第10条を第９条とする。 
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  附則。この条例は、子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総

合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関す

る法律（平成24年法律第67号）の施行の日から施行する。 

  この施行日は、平成27年４月１日からということになります。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） ３点あります。 

  １点目は、第１条ですけれども、保育の実施から利用に文言が変わった。これによって町

の責任というのはどういうふうになるのか。今まで、設置するのも行政だし、保育を必要と

する子供に保障するのも行政でした。だけどこれ、保育の利用になると、行政の保育責任と

いうものが消えてしまう。保育を実施する責任の主体はどこに行くのかということを伺いた

いと思います。 

  それと、４条の保育の実施基準で７項目あったものが削除されました。新しい条件という

のはどんなものなのでしょうか。どういう人が保育所に入れることになるのでしょうか。 

  それから、保育料の問題なんですが、現況は保護者の負担能力に応じて町長が定める。負

担能力に応じて段階が決まっているんですけれども、今度は規則で定める保育料となってい

ます。どんな規則なんでしょうか。 

  もう一つ、いつからやるのか、施行期日が書いていないのですけれども、いつからこれは

実施になるのでしょうか。 

  ４点になりました。すみません。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） それでは、野中議員の質問に対して回答したいと思います。 

  まず、１つ目につきましては、保育の実施から保育の利用に表現を変えた、言葉を変えた

ということでございますが、保育の実施、利用、行う中での責任というものは今までどおり、

町のほうで行うようになると思います。変わらないと考えております。 

  ２点目の第４条の削除の意図についてということでございますが、これにつきましても、

上位法であります子ども・子育て支援法施行規則の改正、平成26年４月17日内閣府令第55号
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の第１条の中で保育の実施基準というものをうたってございますので、下位の町の条例に規

定する必要はないということで、削除ということにいたしました。 

  それと３点目の第６条、規定で定めるところによりということで、規定で定める保育料は

ということでございますが、現在も大多喜町保育料の保育料徴収基準及び保育料の減免措置

に関する規則がございます。その中で、保育料の階層区分、それと保育料の上限等を規則の

中で定めております。 

  それと、この条例についていつから施行するのかということでございますが、施行日につ

きましては、平成27年４月１日からということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 余りよくわからなかったんですけれども、申しわけありません。聞

く能力が弱いものですから。 

  保育の実施が消えたということでも、当面の間は大多喜町では今までどおり町が保育士を

雇って保育を提供しますよということですね。だけれども、もしも時間がたって首長さんか

変わったら、いや、もう民間にやってもらうんだ、例えば一宮なんかは、昨年中にそれを新

聞なんかではやっていますよね。そうしたら保育をやるのは民間なわけです。この条例から

なくなったことによって、町は民間にやらせるという可能性も、将来的にはありますよとい

うふうに理解してよろしいのでしょうか。 

  その次、保育の実施基準をなくしたんだけれども、それは法に書いてあるからなくしまし

たといったら、保護者が、預けたいんですけれども、うちは条件に合うでしょうかといった

ら、いや、法見てくださいと、そんなふうになるのですか。それとも、今まではこういう７

つの条件があったけれども、預けたい人なら誰でも預けられますよというふうに、もうフリ

ーになっちゃったというふうにもとれるのですけれども、どういうことでしょうか。もしも、

これ法に書いてあるからというのであれば、住民にとっては大変不親切な条例の改正だと思

わざるを得ません。 

  あと、保育料のことは今ここでも額は幾らになりますよというふうには書いていないので

すけれども、この新しい料金表、ここに規則のほうで料金がありますから、それは説明でど

こにあるかわかったんですけれども、この料金表の改定ということはあるのでしょうか。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 
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○子育て支援課長（三上清作君） すみません、声もがらがらで聞きにくくて申しわけありま

せん。 

  一番初めの、保育の実施が保育の利用になった場合に、今後先にいって、町から一般企業

等に移す可能性もあるのかという、考えがあるのかということでございますが、これにつき

ましては、今私のほうから答えるのちょっと難しいと思うんですけれども、町としては、今

と同じような形で当面の間は保育をやっていくということで、お答えさせていただきたいと

思います。 

  それと、次の第４条の削除の関係でございますが、児童福祉法の中で保育の実施基準の条

例の委任を廃止しておりますので、これに基づいて、大多喜町のこの設管条例では、この中

の第４条を削除をしたということになります。 

  それと、先ほども話しましたけれども、保育料の徴収基準及び保育料の減免、そこに関す

る規則の中で、保育料については別表の１ということで、保育園の徴収基準表月額表を記載

してございます。その中では、階層区分が１階層から８階層までの区分になっております。

保育料の上限額といたしまして、３歳未満、３歳以上については幾らということで、表現を

表の中でうたってございます。 

  それと、今回のこの児童福祉法の改正等に基づきまして、保育料の定義の改正ということ

で、国の基準額というものが初めに国のほうで定められるんですけれども、その中で、今ま

で８階層のうち１階層から２階層、これは生活保護世帯と町県民税の非課税世帯ということ

になっております。それと、第３階層も町民税非課税世帯のうち、町県民税の所得の範囲で

定められております。第４層から８層につきましては、今まで所得税の課税世帯であって、

その所得税額の区分によって４階層から８階層が分かれていたような形になっております。 

  これが、平成27年４月から、この定義につきまして、国のほうで町県民税の所得割課税額

を定義として算定するということになりました。今、システムのほうで、この保育料につい

て仮算定をしておるんですけれども、保育料につきましては、増額になるということはない

ということで考えております。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） どんな子供が預けられるのか、預けられないのかと、子供を持つ親

にとっては重要なので、そこのところが答弁になかったような気がするんですね。例えば、

今まで保育に欠ける子供を預かりますよ、親が働きに行っている子供を預かりますよ、だけ
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ど、今それが全部外れたとしたら、親が家にいても預けたければ預けられる可能性もあるん

じゃないかというような、そんな気がするんですけれども、その辺がはっきりしないと親は

困るんです。どうなんでしょうか。 

  私これで質問が終わりになっちゃうので、よろしくお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 今の野中議員からの質問でございますが、この条例の中か

ら第４条を削除いたしましても、児童福祉法の中でこういう基準で、保育園の実施基準とい

うんですかね、そういうものを定めておりますので、実施基準については１から７項目まで

ございます。内容については変わりませんので、申請書等の申し込みが、入所の申込書等受

けて行いますので、それにつきましては、児童福祉法の中でうたわれている基準に基づいて

入所手続を行うような形になりますので、その内容につきましては、条件については変わら

ないと思います。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私たちは、この例規集を見ていろいろ考えるんですね。私、子ど

も・子育てのときに、法を見ても次の法の何とかに書いてあってと、次から次、次から次、

あの法の何とか、あの法の何とかというので、全然わかりません。読んでもわかりませんと

いう反対討論をしたんですけれども、私たち町政にかかわるのが、これがあれば一通りのこ

とがわかるという条例でないと困るんです。 

  ですから、もしも保育の実施条件が変わっていないのであれば、これを削らないでそのま

ま残しておいていただきたいなと思うんですけれども、どうなのでしょうか。どうしても削

らなきゃいけない根拠というのはあるのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） ただいまの野中議員さんからの、この詳細について消さな

いで残したらどうですかというご質問でございますが、改正後の児童福祉法の中で、保育の

実施基準の条例の委任の廃止ということでございますので、この第４条の町のほうで定めて

いる保育の実施基準というものは、そこで廃止されていますので、町のほうの条例の中から

削除するということで、ご了解いただければと思います。 

○議長（志関武良夫君） 申し上げます。 

  細かいところについては、担当課長のほうに聞いて、それでやってもらえればと思います。 

  ほかの質疑あるようでしたら。 
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  ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 今、第４条の削除ということなんですけれども、新しいあれに同じ項

目が入っているんです。この第４条というのは住民サービスの一番根本的な問題なので、そ

れが新しい福祉法か何か知らないけれども、項目が同じような文面が入っているのですか。

そういう説明をしないとだめだよ。これじゃ、わからないもの。 

○議長（志関武良夫君） この問題につきましては、後ほど詳細に説明をするということでよ

ろしゅうございますか。 

（「はい」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） では、この問題につきましては、後ほど課長のほうでよく調べて、

説明をお願いします。 

  会議の途中ですが、ここでしばらく休憩します。 

（午前１１時５４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午後 零時４４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長の答弁を求めます。 

  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 午前中の野中議員より質問のありましたことにつきまして

回答させていただきます。自分の説明不足で大変申しわけなかったと思いますが、再度また

説明をさせていただきます。 

  第４条の削除の意図ということで、これにつきましては上位法がありまして、子ども・子

育て支援法の施行規則の改正によりまして、条例委任が廃止されたということで、法律が上

位にありますので、それに基づいて町の条例の中でうたう必要はないということで削除をい

たしました。 

  それで、この子育て施行規則の第１条の中に保育の実施に対しての基準が全てうたわれて

ございますので、そういうことでご理解いただければと思います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 今、子育て支援課長の説明がありましたが、質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第17号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 全員です。 

  したがって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第13、議案第18号 大多喜町放課後児童クラブの設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 61ページになります。 

  大多喜町児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、

本文に入る前に、本条例の制定理由についてご説明申し上げます。 

  子ども・子育て関連３法が４月１日に施行されることから、町の例規の整備が必要になっ

たことによる一部改正でございます。それと、総元小、上瀑小、大多喜小の３校の統合によ

る児童クラブの設置場所が変更となることによる一部改正でございます。 

  それでは、本文の説明に入らせていただきます。 

  大多喜町放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例。 

  第１条中「第６条の２第２項」を「第６条の３第２項」に改める。 

  第２条中「大多喜町大多喜12番地」を「大多喜町下大多喜100番地」に改める。 

  第４条中「３年生」を「６年生」に改める。 

  第４条につきましては、子育て支援法によりまして、今まで１年から３年生まで児童クラ

ブの対象範囲であったものが、６年生まで、全小学生を対象とするということで、６年生ま
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でに改めるものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は、子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教

育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律

の整備等に関する法律（平成24年法律第67号）の施行の日から施行するということになって

おります。施行の日は、平成27年４月１日からということになります。 

  以上でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ３年生から６年生に改めるということで、これで何人ぐらい児童の数

がふえるのかということと、あと先ほど前回の質問の中で、学童保育で上瀑は扱うから、あ

そこはそうすると学童保育で使う部屋というのは限られた部屋で、わずかな場所ではないか

と思っています。上瀑小学校、ほかにもいろんな校舎があります。そこを含めて、使わない

教室等も含めて、全て子育て支援課さんのほうで維持管理を行うということでよろしいので

しょうか。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 根本議員からの質問に対しましてご回答いたします。 

  まず初めに、向こうへ移ってから、新しく上瀑小に行ってからの学童児童の数ということ

ですね。それと、４年生から６年生までの分が新しくどのくらいふえたかということだと思

いますけれども、児童クラブつくしが12名増になっております。それと、児童クラブたんぽ

ぽでございますが、３名ほどふえております。 

  それと、上瀑小学校のほうにクラブを移設して、その校舎の管理ということでございます

が、子育て支援課のほうで校舎とグラウンドのほうは管理を行うようになっております。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 学童保育を行っている間の臨時の職員の方が５人ということで、臨時

の職員の方がやっているときは、その部屋だけではなくて、一応全体も外を管理するという

形になるわけでしょうか。 
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○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 基本的には、学童保育で使う部屋を管理をするということ

で、ふだん使用しない部屋はいっぱいありますので、そこには立ち入りをできないように、

子供たちもいろいろ広く入ってしまいますので、そこについてはふだんは使わないように、

ポールを置くなりして入らないような形で、ふだんは使用する階と部屋だけということで考

えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第18号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第14、議案第19号 大多喜町特別養護老人ホームの設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条理の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） それでは63ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  本文に入る前に、提案理由をご説明させていただきます。 

  昨年６月に医療介護総合推進法が成立し、それに伴い介護保険法が改正され、平成27年４

月１日から特別養護老人ホームに入所できる者の資格を、要介護者から要介護３以上の者に

－171－ 



なり、それに伴い改正するものであります。なお、要介護１もしくは２の者については、本

文第２号中のアからエに該当する者は入所資格があると認めることになります。 

  また、平成27年３月31日までに入所した要介護１もしくは２の者については、附則の２号

経過措置に、４月以降も引き続き入所を継続することができることになるよう規定しており

ます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  大多喜町特別養護老人ホームの設置及び管理に関する条例（平成12年条例第21号）の一部

を次のように改める。 

  第６条第２号を次のように改める。 

  第２号、介護保険法の規定する施設介護老人福祉サービスの場合は、要介護３以上の要介

護者又は要介護１若しくは２の要介護者であって、次のいずれかに該当するもの。 

  ア、認知症高齢者であって、常時適切な見守りまたは介護が必要であるもの。 

  イ、知的障害、精神障害等を患っていて、地域での安定した生活を続けることが困難であ

るもの。 

  ウ、家族による支援又は地域での介護サービス若しくは生活支援の供給が十分に認められ

ないもの。 

  エ、家族による虐待が深刻であり、心身の安全及び安心を確保する必要があるもの。 

  附則。施行期日、第１項、この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  経過措置。第２項、この条例の施行の際現に改正前の大多喜町特別養護老人ホームの設置

及び管理に関する条例第６条第２号に規定する入所資格に該当する入所者は、この条例によ

る改正後の大多喜町特別養護老人ホームの設置及び管理に関する条例第６条第２号に規定す

る入所資格に該当する入所者とみなす。 

  以上でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（発言する者なし） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 
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  本案について、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第19号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第15、議案第20号 大多喜町介護保険条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、説明に入らせていただきたいと思います。65ペー

ジをお開きください。 

  本文に入る前に、提案理由の説明をさせていただきます。 

  介護保険利用者の増加に伴い、介護保険給付費が増加する中、持続可能な介護保険制度を

構築するため、第６期事業計画において介護保険料の改定、現行の保険料段階を６段階から

９段階に細分化することによる費用負担の公平化の改定と、あと第１号被保険者の負担割合

が21パーセントから22パーセントに引き上げられたことなどによる現行の条例について改正

が必要になったことから、今回条例の一部改正につき、ご提案するものでございます。 

  では、本文に入らせていただきます。 

  議案第20号 大多喜町介護保険条例の一部を改正する条例。 

  大多喜町介護保険条例（平成12年条例第17号）の一部を次のように改正する。 

  第２条中「平成24年度から平成26年度まで」を「平成27年度から平成29年度まで」に改め、

同条第１号中「２万5,800円」を「２万7,000円」に改め、同条第２号中「２万5,800円」を

「４万500円」に改め、同条第３号中「３万8,700円」を「４万500円」に改め、同条第４号

中「５万1,600円」を「４万8,600円」に改め、同条第５号中「６万4,500円」を「５万4,000
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円」に改め、同条第６号中「７万7,600円」を「６万4,800円」に改め、同条の次の３号を加

える。 

  第７号、令第38条第１項第７号に掲げる者、７万200円。 

  第８号、令第38条第１項第８号に掲げる者、８万1,000円。 

  第９号、令第38条第１項第９号に掲げる者、９万1,800円。 

  以上が、介護保険の改正と現行の保険料段階を６段階から９段階に細分化することによる

費用負担の公平化を図る改正でございます。 

  第２条に次の１項を加える。 

  第２項、所得の少ない第１号被保険者についての保険料の減額賦課に係る前項第１号に該

当する者の平成27年度から平成28年度までの各年度における保険料率は、同号の規定にかか

わらず、２万4,300円とする。 

  この項は、低所得者の第１号被保険者の保険料の軽減額を規定したものでございます。 

  第４条第３項中「、ロ及びハ、第２号ロ、第３号ロ、第４号ロまたは第５号ロ」を「、ロ

もしくはニ、第２号ロ、第３号ロ、第４号ロ、第５号ロ、第６号ロ、第７号ロまたは第８号

ロ」に、「当該被保険者」を「当該第１号被保険者」に、「令第38条第１項第１号から第５

号まで」を「令第38条第１項第１号から第８号まで」に改める。 

  この条文は、第４条第３号につきましては、保険料段階が６段階から９段階に細分化され

たため、介護保険法施行令の改正がありまして、それに伴う改正でございます。 

  附則に次の１条を加える。 

  改正法附則第14条に規定する介護予防・日常生活支援総合事業等に関する経過措置。 

  第８条第１項、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整

備等に関する法律（平成26年法律第83号。以下「関係法律の整備等に関する法律」とい

う。）第115条の45第１項に規定する介護予防・日常生活支援総合事業については、介護予

防及び生活支援体制整備の必要性に鑑み、その円滑な実施を図るため、平成27年４月１日か

ら平成29年３月31日までの間は行わず、平成29年４月１日から行うものとする。 

  この条文は、第８条１項につきましては、介護予防・日常生活支援総合事業の開始期日を

定めたものでございます。 

  第２項、関係法律の整備等に関する法律第115条の45第２項第６号に掲げる事業について

は、その円滑な実施を図るため、平成27年４月１日から平成28年３月31日までの間は行わず、

平成28年４月１日から行うものとする。 
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  第２項につきましては、認知症高齢者に対する総合的な支援を行う事業の開始期日を定め

たものでございます。 

  附則。施行期日、第１条、この条例は、平成27年４月１日から施行する。ただし、第２条

に１項を加える改正規定は、公布の日から起算して１年を超えない範囲内において規則で定

める日から施行する。 

  この条文は、所得の少ない第１号被保険者の保険料減額の実施期日等が今現在、正式に国

で示されていないことから、示された次点で、規則で実施期日を定めるというものでござい

ます。 

  経過措置。第２条、改正後の大多喜町介護保険条例第２条第２項の規定は、平成27年度分

の保険料から適用し、平成26年度以前の年度分の保険料については適用しない。 

  以上で説明を終わりにします。 

  よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 66ページの８条の１項、２項についてでございますけれども、平成

27年４月１日から平成29年３月31日までの間は行わずというふうに、あえてきちっとうたっ

ていただいておりますけれども、大多喜町は大変高齢化の進んでいる町でございます。でき

ればここにとらわれずに積極的に事業展開を考えていただく、そういうような姿勢を持って

いただけるとありがたいのではないかと考えますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問ですが、この総合支援事業を行う場合、で

きるところからやるというのも一つの手かもしれませんが、国の方針で総合支援事業につい

ては一気にということで決められております。ですから、大多喜町の場合、きのうも言いま

したけれども、ボランティアの育成とか、そういうのがまだできておりませんので、この２

年間を猶予ということでいただいております。 

  それと、次の８条の２項の関係につきましては、一応認知症の関係でそういう支援チーム

をつくらなくちゃいけないということになっておりますが、それも研修を受けないと、この

支援チームとかそういうものができない状態でおりますので、１年間の猶予をいただきたい
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と、そういうふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 認知症のほうの支援チームの件なんですけれども、以前、専門の医

師の配置が難しいというような、そういったお話を伺っていたんですけれども、医師という

部分については、町はどのように考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 認知症の医師の関係なんですが、やはりなかなか難しいとこ

ろがありますが、これはどうしても平成28年以降にやらなくてはいけないということになっ

ておりますので、この１年をかけて何とかこの認知症初期集中支援チームですか、そういう

ものを立ち上げたいとは考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 65ページ、２条の２、所得の少ない１号被保険者についての保険料

の減額賦課に関する、この対象者は第１段階の人だけですか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 今のご質問なんですが、第１段階の方だけです。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議がありますのでこれより討論を行います。初めに本案に反対者

の発言を許します。11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は、議案第20号に反対の立場から討論させていただきます。 

  議案第20号は、介護保険の来年度からの保険料の改定であります。この一月にすると大し

たことは、大したことって、平均上げ幅は200円なんですけれども、階層が細分化されたこ

とによって、年間の保険料がとてつもなく上がるのではないかと思われる階層もあります。 

  例えば、第１段階は減額措置があります。第２段階は、今までは第１段階と同じ額だった
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と思うのですが、それが一気に１万4,700円も値上がりすることになります。この第１段階、

第２段階というのは、大変収入の少ない階層であります。それからずっといって、今まで６

段階だったものが３段階ふやされて、特に収入が多いといえば多いと思いますが、第９段階

に至っては１万4,400円。きのうも一般質問で極端な言い方をしましたけれども、介護保険

は本当に掛け捨て保険と同じような影響を持つ被保険者が圧倒的に多いわけです。９割が掛

け捨て保険みたいなものだと。 

  その中で、こうやって多額に保険料が上がる。今の経済状況の中で上がるというのは、高

齢者にとっては大変厳しい話です。共助とか、お互いに助け合いだとか、あるいは制度持続

のための措置だとかいうけれども、制度は残ってもサービスを受ける余裕がもうなくなって

しまう。制度破壊ではないかと思うんです。 

  本当にこの町でよかったと思えるまちづくりのために、できるだけ早い時期に、保険料を

納めるための繰り入れ、あるいは介護度を高めないための介護予防事業の徹底、役場だけ頑

張ったってできないわけで、住民への働きかけが必要だし、それから業者との連携も必要だ

し、総合的に健康寿命を延ばす。介護予防事業をもっともっと盛んにして、楽しく安心して

暮らせるまちづくりを進めていただくこともあわせて要望しまして、反対討論といたします。 

○議長（志関武良夫君） 反対討論の意見がありました。賛成者の意見を求めます。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 私は賛成の立場から討論をさせていただきたいと思います。 

  きのう大多喜町の高齢者保健福祉計画及び第６期の介護保険事業計画が承認をされました。

介護保険制度、大変大切な制度でありまして、持続していくことが大前提であると思います。 

  そういう中において、今回の議案の条例の一部改正でありますけれども、保険料の負担の

公平化という中で、６段階を９段階に分けてきめ細かく負担を公平にという部分であります。

そして、低所得者についても軽減措置を強化した。さらには一定以上の所得のある人につい

ては、２割ということで、これもある程度負担のできる人は、少しでも負担をしてもらおう

というようなことであろうかと思います。そういう意味においては、大変適切なものである

というふうに考えます。 

  また、総合支援事業については、計画どおりにいけば本当にすばらしい計画であろうと思

います。そういう計画を少しでも実現するために、経過措置ということで２年間猶予という

ことであります。執行部の皆さんには、この２年間をしっかりと対応できるような計画に持

っていくために努力していただきたいと思います。 
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  そういう意味で、今回のこの一部改正には大変適切な措置であるというふうに考えますの

で、賛成といたしたいと思います。 

  以上であります。 

○議長（志関武良夫君） そのほかにご意見ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第20号を採決します。 

  本件は原案どおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第16、議案第21号 大多喜町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する条

例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、67ページをお開きください。 

  初めに、提案理由の説明をさせていただきます。 

  地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する

法律の施行により、介護保険法の一部が改正され、これまで国の基準において定められてい

た指定介護予防支援事業等に従事する従事者に係る基準及び事業の運営に関する基準等の規

定について、町の条例で定めることとされたことから、その基準に関する条例を制定するも

のであります。現在、国の基準で、地域包括支援センターが実施している介護予防支援事業

についての条例化となります。 

  それでは、本文に入らせていただきます。なお、条文が長いもので、各条ごとに読むこと

は割愛させていただきたいと思います。 

  大多喜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する条例を次のように制定する。 
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  介護予防支援の事業は、高齢者が要支援状態になった際に、可能な限り居宅において自立

した日常生活を営むことができるように配慮して行われるものであります。条例の内容は改

正後の介護保険法により市町村の条例で定めるとされたことから、指定介護予防支援事業所

の有する従業員の員数、介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準、事業の運営に

関する基準を定めるものであります。 

  第１章、総則についての規定でございます。 

  第１条は、趣旨についての規定であります。 

  68ページをお願いいたします。 

  条文中のここに指定介護予防支援とありますけれども、この事業は要支援１、２と認定さ

れた方が、要介護保険のサービスを利用する際、地域包括支援センターがその方の介護予防

計画を作成して、サービスを提供し、サービス事業者との連絡をとり、サービスの調整を行

う事業でございます。 

  また、その次に、基準該当介護予防支援という言葉がありますが、これにつきましては、

大多喜町に住民票を置いていて、遠方の市町村に住んでいる要支援１、２の方が介護保険サ

ービスを受けようとする際に、その遠方にある市町村の地域包括支援センターが、その方に

介護予防支援サービスを提供する事業でございます。 

  第２条は、指定介護予防支援事業者の資格について規定しております。指定介護予防支援

事業者とは、地域包括支援センターで行う要支援１、２の認定を受けている方に対して行う

介護予防ケアマネジメントを行う事業所となります。ですから、地域包括支援センターの業

務の一つ、今までと同じで業務の一つが事業所となるということでございます。 

  第３条は、指定介護予防支援事業の基本方針について規定しております。第４項中下から

２行目の行になりますが、老人介護支援センターの意味でございますけれども、地域の老人

福祉に関する問題について、各事業者との連絡調整、その他援助を総合的に行うことを目的

として運営される施設でございます。本町には現在そういう事業所はございません。 

  その次に、指定居宅介護支援事業者という言葉がありますが、これにつきましては、介護

保険を利用する介護の必要な方が、家族の要望を尊重し、心身の状態や家庭の状況を考慮し

て、適切なサービスが利用できるように支援する事業所、要するにここでは、先ほどは要支

援１、２でしたが、この指定居宅介護支援事業所というのは、要介護１以上のケアマネジメ

ントを行う事業所となります。 

  69ページをお願いいたします。 
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  第２章、人員に関する基準についての規定であります。第４条は、従業員の員数を規定し

ておるものでございます。第５条では、管理者について規定しております。 

  第３章、運営に関する基準について、それぞれ規定しております。第６条は、内容及び手

続の説明及び同意についてと、文書にかえて電磁的方法での提供について規定しております。 

  71ページをお開きください。 

  第７条及び第８条については、指定介護予防支援の提供拒否の禁止、また、サービス提供

困難時の対応についての規定でございます。 

  第９条及び第10条については、利用者から指定介護予防支援の提供を求められたとき、受

給資格等の確認及び認定を受けていない場合は、要支援認定の申請等に係る必要な援助を行

わなければならないと規定しておるものでございます。 

  72ページをお開きください。 

  第11条については、担当職員の身分を証する書類の携行について規定してございます。 

  第12条及び第13条については、介護予防サービス計画費の利用料等の受領及び証明書の発

行についての規定でございます。 

  第14条については、指定介護予防支援業務の委託について規定しております。これは、地

域包括支援センターが人数的に抱え切れなくなった場合は、ある程度委託ができるというこ

とで、その指定居宅介護支援事業所に委託ができるというものでございます。 

  73ページをお願いいたします。 

  第15条については、介護予防サービス費を利用者にかわって事業者が代理受領するための

報告について規定しております。 

  74ページをお開きください。 

  第16条は、利用者に対する介護予防サービス計画等の書類の交付について規定しており、

第17条は、利用者に関する通知について規定してございます。 

  第18条から第25条までは、指定介護予防支援事業所の管理者の責務、運営規定、勤務体制

の確保、設備及び備品、従業員の健康管理、秘密保持、広告などについて、この支援事業所

について規定しております。 

  76ページをお願いいたします。 

  第26条は、サービス事業者からの利益の収受の禁止についての規定でございます。 

  次に、第27条から第30条につきましては、指定介護予防支援事業所の苦情処理、事故発生

時の対応、記録の整備等について義務づけたものでございます。 

－180－ 



  78ページをお願いいたします。 

  第４章は、支援の方法に関する基準についての規定であります。第31条につきましては、

指定介護予防支援の基本取り扱い方針についての規定でございます。 

  次、79ページになりますが、第32条は、指定介護予防支援の担当職員について、具体的取

り扱い方針についての規定でございます。 

  84ページをお開きください。 

  第33条は、介護予防支援の提供に当たっての留意点について規定しております。 

  次の85ページですが、第５章は、基準該当、介護予防支援に関する基準についての規定で

あります。第34条は、先ほども申しましたが、基準該当の介護予防支援の事業の準用につい

ての規定でございます。 

  第35条は、委任についての規定でございます。 

  附則といたしまして、本条例は平成27年４月１日から施行しようとするものであります。 

  簡単な説明で申しわけありませんが、以上で説明を終わります。 

  よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 74ページの管理者の責務、18条のところにおきます指定介護予防支

援事業所の管理者はとうたってございますけれども、大多喜町では町の中に包括支援センタ

ーとして位置づけていただいておりますが、この場合の管理者というのはどなたになるのか

教えてください。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問ですが、管理者ですが、一応、地域包括支

援センターの場合、設置者は大多喜町長になります。役員という形で担当課長がなっており

まして、管理者については、今地域包括支援センターで３名おりますので、そのうちの１名

が管理者となっております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） それはどなたでしょうか。例えば名前でも結構ですし、役職的な場

所でもいいと思うんですけれども、どういう方が管理者になっているのでしょうか。 
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○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 去年まで主任ケアマネジャーがなっておりました。ただ、こ

としになって主任ケアマネジャーがいなくなりましたので、その関係で今、管理者の席は空

席になっております。今後管理者のほうは指定していきたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） よろしくお願いいたします。 

  もう一点、75ページ、第22条の中に従業者の健康管理の文言なんですが、清潔の保持とい

う言葉がございますが、この清潔の保持というのはどういうふうに捉えたらいいのか、教え

ていただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 清潔の保持ということなんですが、世間一般にそういう汚い

格好でなければ、それで清潔の保持ということになると思うんですが。 

（「わかりました」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしという意見が出ましたので、質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第21号を採決します。 

  本件は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第21号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第17、議案第22号 大多喜町地域包括支援センター設置条例の

制定についてを議題とします。 
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  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、87ページをお開きください。 

  初めに、提案理由を説明させていただきます。 

  地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する

法律の施行により、介護保険法の一部が改正され、これまで国の基準において定められてい

た地域包括支援センターの包括的支援事業を実施するために、必要な資格及び人員に関する

基準を町の条例で定めるとされたことから、その基準に関する条例を制定するものでござい

ます。現在、本町では要綱で定められておりますが、それを、この条例が通りましたら廃止

し、条例化するものでございます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  大多喜町地域包括支援センター設置条例を次のように制定する。 

  地域包括支援センターは町民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行

うことにより、保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援するものであります。条例の

内容は、地域包括支援センターの包括的支援業務を実施するために必要なものに関する基準

を定めたものでございます。 

  第１条は、目的及び設置についての規定でございます。 

  第２条は、名称及び位置についての規定でございます。 

  第３条は、この事業についての規定であります。 

  第１号中、介護予防支援事業とは、先ほど申しました要支援１、２の認定された方が介護

保険のサービスを利用する際、地域包括支援センターがその方の介護予防計画を作成し、サ

ービスを提供し、サービス事業者と連絡をとり、サービスの調整を行う事業でございます。 

  第２号の認定する事業は、介護保険の地域支援事業のことでございます。 

  第３号に規定する事業とは、介護保険の包括的支援事業を指しております。 

  88ページをお開きください。 

  第４条は、人員配置基準について規定しております。本町の場合、生活圏域を大多喜町全

域と設定しており、第１号被保険者数が3,000人から6,000人未満ですので、各号の３職種の

人員を配置しております。 

  第５条は、公平性及び中立性の確保の規定でございます。 

  第６条は、業務日及び業務時間を規定しております。これは、大多喜町の休日を定める条
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例の規定を準用しております。 

  次に、第７条は、運営協議会の設置について規定しております。 

  第８条は、委任についての規定でございます。 

  附則といたしまして、本条例は、平成27年４月１日から施行するものであります。 

  なお、本条例の制定後は、大多喜町地域包括支援センター設置及び運営要綱は廃止といた

します。 

  この条例は、今まで要綱で定められたものを今度は条例化するもので、要綱から条例に変

えたところで人員の細分化、今までですと、要綱では１名以上ということでなっていたんで

すが、そこを細分化して、条例ではこういう配置をするんだよということを決めております。

それと、第７条の運営協議会の設置、これは要綱ではありませんでしたが、条例ではこの運

営協議会の設置を定めたものでございます。 

  以上で説明を終わります。 

  よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 第３条、支援センターは次に掲げる事業を行うものとする。これ、

法の何条何条の言い方なんですが、これ具体的にどういう事業なのか、主なものを説明して

ください。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 第３条の次に掲げる事業ということで、３つほどであります

が、まず介護予防支援事業につきましては、先ほど条例の制定の関係で申しましたが、要支

援１、２の方のケアマネジメントの関係でございます。それと、第２項の事業については、

地域支援事業ということですので、一応、地域の高齢者の総合的な相談窓口、そういうもの

でございます。それと包括的支援事業というものは、認知症の関係とか、そういう権利擁護

とか、そういうものが事業としてあります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ご異議なしと認めます。 

  これから議案第22号を採決します。 

  本件は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第22は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２３号の上程、説明、質疑、討論、委員会付託 

○議長（志関武良夫君） 日程第18、議案第23号 大多喜町歴史的景観条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 91ページをお開き願います。 

  議案第23号 大多喜町歴史的景観条例の一部を改正する条例の制定につきまして、本文に

入る前に提案理由を説明いたします。 

  提案理由でございますが、大多喜町歴史的景観条例に設置してあります大多喜町歴史的景

観審議会は、国庫補助事業である町並み環境整備助成事業実施に当たり、景観形成地区の指

定、また景観形成計画の策定、景観形成基準を定める際に意見を頂戴いたしました。今後、

景観形成地区の変更や基準の変更などの予定はないと思います。また、現在町並み整備事業

で申請のあります建築物や工作物の検討・助言については、大多喜町景観形成整備事業補助

金交付要綱に設置しております大多喜町景観形成整備事業検討委員会にて意見を頂戴してい

ます。 

  以上のことから、大多喜町歴史的景観審議会の項目を削除する、大多喜町歴史的景観条例

の改正を行うものでございます。 

  次に、本文でございますが、中ほどになりますが、大多喜町歴史的景観条例（平成11年条
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例第15号）の一部を次のように改正する。 

  「第６章 大多喜町歴史的景観審議会（第19条―第26条）」を削り、「第７章 雑則（第

27条）」を「第６章 雑則（第19条）」に改める。 

  その下の第５条第２項から、６行下の第10条第２項までは、大多喜町歴史的景観審議会の

条文削除と、それに伴う項番号の変更でございます。 

  附則といたしまして、この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

  また、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の、別表、歴史的景

観審議会委員の項目を削る。 

  以上でございます。 

  よろしく審議のほどお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 質問させていただきます。 

  第６章の歴史的審議会、これは19条の第１項に、町長の附属機関として大多喜町歴史的審

議会というと。２番として、審議会は町長の諮問に応じ、景観整備等に関し必要な事業を審

議するとともに、景観整備等に関し町長に意見を述べるとなっております。この歴史景観整

備等という文言は、第２条第５項に景観整備等、歴史的景観の整備とこの歴史的景観と一体

となった自然その他の環境の整備をいうと記載されております。この歴史的景観の整備とは、

第１条の目的の段に、歴史的景観を守り育てつくり、町民が親しみと愛着と誇りの持てるま

ちづくりに資することを目的とするということであると思っております。 

  それで、先ほどのこれにかわる機関として、大多喜町景観整備事業検討委員会があるとい

うことでしたけれども、これは補助金の交付申請を行おうとする場合に、この審議会にかか

るものであり、本来の目的は、町民みずからがこの城下町を守って、親しみの持てる町にす

るということが目的であって、補助金を使ってやるということは、お金ないというんですか

ね、そういったことは二の次の問題であって、町民が第一義的にやるものであるというふう

に考えております。 

  それで、そのためには、この審議会というのは非常に大切なものであると思っております。

この歴史的景観条例がこの審議会によって成り立っていると言っても過言ではないと思って
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おります。審議会には町民の多くの代表が入っております。町民がみずから守り育てていく

ためには、町民の代表であるこの審議会がないことには成り立っていかないと考えておりま

す。 

  よって、もしこの審議会を全部廃止するということであれば、この歴史的景観条例そのも

のが抜け殻になってしまうのではないかと危惧しております。いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） この歴史的景観条例、平成12年に施行いたしましたが、国庫

補助事業は平成21年に終了しています。その間、現在まで５年たっておりますが、そういう

意見、また、形成地区の見直し、基準の見直し等の意見はありませんでしたので、廃止とい

うことにいたしました。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 意見がないということは、町長が諮問しなかったということなんです

かね。 

  この町並みを形成していくというのは、多くの住民の声を聞かないといけない。先ほど言

いましたように、大多喜町景観検討委員会は、多く行政の人間がかかわっております。一般

的には行政がつくった条例に対して、行政に申請が上がったものを、行政の人たちがそれに

ついて意見を述べて判断するということは、当然行政に上がってきて行政がこの委員会にか

けるということは、行政としてある程度大丈夫だよという認識のもとにかけるということが

ほとんどだと思うんですよ。まるっきり行政のほうでこれはとてもこの条例とかに合わない

よというものを上げるということは、普通では考えられません。 

  それに対して、この審議会のメンバーは行政の多くの方がかかわっているということは、

ちょっと違うんじゃなかろうかと思っております。いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 確かに19条で審議会を置くということになっておりますけれ

ども、19条２項で、審議会は町長の諮問に応じ、景観整備などに関し必要な事項を審議する

とともに景観整備に関し町長に意見を述べることができるとなっておりますけれども、諮問

をすることがなかったということで、５年間そういうことがなかったということで、この項

を削除する提案をいたしました。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

○１番（根本年生君） ちょっと納得しません。 
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○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

○１番（根本年生君） 先ほど言いましたように、やっぱりこの城下を守っていく、古い町並

みを守っていくのは住民であると思っています。そういった住民の声を聞く場をあえて廃止

するということは、行政が勝手にと言っては申しわけないけれども、住民の声が反映されな

い歴史的景観のものになってしまうのではないかということで危惧しているわけでございま

す。できるだけこういった審議会は残してもらえるように配慮願いたいと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 今回の大多喜町の歴史的景観条例の一部を改正するということであり

ますけれども、ただいま根本議員のほうから目的のほうお話をいただきました。この条例は

町並みを整備するためにつくった条例だというふうに私は理解していましたけれども、この

１条の目的、これは町並み整備のやるための目的ではなくて、この文面どおりに解釈をして

よろしいか。 

  そしてもう二つ、これを一部改正をするということでありますけれども、この条例は残す

ということであると思うんですが、残すということは、今後の計画はあるということだとい

うふうに理解をしていますけれども、今後どのようにやるのか、お伺いをしたい。 

  そして、今まで、平成10年から、これずっと続けてきているわけでありますけれども、そ

の経済効果、どのくらいあったのか。答弁をお願いしたいと思います。 

  以上３点、お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 第１条につきましては、この大多喜町らしい歴史的景観を守

りとなっておりますけれども、あくまでもこの区域ですね、鉄道と川に囲まれたこの区域を

指しているのではないかと思います。 

  ２番目の審議会の関係ですけれども、審議会を削除した場合に、先ほど根本議員から言わ

れました、検討委員会のほうの条例のほうに審査を入れるような項目を、もしこの条例が通

れば入れるように考えていました。 

  経済効果については、ちょっと今わかりません。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 
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○７番（小髙芳一君） ３回だけでありますので、２番目に質問をしました、要はこの条例が

これから残るわけですけれども、これによって町並み整備がさらに整備をされていくという

ことなので、その計画はどうなっていますかということであります。それをまずお答えいた

だきたいと思います。 

  経済効果はわからないということでありますけれども、国庫補助で10億のお金を使って整

備をしたお金であります。非常に今までも、きのうも一般質問でいろんな方から言われてい

ましたけれども、財政的に大変厳しい中でこれだけのものをやって、詳しい数字はともかく

として、それなりの答弁がないと、10億かけてわかりませんでは、余りにもずさん過ぎると

いうふうに思いますので、町長のほうからでも、経済効果はどれぐらいあったか。これは１

回目の質問であります。３回しかありませんから、そのまず１回目の質問をお答えいただい

て、２回目に、今回これを継続をしていく、一旦町並み整備が終了して国庫補助がなくなり

ました。今度は町単独の財源で行っていくということでありますから、継続をする理由、当

然町並み整備を携わった人たちから、足りないよ、今度はハードじゃなくてソフトの部分と

いうこともあったんだろうと思いますけれども、その継続の理由をお聞かせいただきたいと

思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） まず、経済効果はどうかということでございますけれども、数字的な

ものは出せないにいたしましても、大多喜町に来町する方というのは、相当数ふえてきてい

るのかなと思います。 

  １つのデータの指標としますと、観光本陣に来客される数というのは、ほぼこれは観光客

といって間違いないと思います。それが年間ようやく10万人に達するところまで来ました。

そういうことで、８万人から10万人までふえてきています。これをまたさらにふやしていく

ということであれば、今の町並みが、じゃ本当にいわゆる歴史的な景観の地域として、例え

ば川越とか、ほかの地域から見てどうなんだろうという、そういうものを比較しますと、ま

だまだ景観としては非常にお粗末かなというような気がいたします。そういうことで、地域

の皆さんの要望がまだありますので、もう少しこれはやっていく必要があると思います。 

  そして、特にお城と町並みというのは一体的な景観の中にありますので、確かに一般財源

ではありますが、議会の皆さんにご承認いただきました有料駐車場の収入ということ、これ

は10年10億をかけてきた中で、やはり人が来るということの中で、じゃ、それを税でこれか

らやるというのはなかなか厳しいという中で、収入を得た中で再投資という考え方のもとで
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進めてきたところでございますので、地域がもう少し、他地域の景観に並ぶまではいかない

にしても、そんなに見劣りしない程度までは、やっぱりする必要があるんだと思います。 

  10年10億というこのお金というのは、大変な貴重な金を投じておりますので、これはやは

り生かす必要があると思っています。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ありがとうございます。 

  町の大変貴重な財源を使っての整備であります。そういう部分では、税を公平的に使って

ほしい。そして先ほど申し上げましたけれども、この目的、課長は町並み整備の目的ですよ

ということでありましたけれども、大多喜町の歴史的景観を守るということであります。そ

してその中に審議会を設けて、範囲をその中で検討していただいたということで、その整備

にかかわる部分でありまして、大多喜町の歴史的景観を守っていく部分については、範囲は

いろいろなところにいっぱいあると思うんですね。 

  本当に町の重要文化財、県の重要文化財であったりとか、本当に大多喜町で残さなければ

いけない歴史的なものというのは、各地域にいっぱいあると思います。カヤぶきの屋根が本

当に少なくなってきました。そういうものを保全したりとか、天然記念物とか、もう古木を

大多喜町の財産として残さなくてはいけない。こういうところもいっぱいあるわけでありま

す。 

  そういう意味から、そういう大多喜の本当の大切な資産をしっかりと守っていく。そして、

歴史的な拠点を大多喜町全部に広げて、そこにお客さんが来て、別に町並み整備だけじゃな

くて、ほかの地域にもそういうところが見られる。公費の公平性、あるいはそういう歴史的

な、町の歴史的な観点から、この条例の枠をもう少し広げて、大多喜町全部に対応できるよ

うに使ってほしいというふうに思いますけれども、執行部のほうは、そういう問題について

どうお考えでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 今、小髙議員のご質問の趣旨、よくわかりました。 

  確かに今の審議会の目的というのが、用務というのがここにありまして、５つほどござい

ます。その中で、４件はやはり景観形成の地区の指定及び変更時の意見聴取、また景観形成

重点地区の指定及び変更時の意見聴取、景観形成地区の景観形成計画の策定及び変更時の意

見聴取、景観形成基準の設定及び変更時の意見聴取と、そういうことでございます。そのほ

かに、最後に新築・増築・改築などの届け出があったときの指導・助言ということで、これ
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は先ほど申しましたように、そういうもう一方のものがあったということでございます。 

  もう一方で、今議員のご質問にありますように、もっと大多喜町を広くという意味で考え

ますと、こういうもう少し違った形で全体の地域を網羅するようなものにつくりかえる手も

あるのかなと思います。それで、都市部ではもう既にそういうものがありまして、地方では

そういうものが大体ないんですね。ですから、ある程度都市部と同じようなものを、もう一

つ形を変えた形の中で、大多喜町全域になるような形のものにつくり上げたほうがいいのか

なというような気がいたします。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（発言する者なし） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  本案について、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ただいま町長からも答弁ありましたけれども、この一部改正につきま

して、もう少しいろんな角度から議論をし、本当にいい条例をつくり上げるべきというふう

に考えます。したがいまして、この一部改正を常任委員会に付託をしたいというふうに提案

しますので、ご協議いただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） お諮りします。 

  ただいま７番小髙芳一君から、議案第23号 大多喜町歴史的景観条例の一部改正議案につ

いて、所管の委員会に付託し、審議する必要がある旨の動議が提出されました。この動議に

賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、提出された動議は成立いたしました。 

  委員会の付託をする動議を議題として採決します。この採決は挙手により行います。 

  この動議のとおり議案第23号については、所管の委員会に付託することに賛成の方は挙手

願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第23号については、福祉経済常任委員会に付託することの動議は可決さ

れました。 
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  したがって、議案第23号については、福祉経済常任委員会に付託することに決定しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第19、議案第24号 平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第

13号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 議案第24号 平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第13

号）の説明をさせていただきます。 

  93ページをお開きください。 

  平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第13号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,416万8,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ47億6,983万7,000円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  継続費の補正。第２条、継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 

  繰越明許費の補正。第３条、繰越明許費の追加は、「第３表 繰越明許費補正」による。 

  地方債の補正。第４条、地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 

  それでは、第２表、継続費補正から順次ご説明させていただきますので、98ページをお開

きください。 

  第２表、継続費補正。款２総務費、項１総務管理費、事業名、総合計画策定事業、補正前

の総額1,134万円、年割額は26年度486万円、27年度648万円、補正後の総額972万円、年割額

は26年度432万円、27年度540万円、総額を162万円減額するものでございます。この総合計

画策定事業は、総合計画策定業務委託料を継続費で設定しておりますので、契約額に基づき

補正するものでございます。 

  次の、第３表は、繰越明許費補正でございます。既に設定させていただいた繰越明許費に、

表内の７事業を追加し、翌年度に繰り越しをさせていただこうとするものでございます。 

  初めに、款２総務費、項１総務管理費、地方創生・総合戦略関連事業9,030万2,000円、及

び次の款６商工費、項１商工費、プレミアム商品券発行事業2,700万円は、地域住民生活等

緊急支援のための交付金に関連する事業として、翌年度に繰り越すものでございます。 
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  次の款６商工費、項１商工費、遊歩道整備事業189万円は、面白橋遊歩道整備に伴う環境

調査で、希少価値の高いヤマセミなどの生息調査が必要だという意見が昨年３月31日に開催

された千葉県環境審議会自然環境部会で提出されたことにより、この調査を３月中旬ごろか

ら７月中旬ごろにかけて調査する必要がありますので、翌年度に繰り越すものでございます。 

  次の款７土木費、項２道路橋梁費、町道改良事業3,682万7,000円は、町道増田小土呂線

歩道整備工事1,892万7,000円と、町道中野大多喜線道路改良工事1,790万円で、町道増

田小土呂線歩道整備工事は、補強盛り土区間の掘削に伴い用水管が出現し、その調整移

設に30日間、また掘削途中で軟弱土層が崩落し、歩道側への影響が懸念されたため、通

行車両を昼夜片側通行どめとした再協議に15日間、及び湧水処理工法の検討・施工に15

日間要したこと、及び町道中野大多喜線道路改良工事は、工事実施に伴い作業ヤードの

確保を計画したところ、造成には隣接民地の境界を確認する必要が判明したため、用地

境界測量を実施し、地権者の立ち会いを求め確定するために60日間、さらに敷地内の支

障物件で案内看板等が８件あり、その協議及び撤去に30日間の日数を要したため、年度

内完成が困難となり、翌年度に繰り越すものでございます。 

  次の款７土木費、項２道路橋梁費、橋梁維持事業2,134万円は、部田堀之内線橋梁補

修工事で、終日全面通行どめとすることで関係機関と協議しましたが、地元区より昼間

のみの通行どめで施工要望されたため、その再調整、関係機関への再協議に15日間要し、

また、断面補修予定箇所を再調査したところ、建設当時のコンクリートの品質が悪く、

ほとんどの断面がもろくなっていたため、追加補修に約10日間、また床板圧が想定より

薄かったため、伸縮継ぎ手の選定に５日間の日数を要し、年度内完成が困難なため、翌

年度に繰り越しをするものでございます。 

  次の款８消防費、項１消防費、地域防災対策事業615万6,000円は、地域防災計画修正

業務委託で、土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律の一部

改正に伴い、地域防災計画に記載事項の追加措置等が義務づけになり、内容の見直しが

必要で、年度内完成が困難なため、翌年度に繰り越すものでございます。 

  次の款９教育費、項５保健体育費、海洋センター管理運営事業2,675万円は、海洋セ

ンター体育館の非構造部材耐震状況調査を実施した結果、つり天井の耐震基準を満たす

ことができず、現在利用中止としていますので、改修工事を早期に執行したいのですが、

年度内の完成が見込めないため、翌年度に繰り越しをするものでございます。 

  以上が繰越明許費の補正で、７事業の総額は２億1,026万5,000円でございます。なお、
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合計額２億1,929万4,000円は、既に繰り越しのご承認をいただいております、２事業90

2万9,000円を加えた額となっておりますので、ご承知くださるようお願いいたします。 

  次に、第４表でございます。 

  地方債の補正、上水道出資債は、限度額530万円を220万減額し、310万円に…… 

○議長（志関武良夫君） 座って。 

○企画財政課長（西郡栄一君） それでは、議長のお許しが出ましたので座って説明させてい

ただきます。 

  上水道出資債は、限度額530万円を220万減額し、310万円に補正するもので、南房総広域

水道企業団が実施する水管橋耐震補強工事に対する加入団体としての出資債で、実績による

減額でございます。 

  道路整備事業債は、限度額7,980万円を2,400万円減額し、5,580万円に補正するもので、

町道改良工事及び橋梁維持事業の実施規模の見直し等により、過疎対策事業債1,600万円を

減額するものと、町道宇野辺当月川線の用地取得が困難なことから、辺地対策事業債を800

万円減額するものでございます。 

  社会体育施設整備事業債は、限度額600万円を皆減とするもので、当初海洋センター体育

館の大規模改修工事を計上しましたが、非構造部材耐震調査の結果、天井改修工事を実施す

ることとなり、撤去工事については適債性に欠けることから補正するものでございます。 

  臨時財政対策債は、限度額２億2,000万円を600万円減額し、地方交付税算定結果による発

行可能額２億1,400万円に限度額を補正するものでございます。 

  次に、事項別明細書により歳入歳補正予算の説明をさせていただきますので、102、103ペ

ージをお開きください。 

  初めに、歳入ですが、款１町税、項１町民税、目１個人町民税600万円の増額補正、及び

目２法人町民税515万円の増額補正につきましては、実績及び見込みによる増額でございま

す。 

  次の、項２固定資産税、目１固定資産税1,300万円の増額補正は、現年課税分の償却資産

の増額でございます。 

  項３軽自動車税、目１軽自動車税11万円の増額補正は、徴収実績及び見込みによるもので

ございます。項４たばこ税500万円の増額、次の項７入湯税130万円の増額補正についても、

同じく実績見込みによる増額でございます。 

  款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与税50万円の増額補正、項２自動車重量譲与税50万円
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の増額補正。款４配当割交付金150万円の増額補正。款５株式等譲渡所得割交付金300万円の

増額補正。款６地方消費税交付金1,200万円の減額補正。 

  次の104ページの款７ゴルフ場利用税交付金1,030万円の減額補正、款８自動車取得税交付

金９万円の増額補正、及び款９地方特例交付金30万9,000円の増額補正は、実績見込みによ

るものでございます。 

  款10地方交付税１億383万4,000円の増額補正は、交付実績に基づくものでございます。 

  款11交通安全対策特別交付金50万円の減額補正についても、実績見込みによるものでござ

います。 

  款12分担金及び負担金、項１負担金、目１民生費負担金107万3,000円の増額補正は、児童

福祉施設費負担金と学童保育負担金の増額でございます。 

  目２衛生費負担金17万8,000円の減額補正は、火葬場使用料の増額によるいすみ市負担金

の減額でございます。 

  目３農林水産業費負担金705万6,000円の増額補正は、暗渠排水工事と揚水機場ポンプ等の

更新工事に係る農業基盤整備促進事業負担金が主な内容でございます。 

  目６災害復旧事業費負担金208万5,000円の増額補正は、農地災害復旧事業８カ所と、農業

施設災害復旧事業４カ所分の負担金でございます。 

  款13使用料及び手数料、項１使用料、目１衛生使用料45万6,000円の増額補正は、火葬場

使用料でございます。 

  目２農林水産業使用料50万6,000円の減額補正は、各施設の使用料の減額でございます。 

  目４観光使用料161万4,000円の減額補正は、会所麻綿原線の通行どめに伴う駐車場の使用

料の減額と、次の107ページの粟又駐車場は、遊歩道ののり面崩落に伴う使用料の減額と、

観光センター使用料の減額でございます。 

  目６教育使用料77万1,000円の減額補正は、公民館、海洋センター及び学校施設使用料の

減額でございます。 

  項２手数料、目１総務手数料16万円の増額補正は、督促手数料の減額と税務証明手数料の

増額でございます。 

  目３衛生手数料６万6,000円の増額補正は、清掃手数料の増額と狂犬病予防事務手数料の

減額でございます。 

  款14国庫支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫負担金117万5,000円の増額補正は、自

立支援給付費等負担金の増額と、児童手当交付金の減額が主なものでございます。 
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  目２衛生費国庫負担金115万4,000円の減額補正は、療育医療給付費の交付申請額の４割を

減額するもので、この減額分につきましては、翌年度に交付されることとなっております。 

  項２国庫補助金、目１民生費国庫補助金1,881万3,000円の減額は、臨時福祉給付金事業補

助金の減額と、それぞれの事業の交付決定に伴う実績見込みによる増減でございます。 

  目２衛生費国庫補助金57万3,000円の減額補正は、合併処理浄化槽設置整備事業補助金で、

実績見込みによるものでございます。 

  目３土木費国庫補助金536万7,000円の減額補正は、社会資本整備総合交付金事業の町道増

田小土呂線歩道設置工事と、町営住宅改修分に係る減額でございます。 

  目４教育費国庫補助金５万8,000円の増額補正は、特別支援教育就学奨励費補助金の

減額と、へき地児童生徒奨励費等の補助金の増額の相殺で計上しました。 

  目６総務費国庫補助金5,693万2,000円の増額補正は、節４地域活性化・効果実感臨時

交付金449万6,000円は、好循環実現のための経済対策として、普通建設事業等を対象と

するもので、道路ストック総点検に充当するものでございます。 

  節７地域住民生活等緊急支援のための交付金5,243万6,000円の増額補正は、消費喚

起・生活支援型交付金と地方創生先行型交付金として交付されるもので、国の補正予算

に伴うものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  項３国庫委託金、目２民生費委託金3,000円の減額補正は、特別児童扶養手当事務委

託金の減額でございます。 

  款15県支出金、項１県負担金の補正額の合計でございますが、143万6,000円の増額は、

各節及び説明欄記載のとおりで、交付決定に伴う実績見込みによるものでございます。 

  項２県補助金、目２民生費県補助金76万7,000円の減額補正と、次の目３衛生費県補

助金200万円の減額補正につきましては、各節及び説明欄記載のとおりで、交付決定に

伴う実績見込みによるものでございます。 

  目４農林水産業費県補助金1,597万1,000円の減額補正につきましては、それぞれ交付

決定に伴う実績見込みですが、農地集積協力金は対象がなかったことによる皆減、次の

111ページになりますが、被災農業者向け経営体育成支援事業補助金の減額は、２名取

り下げにより、19名分の実績によるものでございます。 

  目５商工費県補助金637万1,000円の増額補正は、公衆無線ＬＡＮ環境整備事業補助金

の交付決定によるものと、プレミアム付商品券市町村交付金は、国の補正予算に伴う消
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費喚起・生活支援型交付金として、県から上乗せ分の交付がされるものでございます。 

  目６土木費県補助金８万5,000円の減額補正は、住まいの耐震化サポート事業補助金

の皆減で、目９農林水産施設災害復旧費補助金918万6,000円は、農地災害復旧事業と農

業施設災害復旧事業に係る増額でございます。 

  次の、項３県委託金、目１総務費委託金52万2,000円の減額補正は、千葉県議会議員

選挙費委託金の減額と、その他の増減は実績見込みによるものでございます。 

  目２民生費委託金3,000円の増額補正は、地域児童福祉事業等調査委託金の増額でご

ざいます。 

  次の、款16財産収入、項１財産運用収入、目１財産貸付収入120万3,000円の増額補正

は、町有地の貸し付けによる増額と、光ファイバーケーブルの貸し付け収入の増額でご

ざいます。 

  項２財産売払収入、目１不動産売払収入386万3,000円の増額補正は、老川テニスコー

ト用地法定外公共物の売却に伴う増額でございます。 

  款17寄附金、項１寄附金、目１指定寄附金100万円の増額補正は、奨学基金への指定

給付が１件と、目２一般寄附金13万5,000円の増額補正は、２件の寄附でございます。 

  次の、款18繰入金、項１基金繰入金、目１財政調整基金繰入金１億3,989万7,000円の

減額補正は、当初予算において財源措置したものを減額補正するものでございます。 

  次の目２交通災害共済基金繰入金から、次の112ページにつながりますが、目３ふる

さと創生基金繰入金、目４東日本大震災復興基金繰入金、目５福祉基金繰入金及び目９

小中学校施設整備基金繰入金は、それぞれ充当先の実績に伴う繰入額の減額でございま

す。 

  次の、項２特別会計繰入金、目１国民健康保険特別会計繰入金11万2,000円の減額補

正は、子ども医療費分の高額療養費でございます。 

  次の、款19繰越金7,724万2,000円の増額補正は、前年度繰越金でございます。 

  款20諸収入、項２受託事業収入、目１後期高齢者医療広域連合受託事業収入16万

6,000円の減額補正は、額の確定による減額でございます。 

  項３雑入、目２滞納処分費５万1,000円の減額補正は皆減でございます。 

  目３雑入238万2,000円の減額補正は、次のページにわたりますが、説明欄記載のとお

り、それぞれ実績見込みに伴う増減でございます。 

  次に、114ページをお開きください。 
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  項４町預金利子４万4,000円は、歳計金預金利子でございます。 

  次に、款21町債、項１町債の補正額の計は、3,820万円の減額補正で、内容につきま

しては、第４表の地方債補正でご説明させていただきました内容と同じでございます。 

  次に、歳出予算の説明をさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） 会議の途中ですが、ここで10分間の休憩といたします。 

（午後 ２時２３分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時３４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 歳出の説明を求めます。 

  企画財政課長。座っていいですよ。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 116ページの歳出からご説明させていただきます。 

  歳出予算におきましても、事業等の実績見込みによる精算に基づく補正が多くなっており

ます。一部割愛した中での説明とさせていただきますので、あらかじめご了承ください。 

  初めに、款１議会費、項１議会費、目１議会費８万9,000円の増額補正は、議長交際費の

増、議員８名分の防災服購入による増額が主な内容でございます。 

  款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費329万9,000円の減額補正は、追加費用負担

金の確定による減額が主な内容でございます。 

  目２文書広報費74万8,000円の減額補正は、法規集追録代の増額と広報おおたきの印刷製

本費の減額を相殺したものでございます。 

  目４会計管理費５万9,000円の増額補正は、窓つき封筒の印刷製本費でございます。 

  目５財産管理費4,635万8,000円の増額補正は、薬草園の高圧制御機器とケーブルの交換、

旧老川小学校の屋内消火栓のホースの購入及び財政調整基金への積み立てでございます。 

  目６企画費48万8,000円の減額補正は、まちづくり提言事業補助金の減額、地域情報通信

基盤設備保守委託料の増額、次の119ページの大多喜高校支援推進事業助成金と総合計画策

定業務の減額、地域公共交通対策事業は法定協議会を設置するための経費として、委員謝礼

等の増額と、いすみ鉄道利用企画旅行補助金に係る減額でございます。 

  次の、目７電子計算費86万円の減額補正は、実績による減額でございます。 

  次の、目８諸費9,030万2,000円の増額補正は、地方創生先行型交付金に基づく事業で、総
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合戦略策定事業は町の人口ビジョンと総合戦略の策定に係る委託料でございます。 

  公共交通政策事業は、大多喜発着の新規高速バスにより、通勤・通学を容易にし、定住化

や移住を図ろうとするもので、羽田空港を計画路線に加えた運行を策定したいので、初期投

資額を支援する運行補助金と、通学者への定期券補助金を見込み計上しました。 

  小さな拠点事業は、上総中野駅を拠点とするもので、コンビニエンスストア、いすみ鉄道

グッズの販売、農産物の直売及び子供から高齢者までが集える場所や、観光客も利用ができ

るように整備を進めようとするもので、これから実施する事業関係者や地元との協議、設計

に係るプレゼンテーションを実施する経費を見込み計上しました。 

  結婚支援のための拠点づくり事業は、青年を対象とした男女が知り合える場所を中央公民

館内につくり、中央公民館主催による各種事業を通じ、趣味を同じにする男女の出会いの場

を多くつくろうとするものでございます。 

  空き家対策事業は、町内の空き家を登録する臨時職員の雇用と、調査協力者への謝礼、空

き家登録時家財道具撤去補助金を計上しました。 

  お試し居住事業は、移住やお試し居住に関するＰＲ用パンフレットの作成、空き家の修繕

費や借り上げ料、イベント時の施設使用料を見込み計上しました。 

  特徴のある教育の展開事業は、保育園児と保護者を対象とした親子英語教室に係る経費と、

次の120ページになりますが、保育園から中学校までの英語教育を地元大学と連携して実施

する委託料を計上しました。 

  次の、観光客ツアー事業は、いすみ鉄道と台湾の集集線が姉妹鉄道を結んだことを契機に、

主に台湾からの観光客を羽田空港や成田空港から誘致し、本町の活性化につなげようとする

もので、委託料として計上させていただきました。 

  次の、施設園芸就農者支援事業は、仕事づくりの支援として、お試し居住などで農業を経

験後、移住して施設園芸をスタートする者などにハウスの設置費、暖房機器等の設置費に対

し補助しようとするものでございます。 

  次の、空き家等を活用した起業支援事業は、商店街の空き家などを活用し、起業しようと

する場合に、起業支援として補助金を交付しようとするものでございます。 

  次の、旧老川小学校活用事業につきましては、統合により廃校となって２年が経過してし

まいましたが、来年度から３年間、町が管理運営し、エコ・フューチャーセンターと地元と

ほかにも各種団体等を交え、旧老川小学校を拠点とした地域の活性化を推進する予定で、こ

れから地元と協議を進めていく段階でございます。なお、予算上は地元の団体による管理を
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想定し、補助金で予算措置をさせていただきました。 

  次の、土地利用計画図策定事業は、町の地形図を作成しようとするもので、交付金事業の

対象には認められませんでしたが、各種計画の立案に有効に活用することができる基礎デー

タとして、地図情報レベル2,500の地形図等を作成しようとするもので、これから実施しま

す小さな拠点事業、空き家対策事業等への活用、さらに案内図、観光図、用途区域図、人口

分布図、交通網路線図などに活用する予定でおります。委託料として計上させていただきま

した。 

  以上の12事業を地方創生先行型交付金に基づく事業等として、予算上に計上させていただ

きました。未確定な部分も多くありますし、地元や関係者への説明や協議も今後実施するも

のでございます。事業費の移動もあることと思いますが、ご理解くださるようお願いいたし

ます。 

  次に、項２徴税費は補正総額187万円の減額でございます。弁護士費用のほか、各種委託

料の実績見込みによる減額補正でございます。 

  項３戸籍住民基本台帳費31万6,000円の減額補正は、旅費及び委託料の実績に伴う減額で

ございます。 

  次のページをお開きください。 

  項４選挙費、目２千葉県議会議員選挙費65万6,000円の減額補正は、告示日が４月３日に

決定したため、期日前投票所事務経費等を減額するものでございます。 

  次の、目４衆議院議員選挙費は実績による減額でございます。 

  項５統計調査費１万円の減額補正は、報償費等実績に伴う補正でございます。 

  項６監査委員費４万9,000円の減額補正は、次のページにわたりますが、実績に伴う減額

でございます。 

  次に、124ページの款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費720万1,000円の減

額補正は、障害者福祉事業の扶助費の介護給付費が962万円増額、国保基盤安定負担金の増

額、臨時福祉給付金事業の減額が主なものでございます。 

  目３老人福祉費19万2,000円の減額補正は、外出支援サービス委託料の増額及び敬老祝報

償費の減額、老人日常生活用具給付金の減額が主な内容でございます。 

  次のページをお開きください。 

  目４青少年女性対策費２万円の減額補正は、実績による減額でございます。 

  目５介護保険事業費555万円の減額補正は、介護保険特別会計繰出金の減額が主な内容で
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あり、その他実績及び見込みに伴う補正でございます。 

  目６後期高齢者医療費162万3,000円の減額補正は、後期高齢者医療広域連合負担金と療養

給付費負担金は、実績による減額及び特別会計への繰出金の減額でございます。 

  項２児童福祉費、目１児童福祉総務費301万7,000円の減額補正は、次のページにわたりま

すが、子ども医療費受給者の減、子ども・子育て支援事業及び子育て世帯臨時特例給付金事

業の減額は、それぞれ実績による減額でございます。 

  次に、128ページの目２児童措置費596万5,000円の減額補正は、児童手当の実績による減

額でございます。 

  次の、目４児童福祉施設費37万3,000円の減額補正は、育児休業職員の人件費の減額と、

つぐみの森保育園の扉の設置工事や、みつば保育園の外部階段の修繕工事、調理用備品の購

入費が主な内容で、その他実績見込みによる増減でございます。 

  款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費78万3,000円の減額補正は、養育医療

給付費の実績による減額でございます。 

  次の、目２予防費494万7,000円の減額補正は、予防接種委託料の減額が主な内容で、その

他実績見込みによる補正でございます。 

  次のページをお開きください。 

  目３環境衛生費2,129万7,000円の減額補正は、小水力発電所管理運営事業の減額が主で、

その他、合併処理浄化槽設置整備事業の減額など、実績見込みによる減額でございます。 

  目４母子保健事業費、次の目５火葬場費、及び目６地域し尿処理施設管理費は、それぞれ

実績見込みによる委託料、工事請負費等の補正でございます。 

  次に、項２清掃費、目２塵芥処理費543万1,000円の増額補正は、各種委託料の増額といす

みクリーンセンター塵芥処理負担金の増額が主なものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  項３上水道費、目１条水道運営費219万2,000円の減額補正は、南房総広域水道企業団出資

金の減額でございます。 

  款５農林水産業費、項１農業費、目１農業委員会費は財源の組みかえでございます。 

  次の、目３農業振興費2,671万5,000円の減額補正は、農業振興地域整備計画策定業務委託

料は、県への申請事務については、町の土地計画と密接な関係がありますので、地域を見直

し再度実施するため、後年度に送るものでございます。 

  農地集積協力金は該当がありませんでしたので、減額するもので、被災農業者向け経営体
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育成支援事業補助金は19名が実施しましたが、２名が事業を取り下げたことによる減額でご

ざいます。 

  次の、目５農地費152万円の減額補正は、多面的機能支払交付金事業に取り組む地区や面

積の変更に伴う減額でございます。 

  目６農業施設費30万4,000円の増額補正は、施設の管理運営費に係る実績見込みによるも

のでございます。 

  款６商工費、項１商工費、目２商工業振興費2,703万9,000円の増額補正は、消費喚起・生

活支援型交付金によるプレミアム商品券発行補助金が主なもので、商工会が運営の主体とな

り、20パーセントのプレミアム率とする予定でおります。 

  次の、目３観光費78万4,000円の増額補正は、次のページに続きますが、中瀬遊歩道の飛

び石の修繕と、次の135ページの町観光協会補助金は、臨時職員人件費と千葉県房総半島情

報マップ共同作成費に係る増額で、天然ガス記念館ガス灯の修繕による増額でございます。 

  次の、款７土木費、項１土木管理費は、補正総額280万5,000円の減額でございます。 

  目１土木総務費、目３国土調査費及び目４道の駅管理費は、実績見込みによる減額でござ

います。 

  項２道路橋梁費、目１道路維持費14万8,000円は、道路補修用備品として発電機、チェー

ンソー等を購入するもので、目２道路新設改良費3,167万8,000円の減額補正は、町道増田小

土呂線、町道中野大多喜線、町道宇野辺当月川線に係る工事請負費等の執行見込みによる減

額などでございます。 

  目３橋梁維持費は、財源の組みかえで、次の目４交通安全対策費10万1,000円は、道路照

明用の電球の購入でございます。 

  項４住宅費、目１住宅管理費109万円の減額補正、及び目２宅地造成費21万円の減額補正

につきましては、実績見込みによる減額でございます。 

  次のページをお開きください。 

  目３住宅助成費160万円の増額補正は、住宅取得奨励金の申請見込みによる増額でござい

ます。 

  款８消防費、項１消防費は、補正総額903万8,000円の減額でございます。広域常備消防負

担金の減額のほか、それぞれ実績見込みによるものでございます。 

  款９教育費、項１教育総務費、目２事務局費91万6,000円の増額補正の主な内容は、指定

寄附金を奨学基金へ積み立てるものでございます。 
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  次の、項２小学校費は、それぞれ実績見込みによるもので、次の138ページになりますが

補正額の計は246万円の減額となっております。 

  項３中学校費につきましても、それぞれ実績見込みによるもので、総額69万9,000円の減

額でございます。 

  項４社会教育費の補正総額は58万3,000円の減額補正で、実績による減額でございます。 

  項５保健体育費、目１保健体育総務費7,000円の減額補正は、職員の時間外勤務の増額と

実績による減額でございます。 

  目３体育施設費2,049万5,000円の増額補正は、海洋センター体育館天井改修工事に係る設

計管理委託料と工事請負費の増額が主なもので、その他実績見込みによる減額を相殺したも

のでございます。 

  次の140ページから149ページまでの給与費明細書は、人件費の補正に伴う特別職及び一般

職に係る給与費明細書となりますので、説明は割愛させていただきます。 

  以上で、平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第13号）の提案説明とさせていただきま

す。 

  よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 117ページの大多喜高校支援推進事業48万6,000円が減になっています。

これは多分、大多喜高校の生徒数が、年々減少している中にあって、何とかこれを活性化さ

せなくては町全体の影響が大きいのではなかろうかということで、推進しようということで、

100万円ぐらい計上したんですかね。ちょっと総額わかりません。 

  こういったものは、何か減額するというのは、できるだけこういったものは支援するとい

う意味で、何か工事が突然中止になったとか、何かの予定ができなくなったということであ

れば、ほかの影響でできなくなったということであればやらなくてもいいと思うけれども、

こういった、要は活性化を図るため、子供たちをふやして大多喜高校の生徒のためというの

ですかね、こういったものはできるだけ減額しないで、何かの形でやるべきだと思いますけ

れども、どうして減額、たしか去年、前回も減額になったような記憶があります。どうして

なのでしょうか。 
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○議長（志関武良夫君） 副町長。 

○副町長（鈴木朋美君） その件につきましては、私のほうからご答弁させていただきますけ

れども、この大多喜高校の支援事業については、私、委員長ということで、いろいろ検討は

しておったのですが、たしか去年も同じようなご質問があったと思いますが、実はこの件に

つきまして、今根本議員からお話があったとおり、当初100万円の補助をしましょうという

ことで予算措置はしてあったのですが、結局うちのほうもこの100万円を使って、大多喜高

校に、100万円を使ってうまく生徒確保につながるような事業を展開してもらえないかとい

うことで、お話も実は校長先生等を交えて昨年も行っております。 

  やはり話の中で、学校側のほうも、今学校の授業の関係で、なかなか学校のほうで取り組

める事業もないということで、学校の後援会のほうで、講演の方をお願いしたりなんかして、

ある程度お金は使っているんですが、100万円という補助金の中で、これを全部使い切るよ

うな事業はちょっとできないというような話で、なかなかうちのほうも何かないですか、何

かないですかということでやっておったのですが、そういうことで学校側のほうで、授業の

中でいろいろな授業があって、なかなかそういうことに取り組めないということでお話があ

りましたので、やむなく、ことしにつきましても48万6,000円の減額を余儀なくされたとい

うような状況でございます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 大原のほうで勝浦高校、岬高校が合併して１つになって、今度次は大

多喜高校と大原高校ではなかろうかといううわさというか、流れています。大多喜高校がな

くなることは大多喜町にとって非常に、町の命運を左右すると言っても、私言い過ぎではな

いかと思っています。ですからこういったお金は極力、何かの影響で、さっき言ったように

工事が中止になったとか、いろいろな理由で実績に基づいてというけれども、こういった金

はできるだけ利用して、大多喜町の活性化、大多喜高校の活性化のために使ってもらいたい

と思います。よろしくお願いします。 

  次年度以降は必ず使うようにしていただけますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 次年度についても、大多喜高校といろいろと協議してまいり

ましたので、これは新年度予算に関係するんですけれども、ちょっと加えさせてご説明させ

ていただきたいのですが、学校のほうで、もうスケジュールがいっぱいで何も入れられない
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というような状況で、新年度予算からは、とりあえず除かせていただきました。 

  それで、必要があれば、その都度何でもこちらで対応しますので、それについては遠慮な

く言っていただきたいということで、常にいつも出しているのにこのぐらいの実績になって

しまうということで、その辺について非常に憂慮していたところでございます。それを大高

のほうと話し合いをしまして、そういう要望があればいつでも協力はしますということで、

来年度予算の当初には入っていないという状況でございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 学校のほうの調整がつかなかったということではなくて、町のほうで

積極的に、何かこれ見て、危機感が何かないのではないかということで、何か随分寂しくな

ってきちゃったんです。ぜひとも大多喜高校のために、何か来年はついていないようだけれ

ども、本当にできるだけの支援をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 143ページ、職員手当のところで、時間外勤務手当の減ということ

で金額が、育児休業に伴う減とともに示されております。時間外が減っているということで

あれば、それは大変、職員の皆様のご努力によって、効率よく仕事をしていただいているの

ではないかという、そういう判断もさせていただくわけでございますが、私が見させていた

だいておりますところ、大変職員の皆様は今、余裕のないような状況の中で業務等に従事し

ていただいているような気がいたしております。夜も大変遅くまでお仕事をしていただいて

おります。 

  そういう中で、私はこの時間外勤務手当が減で出てきたということに対して、少しどうな

んだろうと、むしろプラスで出てくるのではないだろうかというふうに思っておりました。

そういう中できちっと職員の方から時間外の申請が出されているのかどうかと、そのように

疑問に思うところでございますけれども、町の見解をお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 今回の時間外勤務手当の減の主な理由ですけれども、衆議院議

員選挙の実績に伴う減、提案理由の中でも説明ありましたが、千葉県議会議員選挙を予定し

ておりましたけれども、当初告示日を３月中に見込んだんですが、４月３日ということでず
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れ込んだということで、その減と、あと臨時福祉給付金、また子育て臨時特例給付金等の支

給に係る時間外手当の実績の減というようなことでございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。 

  そういったことであれば結構でございますけれども、私の所感としましては、今言ったよ

うな状況でございます。本当に皆さん今せっぱ詰まって仕事をしていただいているような、

そういう感じを、役所の中に入りますと感じさせていただいております。ある意味、職員は

サービスという部分での、町民との対応というところもあるとは考えられます。それにして

も、非常に管理職の皆様を初め、職員の皆様の健康状態ですとか、そういったものも大変大

切ではないかと思います。そういったものがよりよい住民サービスにもつながってくると思

います。効率化を図っていただきますとともに、そういった面も、決して伏せることのない

ように、皆様で気をつけていただきながら取り組んでいただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございませんか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） 125ページの臨時給付金事業について、2,000万という大幅な減額にな

っておりますが、これは申し込みが少なかったのかどうか、その辺の状況についてちょっと

伺いたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） では、臨時福祉給付金事業の2,034万の減額でございますけ

れども、当初国が示した積算人数と、実際の対象者数の乖離が大分ありました。当初対象見

込み者数を3,461人で見込んでおったんですが、実際に申請書を送付した人数が2,111人でご

ざいます。そのうち申請者数は1,768人で、申請率は83.75パーセントでございます。ですか

ら、申し込みが少なかったわけではなくて、当初の見込みの人数が国の示した人数より大分

乖離があったということでございます。 

  その1,786人の申請のうち、1,740人に支給をされております。なお、28名の方については、

扶養とかそういう方で、その28名は支給外ということになっております。総額として2,305

万2,000円を支給しております。 

○議長（志関武良夫君） ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） これ何か話によると、対象者は大分、該当になってもわずかの額だと
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いうような人まで該当になっているような話を聞いたんですが、そういうことがあったんで

すか。要するに、手間とかそういうのが大分かかるので、もらいにいかないほうがいいとか

というようなことも聞いたことがあるんです。そんな人まで対象になっているのか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） この申請書の送付なんですけれども、一応、住民税非課税の

方と、あと無申告者が何名かおりましたので、その分についてこちらから通知した人数でご

ざいまして、申請が面倒くさいとか、そういうことはないと思っております。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 119ページの公共交通政策ですが、２通りあります。先ほどの説明

ですと、羽田までのバスを出す。それからもう一つ、定期券の補助だということですけれど

も、これについてもう少しきちんと説明していただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 羽田空港の中にモニターで大多喜行きを表示するシステム変

更に係る経費と、その乗車券を買う自動販売機のシステムに係る経費ということで、高速バ

スの運行補助金を見込んでおります。 

  それと、もう一点の高速バスの定期券の補助のほうですが、これは大多喜発着の高速バス

の運行はまだ決定していない段階でございますが、定期券補助金については、これから運行

が決定した場合に、学生が通学する場合、その一部を助成しようとするものでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 定期券については具体的にはどのように、その一部といっても、援

助するのか。それから羽田空港の切符のどうのこうのというのは、ちょっと理解できないの

ですけれども。 

  この運行のほうについては、大多喜からバスを出すということではないのですね、まだ。

何かその辺、聞き逃したのかもわかりませんけれども、何かよくわかりません。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 高速バスの運行補助金ということでやるのは、羽田空港を含

めた東京方面に対するものを、大多喜から発着を新たにしたいんだということで計画してい

るものでございます。 

  羽田空港に行った場合に、羽田空港にバスが入るとなると、そこで大多喜行きを表示する
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システムの変更だと思います。それと、乗車券を買うシステム、それを変更するのに、入る

ときに初期のお金がかかるんだということでございます。それを事業者に対して助成しよう

ということで考えております。 

  定期券は、まだ定期券が発売されるかどうかというところも、その金額が幾らになるかと

いうのが、現実としてはまだはっきりしていないので、ただ、一応今のところ１カ月２万円

程度助成したらいかがなものかなということで、ここに20万円を計上させていただきました。

１人です。学生１人です。 

○議長（志関武良夫君） ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 今の質問でちょっと関連するんですけれども、この600万というのあ

りますね。これから、年度内ですから、３月いっぱいでの補正のあれだと思うんですけれど

も、５月ごろまでにこれ運行はできるのですか。その予定で600万というのをとってあるの

ですか。それとも、今既存のバス、小湊とか日東バスなんか走っていますけれども、それに

補助金を出すという、どっちか具体的に教えてもらいたいんですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 今回の600万というのは、１台300万円ということなんですね。羽田空

港に入ると、皆さん利用したらわかると思うんですが、あそこの高速バスは物すごい本数が

あります。いろいろな、関東一円に出ているのですが、そのいわゆるシステム、電光表示板

なんかで表示していますよね。あのシステムの中に組み込む費用ということなのですが、あ

る意味、羽田空港に乗り入れる一つの権利金という捉え方でいいと思いますけれども、そう

いうシステムを全部組み込んでいくと。そういうことの中で１台300万円ということが決ま

っているんだそうでございます。そういうことでやっております。 

  特に、品川のほうを今京急さんともお話ししておりましたが、ここは今東京の警視庁のほ

うもなかなか高速バスは今混んできて、乗り入れはちょっとまずいということで、今その辺

の折衝もしております。そういうことで、なかなかこれから京急の社長ともお話しすると、

これからだんだん乗り入れは難しくなるだろうと。品川はもう既に満杯なので、これ以上の

増便は難しいよということで、警視庁のほうから乗り入れはまだ許可できないということで、

今折衝をしている最中なんですね。だけれども最後の駆け込みで何とかお願いしようという

ことで、今京急さんのほうも一生懸命やっているところでございます。 

  予定は、12月１日を目標に、今進めております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 
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○１１番（野中眞弓君） このバスを運行するに当たって、今回計上された600万というのは、

電光掲示板関係の費用だと。バスが実際動くための運行補助金というとおかしいけれども、

この辺の路線バスに対して補助金出しているじゃないですか。ああいうような形で出すとい

うことはないですね。 

  それからもう一つ、１回計画を立てたときに、自分の考えを混ぜるのはよくないとは思う

んですけれども、私は慎重にやってほしいと思っているんですね。１回バスなんかの路線を

つくってしまって、それを定住を呼び込むための一つの宣伝に入れて、仮に１人でも２人で

も来たときに、もう全くもうからなくても出し続けなきゃいけなくなる。そのお金を出し続

けることによって、ほかの事業、今ここにいる住民のための事業がおろそかになる。そうい

うようなことが起こるおそれもあるわけですから、慎重に取り組んでほしいし、もしやるの

であれば、モデル期間ねということで限って取り組むというような考えはないですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これは、地方創生の補助事業で今やる予定なんですが、一応５年とい

うめどで考えております。それで５年の間に黒字化を目指すということで、先方とも話をし

ております。ですから、５年という一つの目標を持って、それで５年で黒字化ということを

目指そうということでございます。 

（「１年幾ら」の声あり） 

○町長（飯島勝美君） まだその辺につきましては、便数とか時間、これから各地域の皆さん

といろいろな団体がございますので、その要望等もこれから聞きまして、どういう便で走ら

せたらいいかというのは、これから調整になりますので、その段階で、決まった段階でこれ

から話になると思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかに。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 私もこの公共交通事業政策の中で、定期券のことでお伺いしたいん

ですけれども、これは新たに発車させるというか、そのバスに対しての定期券ということに

なっていると思うんですけれども、今あるバスで、仮に定期券が出るのなら使いたいという

ような方が出た場合の補助というのは、どんなふうな形になりますでしょうか。出るのか、

出ないのかということになると思うんですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 既存の、今東京便のあるものでは、定期が出せないというような方向
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らしいんですね。ただ、今回私どもが京急さん、小湊さんと共同運行になるんですが、これ

につきましては、私どもが支援事業もありますので、この辺は定期を発行してもらうという

ことは、一つの条件になりますし、発着とかいろいろな条件は、私どもがかなりその辺の条

件を入れるということになります。 

  特に定期につきましては、学生さんがやはりこの地から東京に、大学に行くときに、また

茂原周辺から東京に行く条件と、ほぼ競争できるような形にすることが望ましいと思ってい

ます。それで、人数がどの辺かというのは、これから学校のほうともいろいろ協議するわけ

でございますが、いずれにしても競争力のある形での支援という形でやっていきたいと思っ

ています。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 企画財政課長、どうしても納得というか、頭の中が混乱しちゃったん

ですけれども、今やっている議題は26年度一般会計補正予算ですよね。それで、先ほど町長

は12月１日からと話が、めどに。600万あるんですけれども、新年度予算でも十分間に合う

とことではないですかね。何も今から補正でやらなくても、時間的には大分余裕があるんで

しょう。 

  その裏で調査するとか何かの絡みがあるのでしたら理解しますけれども、そこら辺、わか

ったら説明してくれないですか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 今回のこの公共交通政策事業につきましては、地方創生の国

の交付金を使う予定でおります。ですから、この国の交付金に今回の26年度予算で計上して、

27年度に繰り越しをして、27年度事業として全て使うものがここに入っているということで、

ご理解していただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 今の件で、高速バス、私思うに、お金を出せば走らせることは容易で

はないかと、補正とってですね。走らせても要は乗る方がいないとこれはだめなものです。

ですから当然乗る方の対策、総合的にバスを走らせるだけではなくて、このバスに乗っても

らうためにどのような施策で人をふやすのか。観光客をふやすとか、通勤客をふやすとか、

学生をふやすとか、総合的な対策の中の一環としてバスを走らせるということであるべきだ
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と思っています。この乗客をふやすという対策も並行してやっていると思いますけれども、

その辺はどのような対策を持っていますか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） おっしゃるとおりでございまして、先ほども目標として５年で黒字化

ということを申し上げております。これは５つほど、いわゆる前からも申しましたけれども、

ゴルフ場の団体のほうからも、ぜひ品川便ということの要望もございます。また、学生さん

をなぜ品川かというのが、実は品川の駅を中心とした大学が比較的全体では多いんですね。

ですから、そこがいいだろうということ。 

  またもう一つは、観光客、誘客、いすみ鉄道でもバスをやっておりますが、そのバスをむ

しろこちらのバスに振りかえてもらうということの中で、観光客の誘致ということもござい

ます。また、当然住民の皆さんがお出かけする足、これはまたいろいろと住民の皆さん方に

も周知した中、また、近隣市町村の大多喜に隣接地の皆さん方にまた働きかけると。そうい

う中で、いろいろとこれから運行するまでの時間、これからいろいろと詰めていかなければ

いけないことはたくさんありますので、そういったことを進めて、とにかく走らせることが

目的ではなくて、やはりこれを黒字化して定着させる。そして、その先に定住化へ向けてい

くということだと思います。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） それで、何回もほかの議員の方も言っていると思うのですが、オリブ

のところの停留所が、何か屋根があったのがなくなって、何か直す直すとたしか言っていな

がらなかなか直っていない。暑い日、寒い日、お客さんがあそこで待っていると、非常に何

か乗りづらいというのもあるのではなかろうかと思うんです。その辺も今回の中で一緒にや

るのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 今回の補正予算の中には入っておりません。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 121ページの土地利用計画図策定事業で、これは5,360万という大金

が、しかも町独自の財源がつぎ込まれる計画なんですけれども、町の計画のどこに入ってい

る事業なのか。それから、今までこの計画図がなくて困ったことは何件ぐらいあるのか。こ

れから先どのくらい利用される見込みなのか。維持管理費も含めて、これからこういうふう

に利用できるであろうと考えて、これから先の10年くらいのスパンで考えたときの費用対効
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果は幾らぐらいになるのか、伺います。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 提案説明の中でもご説明をさせていただいたところでござい

ますけれども、町は、地形図あるいは大縮尺の地図、ＧＩＳデータの整備が進んでいない状

況でございます。地方創生に関係する事業、そして各種計画等の策定に地図が整備されてい

ないので、これは地形図を整備させていただきたいということでございます。 

  例えば、今回上げる事業はもちろんですけれども、防災、観光、環境、適地の選定、市場

の分析、公共交通計画、土地利用計画、規制箇所、今回の計画にもございますが、空き家や

あるいは低利用地の状況、土地の流動化を図る上で、今後必要になってくるものだと考えて

おります。 

  それと、費用的な面でございますけれども、今現在導入した後、やはり航空写真を使った

りなんかして図面をつくります。その後、維持管理という問題ですね。これにつきましては、

今税のほうで持っている公図をもとにしたものがございます。これにつきましても、今まで、

前回は多分もうかなりたつと思うんですが、６年ぐらいたつと思うんですが、670万ぐらい

かけて写真を撮り直ししております。したがって、ランニングコストといたしましては、そ

ういったものを一緒に組み込めば、非常に安く上がるのではないかなというふうに考えてお

ります。 

  それと、困ったことということでございます。これにつきましては、来客される方、いろ

いろな町民あるいは町外の方、事業者の方いらっしゃいます。町に来て現在交付する地図が

欲しいと言われたときに、あげられる地図が今は限られております。平成６年に作成いたし

ました2,500分の１の地図、本来であれば当時の基準で60枚町内になくてはいけないのに、

その当時作成したのが30枚だけでございます。これの写しをそれぞれ皆さんに交付している

と。ですから町内の図面が欲しいと言われたときに提供するものは、今現在ないというよう

な状況でございます。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） いろいろな事業が積んでいて、何だか事業計画を出すんだろうけれ

ども、私たちの現実を見たときにはちっともよくなっていないばかりか、かえって過疎化は

進んでいるし、よくなっている覚えは本当にないんですね。 

  利用図がどうしてもなきゃならないということはそんなにないと思うわけです。今財政難
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だ、財政難だと言っている中で、五千何ぼも出すというのは……、これ討論になっちゃいそ

う。いいです。 

  次にパソコン関係ですけれども、住基台帳の点検委託料がマイナス査定されていますが、

26年度における住基ネットを使った件数、どのくらい。１件当たり住基ネットの場合はどの

くらい費用対効果、どのくらい費用がかかっているでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） それでは、ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  今年度住基ネットを利用した、窓口で住民の方が利用した件数。まず住基カードの発行が

19件でございます。あとは電子証明の発行11件、さらに住民票の広域交付が１件、そのほか

に事務サイドの事業として、転入転出の通知、移動の送受信、これが年間約900件、そのほ

かに戸籍の付表の変更通知の送受信、これが約600名分ございます。合計で1,500件を超える

ものに利用しているというふうなことになろうかと思います。 

  また、年間の経費でございますけれども、機械の保守料でありますとか、賃貸借料等を含

めまして、211万9,000円でございます。金額を件数で割りかえしますと、１件当たり1,270

円という金額が出てくるというふうなことでございます。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 関連質問なんですけれども、土地利用計画の策定なんですけれども、

5,300万なんですけれども、この関係について、土地利用計画つくるんですけれども、これ

用途地域の指定まではいかないんですかね。農地使用とかそういう関係だけで、用途地域の

指定まではもっていかないわけですね。指定までするとか、そういうことがありますかね。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 今回策定するのは、あくまでも地形図ということで、規制図

までは、今現在、規制図自体がまだデータ化されていないところなので、それができれば一

緒にすることも可能だと考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） それとこれも関連質問です。公共交通政策事業なんですけれども、こ

れは地方創生でやるということなんですけれども、形として、今までオリブのところに結局

バスターミナルつくるということでありましたよね。それはそこのところにまた継続してそ
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ういうバスを入れるのか。それと同時に、これは新規事業という形でしょうから、それにか

み合わせたことでやるのでしょうけれども、これはあくまでも町独自でバス１台なら１台を

乗り入れするのか。今までもバス行っていますよね、羽田まで。それを利用してやるのか。

どちらかお答え願いたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） オリブ発着というのは、一つのまず最初の考え方であります。それで、

当初この事業を立案しましたときに、いわゆる駐車場等は既に土地確保しております。回転

場につきましては、もう既に土地の赤道の交換等で、それは十分できておりますので、そこ

にかける費用はもうございません。現状であのまま今のところで十分使えるということにな

ると思います。 

  もう一点は何でしたか。 

（「現状のバスを利用してやるか、それとも新規にバスを」の声あり） 

○町長（飯島勝美君） これは、東京便は京成さんと日東さんなんですね。今回は、京急さん

と小湊さんですが、要は東京の駅、あるいはターミナルにつける権利を持っている会社とや

らなければできないわけですね。だから、現状の会社は東京しか入れないわけですね。です

から、新しく品川に入るというのは京急さんが持っているわけです。ですから京急さん以外

は無理なんですね。ですから、そういうことで権利のある会社と新しく結ぶと、そういうこ

とでございます。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 確認です。今の公共交通事業のことですけれども、26年度の補正予算

ということで、補助金のっかっていますけれども、まだバスの運行は不確定だということで

ありますけれども、掲示板とか切符の何かそういうものとか、これは予算を通すと、決まっ

ていないのにある程度やるということになるのでしょうか。そのときに、バス会社と契約を

きちんと結んでからの予算の執行ということになってほしいと思いますけれども、その点は

まずどうなのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） おっしゃるとおりでございます。 

  全体を、先ほど申しましたように、12月１日を目標に、今バス会社と両方で調整している

ところでございます。ですから予算を、これは動き出す段階で予算ということはなかなか難

しいものですから、これは予算としてはちょうど地方創生のこれが使えるということで、今
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予算をとったところでございますが、やるときには同時に、契約と同時にということになり

ます。当然バス会社のほうからそちらに払うということになります。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） それは、じゃ12月ごろということで理解してよろしいですね。 

  定期券の部分についても、同じようなことかと思いますけれども、先ほど町長のほうから

競争力のある体制を組みたいよということでありました。野中さんのほうからもバス運行に

ついて補助金はよろしくないと、そんな意見がありましたけれども、バスを走らせるために

補助金を使うのは、非常に危険性があると思うんですね。少しでも利用しやすくなるように、

定期とかそういう運賃についての補助をすることによって、どんどん利用客がふえてくるこ

とによって、バス会社が黒字になるという方向がどこへ行っても好ましいようでありますの

で、その辺は十分、新しい事業でありますし、大変期待をしている事業でありますので、十

分補助金の使い方を慎重にしていただきたいというふうに思いますけれども、いかがですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） ただいまのご質問のとおり、おっしゃるとおりでございます。 

  これは私も、今回はこの地方創生という追い風がつきましたので、これが私は最後のチャ

ンスかなと思っています。これはやはり成功させるということが、大多喜町の今の人口減少

等いろいろ考えますと、若い方のご意見はやはり何としても不便だということをおっしゃっ

ていました。 

  実はこれは余談なんですが、先週、三育学院大学の卒業式に行きました。そのときに、い

わゆる送辞という挨拶の中で卒業生が出したのが、三育学院の寮が汚い、それから本当に不

便だ、そして何もない、とんでもないところに来ちゃったということを送辞の中で述べたん

ですが、まさにそこを我々が何としても最後のチャンスにこれをかけていきたいと思います。 

  特に黒字化を目指すということの中で、十分またこれから各団体、いろいろな利用される

ところとはこれから十分協議して、そのために12月１日というような時間をとったというこ

とでございます。バス会社のほうもいろいろとこれから詰めていきますので、十分向こうも

運行のための努力をしていただくということで、今密に連絡をとっているところでございま

す。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 今るる皆さん質問しまして、確認をしたいと思います。 
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  このバスは大多喜始発ですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） とりあえず今回は大多喜始発で羽田、品川のみということでございま

す。ほかには寄らないということは、なぜかといいますと、大多喜と都市部の距離感を縮め

るということ。まず町民の皆さん方が大多喜と東京は近いなと、こういうイメージのために

できるだけとにかく１時間に近い形の中で進めたいと。それで、それが先ほど言いましたよ

うに、５年の黒字化という中で、また延長ができればと思いますが、ただ、全体にはもう一

方で、町内の交通施策も一緒に今回やる予定でございますので、これはまた別の補助事業と

いうことの中でありますので、これから一体で進めてまいります。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 121ページ、税務総務事務費の中の委託料、弁護士費用が108万円減

額となっております。この件につきまして、もう少し詳しく教えていただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 弁護士費用の減額というようなことでございますけれども、

毎年あるとは限らないのですけれども、まれに固定資産の評価に関する不服とか、あるいは

その固定資産税に関する不服ですね、そういう関係のことが何件かあります。今年度は実績

がないというふうなことで、費用は全額、今回減額させていただきました。ちなみに昨年は、

やはりその固定資産税の評価の関係で不服の申し立てがあって、高裁まで行ったケースもご

ざいます。そういうときの弁護士費用というふうなことでございます。 

（「ありがとうございます」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） ページ数でいいますと135ページなんですけれども、款６商工費、そ

の３の観光費の中で、先ほど説明で19の負担金補助金及び交付金で53万9,000円のところで、

人件費という説明があったような気がします。当初予算でも人件費は出ているはずなんです

けれども、これ説明していただければと思います。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） これにつきましては、観光本陣の売店で案内してもらってい

る方の人件費でございます。 
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  あとマップの作成、千葉県房総半島情報マップ共同作成費ということで上げてあります。 

○議長（志関武良夫君） ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 課長、もう一度ゆっくり大きな声でしゃべってください。 

  それで、売店の人件費というのは町で持つんですか。何のために、いつも思うんですけれ

ども、観光協会というのを社団法人にしたということ、そこら辺でちょっと不思議に思うと

ころがあるんですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） それでは、私のほうからお答えさせていただきたいと思いま

す。 

  この人件費と言いましたのは、実はあそこは再任用職員を１名任用しております。それは、

町のほうからもちろん支払いをしているんですけれども、その勤務形態が週４日ということ

で、通常の職員よりも１日少ない…… 

（「どんな職員」の声あり） 

○企画財政課長（西郡栄一君） 再任用職員。 

（「再任用、ああ、はいはい」の声あり） 

○企画財政課長（西郡栄一君） 再任用職員の勤務形態が一般の今までの職員の勤務形態より

も１日少ない勤務形態になっておりますので、そこをあの人数の中で回していくのにどうし

ても不足が出るんだということで、それに対するものを補塡していただきたいということで、

それに対するものというふうに予算協議の中では、それならその分は何かしら穴埋めしなく

ちゃいけないので、じゃ補助金でということで今回入れさせていただいたものでございます。 

○議長（志関武良夫君） ５番野村君。 

○５番（野村賢一君） ３回目なんですけれども、観光協会の局長は私と同級生なんですけれ

ども、結構自信満々でかなり利益が出ているようなことを言っているわけなんです。そこに

人件費として補助金出すのは、少し何か疑問というか、それあるんですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 今の現状を見ますと、そういうお話になるかもしれませんが、３年前

の状態を思い出していただければと思うんですが、３年前は実はあそこに職員を５名配置し

て、それでやっておりまして、実はあのときにも、先ほど山田議員さんのご質問にもありま

したけれども、西川君が毎日10時以降まで仕事をやっている状態の中でありました。そうい

うことで、非常に気の毒なこともありまして、あそこに職員がいますと、いわゆる日中は観
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光案内で仕事ができなくて、必ず終わってから仕事をやるということで、皆さんが毎日８時

とか９時まで仕事をやっていたというのが現状でありました。 

  そういうことで、それを全部残業手当でつけるということは、実際はしておりませんでし

たので、非常に気の毒なところであったんです。それを再任用で１人にして、全て皆さんを

引き上げて、こちらの観光のほうの係も１名減という形の中で、この布陣を組んだわけでご

ざいます。そういうことで、全体の人件費としてははるかに安くなっていると思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 129ページの予防接種事業ですが、今回410万減額されています。当

初予算から見て執行率が76パーセントなんですけれども、やはり予防がベストという考えか

らすると、どこにその原因があったのか伺いたいなと思うんです。お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問ですが、予防接種事業でございますけれど

も、まず、412万7,000円の減額の内訳ですけれども、まず需用費で約40万の減額をしており

ます。これにつきましては、日本脳炎とＭＲ、風疹・麻疹の混合ワクチン、あと二種混合、

ジフテリア・破傷風の二種混合なんですが、その接種者が集団接種から個別接種に結構移行

された方が多かったもので、今回ワクチンの減額で40万の減額をさせていただきました。 

  あと、予防接種の委託料なんですが、これは子宮頸がんの予防接種の見合わせ、要するに

体に大分影響があるということで、一応見合わせということで、その経費が約九十何万ほど

計上してあったんですが、それの減額と、あと10月から定期接種になった水痘と高齢者の肺

炎球菌ワクチン、その関係で、まず水痘につきまして接種間隔の関係、１回目を打ってから

２回目を打つのに６カ月から１年、その関係があって、10月から始めたもので、期間が外れ

る人が何人もいたということと、あと任意接種、それまでは任意接種だったので、その任意

接種の人員の把握がある程度できなかったものもあります。 

  それと、高齢者肺炎球菌につきましても、やはり任意接種の把握が多少できなかったもの

がありまして、今回の減額とさせていただきました。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 133ページです。農業振興事業でありますけれども、農地の集積協力

金440万の減、そして被災者農業向けの経営体育成支援事業の補助金２名の取り消しという
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ことでありましたけれども、この理由を説明してください。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 農地集積協力金については、農地中間管理機構に委託しまし

て、預けまして、農地、貸す人が条件に合いますと５反歩までが30万、５反歩から２ヘクタ

ールまでが50万、２ヘクタール以上が70万という交付金がもらえるんですけれども、この実

績が１件もなかったため減額となりました。 

  それから、被災者農家農業者向け経営体育成支援事業については、去年の２月の大雪で被

災した農業用ハウスの設置について、工事費の90パーセントが補助金で交付されますけれど

も、２件の農家が申請を取り下げまして、そのうちの１件が鉄骨の大きなハウスであったた

め、大幅な減額となりました。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） そのハウスの件は該当にならなかったということで取り消しでしょう

か。 

  それから、農地の集積でありますけれども、大変期待をしていた事業であります。人・農

地プランの中で大多喜町の農地をどういうふうに使っていくか、そういうことをその地域で

やっていきなさい。その中に集積をすると協力金が、集積をして貸す人、借りる人にお金が

出るということで、大多喜町というか、これからの農業にとっては非常にこういうことを積

極的に進めるべき話であったと思いますし、大変期待をしていたところですけれども、ゼロ

ということは大変残念なことでありますけれども、積極的にこの辺は農業振興課で推進をし

ていったのか。その２点をお伺いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 集積協力金に関しては、広報とかで周知しまして、何件か相

談には来ているんですけれども、例えば１ヘクタールあって、１反歩は引いた９反歩分につ

いて貸せるんですけれども、その９反歩に関して耕作放棄地があったりすると該当にならな

いということで、何件かは相談に来ていますけれども、交付金に至るまでにはいきませんで

した。 

  それからハウスの関係ですけれども、ハウスの関係は、高齢であってもうできないという

ことで、該当にはなったんですけれども、本人のほうから取り下げたということです。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 
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  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 119ページの地方創生に伴う補助金の関係の施策なんですけれども、

空き家対策事業、おためし居住事業、次のページの空き家等活用した起業支援事業、そのほ

かここにあと施設園芸就農とか小さな拠点づくり、先ほどからいろいろ出ていました公共バ

ス、前々から言っているんですけれども、定住化の窓口を一本化してくれないかということ

でお願いしているところでございますが、これらは全てまた課が分かれるということではな

くて、できるだけこの窓口を一本化してやって、せっかく貴重な補助金をもらってやるわけ

ですので、成果を上げてもらいたいと思いますけれども、定住化のこの窓口の一本化という

のはどうでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 当然その辺は大きな課題であります。それで前々から皆さんから、や

はりワンストップサービスということをたびたび質問いただいております。特に、定住、移

住につきましては、何とかその辺は一本化するような方向で、何とか進めてまいりたいと思

います。これから調整ということになりますけれども、方向としてはその方向で進めていき

たいと思います。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 私も今のところでお伺いしたいんですけれども、空き家対策事業と

おためし居住事業で、これを活用させていただく人のことなんですけれども、Ｕターン、Ｉ

ターン、Ｊターンなど、いろいろあると思うのですが、その辺の対象者はどのように考えて

いらっしゃいますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 移住される方、いろいろとＵターン、Ｉターン、Ｊターンと

いうふうに呼んでいますけれども、Ｕターンされる方は多分、大多喜に住んでいて出られた

方がお帰りになってくるということですので、その方は多分、自分の家があるかもしれない

というふうに思っております。Ｕ・Ｉ・Ｊターンということじゃなくて、幅広く大多喜町に

来ていただける方というふうに今は考えております。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 町内の若い人たちの中で、ご家族が今いらっしゃるように、こちら
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にいらっしゃる場合はＵターンになると思うんですけれども、それとは別に家を建てて大多

喜町に住みたいとか、もしくは町営住宅を借りて住みたい、そういうようなお声もある中で、

なかなか町営住宅のあきもない。ちょっと土地を買いたい、家を買いたいといいましても城

見ケ丘では高いとか、いろいろな状況がある中で、近隣も探してしまうという、ちょっとこ

ういうお声もございます。 

  そういった部分で、Ｕターン、Ｉターン、Ｊターン、そういった形にも空き家ですとか、

そういう形を提供していただけるような考えというのは難しいものなのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 副町長。 

○副町長（鈴木朋美君） ただいまのご質問なんですけれども、山田議員おっしゃったとおり、

Ｕ・Ｉ・Ｊターン全てということでお考えをしていただけると思います。 

  それで、空き家については、前にも話しましたけれども、職員で空き家の状況も全部把握

しているんですけれども、実際空き家を貸し出せるのか、売れるのか。また、空き宅地も調

査をしてあるんですけれども、それも実際に売れるのか、貸せるのかとか、そういった細か

い調査をこれから取り組んでいくんですけれども、そういう中で、一旦都会から出て帰って

来た人も、そういう安く提供できる宅地ですとか、安く売買できる空き家だとか、また、賃

貸できるような空き家を、それも含めて貸し出していきたいというような考えで今進めてお

ります。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 133ページの農地・水保全管理支払交付金の事業なんですけれども、

150万ばかり減になっておりますけれども、この関係について、各地区ごとにお願いしたと

思うんですけれども、何件ぐらい利用しているのがありますかね。件数的に。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 多面的支払交付金の中の農地・水管理支払交付金事業負担金

ですけれども、現在、部田、久我原、森宮、三又、西部田の５地区で本年度実施しています。

うち、三又と西部田については今年度が新規で、当初、対象面積を多く見込んであったんで

すけれども、精査した結果、対象面積が減ったということで、あと峯之越区が今年度から実

施する予定だったんですけれども、来年度に見送ったということで、交付金が152万の減で

す。 
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  それで、件数についてはちょっと今わかりません。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） たしかこの農地・水保全の補助金は、有効に使えば、結構今、農地も

荒れていますので、耕作しやすくなりますので、うちのほうも結構そういう形で保全の補助

金で利用してやっているわけですけれども、やっぱりこれＰＲした中で、特にこれは事務事

業が大変だということで多少あるんですけれども、その点も少し町のほうで協力して推進す

るような形をとれば、結局農地も荒らさなくて済むような形になると思うんです。 

  それで、水路のほうも結構荒れているところもありますので、その補修なんかもできるん

ですよね。そういう点もやっぱりＰＲして、この補助金を使った中で利用したほうがいいと

思うので、そういうＰＲと同時に、この補助金申請の申請手続を多少、町か何か手を出して

一緒にやっていただければと思うんですけれども、その点どうでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） この申請事務を町が少しできないかということなんですけれ

ども、これはあくまでも交付金をもらってやる事業なので、町はまたそれを地区から集まっ

てきたものを集計して、また提出するというような事業なので、ちょっと町のほうがそれを

肩がわりをするということはできません。 

  それから、もう一つ、何でしたっけ。 

（「それを推進するＰＲ」の声あり） 

○産業振興課長（野村一夫君） これは毎年広報で載せていまして、今現在この５地区のほか

に峯之越地区が来年やるんですけれども、そのほかに何地区か地元のほうに入って説明会を

やったりしています。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） ＰＲをぜひお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） 137ページの定住化対策住宅助成事業というのありますよね。これは

古いうちでもいいんですか。要は、古いうちをもらって、買って、購入して、取得して住ん

だときには、この住宅取得奨励金というのはいかがなるのでしょうか。 
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○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） この住宅対策の助成事業ですが、あくまでも新築された方のみで、

基本額50万円から加算措置がありまして、総額で120万まで支給できるというような形にな

っております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） 定住化というか、人口対策のためにも、古いうちを例えば取得して、

入ればそれだけ税の収入になりますので、ぜひそんなところも検討していただきたいなと思

うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 定住化の中で今言っているのは、これは新築が基本なんですけれ

ども、そのほかに住宅リフォーム補助金というのがありますので、もしリフォームされると

いうと、ちょっと率は若干、10分の１か、あるいは20万円の低いほうという形になりますの

で、そういう補助金をご利用していただければと思います。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 私も、城見ケ丘、何か去年まで11カ所売れ残っていて、１カ所売れて、

10戸ぐらいまだ売れていないという形だと思うんですけれども、一応、60周年記念の前に町

長室に呼ばれて、町長さんが怒っちゃって、私みんなの前で謝罪したことがあるんですけれ

ども、その後、何か12月17日に、千葉県宅建協会南総支部と協定を結びましたということで、

地元の不動産業者とかそういうあれが、経過報告がちょっとないので、この際、町長に確認

します。 

○議長（志関武良夫君） 吉野さん、簡潔に。 

（「いや、重要な問題だよ」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 町長、答弁立ちますか。 

（「議長、今は補正予算のあれでお願いします。個人的なあれは後でゆ

っくり聞いてください。そう思いますけど、いかがですか」の声あ

り） 
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○議長（志関武良夫君） 吉野僖一君に申し上げます。 

  後で担当課のほうに聞いてください。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしということで、質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論省略に異議がありますので、討論を行います。初めに本案に反

対者の発言を許します。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は、一般会計補正予算に反対の立場から討論させていただきます。 

  案件は、１つ半なんです。１つは公共交通のことがやはり不安である。行政だけではなく

て、何か、議員は町民の声ですから、議員も含めて、本当に役に立つ、それから失敗の懸念

のないような取り組みを、必ずしも12月１日ということにこだわらないでやっていただきた

い。町民に損失を与えたくない。そういう思いが一つあります。 

  もう一つは、先ほどから非常に5,300万、こだわっているんですけれども、よく家電を、

この宣伝なんかに行くと、これもできますあれもできますと、いっぱい機能がついていて、

それを今買っておかなければ何か損しちゃうような気がして、買ってみると、何だ使うのは

たった一つの機能で、こんなに高いお金を出して買うことなかったというものが家に比較的

転がっているというのは皆さんも経験があるのではないかと思うのですが、5,300万でその

利用図をと言いますが、もしも本当に必要であれば、アルバイトを頼んで手書きでつくった

っていいと思うんです。あるいは、行政しか使わないのであれば、そんなに値段が下がらな

いかもしれないけれども、まだ本町が取り入れていない最後の自治体でもなさそうです。も

っといい機能を持ったシステムが開発されるかもしれません。 

  今お金がない、お金がないといって、本当に国と同じで、町民に対する社会福祉的なとこ

ろはどんどんけちられた上で、こういうものに対してはすごく気前よくお金を出すことにつ

いて、納得できないものがあります。 

  その２点の問題で、私はこの補正予算に反対いたします。 
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○議長（志関武良夫君） 反対者の意見が出ました。 

  次に賛成者の発言を許します。 

  ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 私は、平成26年度一般会計補正予算に対し賛成の立場から意見を言わ

せていただきます。 

  26年度補正予算でございますけれども、いろいろ金額については増減もあります。また、

新しい補助事業に関して補助金を使って、新しい事業を行うという計画もあります。全てや

はり挑戦していただくということと、やはりその挑戦においてもきちんとした検証を経て挑

戦していただきたいという願いもあります。 

  そういった面で、補正予算、賛成とさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに討論ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第24号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第24号は原案のとおり可決されました。 

  会議の途中ですが、10分間の休憩とします。 

（午後 ４時０３分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ４時１４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 執行部の皆さんに申し上げます。 

  説明のほうを簡潔にひとつお願いしたいと思います。 

  日程第20、議案第25号 平成26年度大多喜町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）を

議題とします。 
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  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） それでは、ただいま議題となりました議案第25号 平成26年

度大多喜町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につきまして、本文に入ります前に提

案理由の説明をいたします。 

  議案つづり151ページをお願いいたします。 

  今回の補正予算でございますが、まず、歳入におきましては、療養費の実績に伴う国庫負

担金の増額、交付額の確定による共同事業交付金の増額及び国民健康保険税並びに退職被保

険者が対象となります療養給付費交付金の減額等が主な補正でございます。 

  歳出につきましては、医療費の実績に伴います療養給付費、高額療養費の補正、共同事業

拠出金の確定による減額補正、及び前年度国庫負担金の精算による返還金等でございます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  平成26年度大多喜町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、第１項、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億655

万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ14億7,799万3,000円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  なお、詳細につきましては、事項別明細書によりご説明をさせていただきます。 

  156、157ページをお願いいたします。 

  歳入からご説明を申し上げます。 

  款１国民健康保険税、項１国民健康保険税、目１一般被保険者国民健康保険税、補正額

3,602万2,000円の減額。目２退職被保険者等国民健康保険税、補正額1,455万3,000円の減額。

合計で5,057万5,000円の減額でございます。 

  減額理由といたしましては、当初予算におきまして、歳入不足となる額を前年度繰越金か

ら充当をしております。今回の補正におきまして、前年度繰越金からの充当相当額を減額す

るものでございます。また、退職被保険者等国民健康保険税の減額が多い理由といたしまし

て、該当者の減少によるものでございます。 

  款４国庫支出金、項１国庫負担金、目１療養給付費等負担金、補正額5,598万8,000円の増

額。医療費等の増加による国庫負担金の増額によるものでございます。 
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  目２高額療養費共同事業負担金、補正額65万2,000円の減額。高額療養費共同事業拠出金

の実績により減額するものでございます。 

  款５療養給付費交付金、項１療養給付費交付金、目１療養給付費交付金、補正額437万

4,000円の減額。加入者の減少及び医療費の減によるものでございます。 

  款７県支出金、項１県負担金、目１高額医療費共同事業負担金、補正額65万2,000円の減

額。国と同様に高額療養費共同事業拠出金の実績減によるものでございます。 

  款８共同事業交付金、項１共同事業交付金、目１共同事業交付金、補正額2,659万3,000円

の増額。交付金の確定に伴うものでございます。内訳につきましては、157ページの節１高

額医療費共同事業拠出金の増分が708万3,000円、節２保険財政共同安定化事業交付金による

ものが1,951万円でございます。 

  款９繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金、補正額184万8,000円の増額であり

ます。内訳につきましては、157ページ節１基盤安定繰入金、節２基盤安定繰入金、これは

それぞれ保険税軽減によるもの、あるいは保険者支援によるものでございます。さらには、

節４の助産費等繰入金、これを合計したものでございます。 

  款10繰越金、項１繰越金、目２その他繰越金、補正額7,823万9,000円の増額でございます。

前年度繰越金でございます。 

  次のページ、158、159ページをお願いいたします。 

  款11諸収入、項２雑入、目６雑入でございますが、補正額13万6,000円の増額。前年度特

定健康診査負担金の精算による追加交付によるものでございます。 

  続きまして、歳出についてご説明をさせていただきます。 

  次のページ、160、161ページをお願いいたします。 

  款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費、補正額9,090万円の増。

目２退職被保険者等療養給付費、補正額1,000万円の減。目３一般被保険者療養費、補正額

200万2,000円の増額でございます。医療費の実績見込みにより、それぞれ補正をするもので

ございます。 

  款２保険給付費、項２高額療養費、目１一般被保険者高額療養費、補正額1,317万8,000円

の増。２目退職被保険者等高額療養費、補正額200万円の減でございます。やはり高額療養

費の実績見込みによる補正でございます。 

  項４出産育児一時金、目１出産育児一時金、補正額はございませんが、財源内訳の変更で

ございます。 
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  款７共同事業拠出金、項１共同事業拠出金、目１高額療養費共同事業拠出金、補正額260

万6,000円の減額。目２保険財政共同安定化事業拠出金、補正額407万6,000円の減額。いず

れも拠出金の確定に伴う減額でございます。 

  款９諸支出金、項１償還及び還付加算金、目３償還金、補正額1,915万3,000円の増額でご

ざいます。前年度療養給付費等負担金の確定に伴います返還金が生じたことによる補正でご

ざいます。 

  以上で、平成26年度大多喜町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の説明を終わらせ

ていただきます。 

  ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 160、161ページですけれども、療養給付金が9,090万ふえていますけ

れども、このふえた原因を説明してください。 

○議長（志関武良夫君） 税務課長。 

○税務住民課長（市原和男君） ただいまのご質問の一般被保険者療養給付費の9,090万円の

増額というふうなことでございますけれども、予算時におきまして、過去の実績等を見込ん

で月平均5,815万円ほどを見込み、年間の予算額を計上いたしました。実績として6,400万か

かっているというふうなことで、予算不足というふうなことでございます。 

  また、医療費の状況を見ますと、月平均の医療費、前年度と比較すると、糖尿病関係で約

21パーセント、あるいは高血圧関係で26パーセント、ぜんそくなど呼吸器系の疾患で50パー

セント、前年度と比べると医療費の増が見込まれるというふうなことでございます。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） そのふえた理由、罹患した理由というかは、どういうことが考えられ

ますでしょうか。20パーセント、21パーセント、糖尿とか高血圧とかふえていますけれども、

急に何かことしになってというか、去年ふえたということなのでしょうけれども、考えられ

る理由がありましたら、お願いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） ちょっと理由までは、まだそこまで踏み込んだ分析をしてい
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ないのが現実でございます。これからやはり医療費の増加傾向にありますので、その辺はこ

れからの課題として取り組んでいかなければいけないことであるというふうに考えておりま

す。 

○議長（志関武良夫君） ほかにはございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしということでございますので、質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第25号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第21、議案第26号 平成26年度大多喜町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）を議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） ただいま議題となりました、議案第26号 平成26年度大多喜

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、本文に入ります前に提案理由のご

説明をいたします。 

  今回の補正予算でございますが、まず歳入におきましては、実績見込みに伴います保険料

及び一般会計からの保険基盤安定繰入金をそれぞれ減額するものでございます。歳出につき

ましては、保険料の減額等による後期高齢者医療広域連合納付金の補正でございます。 

  それでは、163ページをお願いいたします。 

  平成26年度大多喜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに
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よる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、第１項、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ389万

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億819万5,000円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  なお、詳細につきましては、事項別明細書によりご説明をさせていただきます。 

  168、169ページをお願いいたします。 

  初めに歳入からご説明を申し上げます。 

  款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、目１特別徴収保険料、補正額

380万円の減。実績による減でございます。 

  款３繰入金、項１一般会計繰入金、目２保険基盤安定繰入金、補正額９万円の減。繰入金

額の確定に伴うものでございます。 

  以上が歳入でございます。 

  続きまして、次のページ、170、171ページをお願いいたします。 

  歳出についてご説明いたします。 

  款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢

者医療広域連合納付金、補正額389万円の減額。実績によるものでございます。 

  納付金につきましては、受け入れした保険料及び基盤安定繰入金を広域連合に納付するも

のでございます。今回、歳入で減額いたしました同額を減額補正とするものでございます。 

  以上で、平成26年度大多喜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の説明を終わら

せていただきます。 

  ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第26号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第22、議案第27号 平成26年度大多喜町介護保険特別会計補正

予算（第４号）を議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、大多喜町介護保険特別会計補正予算について説明

いたします。 

  173ページをお開きください。 

  議案第27号 平成26年度大多喜町介護保険特別会計補正予算（第４号）。 

  本文に入ります前に提案理由の説明をさせていただきます。 

  今回の補正内容でございますが、歳入では、所得段階別人口の変動等による保険料の増額、

支払基金交付金、県負担金、交付決定に伴う法定負担分の減額及び繰入金の減額でございま

す。 

  また、歳出におきましては、主なものといたしまして、介護サービス利用実績によります

居宅介護サービス給付費及び高額介護サービス費の増額、介護予防事業の事業量減による減

額でございます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  平成26年度大多喜町介護保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条、第１項、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ538万

8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ10億8,130万5,000円とする。 

  第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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  それでは、事項別明細書によりご説明いたしますので、178ページをお願いいたします。 

  まず、歳入からでございますけれども、款１保険料、項１介護保険料、目１第１号被保険

者保険料、補正額234万6,000円でございますが、保険料算定の段階別人口の変動に伴う増減

及び滞納繰越分の増額でございます。 

  款２分担金及び負担金、項１負担金、目１介護予防教室事業参加者負担金、補正額16万

6,000円の減額ですが、これは事業参加者の減に伴うものでございます。 

  款３使用料及び手数料、項１手数料、目２事務手数料、補正額6,000円でございますが、

情報公開手数料利用件数の増によるものでございます。 

  款４国庫支出金、項１国庫負担金、目１介護給付費負担金、補正額8,000円の増額でござ

いますが、これは国法定負担分の補正でございます。 

  項２国庫補助金、目５介護保険事業費補助金、補正額９万7,000円。これにつきましては、

システム改修に伴う補助金でございます。 

  款５支払基金交付金、項１支払基金交付金、目１介護給付費交付金、補正額1,613万9,000

円の減額でございますが、これは交付決定による補正でございます。 

  款６県支出金、項１県負担金、目１介護給付費県負担金、補正額823万円の減額でござい

ますが、やはりこれも交付決定に伴う補正でございます。 

  款７繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金、補正額521万1,000円の減額ですが、

これは町法定負担分の増減及び職員人件費、事務費の増減による補正でございます。 

  180ページをお願いいたします。 

  項２基金繰入金、目１介護給付費準備基金繰入金、補正額1,109万3,000円の減額でござい

ます。 

  款８項１目１繰越金でございますが、補正額4,412万2,000円の増額で、前年度繰越分の精

算分の増額でございます。 

  款９諸収入、項２目１雑入、補正額35万2,000円の減額でございますが、利用者及び事業

参加者の減に伴う補正でございます。 

  歳入は以上でございます。 

  次に、歳出についてご説明いたします。 

  182ページをお開きください。 

  款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、補正額４万9,000円。これは燃料費不足

による補正でございます。 
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  項２徴収費、目１賦課徴収費、補正額19万5,000円。介護保険制度改正に伴う基幹系シス

テムの改修委託料でございます。 

  項３介護認定審査会費、目１介護認定調査等費につきましては、財源の変更でございます。 

  款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費でございますが、

主に通所介護、通所リハのサービス利用者の増がございまして、補正額400万円の増額でご

ざいます。 

  目２地域密着型介護サービス給付費、目３施設介護サービス給付費につきましては、財源

内訳の変更でございます。 

  目４居宅介護福祉用具購入費、補正額20万円。これは利用者の増に伴う増額でございます。 

  目５居宅介護住宅改修費、補正額52万につきましても、やはり利用者の増に伴う増額でご

ざいます。 

  目６居宅介護サービス計画給付費につきましては、財源内訳の変更でございます。 

  項２介護予防サービス等諸費につきましても、やはり財源内訳の変更でございます。 

  184ページをお願いいたします。 

  項３その他諸費につきましても、財源内訳の変更でございます。 

  項４高額介護サービス等費、目１高額介護サービス費、補正額120万円。事業対象者の増

に伴う増額でございます。 

  目２高額介護予防サービス費、項５高額医療合算介護サービス費等費、項６特定入所者介

護サービス等費につきましても、やはり財源内訳の変更でございます。 

  款４地域支援事業費、項１介護予防事業費でございますが、事業実績の減に伴う減額でご

ざいます。 

  186ページをお開きください。 

  介護予防事業費、補正額63万2,000円の減でございます。 

  項２包括的支援事業・任意事業費、目１任意事業費、補正額43万7,000円の減ですが、事

業実績減に伴う減額でございます。 

  目２包括的支援事業につきましても、財源内訳の変更でございます。 

  款５諸支出金、項１目１償還金及び還付金、補正額29万3,000円。これにつきましては、

国庫支出金、県支出金、平成25年度分精算に伴う返還金でございます。 

  以上で、平成26年度大多喜町介護保険特別会計補正予算（第４号）の説明を終わらせてい

ただきます。 

－233－ 



  よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第27号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第23、議案第28号 平成26年度大多喜町水道事業会計補正予算

（第４号）を議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） それでは、水道事業会計補正予算についてご説明をさせてい

ただきます。 

  191ページをお開きください。 

  今回の補正予算の提案理由といたしまして、収益的収入の水道事業収益では、実績による

県補助金の増、事業延期による支払い消費税の減等。収益的支出の水道事業費用では、浄水

施設、排水施設の実績による電気料の増、確定申告消費税の増等の増減。また、資本的収入

では、新面白浄水場乾燥床建設事業延期による企業債の減。資本的支出では、同様に新面白

浄水場乾燥床事業延期による工事請負費の減と、水道事業会計の増減の補正でございます。 
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  それでは、本文に入らせていただくところですが、本日は時間の関係もございますので、

本文は割愛をさせていただきます。 

  詳細ですが、水道事業会計補正予算積算基礎資料によりご説明をさせていただきます。 

  194、195ページをお開きいただきたいと思います。 

  収益的収入及び支出の収入ですが、款１水道事業収益、項１営業収益、目２その他営業収

益、補正予定額４万9,000円増、計85万1,000円。これは給配水管修繕工事の実績増でござい

ます。 

  項２営業外収益、目２他会計補助金、補正予定額63万3,000円減、計7,500万。これは事業

延期により一般会計からの補助金減でございます。 

  目３県補助金、補正予定額213万7,000円増、計7,213万7,000円。これは高料金対策県補助

金の増でございます。 

  目５雑収益、補正予定額42万4,000円増、計45万2,000円。これは放射線物質水質検査に伴

います、東京電力からの補償金等でございます。 

  目６消費税還付金、補正予定額222万1,000円減、計ゼロ円。これは新面白浄水場乾燥床建

設の事業延期により、仮払い消費税が減となり、確定申告消費税が発生したための減でござ

います。 

  続いて、支出ですが、款１水道事業費用、項１営業費用、目１原水及び浄水費、補正予定

額91万8,000円増、計２億2,068万6,000円。これは賃金及び浄水場電気料の実績増です。 

  目２配水及び給水費、補正予定額118万2,000円増、計3,134万7,000円。これは賃金、修繕

費、加圧所の電気料等、実績による増減でございます。 

  目５資産減耗費、補正予定額1,356万1,000円増、計2,698万5,000円。これは二ノ丸浄水場

固定資産除却費の増でございます。 

  項２営業外費用、目１支払利息、補正予定額14万9,000円増、計3,489万8,000円。これは

企業債利息の増でございます。 

  目２雑支出、補正予定額109万3,000円増、計386万3,000円。これは県・町の補助金に関係

する特定収入消費税相当控除額の増でございます。 

  目３消費税、補正予定額621万6,000円増、計621万6,000円。これは確定申告消費税、当初

は工事支払いで消費税を見込んでいませんでしたが、事業延期により消費税が発生した、そ

のための増でございます。 

  目３特別損失、補正予定額４万9,000円増、計469万1,000円。これは過年度分水道料金不
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納欠損の増でございます。 

  198、199ページをお開きください。 

  次に、資本的収入及び支出の収入ですが、第１款資本的収入、項２企業債、目１企業債、

補正予定額6,100万減、計1,000万。新面白浄水場乾燥床建設の事業延期による減でございま

す。 

  次に、支出ですが、款１資本的支出、項１建設改良費、目５施設拡張費、補正予定額

6,312万6,000円減、計744万6,000円。これは収入同様、乾燥床建設の事業延期による減です。 

  項２企業債償還金、目１企業債償還金、補正予定額１万円増、計9,214万8,000円。これは

企業債償還金の端数調整でございます。 

  本文等説明を割愛させていただきましたが、以上で説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ３点ほどあります。 

  まず、195ページの福島第一原発の補償金、これはいつまでもらえるのか。それで、これ

は町が申請して東京電力がくれたものなのか。どういった経緯でもらうようになったのかと

いうことです。 

  あと199ページ、乾燥床の事業延期、これは結構な金額になっているんですけれども、な

ぜこれが事業延期されたのか。 

  それともう一点、あそこで水力発電の工事等やっていると思うんですけれども、それに伴

って何か補正が生じた、関連というか、そういったものはないのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） まず、１点のほうで、東京電力福島原発の補償金の関係です。

これは水質検査になるわけですけれども、放射線物質の水質検査の金額としては、20万

1,000円です。全額補償していただいています。大体半年に１回精算をしています。水道事

業につきましては、特別に早く処理をしていただいているという経緯がございます。ですか

ら、今までにも取りっぱぐれは全くありません。 

  続いて、乾燥床の延期の関係ですね。乾燥床の延期につきましては、用地的には皆さんも
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ご存じかと思うんですが、現在の面白浄水場の北側のほうになります。そこで面積的には全

部で4,750平米ほど購入をしています。民地につきましては、全て完了しております。残っ

ているもの、これが県有地、道路敷があります。この分が面積的には790平米ございます。

当然、事前協議もやりながら、申請も出して進めているんですか、この分ですぐに許可がお

りません。許可がおりないということは、中途半端で仕事にかかってはまずいということも

ございます。今どのような状況になっているかといいますと、県のほうの用地課のほうは通

っています。今度は財産のほうに回っているんですが、これが台帳面積と実測面積が違うと。

それじゃまずいよということのクレームが出ました。 

  じゃ、高いほうで買うからどんどん進めてくれという話をしたんですが、やはり地目と台

帳と実測がかけ離れている筆もありますので、それはだめだと。要するに地積更正ですね、

これをやれと。ということは法務局もまた入らないと、現地も見ないとできないということ

で、現在まできちゃっています。ただ、今後半の部分になっていますので、間もなく県のほ

うでも払い下げの許可をいただけるんじゃないかなということで、できれば３月中にも発注

したかったのですが、それが確定しないと、結局、新年度予算との絡みもありますので、水

道事業会計は３月で一旦締めなければいけません。そういうこともあったので、新年度のほ

うに送ったということで、工事延期したという経緯です。 

  それから、もう一つが、小水力発電との関連がどうかということですが、その辺は関係は

全くありません。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしということでございますので、質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決をしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第28号を採決します。 
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  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第28号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第24、議案第29号 平成26年度大多喜町特別養護老人ホーム事

業会計補正予算（第３号）を議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 201ページをごらんいただきたいと思います。 

  議案第29号 平成26年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第３号）でござ

います。 

  本文に入ります前に提案理由を説明させていただきます。 

  収益的収入の補正についてですが、第１項営業収益、1,760万円の減額ですが、実績見込

みによる減額でございます。 

  第２項営業外収益、42万7,000円の増額ですが、長期前受け金戻入とその他営業外収益の

実績見込みによる増額でございます。 

  続きまして、収益的支出の補正ですが、第１項営業費用の112万7,000円の減額ですが、こ

れも実績見込みによる減額でございます。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  総則。第１条、平成26年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計の補正予算（第３号）は、

次に定めるところによる。 

  収益的収入及び支出。第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を、次の

とおり補正する。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎会議時間の延長 

○議長（志関武良夫君） 説明の途中ですが、間もなく５時になりますが、議事の都合により

会議時間を延長します。 

  よろしくお願いします。 
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───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） どうぞ。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 収入。科目、第１款特別養護老人ホーム事業収益、

補正予定額、1,717万3,000円の減、計２億9,844万2,000円。 

  科目、第１項営業収益、補正予定額1,760万円の減、計２億8,779万4,000円。 

  科目、第２項営業外収益、補正予定額42万7,000円の増、計1,064万8,000円。 

  支出。科目、第１款特別養護老人ホーム事業費用、補正予定額112万7,000円の減、計３億

573万8,000円。 

  科目、第１項営業費用、補正予定額112万7,000円の減、計２億9,282万1,000円。 

  以上で、大多喜町特別養護老人ホーム特別会計補正予算の説明を終わらせていただきます。 

  ご承認くださいますようよろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから議案第29号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第29号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３０号～議案第３６の一括上程、説明 

○議長（志関武良夫君） 日程第25、議案第30号 平成27年度大多喜町一般会計予算から日程

第31、議案第36号までの各特別会計予算及び各事業会計予算までを一括議題とします。 
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  なお、各議案は議事日程に示したとおり、本日は提案説明までとします。 

  議案第30号から順次説明を求めます。 

  初めに、日程第25、議案第30号 平成27年度大多喜町一般会計予算について説明願います。 

  企画財政課長。 

  なお、常任委員会協議会において細部説明が予定されていることから、なるべく簡潔に説

明をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 議案第30号 平成27年度大多喜町一般会計予算の提案説明を

させていただきます。 

  それでは、お手元の平成27年度大多喜町予算書に沿ってご説明をさせていただきます。 

  １ページをお開きください。 

  平成27年度大多喜町一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

  第１条は、歳入歳出予算について、第１項で歳入歳出予算の総額を42億9,200万円と定め

るものです。 

  第２項は、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よることを定めるものです。 

  第２条は、地方債について、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は第

２表地方債によることを定めるものです。 

  第３条は、一時借入金の借り入れの最高額は１億円と定めるものです。 

  第４条は、歳出予算の款項の経費の金額を流用できる場合として、第１号の各項に計上し

た給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた

場合における、同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用を定めるものでございます。 

  次に、６ページをお開きください。 

○議長（志関武良夫君） 企画課長、座ってやってください。 

○企画財政課長（西郡栄一君） ありがとうございます。 

  それでは、議長のお許しを得ましたので、座って説明させていただきます。 

  第２表、地方債。起債の目的、限度額、方法、利率、償還の方法を定めるものでございま

す。 

  過疎地域自立促進特別事業債4,050万円は、大多喜町過疎地域自立促進計画に計上した事

業のうち、ソフト事業に係るものでございます。上水道出資債2,580万円は、南房総広域水

道企業団への出資債でございます。道路整備事業債7,700万円は、辺地対策事業及び過疎対
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策事業の町道改良事業及び橋梁長寿命化事業に充当するものでございます。消防施設整備事

業債1,300万円は、消防機械器具置き場新築工事に充当するものでございます。最後の臨時

財政対策債は２億円を見込み、計上したものでございます。 

  以上、限度額の合計額は３億5,630万円でございます。 

  次に、10ページをお開きください。 

  歳入。 

  款１町税、項１町民税、目１の個人町民税は３億2,330万2,000円。目２の法人町民税は

5,794万6,000円を見込み計上しました。 

  次の、項２固定資産税、目１固定資産税は５億3,701万5,000円。目２国有資産等所在市町

村交付金は384万6,000円を計上しました。 

  次の、項３軽自動車税は2,612万8,000円、項４たばこ税は8,350万円、項５鉱産税は230万

円、項６特別土地保有税は滞納繰越分として10万円、項７入湯税は530万円を見込みました。 

  款２地方譲与税、項１地方揮発油譲与税は1,770万円、項２自動車重量譲与税は3,680万円

を計上いたしました。 

  次のページをお開きください。 

  款３利子割交付金は160万円、款４配当割交付金は500万円、款５株式等譲渡取得割交付金

は250万円、款６地方消費税交付金は１億4,000万円を計上しました。 

  款７ゴルフ場利用税交付金は１億500万円を、次の款８自動車取得税交付金は980万円、次

の款９地方特例交付金は210万円を計上しました。 

  款10地方交付税は14億2,000万円を見込み計上しました。 

  款11交通安全対策特別交付金は150万円を計上しました。 

  次のページをお開きください。 

  款12分担金及び負担金、項１負担金、目１民生費負担金は5,206万6,000円で、節４児童福

祉施設費負担金が主な内容でございます。 

  目２衛生費負担金624万5,000円は、いすみ市の火葬場運営費負担金でございます。 

  目３農林水産業費負担金45万円、目４教育費負担金26万4,000円、次の目５給食費負担金

3,866万5,000円は、それぞれ節内に記載したとおりでございます。 

  次の、款13使用料及び手数料、項１使用料、目１衛生使用料676万7,000円、目２農林水産

業使用料104万1,000円、目３商工使用料602万3,000円、目４観光使用料554万円、目５土木

使用料3,568万円、目６教育使用料は378万6,000円でございます。 
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  次のページをお開きください。 

  項２手数料、目１総務手数料626万2,000円、目２民生手数料の１万2,000円、次の目３衛

生手数料1,895万8,000円、目４農林水産業手数料１万3,000円、次の目５土木手数料34万は、

それぞれ節欄に記載したとおりでございます。 

  次の、款14国庫支出金、項１国庫支出金、目１民生費国庫負担金は１億6,702万4,000円で

ございます。障害者自立支援給付費等負担金が大幅な増額となっております。 

  目２衛生費国庫負担金30万円で、教育費国庫負担金は廃目でございます。 

  次の、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金772万4,000円、目２民生費国庫補助金、前

年度比較5,046万円減額の476万円を計上しました。この減額は臨時福祉給付金事業補助金及

び子育て世帯臨時特例給付金事業補助金によるものでございます。 

  次の、目３衛生費国庫補助金185万円は、次のページにわたりますが、合併処理浄化槽設

置整備事業費補助金等でございます。 

  18ページの目４土木費国庫補助金は4,217万円、目５教育費国庫補助金は193万1,000円で

ございます。 

  次に、項３国庫委託金、目１総務費委託金17万4,000円、目２民生費委託金は232万3,000

円で、それぞれ節欄に記載のとおりでございます。 

  次に、款15県支出金、項１県負担金、目１総務費県負担金17万円でございます。目２民生

費県負担金は１億2,329万4,000円で、国庫負担金と同様に、節１障害者自立支援給付費等負

担金が増額の主なものとなっております。 

  目３衛生費県負担金は15万円、目４土木費県負担金は874万5,000円を計上しました。 

  次に、項２県補助金、目１総務費県補助金144万2,000円は、節１地方消費者行政活性化基

金事業補助金等でございます。 

  次のページをお開きください。 

  目２民生費県補助金2,250万1,000円は、節１重度障害者医療費補助金等が主なものでござ

います。 

  目３衛生費県補助金1,666万7,000円は、節１子ども医療対策事業補助金等が主な内容でご

ざいます。 

  目４農林水産業費県補助金は4,493万円で、主なものは節４野生猿鹿保護管理事業補助金

及び節６イノシシ管理事業補助金、次の23ページになりますが、節８鳥獣被害防止総合対策

交付金のほか、節12青年就農者確保育成給付金事業補助金、節13多面的機能支払交付金が主
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なものでございます。 

  次の、目５商工費県補助金93万2,000円、目６土木費県補助金８万5,000円、目７消防費県

補助金680万7,000円は、それぞれ節欄に記載のとおりでございます。 

  次に、項３県委託金、目１総務費委託金2,576万5,000円は、節２県税取扱委託金、節５千

葉県議会議員選挙費委託金、節６統計調査費委託金の国勢調査委託金が主なものでございま

す。 

  次の、目２民生費委託金９万9,000円は、民生委員協議会事務委託金でございます。 

  次のページをお開きください。 

  目３農林水産費委託金2,950万円は、大多喜県民の森管理委託金で、目４土木費委託金70

万1,000円、次の目５消防費委託金260万円は、それぞれ節欄に記載のとおりでございます。 

  次の、款16財産収入、項１財産運用収入、目１財産貸付収入1,930万3,000円は、土地建物

貸付収入と物品貸付収入でございます。 

  目２利子及び配当金７万4,000円は、株式の配当金を見込み計上しました。 

  次の、項２財産売払収入、目１不動産売払収入3,127万2,000円は、土地売り払い収入を見

込み計上しました。 

  次の、款17寄附金、項１寄附金、目１指定寄附金5,000万円は、ふるさと納税を見込み計

上しました。 

  次の、款18繰入金、項１基金繰入金、目１財政調整基金繰入金１億3,536万9,000円は、財

源不足を補うための繰り入れでございます。 

  目２交通災害共済基金繰入金から目６のふるさと基金繰入金までは、それぞれ基金の設置

目的に応じた事務事業に充当するために繰り入れるものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  項２特別会計繰入金、目１国民健康保険特別会計繰入金49万2,000円は、国民健康保険特

別会計から繰り入れるもので、次の目２後期高齢者医療特別会計繰入金1,000円は、存目計

上するものでございます。 

  款19繰越金、項１繰越金、目１繰越金は、前年度からの暫定的な繰越金として１億円を計

上しました。 

  款20諸収入、項１延滞金、加算金及び科料、目１延滞金30万円は税金等の延滞金収入でご

ざいます。 

  次の、項２町預金利子は歳計金の預金利子を見込み計上しました。 
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  次の、項３受託事業収入、目１後期高齢者医療広域連合受託事業収入242万8,000円は、後

期高齢者の健康診査委託金でございます。 

  次の、項４雑入、目１高額療養費貸付償還金は100万円を計上いたしました。次の目２滞

納処分費は３万6,000円を計上し、次の目３雑入は、次の28、29ページにわたりますが、

5,467万1,000円を計上しました。内容につきましては、説明欄記載のとおりでございます。 

  28、29ページのほうをお開きください。 

  款21町債、項１町債、目１総務債4,050万円は、過疎地域自立促進特別事業債でございま

す。 

  目２衛生債2,580万円は南房総広域水道企業団への出資債でございます。 

  目３土木費7,700万円は道路整備事業債で、辺地対策事業、過疎対策事業等に充当するも

のでございます。 

  目４消防債1,300万円は消防機械器具置き場新築工事に充当するものでございます。 

  目５臨時財政対策債は２億円を計上しました。教育債は廃目でございます。 

  次に、歳出予算のご説明をさせていただきます。次のページをお開きください。 

  ３、歳出。 

  款１議会費、項１議会費、目１議会費は8,222万8,000円で、人事異動に伴う職員人件費の

減額が主なものでございます。 

  款２総務費、項１費総務管理費、目１一般管理費は３億3,527万1,000円で、人事異動によ

る職員人件費や総合事務組合の負担金が増額の主なものでございます。この目は特別職及び

総務、企画、財政職員人件費、次の33ページの会計関係職員の人件費、一般事務費として行

政連絡員、共済費は追加費用負担金、町長交際費、行政手続整備支援業務や職員健康診断の

委託料、関係団体への負担金や補助金でございます。 

  次の、35ページをお開きください。 

  一般事務費の管財管理費は、役場内事務消耗品や電話料などで、職員研修事業、入札関係

の電子調達管理事業、男女共同参画推進事業に係る経費でございます。 

  目２文書広報費832万6,000円は、個人情報保護制度再構築支援業務の減額が主な内容とな

っております。514万3,000円の減額でございます。文書管理事業は、法規集追録代、例規集

データ更新などの経費で、広報おおたき発行事業は、次の37ページの広報おおたきの印刷製

本費や、ホームページのシステム使用料等でございます。 

  次の、目３財政管理費521万円は、財務関係システムの保守点検等でございます。 
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  目４会計管理費43万5,000円は、会計室での事務用品等でございます。 

  目５財産管理費は2,876万8,000円を計上しました。公有財産管理費は町有車両と町有建物

の保険料や町有財産管理の経費でございます。 

  次のページをお開きください。 

  庁舎管理費は役場庁舎の光熱水費や各種委託料や使用料、借上料等を計上してございます。

町有林管理事業は町有林の保険料や管理委託料でございます。 

  次の、目６企画費は１億8,340万9,000円を計上し、前年度比較8,718万3,000円の増額で、

ふるさと納税の増額が主なものでございます。企画事務費は、夷隅郡市広域市町村圏事務組

合、各関係団体の負担金、町国際交流協会補助金やまちづくり提言事業助成金等でございま

す。 

  次の41ページをお開きください。 

  定住化対策事業は空き家改修事業補助金を計上しました。地域情報通信基盤維持管理事業

は、光ファイバー網の施設の保守管理費等でございます。大多喜ダム対策事業は、大多喜ダ

ム跡地の環境管理事業の補助金、結婚活動支援事業は、年２回イベントを開催する経費を、

ふるさと基金積立事業は、ふるさと納税を基金に積み立てる経費でございます。総合計画策

定事業は、委員報酬、印刷費や委託料を計上いたしました。地域公共交通対策事業は、地方

バス路線維持助成金やいすみ鉄道利用増大対策補助金を初め、次の43ページになりますが、

いすみ鉄道基盤維持費補助金、鉄道輸送対策事業費補助金など、地方公共交通支援対策に係

る経費を計上しました。ふるさと納税事業は、町のふるさと納税の返礼品の経費や代理収納

システム使用料でございます。 

  次の、目７電子計算費6,448万7,000円は、前年度比較475万4,000円の増額で、マイナンバ

ー制度に伴う中間サーバー利用負担金が増額の主なものでございます。電子計算業務費は、

電子計算機の保守委託料や借上料でございます。 

  目８諸費は1,164万8,000円を計上し、前年度比較419万1,000円の減額で、合併60周年記念

事業の減額が主なものでございます。総合賠償保険事業は、町主催行事の賠償保険や交付金

の損害保険で、自衛隊協力会補助金、税務事業の還付費、交通安全対策事務費は防犯灯のＬ

ＥＤ化に伴い、各地区への補助金を電気料と借上料に組みかえて計上してございます。 

  次の45ページをお開きください。 

  コミュニティ育成事業補助金は、上原区の上原やすらぎの家の改修工事を見込み計上して

ございます。 
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  次の項２徴税費、目１税務総務費6,923万円は、前年度比較92万3,000円の減額で、弁護士

費用の減額が主なものでございます。税務関係職員人件費と税務総務事務費を計上してござ

います。 

  目２賦課徴収費2,010万6,000円は、前年度比較394万8,000円の減額で、パソコンシステム

設定変更や、パソコンシステム機器の減額が主な理由でございます。賦課事務費は賦課のた

めのパソコン委託料、ソフトやシステムの使用料、借上料が主なもので、徴収事務費は、次

のページにわたりますが、収納に伴う通信費が主なものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  47ページの上ですが、説明欄の地図情報システム管理事業は、地図情報データの修正委託

料が主な内容でございます。 

  項３戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民基本台帳費3,557万3,000円は、戸籍関係職員人件

費と、戸籍事務費は臨時職員の賃金、戸籍システムの保守委託料や借上料等、住民基本台帳

ネットワークシステム事業は、パソコンの借上料が主なものでございます。 

  次の、項４選挙費、目１選挙管理委員会費75万2,000円、選挙管理委員会事務費は、次の

49ページの定時登録事務処理委託料、助成事業は関係団体の助成金が主なものでございます。 

  次の、目２千葉県議会議員選挙費412万8,000円は、選挙の執行経費を計上しました。次の

目、大多喜町農業委員会農業委員選挙費は廃目でございます。 

  次の、項５統計調査費、目１統計調査総務費844万4,000円は、人事異動により前年度比較

153万9,000円の増額となっております。統計関係職員人件費及び事務費が主な内容でござい

ます。 

  次の、目２各種統計調査費458万9,000円は各種統計調査の経費で、次のページ、51ページ

の中段の国勢調査費が主なものでございます。 

  次の、項６監査委員費、目１監査委員費49万円は監査委員の報酬、及び次の53ページにな

りますが、研修に係る経費が主な内容でございます。 

  次に、52ページの款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費４億1,359万8,000円

は、臨時福祉給付金事業の減額と町社会福祉協議会補助金、国民健康保険特別会計繰出金及

び障害者福祉事業の増額を相殺し、前年度比較1,647万7,000円の減額となっております。こ

の目の事業は、社会福祉関係職員人件費、社会福祉事務費、社会福祉関係団体助成事業は、

社会福祉協議会補助金が主なもので、障害者福祉事業は、前年度比較1,969万4,000円増額し

て計上しております。 
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  次の、55ページの20節扶助費の障害児通所給付費、介護給付費、自立支援医療給付費が主

な増額でございます。民生委員活動事業、高額療養費貸付事業、戦没者追悼式関係事業、国

民健康保険特別会計繰出金は、前年度より154万6,000円の増額でございます。 

  次のページをお開きください。 

  少子化対策事業は出産祝金でございます。 

  次の、目２国民年金費326万3,000円は、国民年金事務に係る職員人件費と事務費でござい

ます。 

  目３老人福祉費2,229万8,000円は、次のページにわたりますが、高齢者在宅生活支援事業

が主で、外出支援サービス委託料や緊急通報システム業務委託料が主な経費でございます。

敬老祝事業費は、敬老祝品等の報償費が主なもので、老人福祉関係団体助成事業は、老人ク

ラブ活動費補助金等で、老人日常生活用具給付事業、地域福祉ボランティア事業、介護予防

事業、次の59ページをお開きください。 

  老人ホーム施設措置事業は、老人ホーム入所判定委員の報酬と、老人保護措置費を計上し

てございます。 

  次の、目４青少年助成対策費43万9,000円は、青少年健全育成事業として、青少年相談員

の報酬や活動費補助金などでございます。 

  目５介護保険事業費１億7,939万6,000円は、介護保険特別会計繰出金が主で、そのほか地

域包括支援センター運営事業の予防ケアマネジメント業務委託料や社会福祉保人等利用者負

担額軽減事業でございます。 

  目６後期高齢者医療費１億8,207万円は、次の61ページの療養給付事業の療養給付費負担

金が主な内容で、その他後期高齢者医療広域連合負担金及び後期高齢者医療特別会計繰出金

などでございます。 

  次の、項２児童福祉費、目１児童福祉総務費6,198万7,000円は、前年度比較887万8,000円

の減額で、子育て世帯臨時特例給付金事業と子ども・子育て支援事業の計画策定委託料が減

額の主なもので、子ども医療費の増額と相殺して減額となっております。子育て支援関係職

員人件費、子ども医療対策事業としての子ども医療費の扶助、子ども・子育て支援事業のシ

ステム保守委託料が主なものでございます。 

  次の、目２児童措置費１億1,034万7,000円は、事務費と児童手当支給事業でございます。 

  目３母子福祉費100万8,000円は、ひとり親家庭医療費等助成金でございます。 

  目４児童福祉施設費２億5,856万9,000円は職員人件費と、次の63ページの保育園管理運営
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事業は、保育園２園の施設管理費のほか臨時職員の賃金、賄材料費、送迎バスの委託料が主

なもので、児童クラブ運営事業は臨時職員賃金と、次の65ページの車両借上料、子育て支援

センター運営事業は、職員人件費と臨時職員賃金等でございます。 

  款４衛生費、項１保健衛生費、目１保健衛生総務費１億162万7,000円は、前年度比較758

万8,000円の減額で、人事異動及び国保国吉病院負担金の減額が主な理由でございます。 

  次の、目２予防費3,888万6,000円は、68、69ページまでわたりますが、がん検診事業の検

診委託料、次の67ページの予防接種事業は、予防接種医へ報酬、医療材料費、予防接種委託

料、肺炎球菌ワクチン接種助成金が主なもので、健康増進事業は健康診査委託料や集団運動

指導講師委託料が主なもので、感染症予防事業は消毒作業用動力噴霧器の保守経費で、次の

69ページの防疫対策事業は、狂犬病予防法に基づく予防経費でございます。 

  次の、目３環境衛生費7,314万3,000円は、前年度比較1,346万5,000円の減額で、小水力発

電所管理運営事業、夷隅環境衛生組合負担金、合併処理補助金が主な減額の内容でございま

す。この目は職員人件費、環境衛生事務費の夷隅環境衛生組合負担金、環境整備事業のごみ

不法投棄防止や水質汚濁監視、合併処理浄化槽設置整備事業については12基分の補助金、資

源循環事業はバイオディーゼル燃料の製造に係る経費でございます。 

  次の71ページをお開きください。 

  小水力発電所管理運営事業は面白峡発電所に係る経費でございます。 

  次の、目４母子保健事業費708万5,000円は、母子保健協力医報酬及び母子保健事業に係る

事務経費、乳幼児健康診査委託料等でございます。 

  目５火葬場費1,806万2,000円は、斎場無相苑の燃料費等の施設運営費と、次の73ページの

火葬炉運転業務委託料、工事請負費の火葬炉改修工事は２基の火葬炉の排ガス処理設備の改

修工事でございます。 

  目６地域し尿処理施設管理費145万3,000円は、城見ケ丘のコミュニティ・プラントの維持

管理費でございます。 

  次の、項２清掃費、目１清掃総務費4,069万9,000円は、清掃関係職員の人件費と環境セン

ターの臨時職員賃金、管理経費、夷隅郡市広域市町村圏事務組合負担金などでございます。 

  目２塵芥処理費、予算額１億1,776万3,000円は、環境センターの運営経費やごみ収集委託

料。次の75ページの粗大ごみ処理委託料、一般廃棄物処理業務委託料、ごみ袋作製委託料、

いすみクリーンセンターへの塵芥処理負担金が主なものでございます。 

  次の、項３上水道費、目１上水道運営費１億1,359万5,000円は、上水道高料金対策事業と
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南房総広域水道企業団への補助金及び出資金でございます。 

  次に、款５農林水産業費、項１農業費、目１農業委員会費1,065万1,000円は、農業委員会

事務局職員の人件費、農業委員会委員の報酬や委員会の事務経費等でございます。 

  次の、76、77ページをお開きください。 

  目２農業総務費5,346万8,000円は、農業関係職員人件費及び農家組合長の報酬が主な内容

でございます。人事異動による人件費と弁護士費用の減額が主な減額の理由でございます。 

  目３農業振興費1,589万4,000円は、前年度比較1,145万8,000円の減額で、主な減額は農業

振興地域整備計画策定業務委託料と農地集積協力員の減額でございます。農業振興事業は、

農林業振興協議会委員報酬、農業関係関連団体への補助金、交付金等で、都市農村交流事業

は都市と農村の交流により農業の活性化を推進するもので、本年度の都市農村交流推進委託

料は、定住促進事業を実施する経費でございます。 

  次の、目４畜産業費40万4,000円は、次のページにわたりますが、畜産業振興のための消

耗品のほか、畜産関係団体への補助金等でございます。 

  78ページの目５農地費2,315万円は、前年度比較1,662万2,000円の増額で、多面的機能支

払交付金事業の対象地区を８地区見込み、増額となっております。この目の鉱毒ダム対策事

業は平沢ダム管理経費及び基幹農道の維持管理経費、また、農道等の補修原材料費、関係団

体負担金が主なもので、多面的機能支払交付金は部田、西部田、森宮、久我原、三又、石神、

堀之内と峯之越区の各区でございます。 

  目６農業施設費713万5,000円は、次のページにわたりますが、集落センター、味の研修館、

農村コミュニティーセンターの施設運営経費、施設管理臨時職員の賃金等でございます。 

  80ページの項２林業費、目１林業総務費3,359万8,000円は、次のページにわたりますが、

林業関係職員人件費、事務経費、次のページの関係団体負担金、また、有害鳥獣駆除対策に

係る経費でございます。 

  目２林業振興費35万5,000円は、県単森林整備事業委託料及び竹粉砕機の修繕料と保険料

でございます。 

  目３大多喜県民の森運営費3,511万3,000円は、次のページにわたりますが、職員の人件費

及び県民の森施設の管理運営費でございます。 

  84ページの款６商工費、項１商工費、目１商工総務費2,496万8,000円は、商工関係職員人

件費及び事務費、また、消費生活相談員の報償費等でございます。 

  目２商工業振興費1,268万円は、久保駐車場の全自動料金システム保守管理委託料、商工
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会への補助金、街路灯電気料金補助金、中小企業経営改善資金等利子補給金及び商い資料館

の維持管理経費などが主なものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  目３観光費2,683万5,000円は、観光施設管理事業として、町営駐車場、公衆用トイレの維

持管理経費、公園管理、大多喜メモリアルルート案内看板の修繕工事、観光センター管理運

営事業は、観光本陣の維持管理費用で、観光振興事業は次の89ページのお城まつり実行委員

会や町観光協会への補助金、大河ドラマ誘致実行委員会等への補助金、さらに大多喜駅前に

建設した天然ガス記念館の管理運営経費などでございます。 

  次の、款７土木費、項１土木管理費、目１土木総務費6,236万3,000円は、土木関係職員人

件費、事務経費のほか、次の91ページの道路台帳の更新業務委託料、関係団体負担金及び

国・県道維持補助金等でございます。 

  目２登記費1,636万円は、登記関係人件費、登記推進事業の経費等でございます。 

  目３国土調査費2,022万8,000円は、次のページにわたりますが、国土調査事業の臨時職員

賃金のほか、93ページの委託料の地籍調査等委託料が主なものでございます。 

  目４道の駅管理費323万円は、道の駅のトイレ及び無料休憩室の維持管理経費でございま

す。 

  次の、項２道路橋梁費、目１道路維持費2,051万4,000円は、前年度比較8,496万2,000円の

減額で、道路ストック総点検事業が減額の理由でございます。この目は道路維持のための臨

時職員賃金、建設機械燃料及び修繕費、その他道路補修用原材料費などでございます。 

  目２道路新設改良費１億1,517万7,000円は、職員の人件費と、次の95ページの委託料及び

工事請負費は、増田小土呂線の歩道整備工事、中野大多喜線の道路改良工事、弓木西下線の

道路改良工事で、宇野辺当月川線の公有財産購入費、補償補塡及び賠償金が主な経費でござ

います。 

  目３橋梁維持費4,200万円は、５年に１度の橋梁点検業務と、橋梁長寿命化に伴う部田塩

渕橋の補修工事でございます。 

  目４交通安全対策費205万4,000円は、道路区画線工事費、カーブミラー、ガードレールな

どの交通安全対策用原材料費などでございます。 

  項３都市計画費、目１街路事業費309万2,000円は、歴史的景観審議会委員報酬及び町並み

整備助成事業補助金が主な経費でございます。 

  項４住宅費、目１住宅管理費578万2,000円は、前年度比較1,343万5,000円の減額で、黒原
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団地の工事請負費と設計施工管理業務委託料が主な減額の理由でございます。この目は町営

住宅入居者選考委員会報酬と、次の97ページの町営住宅に係る修繕料や借地料及び戸建住宅

耐震診断費用補助金が主なものでございます。 

  次の、目２宅地造成費1,049万6,000円は、城見ケ丘団地分譲に係る仲介手数料及び定住化

補助金が主なものでございます。 

  目３住宅助成費1,780万円は、定住化対策住宅助成事業として住宅取得奨励金、リフォー

ム補助金及び太陽光発電設備導入促進補助金でございます。 

  次に、款８消防費、項１消防費、目１常備消防費２億2,641万3,000円は、広域常備消防に

係る負担金でございます。 

  目２非常備消防費3,294万円は、消防団員及び消防委員への報酬、消防団の訓練及び火災

等の出動手当、団員の被服費、次の99ページの団員の健康診査委託料、その他団員の公務災

害や退職報償金の支給事務負担金等でございます。 

  目３消防施設費3,204万9,000円は、宇筒原地先の消防機械器具置き場の新築工事に係る工

事請負費と施工監理業務委託料、防火水槽のフェンス改修工事及び消火栓改修工事負担金及

び消防車両等の車検修繕料や燃料費、その他小型動力ポンプ付積載者の購入費などが主なも

のでございます。 

  目４災害対策費681万9,000円は、前年度比較699万3,000円の減額で、地域防災計画修正業

務委託が減額の理由でございます。この目は防災会議委員の報酬、災害時の職員時間外勤務

手当、次のページをお開きください。久保排水機場等の管理委託料、防災行政無線施設の保

守委託料などが主な内容でございます。 

  次の、款９教育費、項１教育総務費、目１教育委員会費113万4,000円は、教育委員報酬そ

の他教育委員会に関係する経費でございます。 

  目２事務局費6,731万6,000円は、教育長人件費や、次のページの職員の人件費、登下校待

機児童支援員や特別支援教育支援員の賃金、委員会事務経費、教育関連団体への負担金及び

補助金、委員会施設管理経費が主なものでございます。 

  項２小学校費、目１学校管理費4,223万6,000円は、前年度比較582万9,000円の減額で、大

多喜小学校への統合に伴う小学校管理経費の減額と、送迎バス委託料の増額等を相殺して減

額となっております。この目は小学校薬剤師の報酬、次のページの送迎バス委託料、小学校

２校の学校管理事務経費や施設管理経費、パソコン使用料等でございます。 

  次のページをお開きください。 
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  目２教育振興費1,100万4,000円は、小学校２校の教育活動に使用する教材費やクラブ活動

助成補助金、遠距離通学費補助金及び英語教育業務委託料、要保護・準要保護児童学用品等

補助金が主な内容でございます。 

  次の目学校建設費は廃目でございます。 

  次のページをお開きください。 

  項３中学校費、目１学校管理費1,868万7,000円は、次のページに続きますが、中学校医、

薬剤師等の報酬、中学校２校の学校管理事務経費や校舎等の施設管理経費のほか、パソコン

借上料などが主なものでございます。 

  次の110ページの目２教育振興費966万円は、２中学校の教育活動に使用する教材費、クラ

ブ活動助成費補助金、中学校遠距離通学補助金及び外国語指導助手の委託料、要保護・準要

保護生徒学用品等補助金などが主なものでございます。 

  次のページをお開きください。 

  項４社会教育費、目１社会教育総務費3,708万6,000円は、関係職員人件費、社会教育委員

の報酬、関係協議会負担金や補助金が主なものでございます。 

  目２公民館費1,687万4,000円は、公民館運営審議会委員報酬や中央公民館の光熱水費、施

設夜間警備や清掃委託などの施設管理費のほか、次の115ページの公民館バス運行管理委託

料などが主な内容でございます。 

  次の、目３図書館費462万円は、図書館の光熱水費、施設警備委託、パソコン借上料、図

書の購入経費、団体負担金等でございます。 

  次の、目４文化財保護費47万円は、文化財審議会委員報酬や、次の117ページの文化財に

関係した補助金、負担金でございます。 

  次の、目５視聴覚教材費33万円は、いすみ市・夷隅郡視聴覚教材センターへの負担金でご

ざいます。 

  次の、項５保健体育費、目１保健体育総務費2,747万円は、職員人件費や事務費、保健体

育振興事業は、スポーツ推進委員報酬、町体育協会補助金、夷隅郡体育協会への負担金が主

なものになっております。 

  目２学校給食費１億704万5,000円は、大多喜町内の小中学校４校の給食となりましたので、

前年度比較4,270万2,000円の減額でございます。職員人件費や、次のページの学校給食セン

ター運営委員報酬、臨時職員の賃金や共済費、光熱水費や賄材料費、給食配送業務委託料、

調理場排水補修工事などが主なものでございます。 
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  目３体育施設費1,382万1,000円は、次のページにわたりますが、海洋センター体育館やプ

ール、野球場及びテニスコートの光熱水費や、施設管理業務経費などが主なものでございま

す。 

  次に、120ページの款10災害復旧費、項１公共土木施設災害復旧費、目１道路橋梁災害復

旧費180万円及び目２河川災害復旧費130万円は、災害発生時の緊急復旧費として予算計上し

ているものでございます。 

  款11公債費、項１公債費、目１元金３億9,350万1,000円は、起債償還の元金分で、次の目

２利子6,269万6,000円は、同じく起債償還の利子分でございます。 

  次のページをお開きください。 

  款12予備費、項１予備費、目１予備費は、前年度同額の500万円を計上させていただきま

した。 

  次の124ページから133ページまでは、給与費明細書。そして134、135ページは継続費につ

いての関係ですが、これは補正予算でお話ししたとおりでございます。次の136ページは債

務負担に関する調書でございます。そして、138ページはこの地方債に関する調書で、区分

ごとの年度末の現在高及び現在高の見込みに関するものでございます。 

  以上で、平成27年度大多喜町一般会計予算の提案説明とさせていただきます。 

  よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 会議の途中ですが、ここで10分間の休憩をとります。 

（午後 ５時４１分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ５時５１分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 議案第31号から説明を受けます。 

  滝口代表監査委員は所用のため退席した旨の申し出がありました。許可しましたので、ご

報告申し上げます。 

  では、説明のほうお願いします。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 議案第31号 平成27年度大多喜町鉄道経営対策事業基金特別

会計予算の提案説明をさせていただきます。 
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  141ページをお開きください。 

  平成27年度大多喜町鉄道経営対策事業基金特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  第１条は、歳入歳出予算を定めるもので、第１項は、歳入歳出予算の総額を5,647万9,000

円と定めるものです。 

  第２項は、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算

によることを定めるものです。 

  次に、歳入歳出予算の内容について、事項別明細書によりご説明いたしますので、148、

149ページをお開きください。 

  ２、歳入。 

  款１財産収入、項１財産運用収入、目１利子及び配当金32万5,000円を基金の利子として

計上しました。 

  款２繰入金は、平成27年度に車両１両の更新を予定しており、5,615万4,000円を計上しま

した。この繰入金は車両更新に係るいすみ鉄道株式会社の負担分を基金から繰り入れるもの

でございます。 

  次のページをお開きください。 

  ３、歳出。 

  款１鉄道経営対策事業費、項１鉄道経営対策事業費、目１事業費として32万5,000円を計

上しました。基金利子を基金に積み立てるものでございます。 

  目２助成費5,615万4,000円、前年度比較1,128万1,000円の増額でございます。この増額に

つきましては、いすみ鉄道の車両更新に伴う会社負担分３分の１に対する交付金で、26年度

は国庫補助額が３分の１に満たない額で決定され、購入を見送らせていただきましたので、

本年度は国庫補助額は４割減額される分を見込み予算に計上させていただきました。 

  以上で、平成27年度大多喜町鉄道経営対策事業基金特別会計の提案説明とさせていただき

ます。 

  よろしくご審議くださるようお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） お疲れさまでした。 

  次に、議案第32号 平成27年度大多喜町国民健康保険特別会計予算について説明願います。 

  税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） それでは、議案第32号 平成27年度大多喜町国民健康保険特

別会計予算につきましてご説明を申し上げます。 
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  本文に入ります前に、予算の概要につきましてご説明させていただきます。 

  歳入歳出予算の総額は15億6,452万2,000円となり、前年度と比較し１億9,420万円、14.2

パーセントの大幅な増となっております。この要因といたしましては、共同事業の対象とな

る医療費が拡大されたことによるもので、平成26年度と比較し、歳入では２億251万5,000円、

歳出では１億7,273万1,000円、それぞれ増加を見込んだものでございます。また、国民健康

保険税につきましては、平成27年度において、共同事業交付金、前期高齢者交付金、あるい

は療養給付費等負担金などの歳入の増が見込まれるため、平成26年度の収納見込み額相当の

予算を計上いたしました。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  153ページをお願いいたします。 

  平成27年度大多喜町国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。第１条、第１項、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ15億6,452万

2,000円と定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算に

よる。 

  なお、詳細につきましては、事項別明細書によりご説明をさせていただきます。 

  160、161ページをお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 税務課長、座ってどうぞ。 

○税務住民課長（市原和男君） ありがとうございます。 

  では、議長のお許しをいただきましたので、座って説明させていただきます。 

  初めに160ページ、歳入からご説明を申し上げます。 

  款１国民健康保険税、項１国民健康保険税、目１一般被保険者国民健康保険税、及び目２

退職被保険者等国民健康保険税でございますが、合計で前年度、平成26年度の歳入見込み額

相当の３億2,379万7,000円、前年度比較4,977万5,000円の減を計上いたしました。減額の理

由といたしましては、先ほど申し上げました国庫支出金あるいは交付金の増、また制度改正

によります共同事業交付金の歳入増が見込まれるためのものでございます。 

  款２の一部負担金、款３使用料及び手数料につきましては、前年度と同額計上でございま

す。 

  款４国庫支出金、項１国庫負担金、目１療養給付費等負担金でございますが、医療に要す

る費用、後期高齢者支援金及び介護納付金に対する国の負担率32パーセント相当、２億
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3,573万9,000円でございます。 

  目２高額療養費共同事業負担金でございますが、高額療養費拠出金として支払う額の４分

の１を国が負担するものでございます。845万4,000円を計上いたしました。 

  目３特定健康診査負担金でございますが、特定健康診査費用に対する国の負担金として

140万円を計上いたしました。 

  款４国庫支出金、項２国庫補助金、目１財政調整交付金でございますが、国保財政の平準

化を図るため、国から交付されるもので、6,233万5,000円を計上いたしました。 

  次のページ、162、163ページをお願いいたします。 

  款５療養給付費交付金、項１療養給付費交付金、目１療養給付費交付金でございますが、

退職被保険者等の医療に対する交付金で、5,354万1,000円を計上いたしました。 

  款６前期高齢者交付金、項１前期高齢者交付金、目１前期高齢者交付金でございますが、

65歳から74歳の前期高齢者の給付実績等、被保険者数に応じて交付されるもので、２億

9,716万2,000円を計上いたしました。 

  款７県支出金、項１県負担金、目１高額医療費共同事業負担金でございますが、高額療養

費拠出金の４分の１を県が負担するもので、845万4,000円を計上いたしました。 

  目２特定健康診査負担金でございますが、国の負担金と同様、特定健康診査費用に対する

国の負担分で、国庫と同額の140万円を計上いたしました。 

  項の２県補助金、目１財政調整交付金でございますけれども、国保財政の平準化を図るた

め、県から交付されるもので、調整交付金の財源の一部が共同事業交付金に充当となるため、

5,596万7,000円を計上いたしました。 

  款８共同事業交付金、項１共同事業交付金、目１共同事業交付金でございますが、３億

8,016万2,000円を計上いたしました。増加となった理由でございますが、共同事業の対象と

なる医療費の拡大がされたことによるものでございます。 

  右側163ページ、中段の節１高額医療費共同事業交付金は、レセプト１件当たり80万円以

上が対象となり、変更はございません。節２保険財政共同安定化事業交付金につきましては、

対象となる医療費が平成26年度まで30万以上80万円未満だったものが、平成27年度から80万

円未満の医療費全てを対象とすることとなったため、３億4,634万6,000円、前年度と比較し

２億484万8,000円の増を計上いたしました。 

  款９繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会計繰入金でございますが、右側163ページ、

節１保険基盤安定繰入金から節の５財政安定化支援事業繰入金の法定繰入金と、節６財政調
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整繰入金3,500万円から、節７特定健康診査等事業費繰入金84万5,000円の法定外繰入金を加

えまして、合計で１億3,451万5,000円を計上いたしました。 

  款９繰入金、項基金繰入金、目財政調整基金繰入金でございますが、予算計上はなく廃目

でございます。 

  款10繰越金、項１繰越金、目１療養給付費交付金繰入金は存目程度の1,000円、目２その

他繰越金も前年度と同額の100万円を計上いたしました。 

  款11諸収入、項１延滞金及び科料、合計で１万1,000円の計上でございます。 

  款11諸収入、項の２雑入、合計で52万8,000円を計上いたしました。特定健康診査徴収金

が主なものでございます。 

  以上が歳入でございます。 

  続きまして、歳出についてご説明を申し上げます。 

  次のページ、166、167ページをお願いいたします。 

  款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費として3,657万8,000円を計上いたしました。

主な内容につきましては、右側167ページ説明欄記載のとおり、職員人件費、事務費、また、

県国保連合会負担金等でございます。 

  項２運営協議会費、目１運営協議会費でございますが、国保運営協議会委員９名の報酬で

６万3,000円を計上いたしました。 

  款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費７億3,332万1,000円、目２

退職被保険者等療養給付費4,142万8,000円、目３一般被保険者療養費768万円、目４退職被

保険者等療養費50万4,000円。 

  次のページの上段をお願いします。 

  目５審査及び支払手数料162万7,000円、療養諸費の合計で７億8,456万円でございます。

過去の実績、医療費等の実績等を考慮いたしまして計上いたしました。 

  項２高額療養費、目１一般被保険者高額療養費１億249万4,000円、目２退職被保険者等高

額療養費560万8,000円、目３一般被保険者高額介護合算療養費、及び目４退職被保険者等高

額介護合算療養費につきましては、それぞれ５万円計上で、高額療養費の合計で１億820万

2,000円でございます。やはり過去の実績等を考慮し計上いたしました。 

  項３移送費でございますが、転院が必要な場合等の費用で、目１の一般被保険者移送費、

及び目２退職被保険者等移送費とも５万円の計上でございます。 

  項４出産育児一時金、目１出産育児一時金でございますが420万3,000円、１件42万円の10
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件分及び支払手数料3,000円を加え計上いたしました。 

  項５葬祭費、目１葬祭費でございますが135万円、１件５万円の27件分を計上いたしまし

た。 

  次のページ、170ページをお願いいたします。 

  款３後期高齢者支援金、項１後期高齢者支援金、目１後期高齢者支援金でございますが、

後期高齢者の医療実績等に応じて、社会保険診療報酬支払基金へ納付するもので、１億

8,255万6,000円、目２後期高齢者関係事務費拠出金１万3,000円を合わせまして、合計で１

億8,256万9,000円を計上いたしました。 

  款４前期高齢者納付金等、項１前期高齢者納付金等、目１前期高齢者関係事務費拠出金で

ございますが、23万円を計上いたしました。 

  款５老人保健拠出金、項１老人保健拠出金、目１老人保健事務費拠出金でございますが、

老人保健医療費に係る整理事務費として５万3,000円を計上いたしました。 

  款６介護納付金、項１介護納付金、目１介護納付金でございますが、介護給付費の国保負

担分となり、8,385万5,000円を計上いたしました。 

  款７共同事業拠出金、項１共同事業拠出金、目１高額療養費共同事業拠出金でございます

が、80万円以上の医療費に対する拠出金で、3,381万7,000円を計上いたしました。 

  目２保険財政共同安定化事業拠出金でございますが、歳入でもご説明申し上げましたが、

対象となる医療費の拡大があったため、３億982万5,000円を計上いたしました。 

  目３その他共同事業拠出金につきましては、存目程度2,000円でございます。合計で３億

4,364万4,000円でございます。 

  款８保健事業費、項１保健事業費、目１保健事業費でございますが、348万8,000円を計上

いたしました。右側171ページ説明欄記載の需用費には、ジェネリック医薬品啓発用消耗品、

役務費にはジェネリック差額通知代のほか、次のページ、173ページ右側説明欄の人間ドッ

ク経費補助金70件分、288万4,000円が主な内容となります。 

  項２特定健康診査等事業費、目１特定健康診査等事業費でございますが、173ページ記載

の特定健康診査委託料及び特定保健指導委託料等の経費で、1,137万5,000円を計上いたしま

した。特定健康診査の項目に尿酸を加えたこと、及び特定保健指導支援者の増加を見込み、

前年度と比べ53万8,000円の増でございます。 

  款９諸支出金、項１償還金及び還付金でございますが、目１一般被保険者保険税還付金

120万円、目２退職被保険者等保険税還付金５万円、及び目３償還金として存目程度2,000円、
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合計で125万2,000円を計上いたしました。 

  款10予備費でございますが、前年度と同額の300万円を計上いたしました。 

  以上が歳出でございます。 

  これで、平成27年度大多喜町国民健康保険特別会計予算についての説明を終わらせていた

だきます。 

  よろしくご審議のほうお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） 議案第33号 平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて説明を願います。 

  税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 議案第33号 平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会計予

算につきましてご説明申し上げます。 

  本文に入ります前に、平成27年度の予算状況につきましてご説明をさせていただきます。 

  本予算につきましては、医療保険者であります千葉県後期高齢者医療広域連合で賦課され

ます保険料等の数値をもとに予算編成をさせていただきました。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  予算書の185ページをお開きいただきたいと思います。 

  平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。第１条第１項、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億889万1,000

円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳入歳出予算によ

る。 

  なお、詳細につきましては、事項別明細書によりご説明させていただきます。 

  192、193ページをお願いいたします。 

  まず、歳入でございますが、款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、目

１特別徴収保険料でございますが、年金からの特別徴収によるもので5,340万7,000円、目２

普通徴収保険料現年度分及び滞納繰越分、合わせまして1,958万8,000円、合計で7,263万

5,000円を計上いたしました。 

  款２使用料及び手数料につきましては、前年同額の２万円を計上いたしました。督促手数

料でございます。 

  款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１事務費繰入金でございますが、後期高齢者医療事
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務費に係る繰入金で102万8,000円、目２保険基盤安定繰入金3,478万8,000円、合計で3,581

万6,000円を計上いたしました。保険基盤安定繰入金につきましては、保険料の軽減を受け

ている人数、保険料に対して県が４分の３、町が４分の１を負担するものでございます。 

  款４繰越金、項４繰越金、目１繰越金でございますが、前年度よりの繰越金で10万円を計

上いたしました。 

  款５諸収入、項１償還金及び還付加算金、目１保険料還付金31万9,000円、目２還付加算

金につきましては存目程度1,000円を計上いたしました。 

  以上が歳入でございます。 

  続きまして、歳出をご説明申し上げます。 

  次のページ、194、195ページをお願いいたします。 

  款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費でございますが、195ページ説明欄記載の

事務的経費で64万2,000円を計上いたしました。 

  項２徴収費、目１徴収費でございますが、やはり説明欄記載の保険料徴収事務費で40万

6,000円を計上いたしました。 

  款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢

者医療広域連合納付金１億752万2,000円を計上いたしました。被保険者から納付いただきま

した保険料と基盤安定繰入金を合わせて、広域連合へ納付するものでございます。 

  款３諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１保険料還付金でございますが、転出等に

より減額となった方への保険料の還付金で、32万円を計上いたしました。 

  項２繰出金、目１他会計繰出金でございますが、存目程度1,000円の計上でございます。 

  以上が歳出でございます。 

  これで、平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会計予算の説明を終わらせていただきま

す。 

  よろしくご審議のほうお願い申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） お疲れさまでした。 

  次に、議案第34号 平成27年度大多喜町介護保険特別会計予算について説明を願います。 

  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、議案第34号 平成27年度大多喜町介護保険特別会

計予算につきまして提案説明をさせていただきます。 

  予算書197ページをお開きください。 
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  平成27年度予算案につきましては、介護保険事業を円滑に推進するため、前年度の各種介

護サービスの利用実態と給付費の実績をもとに、前年度比0.4パーセント増の10億6,965万

8,000円の予算額を推計し、予算編成を行いました。 

  それでは、本文に入らせていただきます。 

  議案第34号 平成27年度大多喜町介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。第１条第１項、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ10億6,965万8,000

円と定める。 

  第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとに金額は、第１表、歳入歳出予算に

よる。 

  歳出予算の流用、第２条、地方自治法第220条第２項ただし書の規定により、歳出予算の

各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における、同一款内

でのこれらの経費の各項の款の流用。 

  なお、詳細につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、204ページ、205

ページをお願いいたします。 

  まず、歳入でございますが、款１保険料、項１介護保険料、目１第１号被保険者保険料に

つきましては、65歳以上の第１号被保険者数3,624名を推計し、１億7,905万8,000円を計上

させていただきました。 

  款２分担金及び負担金、項１負担金、目１介護予防教室事業参加負担金につきましては、

30万円を計上させていただきました。 

  款３使用料及び手数料、項１手数料、目１督促手数料２万8,000円、目２事務手数料３万

円、前年度同額の５万8,000円を計上させていただきました。 

  款４国庫支出金、項１国庫負担金、目１介護給付費負担金につきましては、１億7,148万

9,000円を計上させていただきました。 

  項２国庫補助金につきましては、目１調整交付金、目２地域支援事業交付金介護予防事業、

目３地域支援事業交付金包括的支援事業任意事業分として、総額7,773万9,000円を計上させ

ていただきました。 

  款５支払基金交付金、項１支払基金交付金、目１介護給付費交付金２億8,260万9,000円、

目２地域支援事業交付金123万8,000円を計上させていただきました。 

  款６県支出金、項１県負担金、目１介護給付費県負担金につきましては、１億5,653万
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9,000円を計上させていただきました。 

  項２県補助金でございますが、地域支援事業交付金として介護予防事業に対し55万3,000

円、包括的支援事業任意事業に対し198万1,000円を計上させていただきました。 

  206ページ、207ページをお開きください。 

  款６繰入金、項１他会計繰入金につきましては、一般会計繰入金として介護給付費及び地

域支援事業のうち、介護予防分に係る町の法定負担分12.5パーセント、地域支援事業のうち

任意事業及び包括的支援事業分19.75パーセントと、職員人件費、事務費及び低所得者保険

料軽減の繰り入れとして、１億7,523万1,000円を計上させていただきました。今回新しい項

目として低所得者保険料軽減の項目がふえております。 

  項２基金繰入金、目１介護給付費準備基金繰入金として、2,241万3,000円を計上させてい

ただきました。これにつきましては、介護給付費の被保険者負担分の不足を補うための財源

の繰り入れでございます。 

  款８繰越金でございますが、前年度からの繰越金として4,000円を予定し計上させていた

だきました。 

  款９諸収入、項１延滞金加算金及び科料でございますが、延滞金1,000円を存目程度に計

上させていただきました。 

  項２雑入でございますが、生活保護者の介護認定調査等手数料、予防給付負担金及び介護

予防事業参加者負担金であり、44万5,000円を計上させていただきました。 

  以上が歳入でございます。 

  引き続き、歳出の説明をさせていただきます。 

  208ページ、209ページをお開きください。 

  款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費でございますが、介護保険関係職員の人件

費と介護保険業務用の事務費で、2,920万7,000円を計上させていただきました。 

  項２徴収費、目１賦課徴収費でございますが、介護保険料賦課徴収に係ります事務費で、

129万6,000円を計上させていただきました。 

  項３介護認定調査費、目１介護認定調査等費でございますが、介護認定に係る医師意見書

作成手数料などで469万7,000円、目２介護認定調査会共同設置負担金340万1,000円、合わせ

て809万8,000円を計上させていただきました。 

  項４運営協議会費でございますが、これは委員報酬として４万2,000円を計上させていた

だきました。 
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  次に、210ページ、211ページをお開きください。 

  款２保険給付費、項１介護サービス等諸費でございますが、要介護１から５の認定を受け

た方の在宅介護、地域密着型介護、施設介護、福祉用具購入、住宅改修、居宅介護サービス

計画等の給付費で、９億1,343万4,000円を計上させていただきました。 

  項２介護予防サービス等諸費でございますが、要支援１、２の認定を受けた方への在宅介

護等の給付費で、2,516万5,000円を計上させていただきました。 

  項３その他諸費につきましては、介護給付に係る審査支払手数料として、66万9,000円を

計上させていただきました。 

  212ページ、213ページをお開きください。 

  項４高額介護サービス等費、利用者負担の上限額を超えた場合に支給するもので、高額介

護サービス費1,956万5,000円、高額介護予防サービス費を前年度と同額の６万円、合わせて

1,962万5,000円を計上させていただきました。 

  項５高額医療合算介護サービス等費につきましては、医療費と介護給付費の自己負担額の

合計が年間の限度額を超えた場合に、それぞれの会計から支給されるもので、高額医療合算

介護サービス費と介護予防サービス費について、221万6,000円を計上させていただきました。 

  項６特定入所者介護サービス等費でございますが、低所得者の施設入所に係る食費、居住

費の自己負担の軽減に伴う補助及び交付金で、特定入所者介護サービス費、介護予防サービ

ス費として、4,821万1,000円を計上させていただきました。 

  款３基金積立金でございますが、介護給付費準備基金への積立金として、3,000円を計上

させていただきました。 

  款４地域支援事業費、項１介護予防事業費、目１二次予防事業費でございますが、要介護

状態になるおそれの高い状態と認められる方を対象にした事業で、62万3,000円を計上させ

ていただきました。 

  214ページ、215ページをお開きください。 

  目２一次予防事業費でございますが、高齢者全体を対象に介護予防の活動の育成、支援を

行う事業で、422万9,000円を計上させていただきました。 

  目３総合事業費精算金でございますが、住所地特例者が相互事業の提供を受けたときの精

算金として10万円、合わせて495万2,000円を計上させていただきました。 

  項２包括的支援事業任意事業費、目１任意事業費でございますが、不必要なサービスが提

供されていないか、検証する介護給付費等費用適正期事業、寝たきり高齢者へのおむつの支
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給、及び成年後見人制度の利用者支援で335万円を計上させていただきました。 

  目２包括的支援事業でございますが、包括支援センター職員の人件費、事務費等で1,308

万7,000円、合わせて1,643万7,000円を計上させていただきました。 

  216ページ、217ページをお開きください。 

  款５諸支出金につきましては、国・県支出金等の精算に伴う返還金としまして、20万

3,000円を計上させていただきました。 

  款６予備費につきましては、前年度と同額の10万円を計上させていただきました。 

  以上が歳出でございます。 

  これで、平成27年度大多喜町介護保険特別会計予算の説明を終わりにさせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） ご苦労さまでした。 

  次に、議案第35号 平成27年度大多喜町水道事業会計予算について説明を願います。 

  環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） それでは、議案第35号 平成27年度大多喜町水道事業会計予

算についてご説明をさせていただきます。 

  別冊の水道事業会計予算書の１ページをお開きください。 

  総則。第１条、平成27年度大多喜町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  業務の予定量。第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

  １号、給水戸数3,784戸。 

  ２号、年間総給水量105万5,748立方。 

  ３号、１日平均給水量2,885立方。 

  収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  収入、第１款、水道事業収益５億７万9,000円。 

  支出、第１款、水道事業費用４億9,208万8,000円。 

  資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。 

  資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億3,131万8,000円は、当年度分損益勘定

留保資金１億3,131万8,000円にて補塡するものとする。 

  収入、第１款、資本的収入8,817万円。 

  支出、第１款、資本的支出２億1,948万8,000円。 

  ２ページ、３ページをお願いいたします。 
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  企業債。第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおり

定める。 

  排水管布設事業、限度額2,300万。施設拡張事業、限度額6,300万円。２事業とも起債の方

法は普通貸借又は証券発行。利率、年５パーセント以内。償還の方法、政府資金については、

その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものによる。ただし債権

者との協議により据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借り換えす

ることができる。なお、起債の全部又は一部を翌年度へ繰り越しして借り入れることができ

る。計限度額8,600万。 

  予定支出の各項の経費の金額の流用。第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用する場

合は、次のとおりと定める。 

  １号、第１項営業費用、第２項営業外費用との相互。 

  議会の議決を経なければ流用することができない経費。第７条、次に掲げる経費について

は、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の

金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  １号、職員給与費6,021万円。 

  ３ページに入ります。 

  一般会計からの補助金。第８条、一般会計からの会計への補助を受ける金額は、7,364万

3,000円である。 

  たな卸購入限度額。第９条、たな卸資産の購入限度額は、346万6,000円と定める。 

  予算に関する説明書５ページから７ページは、予算実施計画です。９ページのキャッシュ

フロー計算書は、今までの資金計画にかわるものです。10ページから17ページは給与費明細

書。19ページから23ページの予定損益計算書及び予定貸借対照表。24ページから25ページの

注記、会計方針等は記載のとおりでございますので、割愛をさせていただきます。 

  続きまして、予算の明細については、水道事業会計予算積算基礎資料によりご説明をさせ

ていただきます。 

  26、27ページをお願いいたします。 

  初めに、収益的収入及び支出でございますが、収入の部、款１水道事業収益、予定額５億

７万9,000円。項１営業収益、目１給水収益、予定額３億1,583万8,000円は水道料金でござ

います。 

  目２その他営業収益、予定額80万2,000円は、資材売却代、設計審査、開栓手数料、修繕
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工事代、水道料金督促手数料等でございます。 

  項２営業外収益、目１受取利息及び配当金、予定額1,000円は預金利息でございます。 

  目２他会計補助金、予定額7,364万3,000円は、高料金対策補助金の一般会計補助金でござ

います。 

  目３県補助金、予定額6,900万、これは高料金対策補助金の県補助金です。 

  目４長期前受金戻入、予定額3,897万1,000円は長期前受金戻入金です。 

  目５雑収益、予定額27万8,000円は東京電力、ＮＴＴによる水道施設用地の使用料等です。 

  目６消費税還付金、予定額154万6,000円は申告消費税の見込みがゼロのため、消費税が還

付される予定です。 

  28、29ページをお願いいたします。 

  支出の部、款１水道事業費用、予定額４億9,208万8,000円。項１営業費用、目１原水及び

浄水費、予定額２億2,182万8,000円。 

  節の主なものといたしましては、節１給料、職員１名分の給料268万2,000円。節４の賃金、

水道施設管理臨時職員賃金799万2,000円。節16委託料、水質検査業務、汚泥処理業務、電気

保安管理業務等1,103万3,000円。節19の修繕費ですが、取水施設、導水施設、浄水施設、送

水施設の修繕313万2,000円。節21の動力費ですが、浄水場動力電気料856万7,000円。節22薬

品費、浄水場のパック、次亜塩素等薬品費261万6,000円。節26の受水費、南房総広域水道か

らの水道の購入費１億8,067万1,000円等でございます。 

  目２配水及び給水費、予定額2,910万6,000円。節の主なものといたしましては、節１給料、

職員１名分の給料405万3,000円。節４賃金、漏水調査臨時職員賃金121万円。 

  30、31ページをお願いいたします。 

  節19修繕費、施設修理、漏水修理、止水栓修理等972万円。節20路面復旧費、舗装の本復

旧、仮復旧で452万円。節21の動力費、加圧所20カ所の電気料金440万7,000円等でございま

す。 

  目３総係費、予定額4,673万2,000円。節の主なものといたしましては、節１給料、職員４

人分の給料で1,495万5,000円。節11の燃料費、水道管理車両、施設管理車両も含むわけです

が、燃料代として116万円。節16の委託料、検針委託、電算機器補修、水道料金システム保

守等の委託料646万7,000円。節の18の賃借料、水道料金システムリース、会計システムリー

ス、パソコン６台リース等賃借料364万1,000円。節19の修繕費、水道管理車両の車検代等修

繕費38万9,000円でございます。 
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  32、33ページをお願いいたします。 

  節27厚生費、職員健康診断手数料７名分７万6,000円。節35貸倒引当金繰入金、将来の債

務に備えてあらかじめ計上した138万3,000円等でございます。 

  目４減価償却費、予定額１億3,357万8,000円は、構築物機械及び装置等有形固定資産減価

償却費等でございます。 

  目５資産減耗費、予定額2,166万は、機械及び装置、使用していない施設撤去等の固定資

産除却費及び量水機検満切れ等、貯蔵品等資産減耗費でございます。 

  目６その他営業費用、予定額36万7,000円は、貯蔵品の売却資財原価でございます。 

  項２営業外費用、予定額3,691万7,000円。目１支払利息は財務省金融機構民間金融機関へ

の企業債利息として3,431万5,000円。目２雑支出は特定収入、これは補助金相当分の消費税

の仮払い消費税等260万2,000円でございます。 

  項３特別損失、予定額150万円は、水道料金不納欠損です。 

  項４予備費、予定額40万円。目１予備費は水道事業費用の予備費でございます。 

  34、35ページをお願いいたします。 

  資本的収入及び支出でございますが、収入の部、款１資本的収入、予定額8,817万円。項

１負担金、目１加入負担金、予定額216万円は、新規加入者及び口径変更による加入負担金

でございます。 

  項２企業債、目１企業債、予定額8,600万円は、三又から川畑間、及び町道泉水住宅線の

排水管布設がえ事業及び面白浄水場乾燥床施設拡張事業の企業債でございます。 

  項３固定資産売却代金、目１固定資産売却代金、予定額１万円は、使用していない施設等

の資産をネット売却するための存目程度の計上でございます。 

  36、37ページをお願いいたします。 

  支出の部、款１資本的支出、予定額２億1,948万8,000円。項１建設改良費、目１取水施設

費、予定額108万円は、緊急時に備えた取水施設の機械交換工事でございます。 

  目２浄水施設費、予定額108万円は、緊急時に備えた浄水場の機器交換工事でございます。 

  目３配水施設費、予定額3,230万円。節の主なものとしましては、節１給料、職員１名分

の給料316万7,000円。節16委託料、ＯＡシステム機器保守委託料、設計業務工事竣工図作成

委託76万6,000円です。節34工事請負費、町道泉水住宅線、それから猿稲、大多喜、鍛冶住

宅、内岡台線等、配水管布設がえ工事、また舗装本復旧工事等2,512万1,000円でございます。 

  目４固定資産取得費、予定額506万7,000円は、量水機の新規設置や検定期間満了による取
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りかえ分、そして庁舎内パソコン更新のための購入費でございます。 

  目５施設拡張費、予定額9,768万8,000円は、新面白浄水場認可変更業務委託及び面白浄水

場汚泥乾燥床建設等でございます。 

  項２企業債償還金、目１企業債償還金、予定額8,227万3,000円は、財務省財務融資資金17

件、地方公共団体金融機構39件、民間金融機関借換債１件の償還金でございます。 

  以上で、平成27年度大多喜町水道事業会計予算の説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願いを申し上げます。 

○議長（志関武良夫君） ご苦労さまでした。 

  次に、議案第36号 平成27年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計予算について説明願

います。 

  特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） それでは、大多喜町特別養護老人ホーム事業会計

予算書をお願いいたします。 

  まず始める前に、予算書に字句の誤りがありましたので、訂正をお願いします。21ページ、

損益計算書、前年度分のところです。３、営業外収益（２）寄附金のところです。この寄附

金を長期前受金戻入と訂正をお願いいたします。申しわけありません。 

  それでは、よろしいでしょうか、本文に入らせていただきます。 

  予算書１ページをごらんください。 

  議案第36号 平成27年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計予算。 

  総則。第１条、平成27年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

  業務の予定量。第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

  第１号、利用定員、施設介護サービス80人、居宅介護サービス４人。 

  第２号、年間利用予定者数、施設介護サービス２万7,000人、居宅介護サービス1,300人。 

  収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  収入、第１款特別養護老人ホーム事業収益３億62万5,000円。第１項営業収益２億8,995万

5,000円。第２項営業外収益1,067万円。 

  支出、第１款、特別養護老人ホーム事業費用２億9,958万5,000円。第１項営業費用２億

9,858万4,000円。第２項営業外費用1,000円。第３項特別損失1,141万6,000円。第４項予備

費100万円。 
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  資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額567万1,000円は、過年度分損益勘定留保

資金567万1,000円で補塡するものとする。 

  支出、第１款資本的支出567万1,000円。第１項建設改良費567万1,000円。 

  ２ページをごらんください。 

  一時借入金。第５条、一時借入金の限度額は、1,200万円と定める。 

  予定支出の各項の経費の金額の流用。第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用するこ

とができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号、第１項営業費用、第２項営業外費用との総合。 

  議会の議決を経なければ流用することができない経費。第７条、次に掲げる経費について

は、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の

金額流用する場合は、議会の議決を経なければならない。 

  第１号、職員給与費２億1,829万8,000円でございます。 

  続きまして、10ページから19ページにかけましては、給与費明細書でございます。そして、

21ページは26年度の予定損益計算書でございます。22、23ページにかけましては、平成26年

度予定貸借対照表でございます。24、25ページにかけましては、平成27年度予定貸借対照表

でございます。28ページから37ページにかけましては、27年度積算基礎資料でございます。

これらにつきましては、記載のとおりですので、説明につきましては割愛させていただきま

す。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） ご苦労さまでした。 

  以上で、一括議題とした議案第30号から議案第36号までの平成27年度大多喜町一般会計予

算及び各特別会計予算、それに各事業会計予算の提案説明を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第１号の上程、説明、採決 

○議長（志関武良夫君） 続きまして日程第32に入ります。 

  議案書つづりは、別冊の平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第13号）のつづりです。

この議案書の末尾から３枚目手前です。 

  よろしいでしょうか。 
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  日程第32、発議第１号 大多喜町農業委員会の委員の推薦についてを議題とします。 

  平成27年３月31日をもって、農業委員会の委員の任期が満了することに伴い、農業委員会

等に関する法律第12条第２号、及び大多喜町農業委員会の委員の定数に関する条例第２条の

規定に基づき、議会が推薦する次期の委員として、議案に示すとおり、大多喜町葛藤123番

地、佐川順一郎さんと、大多喜町上原533番地１、猿田義久さんの２人を推薦したいと思い

ます。 

  これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議会推薦の農業委員は大多喜町葛藤123番地、佐川順一郎さん、大多喜町上

原533の１、猿田義久さんの２名を推薦することに決定しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎発議第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第33、発議第２号 大多喜町議会委員会条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

  本案について、提出者の説明を求めます。 

  ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） それでは、発議２号の提案説明をさせていただきます。 

  大多喜町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について、提案理由の説明を申し上

げます。 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、教育委員

会において委員長の職が削除されたことに伴い、本日の議会審議においても関係する条例の

一部改正が行われてきたところですが、大多喜町議会委員会条例においても、委員長の表現

を引用している条項がありますので、これを削除し、教育長に改めるために、条例改正を行

いたいとするものであります。 

  それでは、条例の一部改正案につきまして、ご説明申し上げます。 

  発議第２号 大多喜町議会議長志関武良夫様。 

  提出者、大多喜町議会議員江澤勝美。 

  賛成者、同小髙芳一議員、賛成者、同野村賢一議員、賛成者、同麻生勇議員、賛成者、同

吉野僖一議員でございます。 
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  大多喜町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について、上記の議案を地方自治法

第112条及び大多喜町議会会議規則第14条第２項の規定により、別紙のとおり提出いたしま

す。 

  提案理由といたしまして、教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者（新教育長）を

置くことなどを内容とする「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律」とあわせ、「地方自治法第121条（長及び委員長等の出席義務）」が改正されたことか

ら、大多喜町議会委員会条例第19条、これは委員会への出席説明者の要求を表現している条

文ですが、この条文を改正しようとするものでございます。 

  裏をめくっていただきまして、大多喜町議会委員会条例の一部を改正する条例。 

  大多喜町議会委員会条例（平成８年条例第12号）の一部を次のように改正する。 

  第19条中「教育委員会の委員長」を「教育委員会の教育長」に改める。 

  附則、施行期日、この条例は平成27年４月１日から施行する。 

  経過措置として、この条例の施行の際現に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律（平成26年法律第76号）附則第２条第１項の規定により教育長がなお従前

の例により在職する場合においては、この条例による改正後の大多喜町議会委員会条例第19

条の規定は適用せず、改正前の大多喜町議会委員会条例第19条の規定は、なおその効力を有

する。 

  以上で、提案理由の説明に変えさせていただきます。 

  どうかよろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  本案につきましては、討論を省略し、これから採決したいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから発議第２号を採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

－271－ 



（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎休会について 

○議長（志関武良夫君） 以上で、本日の議事日程は全て終了しました。 

  お諮りします。 

  明日３月７日から３月18日までは、議案調査及び休日が入るため休会としたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  したがって、３月７日から３月18日までは、議案調査及び休日が入るため休会とすること

に決定しました。 

  なお、既にご通知したとおり、新年度予算案の細部説明及び議案調査のため、来週10日及

び12日の午前９時から各常任委員会協議会が役場第１、第２会議室で開催されますので、ご

承知願います。 

  この常任委員会は、傍聴ができますので、都合のつく議員の方は傍聴されるようお知らせ

します。 

  また、最終日である３月19日は午前10時から本会議を開きますので、ご参集願います。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣言 

○議長（志関武良夫君） これをもちまして、本日の会議を閉じます。散会とします。 

  長時間大変ご苦労さまでした。 

  ご協力ありがとうございました。 

（午後 ７時０２分） 
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───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（志関武良夫君） おはようございます。 

  町長初め執行部職員の皆さん、そして議員各位には、第１回議会定例会３月会議にご出席

をいただきまして、ご苦労さまでございます。 

  本日は、審議期間の最終日となりますが、よろしくお願い申し上げます。 

  ただいまの出席議員は11名です。定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎行政報告 

○議長（志関武良夫君） 日程に先立ち、町長から行政報告があります。 

  町長。 

○町長（飯島勝美君） 平成27年第１回議会定例会３月会議の最終日に当たりまして、一言ご

挨拶申し上げます。 

  本日は、議長を初め議員各位には、年度末、大変お忙しいところご出席をいただき、まこ

とにありがとうございます。 

  行政報告につきましては、３月会議初日以降のものですので、お手元に配付した報告書で

ご了承いただきたいと存じますが、去る13日に国の文化財審議会が、役場の中庁舎を登録有

形文化財として登録するよう、文部科学大臣に答申しました。 

  本町からは、このほかに小土呂の塩田家住宅も選ばれており、答申どおり登録されれば、

県内の登録有形文化財は182件となるとのことで、町として大変名誉なことであり、この貴

重な登録文化財をしっかりと後世に伝えていくことが、今生きる私たちの役目ではないかと

思っております。 

  さて、本日の会議は、平成27年度当初予算に係る質疑と採決となっておりますが、先般の

議会初日で予算編成方針をお話しさせていただき、また、先週の常任委員会協議会において

関係各課から各種事業の詳細な説明をさせていただいたところでございます。 

  限られた予算の中で、中学生以下の医療費無料化、小学校統合に伴うスクールバスの運行、

安全で安心なまちづくりのための防犯灯ＬＥＤ化など、人口減少に歯どめをかけるための諸

施策や、定住化対策等を盛り込んだ予算とさせていただいたものと考えております。 

－275－ 



  このようなことから、議員各位におかれましても状況を十分ご理解をいただき、ご審議の

上、可決くださるようお願いを申し上げ、行政報告にかえさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） これで行政報告を終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（志関武良夫君） 次に、諸般の報告でありますが、３月６日開催の本会議以降の議会

の主な事項は、お配りした印刷物によりご了承いただきたいと思います。 

  なお、議員の皆さんにお知らせします。 

  本日、一般会計補正予算（第14号）が提案される予定でありますので、あらかじめご承知

おき願いたいと思います。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３０号の質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） これより日程に入ります。 

  本日の会議は、会議初日に配付いたしました議事日程第３号により進めてまいりますので、

よろしくお願いします。 

  日程第１、議案第30号から日程第７、議案第36号までの平成27年度大多喜町一般会計予算、

特別会計予算及び各事業会計予算については、既に一括議題として提案理由の説明が終わっ

ております。 

  ３月６日の会議に引き続き、これより各会計ごとに質疑、討論、採決を行います。 

  議員各位には、既にご承知のとおり、事前に配付されている予算に係る予算説明資料など

は予算審議を円滑に進めるための参考資料ですので、質疑に当たっては、平成27年度の各歳

入歳出予算の内容から質疑されるようお願いします。 

  また、質疑に当たっては、歳入については全般にわたって、また歳出については款ごとに

行います。 

  なお、質疑の際は、予算書のページを必ず示していただきたいと思います。 

  質疑に当たっては、議題外にわたり、またその範囲を超えることのないよう、ご留意願い

たいと思います。 

  また、質疑については、１項目ずつ質疑されるようお願いします。 

  それでは、これより質疑に入ります。 

  歳入については全般、歳出の質疑については、初めに款１議会費、款２総務費の質疑から
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お願いします。よろしくお願いします。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 10ページ、個人町民税についてお伺いいたします。 

  所得割の現年分は、26年度と27年度を比べますと1,585万4,000円の減になっております。

この現年分がこんなにたくさん減ったのはどうしてなのか。大体率にすると５パーセント近

く減っております。減った原因をどう考えるか、伺いたいと思います。 

  それから、やはり個人町民税の均等割ですが、今年度と来年度の比較をしますと、34万

3,000円減っていますが、これは何人分に当たるのでしょうか。 

  そしてもう一つ、単純な資料ですけれども、本町における納税者数を教えてください。均

等割のみが何人で、所得割も納めている方が何人で、そして全く納めていない非課税の方が

何人なのか、教えてください。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） では、ただいまの個人町民税の関係の、減収の件につきまし

てお答えさせていただきます。 

  初めに、個人町民税の1,585万4,000円の減収理由でございますけれども、まず１点目に、

納税義務者数の減少がございます。平成27年度、4,500人を見込んでおります。前年度から

比べ、約100人の減というふうなことで計上させていただきました。また、さらに退職分離

課税分の減少も見込み、また所得の減少等の落ち込みを考慮いたしまして、前年度と比較し

て1,585万4,000円の減ということでございます。 

  続きまして、均等割の34万3,000円の減収分が何名かということでございますけれども、

100人分を見込んでおります。 

  ３点目の、納税義務者数でございますけれども、初めに均等割のみの方が、これは平成26

年度の数字でございます。均等割のみ、638人、所得割、3,964人、非課税者につきましては

4,029人でございます。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 法人町民税についてお伺いいたします。 

  法人税割、現年分、やはり26年度との比較で1,114万3,000円、26年度に対して25パーセン

トという高率で減少しております。この原因は何なのでしょうか。 

  そしてまた、均等割のほうも93万6,000円、これは何社分に当たるのでしょうか。 
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  町内の法人数、そのうち均等割のみと、それから法人割も納めていらっしゃる会社の数に

ついて伺いたい。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 法人町民税の減収分というふうなことでございますけれども、

２点ほど原因を考えております。 

  まず１点につきましては、法人町民税率の引き下げでございます。２点目といたしまして、

法人の税収の減収等によるものと考えております。 

  税率の引き下げにつきましては、平成26年度、税制改正によりまして、平成26年10月１日

開始以降の事業年度の税率が、改正前が12.3パーセント、改正後が9.7パーセントというこ

とで、税率で2.6パーセント引き下げとなりました。 

  また、そのほかに法人の収益減、やはり廃業あるいは設備投資等による収益の減を見込み、

予算で1,114万3,000円の減を計上いたしました。 

  続きまして、均等割の93万6,000円の減が何社分かというふうなことでございますけれど

も、11社分を見込んでおります。 

  ３点目の法人の数でございますけれども、やはり26年度の数字で申し上げますと、均等割

のみ納付している法人が188社、税割、均等割を納めておられる法人で76社、合計で264社で

ございます。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 法人税の均等割、減収分が11社だということですが、この11社は廃

業なさったというふうに考えていいのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） やはり廃業等もございます。あるいは、移転であるとかそう

いうものも含まれるかと思います。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 廃業は何社あるんですか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○１１番（野中眞弓君） 見込みか、これ。ああ、そうか、了解。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 
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○１１番（野中眞弓君） はい。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 個人、法人と、固定資産税の滞納繰越分の明細というか、その内容を

ちょっと教えていただきます。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 滞納繰越分、税目はどれかというふうなご質問ですか。 

○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 初めのこの360万ですか、これは、繰越分というのは何件、そういう

明細ですね。何社とかそういう、件数とか、わかりませんか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） ただいまご質問いただいたのが、個人町民税の滞納繰越分の

360万というようなことで、これにつきましては滞納繰越の額のうち、360万収納を予定して

いる金額というふうなことでございます。 

（「何人分、件数」の声あり） 

○税務住民課長（市原和男君） 360万につきまして、何件でというふうな件数は出しており

ませんけれども、前年並みの収納を見込みまして360万という、総額で計上させていただき

ました。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 15ページ、負担金でしょうか、学校給食費負担金の中で、今、滞納

額が幾らあるのか、そしてそれは何人なのか。 

  ３月５日の吉野議員の一般質問で、滞納の原因は何なのかの中に、困窮者もいるというこ

とがありましたけれども、この中で困窮者は何人くらいいるんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） ただいまの学校給食費の滞納ということでございますけれども、

滞納額450万7,000円でございます。これは、平成13年度から平成23年度までの過年度分でご

ざいます。その後、平成24年度、25年度につきましては滞納はございません。 

  人数は28名でございます。うち困窮者は４名でございます。 
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○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 同じく、同じページですけれども、住宅使用料、一般住宅の場合、

27年度が26年度に比べて130万9,000円の減額になっております。特定住宅のほうが１万

8,000円の減額になっておりますけれども、減額の理由は何でしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 住宅使用料の減額についてでございますが、一般住宅で130万

9,000円、特定住宅で１万8,000円。 

  まず、町営住宅の家賃についてでございますけれども、世帯の総所得から扶養親族等の控

除を差し引きまして、入居者負担基準額の表があるんですが、それに基づいて家賃の決定を

させていただいております。普通のアパートのように１軒が幾ら、誰が入っても同じ金額で

ということではありません。 

  それで、減額の理由といたしまして、入居者の家賃の額が平均で25年度が２万4,981円、

26年度で２万4,012円で、１世帯当たり969円安くなっております。そういうことから、これ

は103軒ほどございます。それが主な要因となっております。そのほかに、収入超過者等の

出入り等を考慮して、130万9,000円の減となっております。 

  特定住宅につきましては、収入超過者の額が変動しているということが要因となっており

まして、１万8,000円の減となっております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 一般住宅の場合、家賃が１軒当たり969円減額になったという、そ

の大きな原因はどういうふうに考えますか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） それは、入居者の方の減収、あるいは施設の老朽化も算定基準に

入りますので、そういうものを含めたものが要因となっていると思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 10ページ、歳入全般なんですが、収入未済額がかなり25年度の決算で
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も上がっているし、多分26年度でもかなり上がってくると思うんですけれども、25年度の監

査の意見書の中で、引き続き各課の連携を密にして着実に債権の回収を実行していく必要が

あるというようなことが、意見として取り上げられています。 

  各課の連携を密にして着実に債権の回収を実行していく、どのような形で各課の連携を密

にして、着実に回収の実行を果たしていくのか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） ただいまのご質問でございますけれども、税務住民課の収納

対策係のほうで、各課の、全てではないんですけれども、税と重複しているような未納があ

る場合には、一括してまとめてうちのほうが窓口になって収納業務を行うというふうなこと

で業務を行っております。 

  その中で、年度当初ですと、それぞれ担当課のほうからこういうものを徴収してほしいと

いうふうな会議等を行い、また年度中途では、その都度連絡をとり合っております。 

  最終的には、実際実績がこれだけあったというふうなことで、各課でまとまっての対策会

議等を行っておるというふうな状況でございます。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 着実に債権の回収を実行していくということは、当然人がそれだけ余

計にかかるということじゃなかろうかと思うんですけれども、それは後の歳出のほうになる

んだけれども、歳出のほうでも実行に向けてそれなりの歳出を図って、人件費とかかかりま

すよね、当然、回収していくには。それも含めて検討しているということでいいんですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 職員数ということだと思いますけれども、収納対策係に関しま

しては、次年度、職員数も現在のままというふうに考えております。 

  したがいまして、歳出に関しましては特に出てこないというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） じゃ、今までの体制で、この債権の回収については27年度十分実績を

上げられるという認識でいいですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 債権回収というのは、相手もいらっしゃることですし、非常に

厳しいものがあると思います。また、そういうものとして残るということは、非常に払って

いただくのは厳しい状況だと思いますけれども、収納対策係挙げてそういう体制をとってい
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ただきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 諸収入で、雑入、ページ数で29ページ、運動事業参加者負担金と書い

てあるんですけれども、16万5,000円。 

  これは健康増進事業の一環だと私は思うんですけれども、これはどういう事業の参加者か、

ちょっと教えてもらいたい。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまの質問ですが、確かに健康増進事業の中になります。 

  内容でございますけれども、まずこの事業についてはウオーキング教室、健康クラブ、筋

トレ教室、男性の運動教室及び栄養教室の参加者の負担金となります。 

  内容でございますけれども、まず健康クラブにつきましては、月1,000円で、通年実施予

定で延べ60人見込み、６万円を計上しております。これにつきましては、一応通年予定で60

名とありますけれども、参加者がふえれば事業的にはふやしていくようなものになっており

ます。 

  それと、ウオーキング教室につきましては、参加負担金として500円、年２回実施する予

定でおりまして、大体60人を見込んでおります。延べ３万円を計上させていただいておりま

す。ただ、この参加者につきまして、60人と一応本年度の予算には見込んでありますが、参

加者が多い場合は２回を３回、３回を４回という形で実施は考えていきたいと思っておりま

す。 

  健康クラブのほうですけれども、負担金の根拠といたしまして、現在の健康づくり教室の

参加者、それと筋トレ教室及び男性の運動教室の卒業生の受け皿的な教室となります。この

健康づくりの教室の参加者につきましては、ある程度事業的にやっておりまして、体力的に

十分基礎体力がついております。そこにすぐ初心者が入るのはなかなか難しいだろうという

ことで、筋トレ教室を、男性の運動教室という形で入門編を設けまして、そこで参加して、

その卒業生を今後のフォローアップという形で、健康クラブのほうに持っていこうかなとい

う考えでおります。 

  次に、筋トレ教室につきましては、期間を６カ月、週１回を予定しております。参加負担

金につきましては月500円で、６カ月で3,000円で15人見込んでおりまして、これにつきまし
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ても、参加者がふえれば、やはり回数または開催回数というものをふやしていきたいと考え

ております。 

  次に、男性の運動教室につきましては、３カ月を１つの単位としまして、２回実施する予

定でおります。やはり参加負担金としまして月500円、３カ月で1,500円、延べ10人を見込ん

でおります。 

  この筋トレ教室については、集団的な教室となります。男性の運動教室につきましては、

個別的な教室となります。そういう人たちの卒業した次のフォローアップという形で、この

健康クラブというものがありまして、そこで引き続き運動したいということであれば、健康

クラブのほうにお誘いして入ってもらうような、そういう形になっております。そういう形

で、今回、参加者のほうに負担金を取るような形にしております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 今いろいろご説明ありましたけれども、健康増進事業の一環でという

ことでありますけれども、ウオーキングとかいろんなあれがありますけれども、やっぱり１

人でも多く参加してもらって体力をつける。 

  今、ご承知のとおり、国民健康保険、どんどん医療費が増額しています。そういうのを、

例えば１人の人が５回使う分、１回減らしてもらう。保険を使う分を減らしてもらう。そう

いうために、人員制限というのもどうかなと。やはり大勢参加してもらって、どんどん健康

になってもらう。そういうために、金額的には少ないですけれども、取るよりも参加しても

らって健康になるほうを優先にしてもらうべきだと私は思うんですよね。それによって国民

健康保険の回数を減らせば、それ以上の効果が出てくると思うんです。 

  そういう面で、やはりウオーキングとか、指導者養成のための筋トレですか、そういうの

もいいんですけれども、指導者になるためであれば、無料でどんどん参加してもらって、も

っと町を元気にしてもらう、医療費を少なくしてもらう、そういうふうに私はしてもらいた

いと思います。 

  それじゃなくても、国民健康保険も予算が少なくて、一般財源からかなり補充をしていま

す。負担金を取るよりも、多く参加してもらうのをメインに、私はそう思っているんですけ

れども、金額どうのこうのじゃなくて、そういう観点でどうなんですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 確かに、健康づくりというのがまちづくりの基本かなと思っています。
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特に今、医療、福祉分野は年々増加の一途ということでございます。しかしながら、皆さん

が例えば病気にかかれば、当然のことながら病院に行かなければいけない、また体が不自由

になれば、福祉のお世話にならなければいけない、それはもう当然のことでございます。し

かしながら、何よりも、町民の皆さんが健康で過ごせることが最良のものだと思います。 

  そういうことで、こういったことも含めまして、健康なまちづくりというのを私どもは今

目指しているところでございますので、こういったことも一つ一つまた見直して、できるだ

け皆さんが参加できるような形にできればというふうに考えております。 

  そういうことで、健康なまちづくりを目指してまいりたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 今、町長がいろいろおっしゃっていただきましたけれども、人数制限

しなくてオープンにというわけにもいかないと思うんですけれども、なるべく10人とか30人

とかと人数を切らないで、やはり１人でも多く参加していただけるように、もう少し検討し

てもらいたい。ぜひお願いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 実は、私もその件につきましては大分調べまして、人数のところは実

はウオーキングなんですけれども、バスを１台借りていくということでございまして、です

からその人数を確保するのだそうですけれども、それで、そのときに人数をオーバーした場

合にはまたもう一回実行するということで、人数制限ということではなくて、一応バス１台

分という捉え方の中でやっているのだそうでございますけれども、そういったことも含めて、

人数制限はまずあってはなりませんし、皆さんが多く参加してもらうことが町の趣旨でござ

いますので、そういったことのないようにします。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 今のに関連してですけれども、たとえ１回、一月につき500円でも

厳しいという方はいらっしゃると思うんです。今まで無料でやっていたわけですよね。有料

でしたか。 

  経済的困窮者については、やっぱり助成金というか、免除というか、目立たないようにそ

ういう後ろ支えをする必要があると思うんです。お小遣いに余裕のある人は出られるけれど

も、そうじゃないと出られないという方もいらっしゃると思うんです。誰でも健康でありた

いという意思のある方が出られるように、そういう制度も同時につくっていく必要があると
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思うんですけれども、どうなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問ですが、確かに今、一律で参加費をいただ

いておるんですが、なかなか、徴収する段階に隠れてやるということもやればできるんです

が、やはり仲間同士でそういう金銭面の関係で、もらった、もらわない、払っていないとい

うことで、やはりそういうトラブルもあります。 

  それと、払っていない方の後ろめたさというのか、そういうことも、私、払っていないけ

れどもできるのかとか、そういう意見も出てくると思います。 

  そういうことで、とりあえず、申しわけないんですが、参加費については一律で徴収させ

ていただきたいと考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） やはり今の関係で、この間、常任委員会のときに、金額を取ることに

ついて、近い将来自主化を図っていくんだというような発言があったように記憶しておりま

す。自主化を図るために負担金を取るんだと。 

  ただ、お金を取る、取らないじゃなくて、自主化にしたほうが町民の健康増進につながる

んだと。自主化を図るときには、当然町の関与が薄くなっていくということでしょうから、

町の関与を薄くして自主化を図ることが町民の健康につながるというふうに判断した理由は

何なんですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 実は、常任委員会で説明したのは、大変申しわけないんですけれども、

担当者が大変不勉強な中で間違ったお答えをしたということで、これは率直におわびをしな

ければいけないんですが、特にその話の中で、大多喜の女子高跡でやっていた事業ですね、

それを今度は保健センターでやるということであります。 

  それで、そのときは１人3,000円をいただいていたと、64歳以下ですね。65歳以上の方は

半額とかということでやっていたということなんですが、今回、使えなくなってこちらに移

る段階で、使える機器はなるべくこちらに持ってはくるんですが、そういうことでその事業

はそのまま実行するわけです。それはなくすんじゃなくて、そのままここでやると。ただ、

いわゆるシステムを使わないということで、その当時のいただいていた金額の半額以下とい

うことで、逆に費用は下がるということでございます。 
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  それで、常任委員会で、実は参加者が多いからお金を取ることによって減らすのだなんて、

こういう説明をして、大変申しわけなく、これは私としても率直におわびしたいと思います。 

  それで、そのほかに、今現在やっていた中で、参加者をもっとふやしたいということで、

筋トレコーナーとかよく使ういろいろ、これから設けまして、男性の方の参加者をもっとふ

やそうということで提案をしたわけでございまして、大変説明がうまくできなかったという

ことで、議員の皆さん方にご迷惑をおかけしましたことを大変おわびしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） じゃ、確認ですけれども、今までどおり行政が主体的になって関与を

もっと深めていって、町民の健康づくりについては前向きにやっていくということでよろし

いですね。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） そのとおりだと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 27ページに、諸収入のところですが、高額療養費貸付償還金という

のが100万円あります。 

  今、高額療養費は償還払いじゃなくて現物支給が多いと思うんですけれども、この事業の

内容と、26年度の実績見込み、どうなのか、教えてください。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 高額療養費の貸付償還金の事業内容というふうなことでござ

いますけれども、まず貸付要件というものがございます。これにつきましては、国民健康保

険の高額療養費の支給を受ける見込みがある方、またさらに医療費の支払いが困難な方、３

点目に国民健康保険税を滞納していない方というふうな要件がございます。 

  また、貸し付けの限度額につきましては、高額療養費の給付見込みの10分の９以内という

ふうなことでございます。 

  平成26年度の実績があるかというふうなことでございますけれども、平成26年度につきま

しては実績はございません。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  11番野中眞弓君。 
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○１１番（野中眞弓君） 29ページ、雑入で、各種講座参加者負担金、中央公民館59万円、そ

れからついでです、参加者負担金というのがまた62万2,000円ありますが、この２点につい

てお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） それでは、お答えいたします。 

  公民館の各種講座参加者負担金につきましては、子供たちを対象とした土曜塾、あるいは

一般の方を対象とした町民カレッジの負担金でございます。 

  それと、海洋センターの参加者負担金につきましては、各種水泳教室等、それとリズムウ

オーキングの負担金でございます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 26年度予算案にはこの２つの項目はなかったんですけれども、27年

度から新たに取るということですか。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） 昨年もいただいてはおったんですが、いただいた参加負担金

につきましては、歳入に入れるということで、その分また歳出のほうでも反映するようにし

ております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 徴収する額については、今年度と同じですか。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） 同額でございます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 25ページの土地売払収入で、城見ケ丘団地が２区画分ですかね、あと

大戸分譲地１区画ですか、なっています。 
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  これ、ただ毎年毎年、１区画、２区画という形で収入を見込んで計上していると。これだ

と、いつ売り終わるのか、いつ完売するのか、まるっきりわかりません。これは目標を立て

て、じゃ５年で売り切るんだと、それにはどういったふうにやるんだと、そういった目標が

なければ、これだと何か、言っては申しわけないんですけれども、やる気が、売れても売れ

なくてもいいんじゃないかというふうに。 

  だから、目標を立てて、５年で売り切るにはどうしたらいいのかと。じゃ、５年で売り切

るには、平均すれば単年度、２区画だけでなく３区画とか４区画が必要になるわけです。だ

から目標を立てて、きちんと売り払いの収入を上げるべきだと思いますけれども、いかがで

すか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） おっしゃるとおり、城見ケ丘と大戸を２区画ずつ一応計上させて

はいただいておるんですけれども、決してこの２区画が売り切れれば後はいいんだという考

えの中でやっているのではなくて、できるだけうちのほう担当としましては、あるだけ全部

完売したいというのは、常にそういう意識を持ちまして販売しております。 

  そして、26年度、今年度中ですね、宅建協会とか各種不動産屋さんとかお話しさせていた

だいて、うちのほうとしてもできるだけ売っていきたいということで、そういう業者さんも

間に入れてできるだけ多く宣伝しまして、決してこの２区画だけでということでなくて、予

定として計画的なものはありませんけれども、その年度にいかに売れるか、いかに多く売る

かという精神のもとでやっておりますので、これ以上売れればまた売れただけの収入は上が

ってくるので、それはそれで頑張っていきたいとは思っております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） なぜ目標を立てないのか。目標を立てて実行をしないと、仕事という

のはできないと思っています。必ず目標があるから、それに向けて単年度、何をやるんだと

いうことで仕事が出てくるものだと思っています。 

  ですから、ぜひ目標を掲げて、宅建業界さんに任せたのも、何年で売り切るという目標が

あったから、それには宅建業界さんも参入してもらわなくちゃいけないというようなことで

かかわってきたのではなかろうかと思います。目標はなぜ立てないのですか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 目標を立てないかということなんですけれども、やっている側と
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しては、毎年売りたいというさっきも申し上げましたけれども内心的な目標を持っておるん

ですけれども、予算書には、例えばここで、じゃ10区画売りたいんだということで、ここに

10区画分ぼんと上げて、いや２区画しか売れなかったよという。じゃ、逆に議員さんからす

れば、おまえら10区画を目標にして、何で２区画しか売れなかったんだとか、そういう批判

もあろうかなということも考えられないわけではないということで、とにかくやる側とすれ

ば、目標設定ができてはいないんですけれども、それなりの意識を持ってやっているという

ことで、ご理解いただければと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 仮に、５年で売り切れなかったからといって、それで文句を言うとか

ということじゃなくて、５年間それを目標に向けて一生懸命やって売ったけれども、結局売

れ残ってしまったと、そうすると今までのやり方がちょっとまずかったんじゃなかろうかと、

反省ができるわけですよね。 

  ですから、そういった意味で目標を立てて、何も売り切れないから何やっているじゃなく

て、その間努力をして、こういったふうにやったけれども結果がこうだったので、今までの

やり方ではまずいから、こういうふうに今後はしていきますというふうにするには、やはり

目標を立ててやらないといけないと思っています。 

  こればかりじゃないんですけれども、全ての面において目標を立てて、それについて何を

するかというような形で仕事をしていかないと、なかなか、のんべんだらりと言っては申し

わけないですけれども、何かできないんじゃないかと思っています。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） 城見ケ丘の件ですけれども、これは今、町のホームページだけですか。

それとも各不動産サイト、ヤフーとかそういうところに登録してあるかどうか、確認します。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 町のホームページをメーンに、今ほども申し上げましたけれども、

宅建協会、これは県内の宅建協会、あるいは神奈川県のほうの宅建協会の会員さんのほうに

もお願いして、一応宣伝はさせていただいております。 

  以上です。 
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○議長（志関武良夫君） ９番吉野僖一君。 

○９番（吉野僖一君） これはやはり、プロというかそういう人たちの意見を聞きますと、お

客さんはやはりいろんな不動産サイトを確認し合って、どこがいいかということで見て、そ

れから来るらしいんですね。 

  今までは、役場の職員が土日休みなので、肝心な土日にお客さんが来ても対応できなくて、

宅建業組合と提携を組んだということなんですけれども、やはり今、インターネットの時代

なので、そういう不動産サイト等をうまく活用したほうがいいということです。 

  やはり価格をもっと前面に出して、町の補助金ですね、500万とか、町内の業者を使うと

か材料を買えば最高620万ですか、そういうのを前面に出さないとなかなかお客さんが来な

いということもあるので、そういうことをやはり検討したほうが、不動産サイト、そういう

インターネットをもっと活用したほうがいいと思うんですが、今後の対応をお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 確かにおっしゃるとおり、インターネットは現在も活用しており

ますけれども、さらに活用できるところがあれば、また活用していきたいと思います。 

  それと、先ほど土日とか休みの日はというようなお話をいただきましたけれども、私ども

といたしましても、土曜日でも日曜日でも、お客様が見せていただきたいとご要望があれば、

それなりに対応しております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） ページ数は24ページ、款18繰入金、項１基金繰入金、３番のふるさと

創生基金繰入金のところで、まず事業の説明をお願いします。ふるさと創生基金繰入金の一

番右の説明欄で、まちづくり提言事業100万、住宅用太陽光発電設備導入促進事業140万。こ

の事業の説明をまずお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） まちづくり提言事業でございますけれども、収入の面といた

しましては、歳出のほうで100万円の予算を組ませていただいておりますので、それに基づ

いてふるさと創生基金を繰り入れるものでございます。 

  事業の内容についても説明したほうがよろしいですか。 

（「とりあえず事業の内容も」の声あり） 
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○企画財政課長（西郡栄一君） これにつきましては、助成対象経費の５分の４を助成するも

ので、上限が１件当たり50万円でございます。今までの平均から算出いたしまして、100万

円ということで予算計上させていただいたところでございます。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

（「住宅用」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 住宅用の太陽光発電設備導入促進補助金につきましては、屋根に

つけるソーラー発電なんですが、１キロワット４万円で、上限が14万円ということで、後ほ

ど歳出のほうでも出ておりますけれども、その２分の１の補助がありますが、その２分の１

の140万をここに計上させていただいております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 太陽光の、これは何件を見積もっているわけですか。何件くらい、件

数は。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 件数については、一応20件を見ております。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 20件で７万と言ったっけ、補助金みたいな形で。で、140万というこ

とで了解してよろしいですかね。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 補助金が２分の１で140万ありまして、残りの補助金以外の単費

分が140万円。 

  全部で、ちょっといいですか、歳出のほうで、97ページをちょっとお開きいただければと

思うんですが、97ページの中段よりちょっと下がったところに定住化対策住宅助成事業とい

うのがありまして、その中に住宅用太陽光発電設備導入補助金というのがございます。そこ

に280万円ございます。そのうちの２分の１が県費、２分の１が単費ということで、２分の

１が140万円でございます。 

  その内容ですけれども、先ほど申し上げましたけれども、１キロワットにつき４万円で、

上限が14万円ということで、一応20件分そこに計上させていただいておりまして、そのうち

－291－ 



の２分の１が先ほどのふるさと創生の繰入金のほうに140万円を計上させていただいている

というような形になります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 15ページの道路使用料。 

  道路に、道路法に規定される法定道路と、道路法に規定されない法定外道路があると思い

ますけれども、これは両方含んだこの収入、使用料ということなのか。 

  それと、その下のほうに法定外公共物使用料。これは道路では、法定外公共物、道路以外、

道路とか水道以外、ちょっと私記憶、考えられないですけれども、これとの違い。 

  だから、道路使用料の中の法定外と法定道路の内訳の金額。それと、法定外公共物使用料

との違いというんですか、それを教えてください。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 道路使用料の794万5,000円ですけれども、これは普通の町道の部

分でございます。 

  それと、法定外公共物、これは一般的に赤道と言われる、よくご存じだと思いますけれど

も、そういうところの道路使用料、内容につきましてはご承知だと思いますけれども、東電

とかＮＴＴとかですね、そういう方々の占用料になります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） じゃ、道路使用料の中には、法定外道路は入っていないという回答だ

と思うんですけれども、道路法だけの町道だけということですよね。 

  それで、ちょっとすみません、それと、周囲の市町村に行くと、当然法定外道路でも使用

料とかが発生してくる可能性が、今まで国のものだったから、町のものじゃないからそうい

ったことはないんでしょうけれども、これからは法定外道路でも特定の人に使用されるとい

うことになると、使用料が発生してくる可能性は大きいと思っています。 

  それ以外にも、法定外道路に何かちょっと物を置くとか、町道に物を置く場合は当然使用

料を取っているんだろうけれども、法定外道路、水路、そういったところからもこういった

使用料を取る事態が来るのではなかろうかと。 

  これはなぜ言っているかというと、いろんな事業者が、町もこれからいろんな民間の事業
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者の参入を促進していかなければならない。そうすると、そういったことの条例というんで

すか、そういったものがないと、新しく事業者が参入したときに、ここに赤道があると、そ

れを使うんだけれども、じゃどうしたらいいのとか、そういった条例がないと事業がスムー

ズにいかないんじゃなかろうかと。そういった条例がないために、ちょっと本当はそれじゃ

適当ではないような項目でその使用料を取っているという事例もあるやに聞いています。 

  ですから、それだと事業者にとっては非常に不利益になる場合もあるし、これから事業者

が参入してくることについて、弊害になるんじゃなかろうかと思っていますので。 

  まず、じゃ２点、道路の法定外で使用料を取っている事例はないということで、今後法定

外道路についても使用料を取って、町の収入を図ると同時に民間の事業者を参入しやすいよ

うにすべきだと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 法定外の中での話だと思いますけれども、要は今組まれていない

ものについてということだと思うんですけれども、その辺はちょっと今後調査させていただ

いて、今ここでそれをどうしようということをちょっと結論は出せないので、今後の課題と

させていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ですから、先ほど言ったのは、周辺の市町村では法定外公共物の管理

に関する条例というのをつくって、法定外公共物についても条例で規定して、皆さんが使い

やすいように、今使おうと思っても条例がないから、使うに使えないというような状況も発

生してきていると思いますので、その辺はぜひ条例等をつくって対応してもらいたいと思い

ますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 今、条例の中に入っているものはそれなりに対応できるんですけ

れども、入っていないものということでございますので、それはちょっと、今申し上げまし

たけれども、今後対応できるような形で進めさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（志関武良夫君） ないようですので、次に、款３民生費、款４衛生費の質疑を行いま

す。 

  会議中ですが、ここで10分間休憩をとります。11時10分までの休憩とします。 

（午前１０時５９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時０９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 先ほどの、今まで款ごとの質疑ということでありましたけれども、

議員の皆さんもよく理解されていないような感じがありまして、一般会計予算の歳入及び議

会費、総務費の質疑を行いたいと思います。よろしくどうぞ。 

  はい、どうぞ。11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 35ページ、事業名で言わせていただきます。 

  男女共同参画推進事業１万8,000円の予算がついていますけれども、どんな事業をするの

か。それから、男女共同参画推進について、今後どのような取り組みをしていこうと考えて

いるのか。説明してください。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは、男女共同参画推進事業につきましてお答えしたいと

思いますけれども、現在、県内の市町は、ほとんど男女共同参画推進計画というものを作成

しておりません。こういうことから、県のほうから働きがございまして、これによりまして、

平成27年度に男女共同参画の推進計画を作成しようとするものでございます。 

  内容といたしましては、懇話会の委員を町民の方から選出をいたしまして、そういう方も

交えて、各担当課といろいろ協議をしたいと思います。 

  今後どう考えているかということですが、これは推進計画の中で文書化をしたいと思いま

すけれども、その中で基本的な方針ですとか今後町が実施すべき事業、そういうものについ

て定めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 推進計画をつくるということですけれども、27年度中に計画はでき

上がるんですか。 
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  大体コンサルタントを入れたりすることが大多喜町の場合は多いんですけれども、その辺

の計画はどうでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 近隣の市の計画等を参考にさせていただいて、内容的にはそう

ボリュームのあるものではございませんので、町の中でつくりたいというようなことで。 

  ただ、それに当たりまして、いろいろ町民の方の意見もお聞きして、現在アンケートは26

年度に実施をして、現在している途中ですが、そういうアンケートを踏まえて、また先ほど

お話ししましたが、町民の方から懇話会の策定委員を選ばせていただいて、そういう方の意

見も聞いて、町のほうでつくりたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 計画をつくるまでのスケジュールはどうなっていますか。 

  それから、懇話会のメンバーの選び方。特に、やっぱり公募の委員というのは大事だと思

うんですけれども、そのメンバーの選び方、スケジュール。 

  それと、計画がなくても、役場として町民に対しての働きかけと、役場自身がやっていか

なきゃいけないことがあると思うんです。 

  例えば、女性の職員もかなりいるにもかかわらず、女性が係長になるのは、もう本当に退

職間際にならないと係長になっていない。今まで、女性の課長というのは専門職の課長が１

人だけ。役場自身が大変、男女共同参画ということではおくれているのではないか。そこで、

どのように進めていくのか。 

  二、三年ぐらい前に、私、この問題で一般質問して、女性の管理職もやるようにする、そ

れから管理職になるための研修も、女性に早い時期から受けさせるというような答弁をして

いただいたと思うんですけれども、それが継続していっていない。担当がかわるともうそれ

っきりで、伝わっていっていないんじゃないかというふうに思うこともあるんですね。です

から、今の時点で、役場の人事における男女平等の方針、改めて今伺っておきたいと思いま

すけれども。 

  だから、３点です、質問は。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） それでは、まず、今後のスケジュール等ですが、現在予算を計

上させていただいておるところですので、今後何月ごろ何をやってというようなことは現在

ございませんけれども、まず予算を可決していただければ推進員を選考させていただく。10
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名程度を考えております。 

  近隣の市町村を見ますと、例えば団体の代表者ですとか学識経験者、市会議員が入ってい

るところもございますけれども、そういうのを参考にして、公募は、これは必ずやりたいと

いうふうに考えております。 

  また、町の中の人事というようなことですが、ちょっと予算上のことではないかと思いま

すけれども、現在４級まで、副主査まで、男女は全く差はございませんで、昇給はしており

ます。その後、係長以上は、これは町長の任命といいますか、町長が選考になりますので、

その辺は町長が適材を選んで適所に配置しているというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 女性の活用というのは、私もまず必要であるというのはもう当然のこ

とだと思います。 

  特に、私は女性の係長職というのは何名か実は挙げて、係長として職をお願いして動いて

いただいた者が何名かいるんですね。ところが、残念なことに、大体それでほとんど荷が重

くて１年で辞めるとか、とにかく女性の皆さんにお話を聞きますと、責任のある立場は余り

やりたくないということを言われる人が結構多いんです。 

  でも、中には目指す方もいますので、できるだけそういうことではなくて、女性みずから

がやはりそういう立場にも挑戦していけるようなものに、またこれからいろいろと、教育も

含めてしていかなければならないと思っています。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 31ページです。総務費。総務費の総務関係職員人件費のうちの共済費

でありますけれども、この内訳について説明をしていただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 総務費の共済費の内訳でございますけれども、これにつきまし

ては、総務課の職員に係る短期、長期の共済費、そのほか総合事務組合の退職手当の負担金

が、総務課の職員分とそれ以外の町の職員の方の差額分が含まれております。これが一般の

負担金が約4,000万。 

  そのほか、退職手当の、総合事務組合で行っておりますので、そこにこれまで町が納付し

た負担金とこれまで退職した方が受給した退職金の差がかなりございますので、そういうも
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のに対する調整のための負担金。 

  それと、単年度の収支といいますか、単年度で差し引きして、マイナスの市町村に対して

その負担金がございますので、それが約3,200万円ということで、8,363万8,000円のうち、

今申し上げました退職手当関係の負担金以外が、総務課の職員に関する短期、長期の共済金

というようなことでございます。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ここの部分で、一般職の全ての退職手当の一般負担金と調整負担金が

入っているということでよろしいでしょうか。その合計、町が払う退職金手当は総額で幾ら

になりますでしょうか。 

  それと…… 

○議長（志関武良夫君） どうですか。 

○７番（小髙芳一君） よろしいですか、今、計算しているので。 

  単年度の収支については、単年度の累計の収支は幾らでしょうか。 

  それと、市町村に払っています累積の収支、わかりましたらお願いをしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず、退職手当に関する今年度負担金ですが、約7,277万5,000

円でございます。これにつきましては、先ほどご説明して、うまく説明できたかどうかあれ

ですが、平成19年に大多喜町が総合事務組合に納めた負担金の額を減らさないというような

ことで、それから職員数も、退職される方もいて人数が減る、また給料額も下がったりして

いて、本来であれば負担金は下がるんですが、ただ、大多喜町の場合、先ほど申し上げまし

た収支差がマイナスですので、平成19年の納めた金額から変えないというようなことで、そ

ういうものが含まれております。それも含めて、総務課分を入れて7,277万5,000円でござい

ます。 

  それと、単年度収支ですが、前年度の収支ですと、単年度で１億9,200万ほどマイナスで

ございます。 

（「ちょっとゆっくり」の声あり） 

○総務課長（加曽利英男君） １億9,200万ほど、退職手当のほうが、受給したほうが多いと

なってございます。 

  総額ですけれども、約14億6,000万ほどこれまで納めた退職手当の負担金よりもこれまで

の退職手当を受給したほうが多いというようなことで、これはいろいろ、総合事務組合の検
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討委員会を設けまして、それを減らしていくというようなことで協議を進めております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） つまり14億6,000万ほど足らないという部分であると思うんですけれ

ども、平成20年のときに12億4,800万ほどだったんですけれども、このときに大分、当時の

監査委員は危機感を感じていました。 

  これから７年で、また２億ふえたということなんですけれども、当然計算式の中での計算

かと思いますけれども、ふえた理由がもしわかればお願いしたいのと、この退職手当は、例

えば浦安市ですと、相当金額を納めているということで、なかなか市町村組合を抜けるとい

うことができないということで、一時金を請求されたということで、その金額を払ったとい

うようなことで、余分に積み立てているところは、これから一時金として少し返せというこ

とが、市町村が大分財政難になってきていますので、ここにちょっとやっぱり目が行くとい

うことが出てきているようでありますけれども、その辺のところの把握はされていますかど

うか、お願いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 退職手当の受給額と負担金の差がふえたという１点目ですが、

それにつきましては、ここに来まして退職される方がやはり多いというようなことが一因か

と思います。 

  それとあと、例えば浦安ですとか旭に関しましては、逆にこれまで負担金を納めた額が多

いということですけれども、それを返せというような今ご質問だったですけれども、それに

つきまして、旭のほうから数年前ですけれどもそういう話がありまして、各関係する市町村

の担当課長で集まりまして、いろいろ総合事務組合から諮問を受けて協議をいたしました。 

  現在、逆に納めている金額が超過している団体については、今後の退職者を見込んで、そ

れを推計して平準化を図っていくというようなことで進めておりまして、その中では一時金

として返すと、そういうようなことはございません。現在、将来を見据えて、それぞれの年

度の総合事務組合への負担金を平準化するというようなことで進めております。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  はい、次、ありますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） すみません、17ページ、歳入のところでお伺いさせていただきます。 
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  ５番の一般廃棄物処理業者許可申請手数料というところなんですが、昨年度はこの区分は

設けられていなかったかと感じております。先日のお話ですと、２社、１万円分ということ

で見込みをしているということでございましたけれども、これはそういった申請が何かされ

るような動きというものがあるというふうに考えているのかどうか、お伺いしたいと思いま

す。 

○議長（志関武良夫君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） 一般廃棄物の許可申請手数料ということですが、これは２社

が、２年に１回、更新が行われます。そのために、新年度予算で計上をしております。 

  金額は、先ほど山田議員が言われるように、１件当たり１万円です。で、２万ということ

でございます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 先ほどの、野中議員の関連なんですけれども、男女共同参画推進事業。 

  推進員を10人ぐらい予定しているということで、27年度の予算では報奨費とかは入ってい

ませんけれども、それは無償でやるのかということと、あと委員のメンバーを公募でも選ぶ

ということなんですけれども、公募するに当たって、住民の方に聞くと、学識経験者といっ

て辞書で引くとかなり優秀な方もメンバーの中に、公募で一住民がそこに参加してどういっ

たことを言えばいいのかということで、公募する委員というんですか住民に求めるものは何

なのか。どういった立場で発言を求めるのか。 

  要は、そういったことが明確でないと、一般の住民がここに参加しても、何をどういった

立場で発言していいのか明確でないので、なかなかこれに公募できないという声を聞きます。 

  だから、一般の住民に公募をかける際に、どのような立場でというか、その辺を明確に示

してやる必要があると思います。 

  それと、推進員の報奨費についても。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 推進員の報酬ですけれども、これにつきましては懇話会という

ような形をとって、無償でお願いしたいというふうに考えております。 

  それとあと、公募ですけれども、公募以外に学識経験者というのは予定をしておりますの
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で、学識経験者といいますと、よそを見ますと学校の先生とかそういう方をお願いしておる

ようです。公募の委員につきましては、男女共同参画に関して興味のある方、そういうこと

でいろいろ意見を発表していただける方、そういうような形で公募しようと思いまして、特

にその方を学識経験がある方というふうに定義はしないというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） そうすると、公募する委員は住民代表という立場なのか、それとも一

個人、あくまでも住民を代表するんじゃないんだよと、今まで何十年か生きてきて、立派な

社会人になっているということで、自分の意見で、要は生きてきた背景で物をしゃべればい

いのか。住民代表ということになると、ほかの住民はそんなこと思っていないよとか、そう

いったことになるかと思うんです。 

  だから、その辺の立場をはっきり明確にしてやらないと、住民代表なので、住民の多くの

意見を反映させるために公募の委員になるのか、それとも一個人として一生懸命今まで生き

てきた中で、一個人の意見としてそこで発言していいものなのか。その辺を明確にしていた

だく必要があると思いますけれども。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 住民代表といいますと、いろいろこれはとり方が非常に難しい

と思いますので、今、議員さんおっしゃられた一個人の資格ということで全く差し支えない

というふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） では、公募の際には、それをぜひ明記して公募していただければと思

います。お願いします。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 33ページ、委託料の行政手続整備支援等業務委託料、並びに14の通行

料等及び駐車料の件について、ちょっと内容を教えていただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず、行政手続整備支援業務の委託料ですけれども、これにつ

きましては、行政不服審査法という法律が改正になりましたので、それに伴う町の条例も含

めた関係例規を、町の条例にどういうふうに関係してくるか、そういうものを洗い出す作業

でございます。 
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  通行料、駐車料ですが、通行料に関しましては主に町長車、またそれ以外の公用車もござ

いますが、そういうものの高速道路の通行料、駐車料は会議出席等の公用車の駐車料でござ

います。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 大変申しわけないです。わかりました、すみません。 

  それともう一つ、35ページ、行政連絡員研修費補助金なんです。これは各区長さん方、63

区ありますので、その方たちの補助金だと思うんですけれども。 

  この件について、たしか私がちょうどたまたま前に区長をやっていたときに、平成22年な

んですけれども、たまたまこの件について、この研修費というのは結局各区長さん方の旅行

なんですけれども、その場合に旅行は、今まではずっと行ったんですけれども、たまたま平

成22年のときはちょっといろんな都合で行けないという方があったわけで、その結果、この

研修視察旅行は中止になった経緯があるんですけれども、その後について、今まで、22年は

たしか一応中止になりまして、その後、今現在はずっと研修旅行をやられているのかどうか、

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 平成23年度以降、平成26年度まで継続して実施しております。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 確かに結構だと思うんですけれども、この件については、やっぱり行

政連絡員、区長さんについては１年でみんな交代しますので、なるべく、町のために皆さん

協力してもらって、いろんな、昼夜問わず、また仕事の関係も休んで、そういうことで行政

連絡員、区長さんという形で各区に大変協力してもらっているわけですけれども、町として

ですね。そういう点で、慰労を兼ねた中でこういうものはぜひ、各区長さん方も、そのとき

は区長会長だけが５人が集まって連合区長会長が集まって旅行のやつを決定しているような

場面があるんですけれども、そういう点を踏まえた中で、各区長さん方、63区ありますので、

皆さん方、各連合会の区長だけで決定するんじゃなくて、できれば皆さん、意見を聞いた中

でそういうものを決定してもらいたいと。 

  また、そういう点で、出席できないとか出席できるという方もあるんですけれども、やっ

ぱり大体バス１台が目当てだと思いますので、全部が全部行けるわけではありませんので、

できるだけ、少数でもバス１台であれば出席できる人は参加してもらったほうがこれはいい

と思いますので、ぜひこの点についてはなるべく執行するような形でお願いしたいと思いま
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す。よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 執行する予定で予算に計上させていただいておりますので、で

きるだけ執行したいと。よろしくお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 35ページの文書管理事業です。 

  来年の28年１月からマイナンバー制が開始されると言われています。 

  このことについて、住民は大変深くかかわり合いがあるわけで、しかも最近のニュースだ

と、金融機関と一緒になって貯蓄状況だとか、徴税の問題もありますけれども、金融機関に

もマイナンバーを通知して、公開して取り組んでいくと。 

  先進地では、韓国とかアメリカとか既にやっているところでは、なりすましとか、かなり

の重大な被害が出ていると。 

  このことについて、住民にどう周知していくのか。それから、デメリット対策については

どんなふうに考えているのか、伺いたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） まず、銀行への通知ということですけれども、これは我々、今、

例えば内閣府とかそういうものの文書しかとりあえず参考にするものがございませんので、

今これは国会のほうに法改正ということで提出されているようでございます。 

  これを見ますと、預金保険機構によるペイオフのための預貯金の合算についての利用とい

うふうな法案のようでございます。 

  それと、もう一点ですね、金融機関に対する社会保障制度における資力の、資力といいま

すか資産ですね、その調査、あるいは税務調査でその情報を法律的に利用する場合、国なり

市町村ですが、そういうものについて今、閣議決定をされまして、国会のほうで審議をされ

ているという状況のようでございます。 

  それとあと、デメリットに関してですけれども、これはやはり内閣府の資料を見ますと、

個人番号の不正な利用、例えば他人の個人番号を、何らかの形で個人カードなりを手に入れ

て、それによってなりすますと。これは、こういうことをしますと犯罪ということになるん

ですけれども、そういうもの。それと、国により個々の個人情報を名寄せされるのではない
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かというようなことが、内閣府の資料にもございます。 

  こういうものに対してどういうふうな対策をしていくか。 

  １点は、なりすまし等については、罰則の強化。 

  あと、個人番号の名寄せ等に関しましては、これは名寄せして使うものではなくて、それ

ぞれその情報をこれまでどおり分散して、必要に応じてその情報をとりに行って管理すると

いうようなことで、それを一元的に情報を管理するものではございませんということと、あ

とそれに関しまして、法律あるいは条例で定めたもの以外は使用できないというようなこと

になっておりますので、そういう一つの歯どめがあるということです。 

  あと、いろいろ知らされていないというようなことですけれども、今現在、国のほうでも

そういうものを感じておりまして、現在、新聞、ラジオ、テレビ等でも、マイナンバーにつ

いていろいろ広報されているところです。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 一番身近な町としては、やっぱり社会保障とのかかわり合いとか徴

税とのかかわり合いで、一番末端で一番住民とかかわり合いがあるので、町として住民に周

知させるという活動は必要だと思うんです。その辺は、どう考えていますか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） この件に関しましては、広報の先月号にお知らせをさせていた

だきました。 

  これから、国のほうでもそういうパンフレットをつくるようですので、そういうものをう

ちのほうでいただきましたら、個人へ区長さんを通じて配布、また回覧等で対応したいと。

また、ホームページ等でも対応していきたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 41ページです。ふるさと基金積立事業5,000万。 

  このうち納税事業として3,681万6,000円だと思いますけれども、残りの金額について、寄

附をどのように使っていくのか。寄附の使い道は何点か決まっているようですけれども、具

体的に何に使っていくのか、予定がありましたら説明を願いたいと思います。 

  また、なければ、いつどのようにそのお金を活用していくのかも、あわせてお願いをした

いと思います。 
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○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 新年度予算におきましては、これを活用するというようなこ

とでは今のところ予算上は入っておりません。 

  ただ、基金の中にはある程度指定できるということで、毎年一般質問があったとおり、お

答えしておりますけれども、いろいろな事業でそれぞれ使えるというふうに分かれておりま

す。 

  これから何に使うかということでございますが、今現在、主に寄附として指定されており

ますのが、高速バスの運行事業とか、面白峡の遊歩道の整備事業、それについては今現在寄

附された方が選べるようになっております。 

  それ以外のものについて、既にもう決まっておるものがございますので、それについては

決められたものをこれから関係課と協議しながら使用していくような方向にしていきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ふるさと納税は、前から制度そのものがありまして、前にも、余り長

く引き延ばさないで、使えるものがあればその指定したものをということと、早目に使って

お礼を差し上げたほうがよろしいでしょうということで、何点か使われたようでありますけ

れども、指定がない寄附はどのくらいあって、今後その使途はどのようなことで考えておら

れるのか。予定がありましたらお願いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 今年度の関係で、まだこれから３月末までの間で、まだ寄附

の収入があるということで見込んでおりますけれども、町にお任せというか、町長がまちづ

くりに自由に使えますよというのが約1,000万ございます。 

  それにつきましては、町長と協議しながら使うことになるかと思いますけれども、今のと

ころは高速バスとか、やはりそういう新しい事業に、負担のかかるようなものに充当してい

きたいというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 35ページの「広報おおたき」発行事業、約50万ほど減額になっていま

す。見ると、印刷製本費が減になっている。ちょっと議会のほうでも聞いたんですけれども、

何か印刷の単価が下がったので、これを減額したということだろうかなと思っています。 
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  ただ、これは単純に印刷が下がったから広報の発行事業の額を減らすんだということでは

なくて、町民と行政をつなぐ非常に重要な広報であると認識しています。それで、広報が十

分であるかというと、十分ではないという認識でいます。 

  じゃ、この50万減ったのを、単純に印刷費が減ったから単純に広報の費用を減らすんじゃ

なくて、もっとこれを充実させるような方向で50万を有効活用すると。ページ数をふやすと

か、企画を変えるとか、もっといろんな形で広報を充実させるような金に何で使わないのか

と。単純に印刷が減ったから減らすんじゃなくて、これは非常に重要なツールで、今までの

あれだと、なかなか経費がかかるので何か広報の充実を図れないというような答弁もあった

ように記憶しております。 

  だから、なぜこれを減らすのか。この印刷費が減った分で、中身の充実を図るとか、いろ

んな面でもっと細かくやるには人件費もかかってくるでしょう。そういった面に、なぜふや

せないんですかね。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 「広報おおたき」の件でございますけれども、印刷製本費の減

額の理由といたしましては、今年度、見積もり合わせの結果、金額的にかなり下がりました

ので、それを参考に予算計上させていただきました。 

  なお、これは１ページ幾らということで契約をしておりますので、今後紙面を例えばふや

して、ページ数がふえれば、それもふやすことは補正予算等で対応は可能だと思います。 

  当初予算としましては、前年度並みの紙面でやった結果、下げたというようなことでござ

います。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） よく補正、補正と言いますけれども、ということは、やるかやらない

かわからないということですよね。なぜこの50万減った分をもっと、私なんかだったら、50

万ここで印刷費が減ったから、もっと広報を充実させるような方向に何かやりましょうとい

うふうに考えるんだけれども。それで、町民に少しでも町の情報を提供するように。 

  今、本当に、上瀑小学校と総元小学校の統合になって、学校統合、これも万やむを得ない

措置だと思っています。これから先、５年、10年先を考えると、行政だけでは行政サービス

をやっていくことはなかなか難しいというのは、目に見えているわけですよね。 

  それで、まず民間の力を活用するには、一番にやっぱり情報を提供する、これが非常に重

要だと思っています。情報の提供なくして町民にまちづくりに参加してというのはなかなか
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難しいので、この50万の減った分でもっと何か内容を当初予算から考えて充実させるような

方向というのは無理なんですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 広報につきましては、一般質問の中でもお答えさせていただき

ましたけれども、いろいろ町のいい施策をやっていても、なかなか町民の方がわからないと

いうようなこともございましたので、新年度から、特に定住化にかかわるようなものをシリ

ーズで広報に掲載していくというようなことで考えております。 

  また、広報紙そのものも、例えば行間とかですね、字の間が少し記事によっては狭いもの

があってちょっと見づらい部分もありますので、そういうものを行間をふやすとか、字と字

の間を広げるとか、そういうことは考えていきたいと思います。 

  限られた予算、また限られた職員の中で、改善をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 単純に考えると、250万が200万に減ったわけですから、１ページとい

うか、ページ数をふやすことは、印刷費は前年度並みでページ数をふやすことは十分可能で

あると。 

  １ページでも多く情報を提供する欄があれば、それだけ町民に情報が伝わるわけですから、

ぜひこれを、印刷費が減った分、ページ数をふやすとか、そういった方向に向けてもらいた

いと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 本当におっしゃるとおりだと思います。今後、紙面がふえて、

それで予算的に不足すれば、それは当然補正等で要求をしていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 41ページ、一番上の定住化対策事業で、空き家改修事業補助金が

200万ついておりますが、空き家改修の補助金の補助率及び26年度の実績見込みはどうだっ

たのか、伺います。これが１点。 

  ２点目は、先ほど冒頭の挨拶で、町長は定住化対策を推進していくというような挨拶をな
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さいました。予算全体における定住化のための事業、ほかにどういうものがあって、総額ど

のくらいになるか。 

  もしかしたら、３月６日の補正予算で、かなりいろいろな事業があってそれも補正、定住

化絡みがあったと思いますが、そういうのも含めると、27年度の定住化対策費というのはど

のくらいになるのでしょうか。 

  ２点、お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） １点目の定住化対策事業の補助率でございますが、100万円

以上の改修工事で３分の１、金額は100万円が上限でございます。 

  実績見込みといたしましては、今年度２件ですね。まだ金額のほう、確定しておりません

けれども、120万円程度になるのではないかなというふうに考えております。 

  それともう一点で、27年度の予算ということでございますけれども、27年度の定住化対策

というと、これは定住化対策ということで、委員会のときにもご説明させていただいたんで

すが、今いる方がそのまま住み続けるというのも定住化の一つだと考えております。もちろ

ん移住とかそういうものも、定住化に広く含まれるということで考えております。 

  特に建物についてということでございましたら、町のほうで、総務費の中では、定住化対

策事業の空き家改修事業補助金でございます。そのほかには、土木費のほうでも、先ほどお

話がありましたけれども、定住化対策住宅助成事業とかそういうものがございます。 

  全てのものにつきましては、今の段階ではまだ集計等とっておりませんので、特に補正予

算の関係とかいろいろございます。そういうものについての全ての集計というのは、現在で

はまだしていない状況でございます。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 今度、ホームページの関係で。 

  予算書を見たんですけれども、どこにホームページの維持管理費が載っているのか、ちょ

っとよくわからなかったんですけれども、恐らくソフトの更新とか維持管理に関する予算は

どこかに載っていると思うんですけれども、それがどこに載っているかということですね。 

  それと、ホームページを何年か前に多額の金をかけて更新しました。その理由は、その当

時の話で、町民により多くの情報をわかりやすく伝えるために、第１の目的は、それで新し

いものにしたんだということで伺っておりますし、ホームページを見ても、全てのことがホ
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ームページに情報が流れていますみたいなことで書かれています。 

  しかし、見てみると、ホームページ、町民にお知らせするページは、過去30日分何をやる

かという表示と、きょうから30日分表示するというページ。それとあと、それ以外は全体の

イベントの一覧、要はカレンダーですよね、これを見てくださいとなっているんです。 

  そうすると、一番は、カレンダーを見ればそこに何月何日、過去の分もこれからの分も全

て載っているので、カレンダーに全てが載っているべきだと思うんですけれども、３月を見

ても、学校の卒業式、これも学校の一大行事だと思っています。あと、４月になっての入学

式、その辺も載っていません。あと、たしか４月に何か大きなチラシ、ポスターも出ていま

した。４月12日に道の駅でたけのこまつりとか、29日にはレンゲ祭り、あとさくらまつりと

か、その辺のポスターも堂々と張っていながら、ホームページに全然載っていない。何か町

民に情報を知らせるのが嫌で嫌でしようがないと。 

  何回も何回も私は質問のたびに言うんだけれども、これからやっぱり住民参加のまちづく

りを進めていくということであれば、町民に情報を何で知らせるのかなと。情報がないこと

には、町民も何か行動を起こそうと思ってもできないですし、勉強しようと思ってもできな

い。また、議員もよくわからない。議員のほうは、おかげさまで事務局さんのほうがある程

度日程表をくれるから、それなりにはわかるけれども、町民はまるっきりわからないんです。

この辺は、ホームページをどのように有効に活用する、どうお考えですか。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） ホームページの件ですが、予算上は、37ページですね、35ペー

ジから36、37、「広報おおたき」発行事業の中の、14節使用料及び賃借料の中のパソコンシ

ステム使用料で予算を計上させていただいております。 

  それと、２点目のご質問ですが、この件につきましては根本議員のほうから一般質問等で

もいろいろご指摘がございまして、大変情報が載っていないということで、その辺は本当に

大変申しわけなく思っております。 

  その都度、課長会議等でいろいろお願いをし、また各課でホームページに掲載できるよう

に研修を実施したところですけれども、最初は載せていただいても、その後なかなか、ちょ

っとそれが長続きしないということで、本当にそれは大変申しわけなく思っておりますので、

きょうここに各課長がおりますので、そういうのも再度徹底するようにしたいというふうに

考えております。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 
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○１番（根本年生君） ぜひお願いしたいと思います。 

  それと、やはりホームページに、自分たちの民間まちおこし団体がある程度かかわってや

るような事業もたくさんあると思います。その方々も、自分のやっている事業が町のホーム

ページにも載っていないと、ボランティアで町のために一生懸命やっているんだけれども、

ホームページにも載っていないということになると、何か町は応援してくれていないんじゃ

ないかと、私たちのほうを見てくれていないんじゃないかと、そういった認識も持たれると

思いますので、ぜひホームページには載せるように努力していただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

  いいです、答弁は。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 41ページ、地域公共交通対策事業費の中で、委託料、臨時バス業務

委託料が前年度に比べて、49万。その額は、21パーセントの増額なんですね。この事業の内

容を説明してください。 

  それと、地域公共交通網を整備するという話がずっとあるんですが、デマンドバスも含め

て。これが、私の記憶が違っているかもしれませんが、12月までには整備するというような

ことを伺っていたかに思います。今、どの程度まで進んでいるのか、進捗状況を説明してい

ただきたいと思います。 

  それと、負担金及び交付金の項で、いすみ鉄道利用増大対策事業補助金が300万の増額に

なっております。これは、250パーセントを超える大幅な増額ですが、この理由を説明して

いただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） １点目の、臨時バス業務の委託料でございます。 

  これにつきましては、４月１日から３月30日の間、老川、中野駅から粟又にかけての探勝

バスということで、日曜祝日等、あるいは秋の観光シーズン等で運行しているものですけれ

ども、貸し切りの新料金の計算方法が、これにつきましては距離計算と時間計算で出さなく

てはならないということで改められたものがございます。それに伴いまして、１日当たりの

単価が5,700円増額しております。これが主な内容でございます。 

  次、２点目でございます。交通網形成計画については、新年度予算には入れてございませ

んが、これは地域公共交通活性化協議会というのを今年度設立して、その中で、協議会で国
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土交通省からの補助金をいただきながら運行をやっていこうということでございます。です

から、町の一般会計には計上してございません。 

  ただ、国のほうも非常に、補助を申請しても全額なかなか出ないという場合もあるようで

ございますので、その場合につきましては、必要なものを一般会計から補助金ということで、

必要に応じてこの後、補正予算等でお願いすることがあろうかと思いますので、よろしくご

理解くださるようお願いいたします。 

  それと、３点目のいすみ鉄道利用増大対策事業補助金、これにつきましては、昨年まで友

の会で実施しておりますいすみ鉄道利用増進の交通助成に係る経費だけということだったの

でございます。 

  今回、これ300万、増加しております。それは、いすみ鉄道利用企画旅行補助というのが

ございまして、それを今年度やめまして、新たに300万、補助金をここに乗せさせていただ

きました。 

  この300万円の補助につきましては、ホタル鑑賞ツアーの経費とかクリスマスのイルミネ

ーションの経費、あるいはイベント列車で配布いたします土産代への補助金、これは町内で

購入したものとか、あるいはイベント列車の参加者に次回乗車用のフリー乗車券を配布した

らどうかというようなことを、今考えております。 

  それは、まさしくいすみ鉄道の利用増大につながるんじゃないかということで、このとこ

ろに300万円を振りかえさせていただいたものでございます。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） すみません、今の関連で、いすみ鉄道利用増大対策事業補助金、これ

でホタル鑑賞とかイベントとかイルミネーションとか、これは事業主体はいすみ鉄道が独自

にやるというんですかね、中心になってやる。 

  いすみ鉄道の実情というのですが、私もこういった観光イベントの職員、いすみ鉄道の職

員の方と何回かお話をする機会があるんですけれども、今の状況ではとても新しいことがで

きるような状況ではない。前年度、赤字ということで、職員の数も減りましたし、今２人で、

本当にイベント列車だけで手いっぱいの状況なんですね。ですから、これを単純にいすみ鉄

道だけに任せていても、この事業はうまくいかないんじゃなかろうかと。 

  これはいろんな各種団体がこれにかかわって一緒に企画を練るような形、実際、ホタルと

か何かやるときも、いろんな団体が一緒に援助するような形、人的にも、やっていかないと、
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これはなかなかうまくいかないんじゃないかと思っていますけれども、これはどのような形

でホタル鑑賞とかいろんな今やったのは実行していくつもりなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） ホタル鑑賞につきましては、町の商工観光課のほうも一緒に

なってやっていると思います。 

  それで、今回町が補助しようというのは、ホタル鑑賞ツアーの経費ということで、バスの

借り上げ料とかをやはりいすみ鉄道が負担していると。そういうものについてはやはり町か

ら補助をしてあげたほうがいいだろうということで、やろうということでございます。 

  これはあくまでも補助金ですから、ある程度主体性はいすみ鉄道に持ってもらうというこ

とで、いろいろな事業を行うに当たっては、やはり協力していくというものは必要ではない

かなというふうには考えておりますけれども。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ですから、協力する団体として、先だっても観光協会、大変な人数の

お客が来ています。いすみ鉄道から本当に皆さんはじき出されるようにお客が今の時期来て、

観光協会に来てやっている。だけれども、観光協会といすみ鉄道、商工会、旅館組合とか町

なかの商店街、あといろんなところ、老川のほうとか中野のほうとかも、連携が図れていな

いというのが状況だと思うんです。 

  これを、この補助金を使って、皆さんが連携できるような協議会というか、何か連絡会と

いうか、そういったものを立ち上げるきっかけにしたらいかがかなと思うんですけれども、

いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） いすみ鉄道の関係につきましては、やはり事業主体というこ

とで、町が直接事業主体、途中で入るのももちろん必要な場合もございますけれども、鳥塚

社長さんも、ふだんいろいろなところでいろいろなところと協力されているということで、

やはりいすみ鉄道自体が直接いろいろな団体と協議する時間というのは十分あるというふう

にも考えております。 

  ですから、その辺については、いすみ鉄道とまたこれから協議しながら、どういう形がい

いのかというのは考えていきたいというふうに思います。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 私も、できるだけいすみ鉄道のほうには、周囲と協力し合って、でき
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るだけもっと有効的にお金を使ってもらいたいということは言うつもりですけれども、町の

ほうもいろんな面で援助して、仲立ちというんですかね、いろんなところに声をかけて、一

緒にやりましょうというような形をとっていただけると大変助かると思いますので、よろし

くお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 質疑途中ですが、ここでしばらくの間、休憩したいと思います。 

  この間に昼食をとっていただきたいと思います。 

  午後１時からの開会とします。よろしくお願いします。 

（午後 零時０７分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 零時５５分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） なお、議員の皆さんにお知らせします。 

  議事がちょっとおくれておりますので、議事進行にひとつご協力のほど、お願い申し上げ

ます。 

  質疑を行います。 

  はい、どうぞ。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 先ほどのいすみ鉄道の利用者増大事業、プラス300万の件ですけれ

ども、費用対効果はどのように考えていらっしゃいますか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） いすみ鉄道につきましては、一応計画の中で、31年まではや

っていくんだということで計画がされ、それに対して今度見直しがされたところでございま

す。この見直しに沿って、町のほうもやはり協力していこうということで考えております。 

  やはり存続に向かってどうしてもやらなくてはならないだろうということで、計上させて

いただいたものでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 費用対効果は考えないで、予算の許す限り、予算はいっぱい出そう

と思えば、町債を組んだって、基金から取り崩したって、当面はお金が幾らだって出てくる

んですが、費用対効果を考えなくても、町は湯水のように、ちょろちょろかもしれませんけ
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れども使うというふうに考えていいんですね。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） ちょっと説明が足らなくて申しわけございません。 

  効果としましては、やはり大多喜にこれだけの人数が現実に来ていただいています。それ

ぞれの事業を実施することによって、町のいろいろなところにお客さんが見えて、そして活

性化しているという現実があろうかと思います。ですから、その効果はものすごく大きいの

ではないかなというふうに考えております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ８番渡邉泰宣さん。 

○８番（渡邉泰宣君） 39ページの、町有林管理事業、真ん中辺にありますが、今現在大多喜

町で管理している町有林というのは、面積としてはどのくらいあるのか。 

  それと、町有林保育管理委託料については、どのような方をどういうふうな形でやってい

るのか、ちょっと伺いたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 町有林の面積につきましては、147.7ヘクタールございます。 

  それで、町有林保育管理事業につきましては、森林組合のほうに委託していまして、野球

場から県民の森のほうの長土手の草刈りだとか、公民館の下のナラを植えたところの下刈り、

あと林道泉水西部田線の管理、また下刈り、あと南千葉のゴルフ場の手前の、やっぱり林道

があるんですけれども、その下刈り等を行ってもらっています。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） もう一点、45ページの一番上の、コミュニティー育成事業というのが

ありますが、この育成事業の内容について、どういうものが補助になるのか。これについて。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） コミュニティー育成事業補助金ですが、この予算書に上がっ

ておりますのは、上原区の集会所への改修工事への補助金でございます。 

  補助金の中身といたしましては、補助対象経費の30パーセント、上限を100万ということ

で、これは増築の場合でございます。新築の場合につきましては、補助対象経費の30パーセ

ントで、上限500万円ということになっております。 
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○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） 39ページ、渡邉議員からも質問があったと思うんですけれども、13の

委託料の町有林保有管理委託料なんですけれども、面積が147.7ヘクタールということなん

ですけれども、実際に町有林の中の、今、実際に杉か何か植わっていると思うんですけれど

も、その管理の面はどういう、伐採とかそういうことはやっているんですか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） この管理の中で、間伐を１ヘクタール程度やっています。西

部田の上のところですね、場所を選んで１ヘクタール程度やってもらっています。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） じゃ、１ヘクタールというのは、毎年そのくらいずつやっているとい

うことですか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） ３年ぐらい前から始めました。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） だから、結局そのぐらいから始めたということでいいんですけれども、

毎年そういうこと、147ヘクタールありますので、１ヘクタールずつやって、大分時間がか

かると思うんですけれども、そんなように１ヘクタールずつで大丈夫なんですかね、対応は。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 町有林につきましては、私どももまだ、一度全部見回ってど

ういう状況か、なるべく多くの人で確認をしようと思っていますけれども、147.7ヘクター

ルあってほとんど杉、ヒノキが植わっていると思いますので、そのくらいの面積では足りな

いかと思います。 

○議長（志関武良夫君） ３番吉野一男君。 

○３番（吉野一男君） そういう点で、確かに杉とかヒノキは、大分、今、売ろうとしてもな

かなか売れない関係があるんですけれども、あくまでもある以上はやっぱりその管理を徹底

してもらうということです。 

  これからそういう形で、使うようなときも来ると思いますので、その辺の了承の中でやら

ないといけないと思うんですけれども、その点、なるべく管理面をきちんとして対応してい
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っていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） すみません、47ページの地図情報システム管理事業。 

  これは地番図とか公図とかを窓口で有料で配付していると思うんですけれども、その際、

航空写真、隣のいすみ市では地番図と航空写真をセットで、そこに地番の大体の位置が落と

されているようなものですね。 

  これから町も、前も言ったんですけれども、民間の業者を参入させるためには、町の状況

ができるだけわかりやすい情報の提供が必要だと思うんです。それによって、参入、うちを

建てたい方、工場を誘致、建てたい方、図面だけじゃなくて航空写真を見ると大体の状況が

わかるので、非常に計画が立てやすい。 

  今度、補正でまた土地利用計画図の作成等も多額のお金をかけてやると思うんですけれど

も、これも民間事業者の参入を図る目的でやるものだと思っています。 

  航空写真の提示も有料で、中には、それによると境界をそれで明示されちゃうので、境界

紛争になるんじゃなかろうかという意見もありますけれども、私がずっとかかわってきた段

階で、それによって境界紛争に発展したということは一切ありませんので。もしそれでした

ら、開示した印刷物の中に、これは境界を明示したものではありませんとかという一文を入

れれば済むことではなかろうかと。 

  とにかく民間事業者の参入しやすい体制、それで町の情報をできるだけそういった方には

提供する、そういった姿勢が大事ではなかろうかと思いますけれども、今後航空写真の有償

化による配付というんですか、そういったことも考えてもらいたいんですけれども、いかが

でしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） ただいまのご質問ですけれども、根本議員のおっしゃられる

ように、航空写真の上に地番図を載せたもの、どうしても字境とか、どうしてもくっつかな

い部分とか非常にあります。実際の公図等は、実際、多少無理にくっつけてしまっていると

いうふうな部分があるのは、これはご指摘のとおりです。 

  そのようなことから、今のところ航空写真に地番図を載せたものはちょっと提供しており

ませんけれども、何らかの形で提供できる方法があるかどうか、また関係課のほうと相談し

ながら対応していければというふうに思っております。 
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○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 工場を建てたいとか住宅を建てたい方が一番最初に来るのは、恐らく

役場の窓口で、いろんな情報の提供を求めると思うんです。 

  そこで、私が県内をずっと歩いていて、大体航空写真を提供してくれるところは半分ぐら

い、していないところが半分ぐらいだと思っています。 

  そういったところで、体制ですね、いろんな情報を丁寧に教えてくれると、この町は民間

事業者の参入についても協力的だなという印象を大いに与えるものだと思いますので、今後

はできるだけ検討していただければと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしという意見が出ました。 

  ないようですので、次に、款３民生費、款４衛生費の質疑を行います。 

  どうぞ。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 53ページ、社会福祉関係団体助成事業、その中の町社会福祉協議会

補助金について、お伺いをさせていただきます。 

  こちらの事業でございますが、平成26年度当初1,905万2,000円、それから昨年度、補正で

420万円ほど上げられたのではないかと思います。 

  今年度増額をされているということで、多分その補正の分も含めてという金額になってい

るのではないかと思うんですけれども、昨年補正をされたときに、基金がもうなくなってい

るということで伺ったわけなんですが、その後、社協におきましても事業の見直しをしたと

いうような、ちょっとそういったお話も耳にしているんですが、この点、どういった事業を

社協では見直しをされたのか。 

  また、その見直しをされたところにおいて、どの程度の金額等を見直しされたのか。わか

りましたらお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問ですが、まず最初に、社会福祉協議会の補

助金として2,481万8,000円。このふえたのは、今年度、再任用職員の派遣ということで、職

員の派遣を一応見込んであります。 

  それと、補正のときにも言いましたが、基金が底をついたということと事業の見直しとい
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うことで、補助率を変えたということで、今回もそういう形で増額の予算を組ませていただ

きました。 

  それと、社協の中の事業の見直しということでのご質問なんですけれども、まず最初に人

件費等ですね、その辺の見直し。それとあと私の聞いているところでは、広報啓発とかその

辺を削減したのと、あと自己資金ですか、要するに共同募金とかそういうところで収入を極

力上げるような形で、一般会員の募集とかを極力進めていくということで、事業の見直しを

行っていると聞いております。 

  それと、ヘルパー事業が今年度ちょうど、もう何年かずっと赤字続きだったもので、その

辺の廃止というのを見直ししております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） すみません、今の観点で２点お伺いしたいんですけれども、１点は

私もヘルパー事業を見直されて廃止をしたというようなことも伺っておりますが、町民の皆

様の中から、大多喜町の中にヘルパー事業をしているところがなくなってしまう。要するに

一般企業もございますけれども、そういったところは大多喜町ではなく近隣にあるというこ

とで、町自体にそういった事業に取り組んでいただくところがなくなってしまうことに対し

て、不安に思うんだけれどもということで、この辺、町はどのようなお考えであるのかとい

うことと、あと、今年度2,481万8,000円というのは、町の社会福祉協議会の全体の企業活動

の費用の中にしますと何パーセントに当たるのか、この辺をお伺いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問ですが、まず１点目のホームヘルプ事業の

関係なんですが、これを廃止するに当たりまして、社会福祉協議会のほうで、町の社会福祉

協議会を利用している方に個別訪問いたしまして、迷惑がかからないように、次の事業所、

そういうところに当たりまして、なるべく利用者には迷惑がかからないような形で移行して

おります。 

  確かに町にヘルプ事業は、事業所がなくなるということですが、近隣にＪＡとかニチイさ

んとかありますので、それとあと、老川のほうには市原園とかそういうところもあります。

それと、茂原のほうにもそういう事業所がありまして、大多喜も来てもいいということをい

ただいておりますので、その辺でカバーできるのではないかと考えております。 

  それともう一点なんですが、この補助金の割合なんですが、大体社協の総事業費はたしか

7,000万ぐらいだと思いますので、そのうちのこの2,000万余ということになります。 
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○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。 

  そうしますと、今年度の予算で組んでいただいております金額は、この後もずっとこうい

うペースでいく考えという形になるのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） そうですね、こういう形になるとは思うんですが、ただ、社

会福祉協議会のほうで自助努力して、ある程度収入がふえるようであれば、またそれは下が

るかもしれません。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） すみません、53ページの社会福祉関係団体助成事業で、前年度まで結

婚成立報奨補助金10万円が計上されていましたけれども、今年度はありません。多分、これ

は実績が伴っていないのでカットしたのかなと、自分ではそう考えています。 

  しかし、ここに、大多喜町結婚相談所運営委員会規定という規定があって、それに伴う規

則等もあって、これに基づいて、民生委員の方が中心だと思いますけれども一生懸命やって

いただいている。 

  それで、今回、婚活の事業も企画財政課のほうで予定されていると思うけれども、これは

やっぱりどうしても、前言ったように大多喜高校のやつもそうだけれども、支援するものは

支援して、実績がないから削るのではなくて、これを有効に、じゃ今まで有効に使えていな

かったんだから、これを有効に使うような道を考える。だから、さっきの広報とかのあれで

も、印刷費が下がったから単純に削るんじゃなくて、じゃそれをもっとほかで有効に使える

ように。 

  それで、オールジャパンじゃないけれども、今、婚活活動も町は町、民間は民間で、ばら

ばらにやっているような気が非常にしてならないのです。ですから、結婚相談所がやってい

る事業とか、役場とか、あと民間とか、そういったところが集まって、いろんな方が集まっ

てやれるような形で考えていくべきであって、報奨助成金を使えていないからといってカッ

トするのはおかしいんじゃなかろうかと。もっとこれを有効に使える方法を考えて、社会福

祉協議会で考えていただいて、もっと有効に使えるような体制づくりでやるべきだと思いま

すけれども、いかがでしょう。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまの質問ですが、先ほどの説明不足で申しわけないん

ですが、結婚相談の報奨金なんですが、この社会福祉協議会の補助金の中に今回含めてとい

うことでやっております。ですから、その10万円がなくなったということではございません。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） じゃ、なぜ今回これは別々に分けたんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） なぜ分けたかということなんですが、今まで町の報奨金の条

例とか規則、そういうのがなくて、社会福祉協議会の規則でやっていたもので、そういう場

合ちょっとおかしいんじゃないかということで、今回一本で、社会福祉協議会の補助金とい

う形で交付させてもらうような形になりました。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） じゃ、社会福祉協議会なら協議会で、この婚活の問題についてはいろ

んな事業を考えて行うということでよろしいですね。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） そうですね。一応そういう形で、補助金を一緒にしてあると

いうことで申し上げておりますので、あとは社会福祉協議会のほうでどういうふうに使うか

というのはまた、私のほうはまだ聞いておりません。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） すみません、63ページの児童クラブ運営事業について、お伺いをさ

せていただきます。 

  先日、常任委員会のほうの傍聴をさせていただいておりましたとき、西小学校つくしの学

童につきまして、学童保育を行っていただく場所の説明をされていたかと思います。そのと

きに、学校と協議中ということではございましたけれども、教室と、教室の近くの広いスペ

ースを活用してというご答弁をされていたかと思います。 

  これは、広いスペースというのは、どこの部分をどのように使って運営をしていただく予

定でいるのか、お伺いさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 児童クラブの西小のほうで運営しているところで児童数が

ふえるということで、今の段階では、先日、常任委員会で説明いたしましたけれども、場所
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については確定までは、今、小学校と協議をまだ進めているところでございます。 

  それで、先日話したのは、今行っている教室の前に廊下が、広いスペースがございますの

で、そこに一部つい立て等をやって、４年から６年生の分ですけれども、毎日ではないです

けれども、部活が終わってから来たときに、そこでちょっと、30分から１時間の間と思いま

すけれども、そこで一つ考えがあるということで説明をいたしました。 

  また、実際に使う教室はまだ協議中で、決定はしておりません。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 私も、卒業式もございましたので、多分ここかなという形で見てま

いりました。 

  学童保育というのは、子供の居場所という部分もあるんですけれども、もう一点の考え方

としては、子供の放課後の生活の場所という捉え方があると思います。 

  課長のご答弁でありますと、通常の放課後という形であれば30分から１時間とか、部活動

がございますので、そういう短時間ということもあるのではないかとは考えますが、春休み、

夏休み、冬休み等になりますと、朝から晩までという、こういった長い時間になると思いま

す。 

  やはりあの廊下で、今のままの廊下の状態でございますと、あそこを生活の場という形と

しては非常に捉えづらい。また、この時期ですと、30分、１時間というのも大変寒い状況を

感じさせていただきました。この春休みから実施をしていただくとなりますと、何とか早い

時期にきちっとした形でご対応いただければ、ありがたいかなと思います。 

  また、急遽な話でございますので、準備が行き届かないということである場合におきまし

ては、保護者の方にきちっと了解をいただいているのかどうか、ちょっとそういった部分も

思いまして、この点どうなっておりますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（三上清作君） 今、山田議員のお話しのとおりでございますけれども、一

応小学校のほうと、うちのほうとしては、空いている教室を使用したいということで申し込

みをして、極力そういう形でやりたいと思っております。 

  それで、もしもそういう形で廊下の空いているスペース、一時的にですね、そういう形に

なりましたら、料金もいただくことですので、保護者に説明をして、その辺のところで逆に

よろしいでしょうかということになるのかと思うんですけれども、平等に１日4,800円です
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かね、通常ですとその料金をいただきますので、その辺のところも了解を得なくてはいけな

いと思いますので、子育て支援課としては、空いている教室をお借りしたいということで、

強く申し込んでいきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 学校施設ということで、教育委員会並びに学校の校長先生の、そう

いった件での配下になるということで伺っております。 

  なかなか難しいところもあるとは思いますけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） 57ページの右下の、下から２番目の、地域福祉ボランティア事業とい

う、50万の計上をしてありますが、この内容についてちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） それでは、地域福祉ボランティア事業の内容ということでご

ざいますが、この事業は、75歳以上の高齢者を対象にした給食会の実施でございます。 

  会の名前がおもいやりの会ということで、年９回ほど行っております。一応、参加の延べ

が375名ほど参加しております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） このボランティアも、どういう人がボランティアになっているか余り

よくわかりませんが、いろいろあるとは思いますが、送迎の運転とかということも入ってい

ると思いますが、聞くところによると、送迎の関係についてはボランティアでやる人と、そ

れからシルバー人材ですか、その辺の人との絡みがあるので、どっちかというと、シルバー

人材であれば多少なりとも経費が入るとかという、こういうこともあるので、その辺がちょ

っとギャップになるんじゃないかと思うんですが、その辺どうなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問なんですが、確かにシルバー人材センター

と、あとボランティアの関係で送迎ということなんですが、今現在、送迎についてはボラン

ティアさんの方にお願いしているような状態です。 
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  シルバー人材センターの場合だと、営業活動とかその辺の兼ね合いが出てきて、そういう

関係がありますので、今現在使っておりません。 

  ボランティアのほうの運転で送迎ボランティアをお願いしているんですが、なかなか人が

少ないということで、今その辺を一応どうしようかということで検討はさせていただいてお

ります。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） すみません、71ページ、小水力発電所管理運営事業なんですけれど

も、今現在検討していただいているということでございますので、この質問がいいのかどう

かちょっとわからないんですけれども、ここのところでは面白峡発電施設使用料という金額

も計上されております。 

  先だって、それこそ常任委員会の説明のときに、新工法開発様を支えていただく予定でお

りましたある企業の方が、水利権の問題があって、協力はしていくけれどもこの施設を受け

ることができないという、そういう状況にあるというふうに伺いました。 

  そうしますと、やはり水利権という問題が絡んでくると、非常に今後の事業はどうなって

いくのかなというふうな感じを受けます。 

  町のほうでご説明をいただいたのかどうか、ちょっとはっきり覚えていないんですが、水

利権を町で持っている場合には、施設を町のものとしておいた上で、指定管理等によって、

ほかの第三者といいますか企業が使う分においては、水利権を活用して発電等をしていただ

くことができるというように伺ったと思うんですけれども、この点はどういうふうな形に今

現在なっているんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） 小水力発電の関係ですけれども、水利権は確かに国・県から

町のほうが取得をしております。１年ぐらいかかったと思っています。これが民間の方がと

るとなると、非常に難しいです。 

  この間もお話ししたとおり、施工業者と、それからそれを支える会社が加わって、何とか

町との契約にということで進めておったわけですけれども、その後押しをしてくれる東電系

の会社なんですけれども、ここについてはやはり水利権がないとだめだということで、会社

としては直接町とやるわけにはいかないという回答はいただいております。 
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  それで、現段階なんですけれども、直接施工業者と町で契約を結んで、管理運営していく

ものと。それと、先ほど後押しをするという東電系の会社、こちらのほうでも責任を感じて、

東電のグループ会社、そちらのほうにも声をかけていただいております。そこが、仮にまた

参入できるということになってくれば、町との契約が可能になるかもしれません。 

  今、ここに予算計上しているものについては、施設使用料として、一旦収入として売電を

町が受け入れて、そこで必要な経費を落としてから、残りの分を施設使用料として業者のほ

うに支払うというシステムにしています。というのは、やはりある程度町のほうでもお金を

持っていないと、払うわけではないんですけれども、そういったものが出てきますので。そ

れとあわせて積立金関係だとか、また水道の繰出金だとか、そういうものも関係してきます

ので、それらも含めて差し引いていただいてから、その使用料を支払うという形には、予算

は計上しております。 

  ですから、ちょっとわかりにくいかもしれませんけれども、現段階では、施工業者と町が

町の提示した条件のもとに契約を結ぶか、それともその施工業者と連携を図る会社と町が契

約を結べるか、そういうところで、今協議を進めているところです。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） すみません、ちょっと私が能力がなくて理解できないんですけれど

も、施工業者様と仮に契約を結ぶ場合ですが、その契約の内容というのは、どういう形で結

ぶということなのか。施設を町が引き受けるということになるのでしょうか。その辺、もう

少しわかるようにお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） もともとが覚書にのっとって、町の予定している出力に達し

ていないということがありましたので、町は施設を引き取ることはありません。 

  現在も運転はしていますので、売電収入は町のほうに入ってきております。 

  覚書だと１月31日までですから、その間に試運転で発生した売電収入については、施工業

者のほうに支払いをしています。 

  それ以降のものですね、これは新たに契約をしなきゃいけませんから、ということは２月、

３月分をどうするかと。上がってきている料金があるわけですけれども、売電収入ですね。

それをすんなり払うわけにはいかないです。 

  そのためにも、一日でも早く施工業者なり、またはそれにかわる会社ですね、そちらと町
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の契約が済んだ段階で、その分の売電をどのようにしていくか。 

  前に、後押しをする会社の場合だと、年間で150万という話をしたと思うんです。20年間

で3,000万と。その内訳については、水道関係の管損傷について年額100万、それと環境の積

立金として50万ということで、150万になるわけですけれども。 

  そういう方法でいるんですが、これはあくまでも、ついこの間まで施工業者の後押しをす

る東電グループのところがやるということですから、それであれば皆さんにも話をしていい

だろうということで進めていたんですけれども、それが抜けてしまうということになっちゃ

うと、仮に施工業者と直にやるとなれば、やはりある程度ハードルを上げていかないといけ

ないだろうというふうに考えております。 

  ですから、町がその施設をもらっちゃうんじゃなくて、運転はしてもらいますけれども、

それは会社の持ち物としてやっていただくと。うちのほうとしては、固定資産税相当額的な

ものをもらって、必要な経費を落として、残りの分をお支払いするという格好になるかと思

います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） なかなか、ちょっとわかりづらい、今の説明では恐らくわからないと

思いますので。 

  要約しますと、年間の、あそこの土地を使って水利権を使ってやるということで、最低限

私どもはこのお金をもらいますという金額が、先ほど言った150万とかという話になるんで

すが、この辺がまだ正確に決まっておりません。もうちょっともらう話になるかどうか、今

調整しているところでございます。 

  それともう一つは、東電、エネシスさんがなぜそれをできないかというのは、実は会社に

定款というのがあるんです。定款の中に、事業をうたってあるんですね。その中に、いわゆ

る発電事業というのがうたってあるんです。ところが、発電事業をうたう中に、水利権と一

体でなければできないというのが、その定款のものなんです。だから、取締役会で定款に触

れるということで、ちょっとそれが難しいということになったんです。 

  ですから、そういうことの差し支えのない東電グループの会社と、今探して、そこで契約

をしましょうということで、今やっております。 

  幾つか、新工法開発とやる場合には、もうちょっとハードルを上げた形になりますけれど

も、どちらにしても、その辺が今最後の詰めの中でございます。 
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  それで、町はいわゆる施設は引き取りませんと。ただ、水利権というのは、公共だからと

れますけれども、一般の企業ではとれませんので、ですからこれは基本的にそういう形にな

ります。ですから、私どもが施設を引き取ることはありませんし、最低限の保証を年間はい

ただくということも変わらないんですが、最終的な最後の詰めを今やっているところです。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 67ページ、健康増進事業786万8,000円であります。 

  先ほど、収入のところで議論されておりましたけれども、まず健康増進法、国の法律の施

行によりまして、町でこのような事業ということでありますけれども、国の健康増進法の目

的は何でしょうか。 

  それから、町でこの事業を推進するに当たりまして、成果目標といいますか、今回の事業

でどのくらいの人数を目標としているのか。今後、さらにふやしていくということがあると

思うんですけれども、その辺の計画等はありますか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） では、１点目の健康増進法の目的ということでございますの

で、健康増進法の目的ということで、目的のほうを、第１条なんですが読ませていただきま

す。 

  「我が国における急速な高齢化の進展及び疾病構造の変化に伴い、国民の健康の増進の重

要性が著しく増大していることに鑑み、国民の健康の増進の総合的な推進に関し基本的な事

項を定めるとともに、国民の栄養の改善その他の国民の健康の増進を図るための措置を講じ、

もって国民保健の向上を図ることを目的とする」と、そういう目的でございます。この国民

保健の「保健」というのは、健康の「健」でございます。 

  次の２点目なんですが、各事業の目標ということでございますが、まず特定健診とかがん

検診、その辺の目標設定というのは、正式な数値的には持ってはおりません。ただ、受診率

を上げるために、いろいろなことを考えていきたいと考えております。 

  まず、特定健診につきましては、今たしか県の受診率の平均が35パーセントぐらいだと思

います。今現在、大多喜町の場合は32パーセントですので、県の水準ぐらいには持っていき

たいと、そういう考えでおります。また、がん検診につきましても、県平均より低いところ

がありますので、その辺につきましては極力それ並みというか、それ以上に持っていきたい

というふうに考えております。 
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○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） ただいま答弁がありましたように、高齢化が進んで、疾病もいろいろ

多様化してどんどんふえていくということで、国民に健康増進を図っていかないと、社会保

障なり医療費の伸びが相当大変だということで、こういう法律ができてきたんだと思うんで

すね。 

  市町村に義務づけ、特定健診を、今、課長のほうから答弁がありましたけれども、義務づ

けをこの法律でされているということで、これが非常に低いということで、何とかこれをふ

やして健康診断の受診者をふやそうということで、これを進めていかなければいけないとい

う状況にあるということで、この中で、まず自治体の責務といいますか、課長に今お尋ねし

たのは、市町村に健康増進計画の策定が、これは努力目標なんですかね、定められていると

思うんですけれども、この推進計画は今のところはあるんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいま議員さんが言いましたように、この健康増進計画と

いうのは本町ではつくっておりません。努力目標という形でということで、今現在、大多喜

町の場合はつくっておりません。 

○議長（志関武良夫君） ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） つまり、これは先ほど収入のところで議論がありましたけれども、余

りにも受診率が低いし、これは65歳以下の人を対象にということであります。働いている人

でありますから、日中はなかなか難しいでしょうと。日曜日とか土曜日、休日とか夜とか、

こういう問題もあります。負担金の部分もあるのではないか。 

  少しでも受診率をふやして、健康を推進するんだという部分では、こういう計画がしっか

りとないと、今回のように、ただ教室を開きます、何人ですよ、非常に教室も低かったです

よね。ウオーキングは人気があるようですからこれは大ヒットで、こういうのはどんどん進

めるべき話だと思いますけれども、ほかの教室は非常に少ない。さらにどんどんふやしてい

かないとということについては、やっぱり負担金の部分も検討していかなければいけない部

分が一つあるんだと思います。 

  どうやったら受診率が上がるかという、そういう計画もしっかりとつくり上げていかない

と、せっかくこういういいことをやっても、何ら単発的に終わってしまうということであり

ますので、この辺の策定義務とか、あるいは負担金の部分、これをもう一度、今回について

も、予算はきょうの審議でありますけれども、実際に実施段階になればまだ先の話でありま
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すので、そういう部分についてさらに協議をするということはありませんか。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ただいまのご質問なんですが、まずその計画につきましては、

この間の介護保険の計画をつくりました関係で、その辺に保健衛生の関係も、高齢者保健福

祉計画ですか、その中にもありますが、そこに特定健診とかがん検診の今後の目標という形

を一応のせさせていただいております。 

  それと、負担金の関係の、今後事業を実施するに当たり協議する余地があるかということ

なんですが、その辺は一応考えていきたいと思っております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 後期高齢者医療連合でやはり健診の問題が出ているんですけれども、

全県がとりあえず見えるのでお願いしたいんですが、高齢者の健診でも健診率が50パーセン

トを超えるようなところもあるんです。どういうところかというと、個別にお医者さんに行

って健診のできるところは比較的高いんです、30パーセント、40パーセント、50パーセント。

ところが、大多喜のように周辺部で集団検診しかないというところは、大多喜と同じように

低いんです。 

  今、小髙議員から、土曜日とか日曜日とか夜間とかの健診も検討してもらえないかという

のがありましたけれども、個人健診も同じように検討してもらえないでしょうか。個人がお

医者さんに行って、そこで健康診断していただく。 

  集団検診だけでしょう、大多喜の場合は。そうではなくて、混合で、基本的には集団なん

だけれども、働いているからとか、ほかでもお医者さんに行っているから個人的なほうでや

らせていただきたいというようなことで、混合で。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 今のご質問なんですが、今、本町ではそれこそ本当に集団検

診だけで実施しておりますが、個別ということも、一応うちの課内の中ではやはり検討とい

うか、そういうものは考えておりますが、ただ、何分にも医療機関ということになると、な

かなか難しい面もあります。ただ、一応検討はしていきたいとは思っております。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありませんか。 

○議長（志関武良夫君） ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 今までの議案の中で、議員として自由討議する時間をちょっといただ

きたいということでありますけれども、よろしいですかね。時間を少し。 
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○議長（志関武良夫君） 質疑の時間。 

○６番（江澤勝美君） 質疑じゃなくて、議員だけで、ちょっと別室で自由討議をさせていた

だきたいということなんですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 今、江澤議員のほうから、自由討議の時間をいただきたいというこ

とでございましたので、討議の時間を設けたいと思います。 

  では、議員控室でいいですか。議員控室のほうにお集まりいただきまして、自由討議の時

間を持ちたいと思います。 

○６番（江澤勝美君） なるべく手短かに進めていきたいと思います。ちょっと時間が遅くな

った中で申しわけないけれども、議員のそういう要望ですので、よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） はい、どうぞ。 

  この間、ちょっと休憩します。 

（午後 １時４６分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時０３分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 質疑のほうを進めていきたいと思います。 

（「報告は」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 今の報告は、町長のほうも承知しておりますので、これで進めてい

きたいと思います。お願いします。 

  以上で款３民生費、款４衛生費の質疑を終了したいと思いますがよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 次に農林水産業費、商工費、土木費の質疑を行います。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） すみません、77ページの都市農村交流事業。 

  都市農村交流推進委託料、前年度までは300万でしたけれども今度150万になりまして、こ

の間、常任委員会で聞いていましたところ、今度、定住促進に関することだけをやればいい

というようなご説明があったと思います。 

  今までは、田植えとか稲刈りとか駒打ちとか餅つきとか、いろんなイベントをやって、そ

ういったイベントをやることによって、東京とか都会のほうから人が集まってきてもらって、

－328－ 



それで来た人たちについて、定住化についていろんな施策とか説明とかして定住化をしてい

たと思うんですけれども、今回、この委託の内容で、この間の説明だと、そういった事業は

特別もうやらなくていいんだと。老川小学校でもいろんなイベントをやっていたと思います

けれども、そういったことはもうやらなくていいということでの委託の減額ということでよ

ろしいんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） いや、全くそういうことではなくて、今までと同じ内容のものになる

と思います。 

  ただ、今までは、ある意味ちょっと離れたような事業をたくさんやってきましたので、あ

る程度移住というところに特化した事業にしてくださいということで、余りいろんなものに

幅を広げないで、移住というところに特化ということでございます。 

  ですから、そういうことを酌んで移住につなげるということについては、全く問題ない話

なんです。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） わかりました。 

  それで、移住者にもいろんな移住者がいると思うんです。どういった人を移住者として迎

えるのか。もうまるっきり住民票を移してもらって、こちらで農業なり何なりしてやっても

らうのか。それとも、週末はこっちに来て過ごしてもらって、ふだんはどこか遠くへ勤めて

もらって、住民票も移さなくてもいいよというような人を対象にするのか。それとも、若者

を対象にするのか、それとも年配の方を対象にするのか。 

  それによって、いろいろ事業のやり方とか定住のやり方は違ってくると思うんですけれど

も、その辺をある程度明確に出していかないと、誰も彼もオーケーだということだと、何か

いろいろ大変というか、なかなか難しいのではないかと。 

  町のほうとして、こういった人を定住化に向けてやるんだという、そういった明確なもの

を出してやって、委託してやってもらうというふうにしたほうがいいと思うんですけれども、

いかがでしょう。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） おっしゃるとおりでございます。 

  ですから、基本はまず住所は移すことが絶対条件です。それと、若い世代の方を優先的に

ということが基本でございます。ですから、いわゆる週末に来るという考え方のものは、上
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治さんも基本的には勧めておりません。ですから、そういう方については移住をお勧めしま

せんので、あくまでも住所をここに移して、この大多喜に骨を埋めてもらうということが基

本で、今までやってきた人も全部住所を移してやってきていますので。それで、できるだけ

若い方、大多喜で何か事業をやろうという希望に燃えて来た、そういった方が基本になりま

す。 

  ただ、全てがそれにいくわけではありませんが、今言った基本だけは守るということでご

ざいます。 

○議長（志関武良夫君） ちょっと皆さんに申し上げます。 

  ただいまの質疑範囲は、款５農林水産業費、それから款６商工費、それから款７土木費で

すので、その点についてよろしくお願いします。 

（「すみません、今の最後で」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） それと、以前、農業体験室とかあったと思うんですけれども、それは

また都市農村交流事業の中で、農業体験室ですか、それは継続してやっていくということで

よろしいんですか。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） そこにつきましては、今、上治さんと、どういう形がいいのか、今ま

でのような形で、要は実際に動けるかどうかという話なので、それはこれから上治さんと詰

めるということでございます。 

（「わかりました」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 事業内容を教えてください。 

  79ページの農地費の中で、多面的機能支払交付金。これ、新規の事業だと思うんですけれ

ども、お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 多面的機能支払交付金事業ですけれども、この事業について

は、平成19年度から実施してきました農地・水・環境保全向上対策事業補助金、これが平成

26年度から事業名を多面的機能支払交付金事業に名称を変えて実施しています。 
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  事業内容については、農地維持支払、資源向上支払に分かれておりまして、対象面積に対

して交付金が支払われ、農家だけでなく地域住民が一体となって共同活動を行い、農業、農

村が有する多面的機能の維持を図る事業です。 

  以上です。 

（「よくわかりません」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 具体的に、例えばこんなふうだよというふうに。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 例えば、農地維持支払に関しては、水路の草刈りとか排水路

の泥上げとか、そういうものになります。 

  あと、資源向上支払が２つに分かれていまして、共同活動と長寿命化ということで、共同

活動につきましては、水路、農道などの軽微な補修、また植栽による景観形成などです。そ

れで、長寿命化に関しては、農業用用排水路をＵ字溝にかえるとか、農道の舗装だとか、長

持ちするような工事をする補修の工事になります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 89ページのお城まつりの補助金の件です。 

  大多喜町では、お城まつりだけじゃなくて、もみじまつり、さくらまつりとか、レンゲ祭

りとか、あとこの間はたけのこまつりですか、いろんなお祭りをやっていると思います。 

  これは、お城まつりの補助金としては計上されているけれども、ほかのもみじまつりとか

さくらまつりとか、当然これは事業なので経費がかかると思うんですけれども、それがどこ

に計上されているのかわからないということと、あといろんなお祭りがあるので、このお祭

りの果たす役割というんですか、お城まつりは何の目的でどういった人を対象にこういうふ

うにやるんだよと、レンゲ祭りはこうなんだよ、さくらまつりはこうなんだよ、もみじまつ

りはこうなんだよという。ただやればいいというだけ。その目的とか、じゃこういった人を

対象に、恐らくこれは観光行政の一環としてやっているんじゃなかろうかと思うんだけれど

も、その辺が体系的になっていないという気がしてならないんです。 

  ですから、もっとこれを、仮にお城まつり実行委員会の補助金で470万あるけれども、こ

れを、お城まつりの補助金は一番多額にかかるのでしょうけれども、全体として、じゃほか
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の、もみじまつりはあるわ、いろんなお祭りがありますから、そういったところと一体とし

て、要はここに10万使うんだ、ここに20万使うんだと、そういった形で運営していって、体

系的にお祭りを持っていくと。 

  そういった形で、もっと有効的に、人もたくさん集めるし、地元の人も楽しめるというか、

そういった形に持っていくべきだと思うんですけれども、何か今、体系的になっていないよ

うな気がしているんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） お城まつりの補助金に関しては、衣装だとかそういうものに

出しているんですけれども、ほかのもみじまつりとかさくらまつりに関しては、観光協会の

ほうで観光協会の収益から出しているということです。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） じゃ、ほかのお祭りは観光協会の事業であって、町の事業ではないと

いうわけですね。町の観光行政の一環として、たまたま観光協会に委託している、委託とい

うのかどうかちょっと言葉がよくわからないけれども、町としてはこれをぜひやってもらい

たいということで観光協会に補助金を出していると。補助金の中に含んでいるということで

いいですか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） あくまでもお城まつりはお城まつりの補助金で、ほかの祭り

については、当然観光協会が事業主体なんですけれども、当然産業振興課も一緒になって実

施しているということです。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） ですから、今のを見ていると、もみじまつりとかお祭りとか、観光行

政と観光協会との役割が、それは全然違うものだと思っているんです。観光協会が果たす役

割と、町が独自の事業費でもってやる観光行政。それが何かごちゃごちゃになっていて、ど

こまでが観光協会の役目で、どこまでが町の観光行政の役割なんだと。 

  観光行政として、こういった事業をやるんだということなら、町が事業費をつけてそれで

やるということにしないと、今、何か効果が薄いような気がするんですけれども、その辺は

改めて観光行政と観光協会の役割を明確に分けるというか、お金の面も含めて。 
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○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 根本議員のおっしゃるとおりでございます。 

  実は、観光協会がやはり大分活発になってきまして、法人化をした中で、収益性を上げて

いるということで、あそこの臨時の４名の方も収益の中から出しております。ですから、あ

る意味、町が観光行政から手を引いているというところは否めないと思います。ですから、

これはやはり我々も考えなければいけないなと思っています。 

  ですから、観光協会に大分負担をかけているということは事実でございますので、その辺

は、収益を上げるという中で、その収益をどんどん使わせているということがありますので、

これはちょっと私ども見直す必要があると思っています。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） 89ページ、夷隅川種苗放流事業補助金という事業がありますが、

今、夷隅川の魚類がすごく減っています。これは、放流、種苗というのは放流でいいんです

か。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） この事業は、アユ、ウナギ、ウグイ、フナの放流で、アユが

４万匹、ウナギが200キロ、ウグイが200キロ、フナが388キロをことしは放流しました。 

○議長（志関武良夫君） ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） それはことしですよね、今言ったのは。すごく、川の中に泳いでいる

ものが見えないんですけれども、特定の場所にやっているんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 放流している場所はわからないんですけれども、写真が当然

ありますけれども、点在して放流していますので、ここだというところじゃなくて何カ所も

分けて放流しています。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） なぜこんなことを聞いているかというと、私、夷隅川の上流のほうに

今住んでいるんですが、例えばウナギの話をしますと、下流で、夷隅川の河口付近で、いろ

いろな言い方があろうかと思うんですけれども、シッパとかササッパとかということで、稚
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魚をとっちゃうんですね。で、こっちまで上がってこないんだよという話を、私、されたん

です。 

  そういうことで、下のほうに放しても、またすぐとられちゃうんじゃないかなと。業者が

いますのでね。だから、できれば場所を指定してやっていただけたらいいのかなと思います。 

  何を言っているかというと、今までウナギ、すごいのがとれたんだよという話があって、

できればポイントを１カ所じゃなくて、200キログラムですかウナギ放流したのなら、どこ

かもっと上のほうにも分けていただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 何カ所かに分けて放流していると思いますけれども、来年も

当然この事業はありますので、協議していい方向に持っていければと思います。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

○４番（麻生 勇君） ぜひよろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） 93ページの中に、道の駅の管理費の項目ですが、道の駅のトイレのこ

となんですが、利用者から、今現在、和式がほとんどで、洋式というか座ってできるのが５

つぐらいあったかな。それで、せめて和式でも手すりが欲しいとかという要望を聞いたこと

があるんです。 

  これは、県のほうのあれもあると思うんですが、一気にできるのも大変かと思いますが、

ひとつ検討していただきたいと思いますが、その辺いかがですか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） ただいまの道の駅のトイレの関係ですけれども、おっしゃるとお

り県のほうの管轄になりますので、要望もしてございますけれども、また引き続き要望はし

てまいります。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） この話を聞いたのは約１年以上前のことであって、直に町長にも話を

した人もいたみたいなんですが、その辺で検討していただけるということだったんですが、

その後進んでいないので、ぜひとも県のほうに要望を強くお願いしたいと思いますが、よろ

しくお願いします。 
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○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 私のほうに話を承ってから、実は県のほうに再三申し込んでおります。

和式を洋式にとか、手すりの問題とか、いわゆる障害者のトイレの改修とかということで、

県のほうには要望しているんですが、なかなか県のほうの予算がつかないということで、な

かなかいい返事がもらえないんですね。 

  本来ならば、私ども町でやってしまったほうが早いんですけれども、あれは県の施設でご

ざいますので、何としても、これからも引き続き県のほうには予算をとってもらえるように、

何度か要望していることも事実でございますが、できるように、実現に向けて努力したいと

思います。 

（「よろしくお願いします」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 95ページ、交通安全対策事業の中の原材料費、交通安全対策用材料

の中で、カーブミラーとかガードレールということでご説明いただいたと思うんですけれど

も、このカーブミラーは、曇りどめがついているものなのかどうかをお伺いしたいんですが。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 施設的な話だと思うんですけれども、特に鏡面、ステンレスを磨

いてあるもので、曇りどめというのはありませんで、上側にひさしがついているんですが、

それのみでございます。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 私も余り詳しくなくてまことに恐縮なんですが、カーブミラーも汚

れたりしたところをボランティアの皆様が拭いてくれて、緑青が生えてというか、緑になっ

たところをきれいにしていただいているようなところもあるんですが、冬場、曇ってしまっ

て、見づらいというようなところもあるということで、町で設置するときに、曇りどめのあ

るカーブミラーを設置していただくことはできないんでしょうかというお声をいただいてい

るんですが、この辺はいかがなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 私の記憶では、曇りどめのカーブミラーというのが、記憶にない

んです、一般的なステンレスの鏡面だけなので。特に、木の下で、露がおりたりとか、曇っ

たりとか、コケが生えたりとかというのはあるんですけれども、掃除していただくしかない
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のかなとは思っています。 

  一応、探しては見ますけれども、そういうものがあるかどうか。それで、今後ちょっと検

討させていただきます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 87ページの真ん中辺の委託料で、公園等管理委託料86万円。 

  公園というと、町場にポケットパークとか公園、ありますね。それ以外にもちょっと公園

がどこかに多分あるのかなとは思いますけれども、これはどこの公園等の管理委託料で、実

際どういったことをやるのか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） この委託料につきましては、夷隅川の淡水漁組合に委託して

いまして、そこの親水公園ですね、事務所のあるところの。フィッシングパーク、あそこの

公園になります。 

（「どういったことをやるんですか」の声あり） 

○産業振興課長（野村一夫君） 公園の管理ですね。 

（「だから、委託の内容がどうなのか」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） すみません、維持管理で、草刈りとか、砂を上げたり、掃除

とか、そういうことです。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） 淡水漁組合、あそこには職員は１人か２人ぐらいしかいなくて、多分

そこの職員の方ではできないと思うんですけれども、どこかに委託しているということかと

いうことと、あと町場にありますよね、ポケットパーク。その維持管理はどのようになって

いるのか。地元の区でやるようになっているのか。 

  それで、もし地元の区でやるということであれば、今の答弁だと費用が支払われていない

ように思われるんだけれども、覚書とか何か、区で管理するんだよという、区と覚書等を取

り交わしているのか。 

  中には、聞くと、掃除するんだけれども、何か全然それも周知されていなくて、何だか最

近は町も余り、前は町のほうで少しやってくれたのかな、最近来てくれないから自分たちは

やらないよとか、その辺がちょっと徹底されていなくて、各区に聞いても、どうなっている
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のかよくわかっていない状況なんですけれども、その辺も含めて。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 最初の、夷隅淡水の関係は、誰かに頼んで、草刈りとかそう

いうものをやってもらっていると思います。 

  それから、ポケットパークの清掃については、事故があった場合の保険料は見ているんで

すけれども、あとはボランティアということで、今ご指摘のとおり、そういうことであれば

またきちんと打ち合わせ、話し合いを持って進めたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） これは、当初、街並み整備計画をやるときに、私も資料を見させても

らいました。 

  契約条項の中に、いわゆる公園につきましては、地域の皆さんが管理するということが契

約の中に入っているんですね。ですから、地域の皆さんが、区域の皆さんがそれを今まで見

ていたと。 

  これはいつの議会でしたか、小倉議員さんが、皆さんが高齢化になって、なかなか管理が

できないので、町で何とかならないかという話は、一度は質問を受けたことがあるんですが、

基本的には建設当時の条項の中にあるということでございます。 

○議長（志関武良夫君） １番根本年生君。 

○１番（根本年生君） じゃ、その辺よく説明していただいて、できれば覚書なり何なりを取

り交わしていただかないと、区長もどんどんかわっていきますので、区でも正直、どのよう

になっているのかわからない状況で、区民からもいろんなことを言われて大変らしいので、

その辺を周知徹底を図って、うまくやっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 覚書があるということなので、もう一度地元と打ち合わせし

て、その覚書に沿って進めたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありますか。 

  ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） 93ページの、土木費の中の町道維持管理事業ですか。 

  私もいろいろ町道を走ってみると、最近、舗装が大分傷んできているんですね。これはち

ょっとしたお金ではできないような感じもするんですが、補修、補修でやっていってもすぐ
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穴があいちゃうとか、そういうところが見受けられるので、この辺の計画的なものをちょっ

と伺いたいと思いますが。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 計画的にやる部分と、単発的に、例えば区長さんが、ここ穴があ

いたから埋めてよという部分もあるんですけれども、ある程度現場を見させていただいた中

で、早急にやらなければならない部分とか、大がかりでとてもこの町道維持管理の中ではで

きなくて、外注しなくてはできないような部分もありますので、その辺は分けて、ことし道

路ストック点検もやっておりますので、長期的な補修は今後計画はしてまいります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） すみません、私も今の関連で、以前に各行政の区長さんとかのお力

もかりながら、町道の傷んでいるところを調べて、直していただいたことがあるというよう

なお話を伺いました。 

  今も、多分町ではいろいろパトロールとかをしていただいて、町道の管理をしていただい

ていると思うんですけれども、ただ、それは重立ったところのみだと思います。その間のほ

うもやはり傷んできているということで、一度町のほうで、区長さん等を通じながら、傷ん

でいる箇所を総点検していただくことはできないでしょうかという、こういった声も伺って

いるんですけれども、この点いかがでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） それにつきましては、別にできないということではなくて、もう

うちのほうで区長さんにご案内すればできる範囲ですので、それはできると思います。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） いろいろなやり方があるかと思うんですけれども、間道ですと、例

えばここ１カ所、ここ２カ所みたいな感じでぽつぽつやると、また逆に人手もかかったりと

いうようなこともあるのではないかということで、一括で傷んでいるところを一度把握をし

ていただきながら、町のほうで計画を立てて、集中的に修理をしていただくということもい

いのではないかということなんですけれども、この辺いかがでしょうか。やっていただける

ような感覚というのはありますでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 
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○建設課長（末吉昭男君） 確かに、結構あちこち傷んでいるのが現状で、まとまってこっち

から順番にというお話も確かに効率的にはいいのかなということもあるのかと思いますけれ

ども、要は緊急性の問題も、このくらいの穴も、今ちょっとしたところでも、ちょっとくぼ

みでも今やらなくちゃいけないとか、こっちはもうがつんとへこんじゃっているからこっち

を先にやらなくちゃいけないだろうという話になると思うんですね。その辺の緊急性と加味、

合わせた上で、進めさせていただければと思います。 

  それと、現状でも要望というのがかなり来ていまして、現在、維持係が対応しているんで

すけれども、それでもちょっと全部、なかなかこなしていくのが容易でないと。毎年、幾つ

かの案件はもう繰り越していくような状態です。 

  だから、うちのほうで直すのは直していくんですけれども、できれば区民の皆様でできる

ところはできるだけやっていただけると、うちのほうも非常に助かります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ８番渡邉泰宣君。 

○８番（渡邉泰宣君） 舗装のことについてですが、資材を提供して、あと道具とかそういう

のも借りたりとか、そういうのはできるんですか。 

○議長（志関武良夫君） 建設課長。 

○建設課長（末吉昭男君） 資材については、常温合材を、各区で穴があいているので埋めた

いんだけれどもということであれば、今現在支給しております。ただ、道具に関しては、機

械ものにはなりますので、スコップとかは自分たちのものを使っていただいて、その後合材

を軽く、車で踏んでもある程度落ち着きますので、そういう形でとりあえずやっていただい

ているような状況になります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 83ページと29ページに関連しております。 

  林業振興費ですが、事前の説明だと竹粉砕機関係の事業だと。去年は34万1,000円計上さ

れておりましたが、ことしは５万5,000円に大幅に縮小されております。 

  実は期待をしている事業なんですが、事業計画の縮小の理由、それから26年度の実績、そ

して今後の取り組みをどうするのか、見通しを説明してください。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 
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○産業振興課長（野村一夫君） 竹粉砕機に関しては、今年度４月から機械を導入したんです

けれども、機械の操作受講者、これが33名いらっしゃいまして、今年度は実際に使用した方

は４名にとどまっています。 

  それで、９月、当初、タケノコ生産組合に頼んで周知してもらったんですけれども、また

10月ごろ広報で周知したんですけれども、まだまだ周知が足りないんじゃないかと思いまし

て、今年度も周知を図って、なるべく多くの人に利用してもらうようにしたいと思います。 

  今後の取り組みについては、やはり特産品のタケノコを生産する竹山のことでございます

から、なるべく多くの人に利用してもらって、竹パウダーの土壌改良の効果も含めて、その

利用について広報等で宣伝していきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 利用が少なかった理由とか、あるいは使ってみての感想とか、そう

いうのは寄せられていますか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） 当初、急遽これを導入して、すごく使用が頻繁に来るんじゃ

ないかと想像していたんですけれども、来なくて、ことし100日、予算は当初計上したんで

すけれども、今年度が４名だということで少し落としたんですけれども、これは利用につい

てはふえれば補正できますので、大丈夫だと思います。 

  それから、感想につきましては、あの機械が重さ的に軽トラにやっと乗る機械なんですけ

れども、この間も１人の方に使ってもらって、大変、機械の大きさ、軽トラで山に行って直

接おろしたりできますので、いいんじゃないかという声は聞いています。 

○議長（志関武良夫君） ほかにありますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私の愛読する「現代農業」なんかから見ると、機械のスケールが小

さくて、はかがいかないとか、そういうのはないですか。 

○議長（志関武良夫君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（野村一夫君） この取り扱い要項の中でも、直径11センチの竹までは大丈夫

ですということになっていますので、大きさ的には十分じゃないかと思います。 

（「わかりました」の声あり） 
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○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） なしということでございますので、ないようですので、次に、款８

消防費、款９教育費、款10災害復旧費、款11公債費、款12予備費の質疑を行います。 

  はい、どうぞ。 

  10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） すみません、105ページ関係という形でご質問させていただきます。 

  今年度、大多喜小学校さん、上瀑小学校さん、総元小学校さんが合併になります。そうい

う中で、今、準備を進めていただいているとは思うんですけれども、例えば細かいところを

含めまして、体操服ですとか、校歌はどうするのかとか、またその他いろいろな準備段階で

今現在どのような形になっているのか、お伺いさせていただきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） まず校歌につきましては、大多喜小学校の校歌ということで。体

操服につきましては、今まで使っていたものを使用しても構わないということで、説明をし

ております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） 今現在で、問題として何か残っているようなものというのはあるの

でしょうか、検討するものとか、準備とかで。学校の統合という部分についてです。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 問題というのは、あったらちょっと困るんですけれども、ないも

のと思っております。 

○議長（志関武良夫君） 10番山田久子君。 

○１０番（山田久子君） わかりました。よろしくお願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 教育費です。 

  107ページ、111ページの扶助費ですが、準要保護費についてですが、小学校は何か複雑、

分類が一緒になっていて比較はできないかもしれませんけれども、小学校の場合は50万ふえ

ています。それから、中学校の場合は67万6,000円も減っているんです。これは一体どうい

うことなのか。小学校のふえている見込みと、それから中学校の激減の理由を説明してくだ
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さい。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 小・中学校の振興事業の扶助費ですね、その増減の理由というこ

とでございますけれども、まず小学校教育振興事業でございますけれども、平成26年度134

万8,000円で、平成27年度が180万9,000円、46万1,000円の増でございます。これは、要保護、

準要保護、特別支援の該当者の増ですね、これが８名増加しております。 

  次の中学校教育振興事業の扶助費でございますけれども、平成26年度が要保護、準要保護、

特別支援、20名おりました。それが平成27年度、11名ということで、９名の減ということで、

これは該当者の減ということで、これは平成26年度173万2,000円、平成27年度が97万7,000

円で、対前年比が75万5,000円の減ということで、これは該当者の減ということでございま

す。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 小学校の場合は８名増ということでしたけれども、増ではなくて、

実際受けている子供の数は幾つですか。 

  それで、ことしの募集、それから周知活動についてはどのようにするのか、伺います。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 現在、要保護が４世帯６名です。準要保護が13世帯22名というこ

とでございます。 

（「ことしの募集」の声あり） 

○教育課長（野口 彰君） これから学校を通じてお知らせをするということでございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 今、子供の貧困、６人に１人だというふうに全国的には言われてい

る中で、本町は割合としては少ないほうだと思うんですけれども、周知と募集が４月１回し

か今までしていなかったと思うんですが、これを学期初め、年３回、周知活動、募集活動を

展開するというような考えはありませんか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 皆さんに情報提供、お知らせをするということは大事ですので、

そういう形で考えていきたいと思います。 

（「お願いします」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 
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  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） ちょっとページがわからない。 

  中学校、小学校、それから保育園関係で、英語教育関連なんですけれども、やはり26年と

27年の対比で考えてみますと、保育園は同額だから納得できます。97万2,000円です。小学

校も239万円から171万円で、これは小学校の数が減るからおおよそわかりますが、でも、４

が２になるので、これが半分にならないのは一体どうしてかなとか思います。それから、中

学校の場合は、現状維持にもかかわらず大幅にふえています。 

  どのような計画のもとに、こういう予算になったのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 中学校の英語教育に関しましては、現在週10時間ということで、

平成27年度は週12時間を考えております。そういうことで、英語教育の充実を図るというこ

とで予算の増ということになっております。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

（「小学校は」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 小学校は、１年生から４年生は２週間に１回、各学年１時間を実

施しております。５、６年生は必修ということで、週１時間ということ、これは今までと変

わらない内容ということでございます。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  教育長。 

○教育長（石井信代君） 今の補足で、小学校が減になっているということは、統合で、今ま

では総元小、大多喜小、上瀑小で、６年生につきましては３クラスあったわけです。今度統

合いたしますと、大多喜小学校で学年２クラスということになりますので、学級数が減とい

うことになりますので68万7,000円の減、これが小学校です。 

  今、町長のお考えで、できるだけこれからグローバルな人間を育てたいということで、保

育園から小、中ということで、中学校はそういう意味で２時間増ということで、中学校は72

万6,000円増ということです。 

  小学校１年生から中学校義務教育全て、プラス保育園で、英語に強い子供たちを育てたい

ということで、増減が今回生じております。 

  以上です。 
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○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） いや、それはわかるんですけれども、小学校の、すごいみみっちい

話なんですね、小学校の場合は、今まで４校あったのが２校になるでしょう。そして、授業

数も半分になるでしょう。多分契約からすれば１時間単位幾らだと思うので、そうすると、

働く時間が半分になるからその費用も半分になるだろう。だけれども、半分までいっていな

いじゃないか、小学校の場合。それはどうしてという、そういう疑問です。すごくせこい、

主婦的な発想です。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 確かに、そういうことも言えると思いますけれども、学校数は減

りますけれども、学級数はふえますので。大多喜小学校、統合されまして学級数がふえます

ので、そういうことでこういう予算でございます。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

（「はい、わかりました」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 115ページ、公民館バスの管理事業ですけれども、委託料が去年の

場合は運転委託料だけで313万。ところが、ことしは456万4,000円になっています。ふえた

幅は143万4,000円、率にすると45.8パーセントの増額になっています。 

  このことについて、委託内容はどんなふうになっているのでしょうか。そして、26年度の

見込みの運行日数はどうなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） それでは、お答えいたします。 

  委託内容につきましては、公民館バスの利用の申請があった場合に、その申請どおりに利

用者を行き帰り送迎していただくということと、あと車の清掃点検、そのほうをお願いして

あります。 

  それと、料金がかなり上がっているということですが、これは国土交通省の公示によりま

して、時間・キロ併用制や、人件費の積算基礎の見直しが行われたため、委託料が増額とな

ったものでございます。 

  あと、運行日数ですけれども、平成26年度160日を予定しております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 
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○１１番（野中眞弓君） 運転手の人件費ということを考えると、私はいい方向に向かってい

るというふうに思います。 

  それに比べて、119ページの学校給食センターの管理事業ですけれども、賃金が960万

8,000円とあります。これは何人分の賃金で、平均幾らいただいているのでしょうか。 

  多分これは調理員じゃないかと勝手に推察しているんですけれども、同じ仕事をする正職

員の場合の年間の給与というのは幾らなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） まず、臨時職員の方の賃金でございますけれども、960万8,000円、

７名分でございます。平均が137万3,000円。 

  正職員３名分でございますけれども、給料、手当、期末勤勉手当、扶養手当、通勤手当、

合わせまして1,193万9,341円であります。平均は397万9,780円であります。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） これだけ見ますと、同じ仕事をして同じ勤務時間で、３倍の違いが

あります。民間のバス会社については、法で時間、距離の積算で、手当というか、手当です

よね、より励みのあるふうに改善されているのですが、本町の臨時職員の待遇改善、27年度

は給食も含めてどのように考えているのか、伺いたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） 総務課長。 

○総務課長（加曽利英男君） 臨時職員の賃金の改正状況ということでございますけれども、

まず、現在6,200円という方がいらっしゃいましたので、これにつきましては6,400円に、

200円の増額をしたいと考えております。 

  あと、保育士でございますけれども、現在8,000円の保育士がいらっしゃいますが、これ

が一番上の方ですが、この方については、保育士の確保等もございますので8,200円に、200

円増。 

  保育士が現在7,700円と7,300円ということで、経験で分けておりますが、これを一緒に

8,000円ということで、300円から700円の増をしたいというふうに考えております。 

  なお、年度中途ではございますけれども、特別養護老人ホームの看護師につきましては、

昨年10月から日給8,500円のところを１万円に改正をしております。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） この公民館バスから見ると、本当に50パーセント近い、ばんという
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値上げを考えている。それで、法を遵守しなきゃいけない、全て法で動いているこの行政が、

ワーキングプアを解消できない賃上げしかできないということ。 

  それからもう一つ、特別養護老人ホームの介護士の報酬のことで、何で今回の報酬の特例、

特例というか、介護士については給料を申請すれば多少上げますよというのを、町の職員だ

から、職員は介護士だけでないので、介護士だけ上げることができないといって、申請しな

い、すごいもったいない、放棄をしたわけです。だけれども、これを見ますと、来年度、上

げるのは、やはり部分的ではないですか。ほかにも、臨時の職員はいると思うんです。臨時

で働くのに、民間も官もないと思うんです。 

  やはり若者の定住化ということを考えたときにも、若者だけではないんですけれども、今

いる人たちが安心して暮らせる、若者だったら子供を仕込める、田舎にいても仕込める。そ

ういう収入の保証というのを、やっぱり役場が範を示して改善していく年にするという考え

はないんでしょうか。 

  町長にお伺いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 私どもも、最低賃金ということはもう決められておりますので、それ

を下回ることのないようにということで。 

  もう一つは、今、課長の答えましたように、やはり今、人がだんだん不足しているという

中で、現状に合わせた金額ということで、先ほどお示ししたところでございます。 

  ただ、若い方の就職口というのは、実は臨時ではなくて正職というのを非常に希望します。

ですから、なかなか臨時には、年配者の方がほとんど来るわけでございまして、なかなかそ

こには、若い方がつくというところではないような気がいたします。 

  ただ、我々も財政の許せる限り、できるだけ進めてはいきたいと思いますが、最終的には

やはり周りとの照らし合わせの中でやっているところでございますので、できるだけ改善に

努めてまいりたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありませんか。 

  ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 117ページ、款９教育費、項５保健体育費、目の保健体育総務費の中

で、説明欄の保健体育振興事業の一番下から３行目ですかね、町の体育協会の補助金139万

8,000円。 

  今、町の体協というのは何団体ぐらいあって、この補助金の配当と言ったらおかしいです
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けれども、どういうふうに割り当てしているか。 

  それと、109ページ、款９教育費、項３中学校費、目学校管理費、この中で、中学校管理

事業で西中が149万5,000円、大多喜中学は214万8,000円。これは生徒の人数で割ったら、１

人当たりどのくらい、西中と大多喜中学はなるんでしょうか。この２点お聞きします。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） 初めに、町体育協会の補助金でございますけれども、139万

8,000円、これが全部各部のほうに行くということではございません。城マラソンとかそう

いうものの費用もありますので、あと県民大会の派遣費等ございますので、それらを差し引

いて、各部のほうに配分しております。 

  ただ、その部の数につきましては、ちょっと今手元に資料がございませんので把握してご

ざいませんので、申しわけございませんが、一応そのような形でやっております。 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） すみません、手元に資料がございませんので、後ほど回答させて

いただきます。 

○議長（志関武良夫君） ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） お城マラソンというのは、体協の主催でやっているんですか。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） お城マラソンは、町の体育協会が主催で行っております。 

○議長（志関武良夫君） ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 教育課長ですね、資料じゃなくて、大体の人数で割り出せば、この予

算で割れば１人頭のが出てくると思うんですけれども、どうなんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） ５番野村賢一君。 

○５番（野村賢一君） 多分この後休憩があると思いますから、その間にひとつお願いしたい

と思います。 

  大変恐縮なんですけれども、教育長、今、メディアで見れば、勝浦中学が統合の話をして

います。いろいろ私の計算でいくと、倍違うと思うんです、西中と大多喜中で、１人当たり

の経費が。 

  これは、ちょっと本当に恐縮なんですけれども、予算書以外の質問なんですけれども、統

合というのは、もうそろそろという感じもしないわけでもないですけれども、いかがでしょ

うか。 
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○議長（志関武良夫君） 教育長。 

○教育長（石井信代君） けさの新聞に、勝浦３中学校が２年後に、４月１日、学校統合で、

中学校を進めるというのがあったので、きょうはそういう質問があるかなと思ってびくびく

していたんです。 

  北中学校、興津も、大多喜町の西中学校よりは人数が多いんです。いろいろな面で、今、

議員さんからもそうですけれども、ぽつぽつ、西老地区の保護者の方からもどうなんですか

ということは言われているんです。 

  ただ、今現在、この４月１日にこの３校統合がございますので、まずちょっとそこが落ち

着いて、先ほどからも心配ありませんかというのがありましたけれども、３校統合というの

は初めてですので、子供たちが安全でいい学校をつくると、そこへちょっと今大変気持ちが

行っておりますので。 

  ただ、文科省もつい先日、学校統合の指針等出ていまして、これは全国的な規模で、小さ

い学校で子供たちが成長することは、教育環境からいうと、やはり大人になったときに非常

に厳しい世界に入っていくためには非常に少ない人数ではということで、文科省もかなり強

く出してきています。 

  大多喜町も、これはまだまだ先の話ですというわけにはいかないと思っていますけれども、

ともあれ地域の人たち、保護者がどう考えているか、これがやっぱり一番ですので、これだ

けの人数になれば、やはり統合に向かっていかなければならないということはよくわかって

おりますけれども、方針としてはそういう方針では考えております。すぐ、今、何年度とい

うことはまだ、ちょっとそこまで検討はいっていません。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） どこで質問していいかわからなかったんですが、内容は、野球場とい

うタイトルが出てくるのはこれしかなかったんですよね、野球場、芝管理委託料というのが

あったんですが、119ページ。 

  これ、どこで質問していいかわからないというのは、理由は、今、選抜の高校野球の話が、

甲子園でやるようになっていますけれども、私、毎年高校野球の観戦に行っているわけなん

ですが、これがもしできればすごいまちおこしになるんじゃないかなと思って、質問いたし

ます。 

  今、Ｂ＆Ｇにすごい立派な野球場があるわけですが、そこの整備ですね。高校野球ができ

－348－ 



るスペースを持っていると思うんです。条件的にも、駐車場は周りにいっぱいあるし、住民

に迷惑をかけるようなところじゃないので、あそこで高校野球をやれるようなことを考えら

れないかなということです。もしできたら、すごいまちおこしになるんじゃないかなと思い

ます。 

  どうでしょうか、どなたか。 

○議長（志関武良夫君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（関 晴夫君） 大多喜の野球場で高校野球の大会を開催できればまちおこし

になるのではないかというご質問でございますけれども、今、春、秋の予選は大多喜の海洋

センターの会場を使って実施しております。それと、夏の大会につきましては、茂原にあり

ます長生の森が、今、南の限界といいますか、そこを会場にして開催されております。 

  ただ、大多喜の会場ですとちょっと観客席が、高校野球の夏の大会とかというと、入場料

とか徴収いたしますので、その辺がちょっと整備が足らないのかなということがございます。 

  それさえクリアできれば、会場として少し手を加えれば、可能ではないかというふうに考

えております。 

○議長（志関武良夫君） ４番麻生勇君。 

○４番（麻生 勇君） それはもっともだと思います。 

  私の質問は、ただ高校野球をやれればいいということじゃなくて、観客席も整備してここ

にお客さんを呼ぶ。そうすると、１日３試合あるとすると、大変な人数が来るわけです。３

試合やるときもあるんだけれども、できるとしたら、町としての集客量というのはすごくあ

ると思うので、観客席の整備と、入場料は高野連に行くのだと思いますけれども、販売機で

あっても弁当であっても、大変需要が多いと思うので、その辺も、予算的な問題もあります

けれども、町長、考えてもらえればいいのかなと思うんですけれども。 

  町長、お願いします。 

○議長（志関武良夫君） 町長。 

○町長（飯島勝美君） 大変すばらしいアイデアをいただきました。 

  ただ、恐らく今の構想でいきますと、多額のお金がかかると思います。これは財政が許せ

ばやりたいと思いますが、そのご提案につきましては十分承りましたので。ただ、やるかど

うかというのは、ちょっとこれから考えていきたいと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  ４番麻生勇君。 
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○４番（麻生 勇君） 今の話なんですけれども、さっき一番南が茂原の長生の森らしいんで

すけれども、こっちから行くと、私、柏のほうまで行ったんですけれども、大変な距離なん

です。南限が茂原じゃなくて大多喜でもいいんじゃないかなという気がしていたので、そう

いう質問をしたわけです。返答は要りません。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 教育課長。 

○教育課長（野口 彰君） 先ほど野村議員さんからご質問のありました、109ページでござ

います、学校管理事業、西中、学校管理事業、大中の、生徒１人当たりにしたらどのくらい

になるかということでございますけれども、西中のほうが30万円でございます。それで、大

中のほうが12万5,000円でございます。 

○議長（志関武良夫君） よろしいですか。 

  質疑、ほかにはございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「あります」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は、平成27年度大多喜町一般会計予算に反対の立場から討論させ

ていただきます。 

  予算の概要というところに、予算を編成したときの基本的な考えが載っているのですが、

お金が足りないとか足りるとか、国の経済情勢がどうなのかとかということであります。私

も、やはり予算を考えるときに、住民の置かれている経済状況がどうかということを考えま

す。 

  この予算案にあらわれる限り、答弁でもありました町民税、個人の減収、そして法人税、

法人税の場合は法人税減税もあるけれども、でも事業の不振という面もあるという答弁でし

た。アパートの家賃は、住民の収入にも連動すると。そこでも減っている。住民の置かれて

いる経済状況というのは、厳しいものがあります。 
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  日常的にも、住民の声として、いろんな公共料金、それから保険料、高いという声が聞か

れていて、みんな本当にアップアップという暮らし方をしていらっしゃる方が少なくない。

こういうのが大多喜町の情勢だと思います。 

  特に、26年は消費税の増税、それから年金の削減あたりで、マスコミがアベノミクスをも

てはやしているほど、住民生活はよくなってはいないばかりか、かえって悪くなっている。

２パーセント消費税を上げたときも、復旧するのにものすごく時間がかかったけれども、多

くの庶民の生活は大変だろうと思います。 

  こういう中で、行政がすることは、地方自治法の２条の14項でしょうか、住民の福祉を増

進させる、つまり住民を安心させ、幸せにすることが、地方自治体の仕事の大きな任務だと

思うんです。 

  歳出のほうを見まして、私が１つ評価したいのは、子供の医療費が、県下びりから10番目

以内くらいで、ようやく議員の決議どおり４月から始まったことは、大きな評価ではありま

せんけれども、民の声に耳を傾けるという点で評価をしたいと思います。 

  今、世間で、はやり病のように言われている少子化、自治体が消滅する。それで周辺部、

田舎のほうでは人口の奪い合い、定住化という名前で進められているところが多いのですが、

私たちの町もそのはやり病にちょっとかかっているのではないか。執行部はかかっているの

ではないかというふうに思われます。 

  ３月５日の一般質問で根本議員が、定住化ってうちを建てることじゃないよ、もっと産業

をきちんと振興することみたいなことを言ったと思うんです。私も全くそのとおりで、私は

地域資源の利用、バイオエネルギーを使って地域経済の循環ということを去年やりましたけ

れども、どうやってこの地域で地域資源を掘り起こし、振興し、今いる人たちが定住、この

町に暮らしてもいいかな、この町だったら子育てができるかなというまちづくりをすること

こそが、本当の定住化につながる道だと思っています。 

  ところが、外から人を呼ぶことに走っているのではないでしょうか。例えば、空き家対策、

外から人を呼ぶために、１件当たり100万出そう、補助率は３分の１だ。これはすごくおい

しい話ですけれども、よそから来た人はいつの間にかいなくなっちゃったという話をよく聞

きます。何年かはいても、本当に足腰を据えて大多喜に貢献し切るかどうかわからない人た

ちのために200万円、これがあったら臨時職員の賃金を上げることはできます。 

  それから、今年度まで出していない、いすみ鉄道のイルミネーションだの蛍ウオッチング

など、いすみ鉄道はもう企業体で、やはり自分たちの組む仕事が、お金がもうかるかもうか
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らないかということを計算度外視して事業を組むのは、私は愚かなことだと思うんです。 

  住民から、その300万円のお金があれば、高校生までの医療費が無料になるじゃないです

か。今回子供の医療費、中学１年生から３年生まで延びたことによって、ふえたお金は約

350万円です。高校生だったらもっと病気にかかりませんから、一番体力のある時期で。300

万あったら、本当に高校生まで医療費が無料になる。このことのほうが、私は定住化に役に

立つと思うんです。 

  そういう面で、お金の使い方、今いる人たちを本当に大切にするという観点が抜けている

という点で、非常に残念だと思います。執行に当たり改善されることを希望して、私の一般

会計の反対討論といたします。 

○議長（志関武良夫君） 今、本案について反対者の発言がありました。 

  次に、本案に賛成者の発言を許します。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 私は、賛成の立場から意見を申し上げたいと思います。 

  平成27年の一般会計の予算、42億9,200万であります。 

  この予算を町長は、入るを量りて出ずるを為すと、財政の基本姿勢であると思います。地

方財政が破たんしている多くの自治体がある中で、こういう基本的なことをしっかり守って

いく、大変必要なことであると思います。 

  そして、重要な施策として、大多喜町総合計画第３次５カ年計画が最も重要だというよう

な答弁がありました。これから、５年、10年後の町をどういうふうにつくっていくか。これ

は本当に必要で、一番重要なことでありますし、これから具体化に向けて頑張っていただき

たいと思いますけれども、具体的な数字を入れて、本当にイメージが湧くような、５年、10

年後の町の計画をつくっていただきたいというふうに思います。 

  そして、その予算の中で、まず総務費でありますけれども、まちづくりの提言事業、100

万ではありますけれども、町民の意見を聞いて、こういうものを支援していくんだ、そうい

う考え方はすばらしいものだというふうに思います。 

  また、防犯灯のＬＥＤ、さらにふるさと基金積立事業ということで、今年度については

5,000万の計上をいたしました。これから、ふるさと納税も競争という形になろうかと思い

ますけれども、町にとっては大きな財源でありますし、今後の仕掛けでさらに大きく伸びる

事業というふうにも感じておるところでございまして、大変評価をいたします。 

  また、民生費でありますけれども、子供の医療対策事業ということで、今年度から中学３

－352－ 



年までの医療費の無料化、あるいはまた県下でも大変上位の施策であります少子化対策650

万ということで、去年に引き続き計上されました。 

  また、保育園の管理運営事業、大変子育てが充実して、本当に県下に誇れる事業でありま

す。その中でも、英語教室の業務委託ということで、幼児教育をしっかりやっていく、こう

いう姿勢も評価できるというふうに思います。 

  さらには、児童クラブの運営事業、そして健康増進事業、先ほど議論になりましたけれど

も、私たちの町も健康づくりをさらに充実させていくというような事業は評価できるものと

思います。 

  また、農林水産費でありますけれども、本当に野生獣が広がっている中での、去年に引き

続きまして有害鳥獣駆除対策、さらには多面的機能支払交付金ということで、今年度は７件

を予定しているということでありますけれども、この事業についても、うまく活用すれば本

当に地域がさらに荒廃なく管理が行き届く、こんなような事業でありますので、事務委託も

ほかにできるというような事業でありますので、ぜひ推進をしていただきたいと思います。 

  そして、土木費でありますけれども、随分心配していました。これから橋梁について老朽

化が始まる中でこれは大変になるのではないかというふうに思っておりましたけれども、長

寿命化事業ということで計画的にやっていくということで、今年度4,200万の事業。 

  教育費につきましても、小学校、中学校の教育振興事業ということで、英語教室の業務委

託事業、合わせて425万2,000円ですか、そしてまた統合によってのスクールバスの運行とい

うことで、大変評価できるものというふうに考えます。 

  一方、心配な部分もあります。ぜひ慎重に進めていただきたいのは、起債の残高47億

5,935万2,000円ということで、決して低い数字ではありません。これから、さらに負担がか

かってくるものというふうに思います。 

  さらには、先ほど質問しましたけれども、職員の退職金負担は、現在では14億6,000万ほ

どの積み立て不足という部分があります。この手当につきましても、将来的に非常に不透明

な部分がありますので、ぜひ今後も、起債の抑制には十分配慮をしながら、予算編成に当た

っていただきたいというふうに思います。 

  そして、産業振興でありますけれども、農業、林業、観光、商業、非常に厳しいものがあ

ると思います。これは参考でありますけれども、税務課の資料では、農業所得は517人で13

万7,000円、自営業は412人の申告で124万ということで、非常に低い数字であります。参考

ということであろうとは思いますけれども、それにしても産業そのものがこのように数字的
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に低い部分があると思います。今後、産業振興には相当力を入れていってほしいという部分

があります。 

  大多喜町の職員は、一般職で140名、類似団体と比べると30人から40人多いということで

あります。事務移譲がされて、今でも大変ということはわかりますけれども、産業育成、こ

の部分にも人材を多く投入しながら、振興を図っていきたい。 

  特に、町には農業振興基本法、観光振興基本法、商業振興基本法、全くありません。町に

どういう産業を育てていくか、こういうものが全くない話でありまして、しっかりと具体的

な数字を示して、目標を持って、本腰を入れていってほしい、このように思っております。 

  そして、健康増進事業化、さらに強化をしていただきたい。先ほど国の健康増進法は何だ

と申し上げましたけれども、高齢化になり、医療の増大が図られる中、私たちも町も本当に

一人一人が健康になるように町がリードして、健康づくりにさらに力を入れていただきたい。 

  そして、定住化、少子化については、限られた予算であります。どこにターゲットを絞っ

てやるか、少ない予算で効果的に上げるには、多くの部分でいろいろ総合的に事業を展開す

るのも、予算があればと思いますけれども、中では集中して的を絞ってやっていく、こんな

予算をつくっていただきたい。 

  そして、地元の大多喜高校でありますけれども、支援がなくなってしまいました。中学校

で、柔道で県大会、全国大会に行きます。大高にぜひ行ってほしいという思いを持っている

んですけれども、大高にはいい指導者がいないよということで、ほかに行ってしまう。こん

なような状況もあるわけで、ぜひいい指導者を招聘するなりしていただきたい。 

  大多喜の小学校、中学校、生徒はブラスバンドを、振興の部分で非常に一生懸命やられて

いる。それをつなげる大高のブラスバンドも、一生懸命、大多喜のお城まつりにも来ていた

だく。そういうところにもぜひ支援をしていただければと思いますし、小学校、中学校で英

語をやっているなら、高校でさらに進める、そんな支援を、大多喜町にとって大高がどうあ

ってほしいか、そういう観点からぜひ支援をしていただきたいというふうに思います。 

  さらに、歴史の副読本をつくっていただきました。今回の条例で専門職の人をということ

で、学芸員の人を入れたいというようなお話でした。大多喜町によそからお客さんとして来

て、子供たちが大多喜の歴史はこうですと、自信を持って、誇りを持って言えるような、そ

ういう教育をすることは、大きくなって社会に出てからも、この町を誇りに思い自信を持っ

てこの町を自慢できる、こういう子供たちが育っていくためには、ぜひそういう人材も活用

していただきたいというふうに思います。 
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  そして、最後になりますけれども、まずは私たちも町も、魅力のあるまちづくりを目指し

ていかなければいけないと思います。先ほど野中議員のほうからもありましたけれども、私

たちのもう一つの目的は、今いる人たちが幸せに生きがいを持って暮らせる町をつくる、こ

れも一方では大事な要素であります。芸術、文化、歴史、伝統、そしてスポーツの振興、バ

ランスよく推進をしていってほしい、こんな思いがあります。 

  最後でありますけれども、この予算を、本当に必要性、効率性、財源及び効果からという

ようなことでありましたけれども、ただ単に執行するのではなくて、あらゆる角度から本当

にその事業を見直しながら、本当に皆さんの力でこの予算を十分有効に活用するように執行

していただきたいというふうに思います。 

  以上で、賛成討論とさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、議案第30号 平成27年度大多喜町一般会計予算を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第30号 平成27年度大多喜町一般会計予算は原案のとおり可決されまし

た。 

  質疑の途中ですが、ここで10分間休憩をします。45分の開会とします。 

（午後 ３時３４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議長（志関武良夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議員の皆さん方に申し上げます。 

  議事の進行にご協力のほどをお願い申し上げます。 

（午後 ３時４４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３１号の質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第２、議案第31号 平成27年度大多喜町鉄道経営対策事業基金
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特別会計予算の議事を続けます。 

  これから質疑を行います。 

  どうぞ。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 毎年のように車両買いかえの予算が出ているんですけれども、この

買いかえの決断というのは誰がするんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） これにつきましては、いすみ鉄道の要望を、いすみ鉄道の活

性化委員会という県が実施しておるものがございます。その中で、原案をこの長期の見直し

とあわせて議論いたしまして、そしてこの基金の取り崩しにつきましてはいすみ鉄道の対策

協議会において審議しております。 

○議長（志関武良夫君） ほかにございますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 長期の見通しとか、そういうところで、対策委員会でやるというん

ですけれども、今のところいすみ鉄道の存続についてはどういうような見通しなのか、簡単

に説明していただけないでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） いすみ鉄道につきましては、平成20年、21年度を検証期間と

して、平成22年８月６日に存続が決定しております。その間ですが、平成31年度までの10年

間ということで、昨年一度見直しをしたところでございます。 

  したがいまして、平成31年度までの10年間、この決定をしたときから、この間については

存続していくんだということで決定しているところでございます。 

  それ以降につきましては、これからまた、最大の出資者でございます県と協議を重ねなが

らいくというようなことになろうかと思います。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  議案第31号 平成27年度大多喜町鉄道経営対策事業基金特別会計予算を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第31号 平成27年度大多喜町鉄道経営対策事業基金特別会計予算は原案

のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３２号の質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第３、議案第32号 平成27年度大多喜町国民健康保険特別会計

予算の議事を続けます。 

  これから質疑を行います。 

  質疑、どうぞ。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 保険料のことなんですけれども、ちょっとすみません、157ページ、

歳入歳出予算事項別明細書のところなんですが、国民健康保険税がことし、去年に比べて

4,977万5,000円、約5,000万近く少なくなっています。この説明をしてください。 

  このままいくと、私どものような素人は、本人が払う保険料が安くなるのかなというふう

に思うんですけれども、安くなるのでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） それでは、ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。 

  ご質問のとおり、平成27年度国民健康保険税予算につきましては、前年度比較4,977万

5,000円の減額を計上いたしました。 

  減額の理由といたしましては、歳出面では、医療費あるいは高額療養費等が予算が伸びて

いるものもございます。しかしながら、歳入予算であります前期高齢者交付金が前年度より

5,485万3,000円の増、また制度改正によります共同事業安定交付金の歳入が3,652万1,000円、

それぞれ増を見込んでおります。 

  そのため、国民健康保険税につきましては、平成26年度の歳入見込み額相当を計上させて

いただきました。 
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  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 納める保険料そのものは特別に安くなるわけではなくて、というふ

うに考えてよろしいんでしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 税務住民課長。 

○税務住民課長（市原和男君） 今年度の保険者、あるいは所得状況等の確保が行われれば、

税率は今現在のものが適用されると、ことしと同じような税収が確保されるというふうに思

っております。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論ありませんか。 

（「あります」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 今の質疑で、保険料率は変わらない、ことし並みの保険料であろう

というような内容でしたけれども、それにしても、国民健康保険税は非常に高いものがあり

ます。 

  この高くなった理由なんですけれども、1984年までは、健康保険財政の費用の50パーセン

トを国が負担していました。ところが、今は平均で、2012年で23パーセント、84年に比べて

もう半分以下の負担しかしなくて、それをみんな保険税、あるいは自治体の繰り入れという

形で、一番末端に負担が来るような形で、国民健康保険財政を運営しているところにこの問

題があるわけです。 

  ちなみに、私の計算では、大多喜町の国保財政における国庫支出金の割合はわずか20パー

セントであります。こういう財政運営をしている限り、本当にどんどん保険税が高くならざ

るを得ない。 

  今、町がどうせよということではありませんけれども、こういう制度そのものに対して、

やっぱりもろ手を挙げて賛成というわけにはいきません。 

  折に触れ、町長を中心に、国庫負担をふやせということを国にどんどん要求してもらうこ

－358－ 



とを希望して、私は反対討論といたします。 

○議長（志関武良夫君） 反対討論がありましたので、賛成者の発言を許します。 

  ６番江澤勝美君。 

○６番（江澤勝美君） 私は、賛成の立場から討論させていただきます。 

  大多喜町も確かに国民健康保険、年々ふえておりますけれども、国のほうも幾らか、26年

度から比べると補助金も多少ついてきております。 

  しかしながら、今と同じ財政でいきますと、26年度よりも上がるか上がらないか、微妙な

ところでありますけれども、これは町が一生懸命やっても、やはり今の高齢者社会ではかな

り、どこの市町村においても厳しいところがあります。 

  県のほうも、これから県のほうで、後期高齢者と同じような運営をしていきたいというこ

とで、案も出ているようですので、やはり当面は我慢してこれで続けていくというしかない

と思います。また、少しでもふえないように願って、賛成といたします。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、議案第32号 平成27年度大多喜町国民健康保険特別会計予算を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第32号 平成27年度大多喜町国民健康保険特別会計予算は原案のとおり

可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３３号の質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第４、議案第33号 平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会

計予算の議事を続けます。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 
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  これから討論を行います。 

  討論ありませんか。 

  討論がありますのでこれから討論を行います。 

  初めに、本案に反対者の発言を許します。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会計予算に反対の立場

から討論させていただきます。後期高齢者の場合、被保険者の保険料は去年と同じで変わら

ないんですけれども、社会保険に加入している若い世代の負担が、何ていう名前かわからな

いけれども大幅にふえることになって、どっちにしろ、国民負担がどんどこふやされる。そ

ういうシステムになっています。 

  本当に自然増で負担がふえる分というのは、国が負うべきではないか。消費税を値上げす

るのもしようがないと思った多くの人は、税と社会保障の一体というもとで、消費税を上げ

たら社会保障がよくなるのだろうと思って、それならしようがないやと思っていた方が大半

だろうと思うんです。 

  ところが、実際ふたをあけてみれば、今言いかけた介護保険にしろ、後期高齢者にしろ、

社会保険の大改悪、国民負担をふやす、税も社会保障も国民の負担をふやすというのが今の

政権のやり方なわけで、国民としては黙っているわけにはいきません。 

  やはり国のやり方はおかしいのだということを、わかっている我々が住民の方々にきちん

と説明して、次の選挙のときには私たちの味方をするような政権を選び取っていく、こうい

う気風をつくるためにも、私は後期高齢者医療制度についても反対いたします。 

○議長（志関武良夫君） 今、反対者の発言がありましたので、賛成者の発言を許します。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） それでは、賛成の立場から意見を申し上げます。 

  後期高齢者医療特別会計でありますけれども、現時点は千葉県の後期高齢者医療広域連合

が運営を行っておりますし、今回の保険料につきましてもそこが試算をしたということであ

りまして、町としては保険料を徴収してそこに納めるということでありますので、町にとり

ましては、納付するだけということであります。 

  そういう意味におきまして、この予算は適当であるというふうに考えて、賛成討論といた

します。 

○議長（志関武良夫君） ほかに討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、議案第33号 平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会計予算を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第33号 平成27年度大多喜町後期高齢者医療特別会計予算は原案のとお

り可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３４号の質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第５、議案第34号 平成27年度大多喜町介護保険特別会計予算

の議事を続けます。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 保険料の階層、区分けの細分化により、保険料が大幅に引き上げら

れるんですけれども、どの程度に引き上げられるのか、説明してください。 

  もう一つは、制度改定による老人ホーム入居者の負担の変更について説明してください。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） 保険料の関係ですが、今回保険料を見直ししまして６段階か

ら９段階に分けまして、その関係で、基準額が月額、今までですと4,300円が4,500円に、

200円上がりました。 

  それと、施設につきましては、介護保険では一定基準で施設のサービス料とかそういうの

を取っているんですが、各施設によって、介護保険以外の料金を取っているものもあります

ので、詳しいものについては所長のほうがご存じだと思いますので、そちらから回答させて

いただきます。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） それでは、個人負担金のことをご説明させていた

だきます。 
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  当老人ホームでは、限度額の２段階の方が約76パーセントいらっしゃいます。したがって、

その２段階の方を中心に、26年度、27年４月、27年８月の個人負担金について説明させてい

ただきたいと思います。 

  まず、26年度、３月末ですけれども、２段階といいますと年金収入が80万円以内の方とい

うことになっております。その方につきましては、１日当たり1,512円、負担があります。 

  また、27年４月から基本報酬が減額され、加算額が少しふえます。したがいまして、４月

の時点では、17円上がりまして1,529円となります。 

  続いて、８月ですけれども、今度は逆に基本報酬が大分減りますので1,482円と。したが

いまして、26年度と比べますとマイナスの47円ということになります。 

  簡単に言いますと、以上でございます。 

  ただし、８月からは、年金収入で280万以上ある方につきましては、基本報酬と加算額が

１割から２割ということになります。 

  また、預金額が単身で1,000万円以上、夫婦ですと、配偶者ですね、2,000万以上の方につ

きましては、食費そして居住費が限度額がなくなりまして、第４段階と呼んでいる一般の方

といいますか、国からの補助がなくなりまして、一般の方と一緒になるということがありま

す。 

  以上でございます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） わかったような、わからないようなことなんですけれども、一説に

よると、例えば８月からは、今の２段階の人が２倍以上の利用料を払わなきゃいけない場合

も出てくるやに聞いておりますけれども、それは事実でしょうか。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 当老人ホームでは、所得280万以上あるかないか

というのは、うちのほうではちょっと、個人情報等ありまして、こちらでは調べられません。

また、預金額につきましても、老人ホームではちょっと把握はできません。 

  したがって、今、野中議員さんが言ったように、そういう方もいらっしゃるかもわかりま

せんけれども、今の時点では、ちょっとうちのほうでは把握しておりません。 

○議長（志関武良夫君） 11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） ただ、可能性としては、あるということですよね。制度の変更によ
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って、そういう方も出てくるということですよね。 

  それともう一つ、私、これでもう質問ができませんので。預金が、単身なら1,000万、夫

婦そろっていれば2,000万以上、年金の場合は調べようと思えば公式には調べられると思う

んですけれども、どうやってそれを調べるんでしょうか。まさしく、個人情報中の個人情報

だと思うんですけれども。 

○議長（志関武良夫君） 特別養護老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（齋藤健二君） 先ほどの２倍になる可能性ということですけれど

も、もしそういうことで２割負担とか、2,000万以上、1,000万以上ある方につきましては、

そういうこともあり得ると思います。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（永嶋耕一君） ２つ目の、1,000万円と2,000万円の関係なんですが、これは

国の指導では自己申告ということになっております。 

  ですから、改めてうちのほうから、全員を調べるということはしません。あくまでも自己

申告という形で算定するような形になります。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「あります」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論がありますので、これから討論を行います。 

  初めに、本案に反対者の発言を許します。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は、平成27年度大多喜町介護保険特別会計予算に反対の立場から

討論させていただきます。 

  介護保険が年金から差っ引かれることで、本当に年金が少なくなったと言われる元凶の介

護保険であります。 

  今回の改正で、先ほど答弁にありましたように、今までの１から６段階の区分が９階層に
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なりました。標準では、課長は、一月200円、１年間で2,400円の値上げになると。 

  今、６段階にある人で新しい９段階になる方は、一月1,200円、１年間で１万4,400円上が

ります。年金から引かれる額は、９万1,800円もの高額になります。非常に負担が大きくな

ります。 

  介護保険が一番初めに始まったときは、それこそ一月2,000円くらいだったと、2,250円く

らいだったように覚えていますが、本当にこの10年間で２倍以上に上がるという。それで、

給料や年金が上がったかというと、そうではありません。そういう点では、今回のこの介護

保険の引き上げというのは、厳しいものがあります。 

  また、利用料の改悪により、町の老人ホームではわからないけれどもという答弁でしたけ

れども、今まで世帯分離で、家族であっても世帯分離をすれば、おじいちゃん、おばあちゃ

んが年金が80万以下であれば軽減措置が受けられたものを、今度は人の懐の中をこうやって

探るようにして、1,000万あるじゃないか、2,000万あるじゃないかといって、世帯分離を認

めない。 

  そうすると、本当に、計算させていただいたんですけれども、例えばさっきやった２段階

の方で、世帯分離をして、今まで自分の年金で納めていた。大体幾らぐらいかというと、約

５万3,000円ぐらいで町の特老だったら入れたんですけれども、同じ特老に入っていて、お

財布の検査をされたことによって、その方が10万9,920円、11万円もの利用料を払わなけれ

ばいられなくなる。 

  もしかしたら、これってホームから利用者を締め出す。介護保険が始まったときには、介

護の社会化、１人で見ることないよ、みんなで見ようよといって始まったんだけれども、実

はそうではない。どんどんもう貧乏人は出ていきなさいという、そんなことを如実にあらわ

すような今度の改悪だと思います。 

  それに2,000万円も、人の貯金をえぐり出すとは、それはすごいえげつないやり方だなと

いうふうに、本当は課長も答弁がまだあったんだろうと思います。申告で一応は承りますけ

れども、抜き取り調査をしますよというようなことを言っているということも聞いておりま

す。まるで犯罪者扱いです。 

  こういう制度改悪、国民を信用しない、カモにしているような、そういう介護保険制度に

対して、賛成することはできません。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） 反対者の発言がありましたので、次に本案に賛成者の発言を許しま
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す。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 賛成の立場から、討論をさせていただきます。 

  平成27年度の大多喜町の介護保険特別会計でありますけれども、今議会で、第６期の介護

保険事業計画が承認をされました。これから３年間について、この計画に基づいて今回の特

別会計の予算が組まれたものであります。 

  前回も申し上げましたけれども、きめ細かく６段階から９段階、そして低所得者の保険料

の軽減化も図られておりますし、ただいまお話しありましたけれども、ある程度一定以上の

人は負担をしていただかないと、それは持続していくには非常に大変なものがある。 

  40歳以上の人が支え合ってこの介護保険制度が成り立っているわけでありまして、そうい

う意味から言えば、ある程度所得のある人、この辺はどこかで一線を引いて、上げざるを得

ないんだろうというふうに思います。 

  また、介護予防につきましても、今回の予算では、いきいき塾参加の無料化ということや

いろんな部分で介護の予防についても予算措置をされているというふうに思っております。 

  適切な予算ではないかというふうに考え、賛成討論とさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに討論はありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから、議案第34号 平成27年度大多喜町介護保険特別会計予算を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第34号 平成27年度大多喜町介護保険特別会計予算は原案のとおり可決

されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３５号の質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第６、議案第35号 平成27年度大多喜町水道事業会計予算の議

事を続けます。 
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  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 水平統合の話、どこまで進んでいるのか、説明してください。 

○議長（志関武良夫君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） 統合・広域化につきましては、13年前から行われております。

県の高料金対策補助金の累計としますと、平成25年度までで1,097億を県は出しております。 

  九十九里地域、それから南房総地域の水道用水供給事業体と県営水道の統合を図るもので、

運営基盤強化、それから災害時の緊急時の対応、技術の確保、合理的な施設の整備だとか、

用水供給料金の格差縮小等を目的としたものでございます。 

  第１ステップは、経営統合ということでこれは千葉県が経営を行うわけですけれども、用

水供給事業体、いわゆる企業団の統合が主なものでございまして、第２ステップに入りまし

て、事業統合ということになりますので、末端給水事業体、いわゆる市町村等の統合・広域

化となりまして、用水供給料金の平準化、いわゆる料金の統一といいますか、そういうもの

が図られまして、今までもらっていた県の高料金対策、これがなくなります。 

  それで、昨年、野中議員から質問をいただいたときには、第１ステップの経営統合は、用

水供給事業体、いわゆる企業体でありますので、構成団体の中では特に異論を唱えるところ

はありませんでしたので、県の見通しでは26年度内にまとまるであろうという回答をさせて

いただきました。 

  しかしながら、県、水政課のほうになるわけですけれども、といたしましては、一挙に末

端給水事業体を含めた統合・広域化に近づけたいという考えで、平成26年内に統合・広域化

に向けた意思確認、これは末端給水事業体として統合・広域化を行いますというような書面

での提出を求めてまいりました。南房総地域では、もう少し時間が必要だということが意見

の大半でありました。すぐにやれません、もうちょっと時間をくださいという話をしました。 

  安房地区のほうでは、統合・広域化に向けた勉強会を４回から５回、既に実施しておりま

す。夷隅地域では、現在２回までの開催にとどまっております。それぞれ、水道施設や布設

がえの程度、それから経営状況、方針等が異なりますので、簡単にまとまるものではありま

せん。 

  平成27年度からは、自治体同士ではなかなか進まないだろうということで、南房総水道企

業団も加わりまして、予算を1,000万円組み、夷隅地域、安房地域のまとめ役、いわゆる構
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成団体からの要望によるものなんですけれども、まとめ役として加わる予定でございます。 

  県では、今のところ様子をうかがっているという状況になるわけですけれども、来週25日

に関係構成団体を県のほうに呼んで、説明会を再度開くということで予定をされています。

今のところ、こういう状況であります。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 県内で上から４番目にたしか大多喜町は高いんですよね、水道料金

が。それを一気に解決しようというのが水平統合で、一般質問したときには、26年度内には

この第１段階というのは簡単だからできますよみたいな答弁だったんですけれども、それが

延びている、先はまだ見えないというふうに解釈してよろしいんですねというのを―ちょ

っと待ってください。 

  私、これ、もう一つ、もしそれがだめであれば、本当に高い水道料金を引き下げるために

は、町で独自に自分のところの水道料金を下げなきゃいけない。それは、累積赤字があるか

ら、下げるよりも累積赤字の解消が先だということでした。累積赤字が解消しなければ、水

道料金を引き下げる考えというのはないんですか。累積赤字を減らしながら、料金も穏やか

でも下げていくという手は考えられませんか。 

  その２点、伺います。 

○議長（志関武良夫君） 環境水道課長。 

○環境水道課長（川嵜照恭君） 町長、いいですか。よろしいですか。 

  第１ステップは、案外簡単ではないかという話はしました。これは第１ステップの段階で、

料金の平準化が図れるわけではありません。まして、高料金対策の県の補助金がなくなるわ

けではありません。あくまでも県水と企業団がくっつくということですから。 

  で、第２ステップになってくると、末端給水事業体、いわゆる我々大多喜町だとか、いす

み市だとか勝浦だとか安房地域だとか、そういうのが一緒になりますよということが大変な

ステップなわけですね。 

  ですから、第１ステップ、仮に企業団だけでとりあえずやったとしても、そこで料金の平

準化は生まれてこない。だから、２番目のステップについては、まだ時間がかかりますよと

いうような意味合いです。 

  それと、累積赤字の関係ですが、25年度末で1,034万。26年度末では、純利益が172万
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1,000円見込まれますので、累積欠損金、赤字としては861万9,000円程度になるだろうと見

込んでおります。 

  これがなくならないと料金を下げないということではありません。というのは、現在、ご

承知のとおり一般会計から7,500万なり7,300万なりいただいています。それに合わせて県の

高料金対策もいただいていますので、１億四、五千万があるわけです。まず、それらを解消

するのが、要するに一般会計からもらうのを少しでも減らしていくことが一番大事じゃない

かなというふうに考えております。 

  ですから、今の段階で、例えば有収率が高くなって、いろんな面で水道事業としてはよく

なっているんですけれども、ここで、じゃ料金を下げますというようなことは全く考えてお

りません。ただ、上げることももちろんそうなんですけれども。 

  先ほども野中議員が言われたように、一番高いところは勝浦市です。 

  大多喜は多分３番手か４番手ぐらいになっていると思います、おっしゃるとおりなんです

けれども。 

  ただ、そういった一般会計からいただいている補助金をなるべく減らすことがまず先決で

はなかろうかなというふうに考えておりますので、料金を下げるという考えは全く持ってお

りません。 

  以上です。 

○議長（志関武良夫君） ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「はい」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論がありますので、これから討論を行います。 

  初めに、本案に反対者の発言を許します。 

  11番野中眞弓君。 

○１１番（野中眞弓君） 私は、平成27年度大多喜町水道事業会計予算に反対の立場から、討

論させていただきます。 

  何と言っても、水道料金を安くしてほしいという住民の切実な願いがあります。今の課長
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の答弁ですと、今、水道会計にとって必要なことは、町からの繰り入れを減らすことだとい

うことでした。 

  私の家は水道が通っていませんから、高くなっても低くなっても個人的には全く影響ない

んですけれども、町の中の九十何パーセントが利用しているので、繰り入れて、水道料金を

下げる。繰り入れないで、どんどん繰入額を減らして水道料金を高いままに保っている。税

金の使い方、そんなにお金の使い道は違わないと思うんですけれども、住民にとってはどち

らが幸せかといったら、やっぱり水道会計に繰り入れてもらって、そして最低料金を下げて

いく。特に年金だけで生活していらっしゃる方にとっては、切実な願いです。 

  そういう点で、今回、今まで町の会計から7,500万入れていたのを、200万削って7,300万

にしたことは、また水道料金の引き下げが遠くなる道だし、今わかったことは、累積赤字が

あろうとなかろうともう料金はどうも下がらないらしい、そういうことを今の答弁から感じ

ましたけれども、町民にとっては大変情けない話です。 

  私の反対討論といたします。 

○議長（志関武良夫君） 反対者の発言がありましたので、次に本案に賛成者の発言を許しま

す。 

  ７番小髙芳一君。 

○７番（小髙芳一君） 賛成の立場から討論をさせていただきます。 

  平成27年度の大多喜町水道事業会計予算でありますけれども、あくまでも事業会計という

ことであります。つまり、水道料金によってこの会計が成り立っている、この原則があるわ

けでありまして、その内容は、営業収益が５億でありますけれども、本当の水道料金の売り

上げは３億少しであります。あとは補助金、先ほどから話があります県・町補助金等々で補

っているということでありまして、基本的には受益者負担という部分があるのではないかと

いうふうに思います。 

  先ほどの課長の答弁の中で、まずはそういう中で町の補助金、県の補助金を削ってからと

いうことについては、賛成をし、支持をするところであります。 

  以上で、賛成討論とさせていただきます。 

○議長（志関武良夫君） ほかに討論ありますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 
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  これから、議案第35号 平成27年度大多喜町水道事業会計予算を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（志関武良夫君） 挙手多数です。 

  したがって、議案第35号 平成27年度大多喜町水道事業会計予算は原案のとおり可決され

ました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３６号の質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 日程第７、議案第36号 平成27年度大多喜町特別養護老人ホーム事

業会計予算の議事を続けます。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第36号 平成27年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計予算を採決しま

す。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 全員です。 

  したがって、議案第36号 平成27年度大多喜町特別養護老人ホーム事業会計予算は原案の

とおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（志関武良夫君） お諮りします。 

  町長から、平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第14号）の議案が提出されました。 
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  この議案を日程に追加し、直ちに議題としたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  よって、提出された議案を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題とすることに決

定しました。 

  職員をして、議案を配付いたします。 

（議案配付） 

○議長（志関武良夫君） 議案の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 配付漏れなしと認めます。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（志関武良夫君） 追加日程第１、議案第37号 平成26年度大多喜町一般会計補正予算

（第14号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○企画財政課長（西郡栄一君） 議案第37号 平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第14

号）の説明をさせていただきます。 

  今回の補正予算につきましては、ふるさと納税と奨学基金への寄附金に係る補正でござい

ます。 

  それでは、本文の説明をさせていただきます。 

  １ページをごらんください。 

  平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第14号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条第１項は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ921万8,000円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ47億7,905万5,000円とするものです。 

  第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によることを定めるものでございます。 

  それでは、事項別明細書により、補正予算の説明をさせていただきますので、６ページ、
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７ページのほうをお開きください。 

  ２、歳入。 

  款17寄附金、項１寄附金、目１指定寄附金1,557万1,000円の増額補正は、節１ふるさと納

税1,507万1,000円と教育費寄附金50万円の増額を見込み、計上させていただきました。 

  次の、款18繰入金、項１基金繰入金、目６ふるさと基金繰入金635万3,000円の減額補正は、

感謝券の精算などが翌年度になる見込みのため、基金からの繰入金を減額するものでござい

ます。 

  次のページをお開きください。 

  ３、歳出。 

  款２総務費、項１総務管理費、目６企画費871万8,000円の増額補正は、説明欄のふるさと

基金積立事業として、ふるさと納税寄附金1,507万1,000円をふるさと基金へ積み立てるもの

でございます。 

  ふるさと納税事業の８節報償費は645万3,000円の減額補正でございます。この主な減額理

由につきましては、ふるさと感謝券を３月13日現在で1,773万8,000円発行しておりますが、

その換金状況は343万4,000円と、換金率は19パーセント程度でございます。ふるさと納税額

の50パーセント程度を謝礼品として予算化しておりましたので、決算額を見込み、減額する

ものでございます。 

  14節、代理収納システム利用料は、ヤフー公金支払利用料の１パーセントに消費税を加算

したもので、決算見込みによる増額でございます。 

  款９教育費、項１教育総務費、目２事務局費50万円の増額補正は、指定された寄附金を奨

学基金に積み立てるものでございます。 

  以上で、平成26年度大多喜町一般会計補正予算（第14号）の提案説明とさせていただきま

す。よろしくご審議くださるよう、お願いいたします。 

○議長（志関武良夫君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  本案については、討論を省略し、これから採決したいと思います。 
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  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） 異議なしと認めます。 

  これから、議案第37号を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（志関武良夫君） 挙手全員です。 

  したがって、議案第37号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎休会について 

○議長（志関武良夫君） 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

  お諮りいたします。 

  本定例会は、議事の都合により、あす20日から本年６月30日まで休会としたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（志関武良夫君） ご異議なしと認めます。 

  よって、あす20日から本年６月30日までを休会とすることに決定しました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（志関武良夫君） 本日はこれをもって散会とします。 

  長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後 ４時４２分） 
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